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安全にお⾞を使⽤していただくために守っていただきたいことを､次の表⽰で区分して記載していま
す｡これらは重要ですので､必ず読んでお守りください｡
 

警告
取り扱いを誤った場合､死亡または重⼤な傷害を負う可能性のあるもの

注意
取り扱いを誤った場合､傷害を負ったりお⾞の損傷につながったりする可能性のあるもの

知識
知っておくと便利なこと

 
イラストで表現している内容の禁⽌を意味しています｡
 

イラスト内の⽮印は､次の意味を⽰しています｡
 1 番⽬の操作を⽰しています｡

 

 2 番⽬の操作を⽰しています｡
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 部品の位置を⽰しています｡
 

 状態の移り変わりを⽰しています｡
 

 
お⾞に表⽰されている次のマークは「詳しい説明を本書に記載しています｡」を⽰しています｡必ず本
書の説明を読んでご使⽤ください｡
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ハンドル周辺の概略図
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運転席周辺の概略図
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室内リアの概略図
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⾞両外側フロントの概略図
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運転時に守っていただきたいこと

注意
ターボ搭載⾞は､ターボ装置の故障を防ぐ
ために次のことをお守りください。
エンジンオイル､オイルフィルターは必

ず指定された期間で交換してください。
エンジン始動直後の空ふかし､急加速は

⾏なわないでください。
⾼速⾛⾏や登坂⾛⾏の直後は､エンジン

を停⽌する前にアイドリング運転を⾏な
ってください。
⾼速⾛⾏後は約 1 分､急な加速や､急な登
坂⾛⾏後またはトレーラーなどをけん引
した後は約 2 分アイドリング運転をして
ください。
i-stop が作動したときはアイドリングは
不要です。

駐停⾞時に守っていただきたいこ
と

警告
お⼦さまだけを⾞内に残さない。
炎天下の⾞内は⾼温になり､命に関わる可
能性があります。
お⼦さまのいたずらなどで､装置の作動､⾞
の発進など思わぬ事故につながる可能性が
あります。

注意
⾼温になると⾞両⽕災につながる物を⾞

内に放置しないでください。
炎天下の⾞内は⾼温になる可能性があり
ます。

⾞は燃えやすい物のない場所に停めてく
ださい。

ガレージの中や積雪した場所など､換気
の悪い場所でエンジンをかけたままにし
ないでください。
排気管や排気⾳に異常を感じたときは点
検を受けてください。
⼀酸化炭素中毒になる危険性がありま
す。

エンジンをかけたまま⾞内で寝ないでく
ださい。
意図せず⾞が動くなどの危険性がありま
す。

はじめにお読みください
守っていただきたいこと
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EDR (イベントデータレコーダー)
について
衝突などのときのデータを記録する EDR を装
備しています。
EDR は次のような情報を記録します。
 ⾞速
 運転席乗員のシートベルト装着有無
 助⼿席乗員のシートベルト装着有無
 エアバッグ作動に関する情報 (加速度波形な

ど)
 エアバッグシステムの故障診断情報

個⼈情報 (⽒名･性別･年齢･衝突場所) は記録し
ません。

⾞両データを記録するコンピュー
ターについて
⾞両の制御や操作､⾛⾏環境に関するデータ記
録するコンピューターを装備しています。
このコンピューターは次のような情報を記録し
ます。
 エンジンの回転数や⾞速など､⾞両の状態
 アクセル/ブレーキなどの運転状態･⾞両⾛⾏

時の環境情報
 ⾞載されるコンピューターの故障診断の情報
 その他､⾞載されるコンピューターの制御に

関する情報
記録される情報はお⾞のグレードや装備により
異なります。
個⼈情報 (⽒名･性別･年齢･衝突場所) は記録し
ません。

はじめにお読みください
⾞に記録されるデータ
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ドライバーの画像などを記録する
コンピューターについて
ドライバーの異常検知時の情報を記録するコン
ピューターを装備しています。
このコンピューターは次のような情報を記録し
ます。
 ⾞両に搭載されているカメラで撮影した静⽌

画像
 i-ACTIVSENSE の作動に関するデータ

記録される情報はお⾞のグレードや装備により
異なります。
⾳声は記録しません。

データの取り扱いについて
マツダおよびマツダの委託先は､EDR､⾞両デー
タを記録するコンピューター､ドライバーの画
像などを記録するコンピューターに記録された
データを､⾞両の故障診断･研究開発･品質の向
上を⽬的に取得･利⽤することがあります。
なお､取得したデータは次の場合を除き､第三者
へ開⽰･提供することはありません。
 お⾞の使⽤者の同意 (リースは貸借主の同意)

がある場合
 警察･裁判所･政府機関などの法的強制⼒のあ

る要請に基づく場合
 統計的な処理を⾏なうなどの使⽤者や⾞両が

特定されないように加⼯したデータを研究機
関などに提供する場合

はじめにお読みください
⾞に記録されるデータ
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メーター (A タイプ)
この製品は､フリー/オープンソースを含みます。ライセンスおよびソースコードについての情報は､次
の Web サイトから⼊⼿することができます。
http://car.panasonic.jp/oss/j04ljmmb

はじめにお読みください
オープンソースソフトウェア情報
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アクティブ･ドライビング･ディスプレイ
この製品は､フリー/オープンソースを含みます。ライセンスおよびソースコードについての情報は､次
の Web サイトから⼊⼿することができます。
https://www.nippon-seiki.co.jp/business_ic_meter/

はじめにお読みください
オープンソースソフトウェア情報
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ドライバー･モニタリングカメラ
フリー/オープンソース ソフトウェア情報
この製品は､フリー/オープンソースを含みます。ライセンスおよびソースコードについての情報は､次
の Web サイトから⼊⼿することができます。
http://www.embedded-carmultimedia.jp/RTOS/License/oss/DMS_0201/

はじめにお読みください
オープンソースソフトウェア情報
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クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
フリー/オープンソース ソフトウェア情報
この製品は､フリー/オープンソースから⽣成したソフトウェアを含みます。フリー/オープンソースの
ライセンスについての情報は､次の Web サイトから⼊⼿することができます。
http://acado.github.io/licensing

はじめにお読みください
オープンソースソフトウェア情報
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SRS エアバッグシステムについて
エアバッグは､⾞両の電源が ON のとき⾞両前
⽅または側⽅から強い衝撃を受けると瞬間的に
膨らみ､運転者および同乗者の頭部や胸部など
への衝撃をやわらげます。
SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助
することで乗員を保護する装置であり､シート
ベルトに代わるものではありません。
エアバッグは 5 種類あります。
運転席エアバッグ
運転席エアバッグはハンドルの中央に格納され
ています。

助⼿席エアバッグ
助⼿席エアバッグはインストルメントパネルに
格納されています。助⼿席に同乗者がいなくて
も運転席エアバッグと同時に膨らみます。

運転席ニーエアバッグ
ニーエアバッグはインストルメントパネルの下
に格納されています。

サイドエアバッグ
サイドエアバッグはフロントシート背もたれの
外側部分に格納されています。乗員の有無に関
係なく衝撃を受けた側のサイドエアバッグが膨
らみます。

カーテンエアバッグ
カーテンエアバッグはフロントピラー､ルーフ
サイド部､リアピラーに格納されています。
側⾯衝突時
乗員の有無に関係なく衝撃を受けた側のカーテ
ンエアバッグが膨らみます。

乗員/歩⾏者を保護する装備
SRS エアバッグシステム
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横転時
⾞両の横転時に両側のカーテンエアバッグが膨
らみます。

SRS エアバッグシステム使⽤上の
警告･注意

警告
お⾞に乗る前に

運転者はもちろん､同乗者も必ずシートベ
ルトを着⽤する。
SRS エアバッグシステムはシートベルトと
併⽤することで効果を発揮します。シート
ベルトを着⽤していないと､重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。
 
シートに座ったときは

ハンドル中央部に⼿を置いたり､顔や体を
近づけたりしない。
エアバッグが作動したときに､強い衝撃を受
け重⼤な傷害につながるおそれがありま
す。

乗員/歩⾏者を保護する装備
SRS エアバッグシステム
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警告
シートの前端に座ったり､インストルメン
トパネルにもたれかかったり､⼿や顔を近
づけない。
エアバッグが作動したときに強い衝撃を受
け重⼤な傷害につながるおそれがありま
す。

 
お⼦さまを乗せるときは

お⼦さまはできるだけセカンドシート/サー
ドシートに座らせ必ずシートベルトを着⽤
させる。
シートベルトが⾸や顔などにあたるなどし
て､腰⾻に正しく着⽤できないお⼦さまに
は､別売りのベビーシート､チャイルドシー
ト､ジュニアシートをお使いください。お⼦
さまがエアバッグの前に⽴っていたり､正し
い姿勢で座っていなかったりすると､エアバ
ッグが作動したときに強い衝撃を受け､お
⼦さまの命にかかわる重⼤な傷害につなが
るおそれがあり危険です。

 

警告
こんなことにも注意

ハンドルを交換しない。また､パッド部に
ステッカーなどを貼り付けたりしない。
万⼀の場合エアバッグが正常に作動しなく
なり､重⼤な傷害につながるおそれがあり
ます。

インストルメントパネル上下部にステッカ
ーを貼り付けたり､芳⾹剤､アクセサリー⽤
品､⼿荷物などの物を置いたりしない。ま
た､ルームミラーにワイドミラーを取り付け
ない。
エアバッグが正常に作動しなくなったり､エ
アバッグが膨らむときにこれらの物が⾶散
したりするなど､重⼤な傷害につながるお
それがあります。

⾞両前部にグリルガードなどを装着しない。
SRS エアバッグシステムに影響をおよぼす
ため､万⼀の場合エアバッグが正常に作動し
なくなり､重⼤な傷害につながるおそれが
あります。

サスペンションの改造をしない。
⾞⾼やサスペンションの硬さが変わると､衝
撃を正しく検知できないため､エアバッグが
正常に作動しなくなったり､誤って作動した
りするなど､重⼤な傷害につながるおそれ
があります。

乗員/歩⾏者を保護する装備
SRS エアバッグシステム
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警告
SRS エアバッグシステムの部品や配線を修
理したり､電気テスターを使って､SRS エア
バッグシステムの回路診断をしたりしない。
正常に作動しなくなったり､誤って作動した
りするなど､重⼤な傷害につながるおそれ
があります。
 
メンテナンスや廃⾞について

事故後は必ずマツダ販売店で点検を受け
る。
エアバッグが作動しない程度の事故であっ
ても､事故の衝撃でシステム本来の機能を損
なっているおそれがあるため､万⼀の場合エ
アバッグが正常に作動しなくなり､重⼤な傷
害につながるおそれがあります。

次のような作業が必要なときは､必ずマツ
ダ販売店に相談する。
次の作業を⾏なうとエアバッグが正常に作
動しなくなったり､誤って作動したりするな
ど､重⼤な傷害につながるおそれがありま
す。
 SRS エアバッグの取りはずし､取り付け､

分解､修理
ハンドルまたは周辺部品の取りはずし､

取り付け､分解､修理
インストルメントパネルまたは周辺部品

の取りはずし､取り付け､分解､修理
フロントシートの交換､取りはずし､取り

付け､分解､修理
⾞両前部または側部の修理
フロントピラー､サイドピラー､リアピラ

ー､ルーフサイド部の修理
室内の電装品の取りはずし､取り付け

⾞を廃⾞にする場合は､必ずマツダ販売店
に相談する。
不意にエアバッグが作動し､重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。
 

警告
サイドエアバッグについて

フロントシート背もたれの外側部分に⼿､
⾜､顔を近づけた姿勢で座らない。
フロントシートに座ったときは､フロント
ドアにもたれかかったり､窓から腕を出し
たりしないでください。また､セカンドシー
ト/サードシートに座ったときはフロントシ
ート/セカンドシートの背もたれを抱えない
でください。サイドエアバッグが作動した
ときに強い衝撃を受け､重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。

フロントシートにシートカバーを使⽤しな
い。
シートカバーを使⽤するとサイドエアバッ
グが正常に作動しなくなり､重⼤な傷害に
つながるおそれがあります。

フロントドアやフロントシート付近にカッ
プホルダーなどのアクセサリー⽤品を取り
付けない。
サイドエアバッグが膨らむときにこれらの
物が⾶散し､重⼤な傷害につながるおそれ
があります。

フロントシートの下に荷物などを置かな
い。
フロントシートの下部にあるサイドエアバ
ッグの配線が損傷し､万⼀の場合エアバッグ
が正常に作動しなくなり､重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。
 

乗員/歩⾏者を保護する装備
SRS エアバッグシステム
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警告
カーテンエアバッグについて

ドアにもたれかかったり､フロントピラー､
リアピラー､ルーフサイド部などに近づいた
りしないようにして座る。
カーテンエアバッグが作動したときに強い
衝撃を受け､重⼤な傷害につながるおそれ
があります。

フロント窓ガラス､リア窓ガラス､フロント
ピラー､サイドピラー､リアピラー､ルーフサ
イド部､アシストグリップなどカーテンエア
バッグ展開部周辺にアクセサリー､ハンズフ
リーマイクなどを取り付けたりしない。
カーテンエアバッグが膨らむときにこれら
のものが⾶散し､重⼤な傷害につながるお
それがあります。

1. フロントピラー
2. サイドピラー
3. ルーフサイド部
4. リアピラー

アシストグリップやコートフックなどには
重たいものやとがったものをかけない。
服などをかけるときはハンガーを使わない
でください。カーテンエアバッグが膨らむ
ときにこれらのものが⾶散し､重⼤な傷害
につながるおそれがあります。

注意
エアバッグが作動した直後は､しばらく

の間エアバッグ取り付け部をさわらない
でください。エアバッグが作動すると⾼
温になるため､やけどをするおそれがあ
ります。

ドアを閉じるときは窓ガラスが割れるほ
ど強く閉めないでください。サイドおよ
びカーテンエアバッグが作動するおそれ
があります。

エアバッグの作動について
エアバッグは瞬時に膨らむため､エアバ

ッグとの接触により打撲やすり傷など､
けがをするおそれがあります。

エアバッグが膨らむと⽩煙が出ますが､
⽕災ではありません。また､⼈体への影
響はありません。ただし､⽪膚などの弱
い⽅はまれに刺激を受けることがありま
す。エアバッグ作動時の残留物 (カス) が
⽬や⽪膚に付着したときは､できるだけ
早く洗い流してください。

エアバッグは⼀度膨らむと再使⽤できま
せん。マツダ販売店で交換してくださ
い。

助⼿席エアバッグが膨らむときにフロン
トガラスが破損することがあります。

乗員/歩⾏者を保護する装備
SRS エアバッグシステム
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SRS エアバッグシステムの作動について
運転席/助⼿席エアバッグ､運転席ニーエアバッグは正⾯衝突において､サイド/カーテンエアバッグは
側⾯衝突において､強い衝撃を受けたときに作動します。
⾞両に衝撃を受けても､エアバッグが必ずしも作動するとは限りません。
エアバッグが作動しにくいとき
次のようなときには､衝撃の⼤きさによって作動しないことがあります。
運転席/助⼿席エアバッグ､運転席ニーエアバッグ
(⽴⽊や電柱に衝突したとき)

(トラックの下などに潜り込んだとき)

(斜め前⽅に衝突したとき)

サイド/カーテンエアバッグ
(斜め前⽅に衝突したとき)

(前⽅または後⽅に回転したとき)

乗員/歩⾏者を保護する装備
SRS エアバッグシステム
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(⾞両の側⾯ (運転者または助⼿席同乗者付近) から⽴⽊や電柱に衝突したとき)

(2 輪⾞が側⾯に衝突したとき)

エアバッグが作動しないとき
次のようなときには作動しません。
運転席/助⼿席エアバッグ､運転席ニーエアバッグ
(後ろ⽅向から衝突されたとき)

(横転や転覆したとき)

(前⽅または後⽅に回転したとき)

乗員/歩⾏者を保護する装備
SRS エアバッグシステム
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(横⽅向から衝突されたとき)

サイドエアバッグ
(横転や転覆したとき)

サイド/カーテンエアバッグ
(後ろ⽅向から衝突されたとき)

(正⾯衝突したとき)

乗員/歩⾏者を保護する装備
SRS エアバッグシステム
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シートベルトについて
シートベルトは､事故や突然の停⽌時に重傷を
負う可能性を減らすのに役⽴ちます。
シートベルトには 3 つ機構があります。
ELR (緊急時固定) 機構
シートベルトは体の動きにあわせて伸縮します
が､強い衝撃を受けると､ベルトが⾃動的にロッ
クされ体を固定します。
プリテンショナー機構
⾞両前⽅または側⽅から強い衝撃を受けたり､
横転したりすると､シートベルトを引き込み､シ
ートベルトの効果をより⾼める装置です。
衝突が検出されると､プリテンショナーはエア
バッグと同時に展開します。
シートベルトリトラクター (巻き取り装置) は､
エアバッグが膨張するときにたるみを素早く取
り除きます。
ロードリミッター機構
⾞両前⽅から強い衝撃を受けたときなど､シー
トベルトに⼀定以上の荷重がかからないように
作動する装置です。シートベルトにかかる荷重
を規定値に保つことで､乗員の胸に加わる⼒を
減少させます。
プリテンショナーが作動していない場合でも､
ロードリミッター機構は専⾨の修理業者がチェ
ックする必要があります (マツダ認定修理業者
をおすすめします)。

知識
 プリテンショナー機構は､⾞両前⽅また

は側⽅から強い衝撃を受けたとき作動し
ますが､衝撃が弱いと作動しません。

 プリテンショナー機構の作動により､⽩
煙が⾒えることがありますが､⽕災では
ありません。また､⼈体への影響はあり
ません。ただし､⽪膚などの弱い⽅はま
れに刺激を受けることがあります。プリ
テンショナー機構作動時の残留物 (カス)
が⽬や⽪膚に付着したときは､できるだ
け早く洗い流してください。

シートベルト使⽤上の警告･注意

警告
シートベルトは全員が正しく着⽤する。
着⽤しないと体が拘束されないため､急ブ
レーキ時や衝突時に⾞内の物に打ちつけら
れたり､⾞外に放りだされたりするなど､重
⼤な傷害につながるおそれがあります。

1 つのシートベルトを同時に 2 ⼈以上で使
⽤しない。
2 ⼈以上で使⽤すると､万⼀の場合シートベ
ルトの効果が⼗分に発揮できないため､重
⼤な傷害につながるおそれがあります。

クリップなどでシートベルトにたるみをつ
けない。
万⼀の場合シートベルトの効果が⼗分に発
揮できないため､重⼤な傷害につながるお
それがあります。

ベルトがねじれた状態で使⽤しない。
ねじれがあると､万⼀の場合衝撃⼒が分散
できず局部的に強い⼒を受けるため､重⼤
な事故につながるおそれがあります。

肩ベルトを肩の中央にかけて着⽤する。腕
の下に通して着⽤しない。
ベルトが肩に⼗分かかっていないと急ブレ
ーキ時や衝突時に､体が前⽅に投げ出され､
重⼤な傷害につながるおそれがあります。

背もたれは倒しすぎない。
急ブレーキ時や衝突時に､体がシートベル
トの下にすべり込み､シートベルトの効果が
⼗分に発揮できないため､重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。

腰部ベルトは必ず腰⾻のできるだけ低い位
置に密着させる。
シートベルトが腰⾻からずれていると､急ブ
レーキ時や衝突時に､腹部に強い圧迫を受
け､重⼤な傷害につながるおそれがありま
す。

乗員/歩⾏者を保護する装備
シートベルト
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警告
妊娠中の⼥性や疾患のあるかたもシートベ
ルトを着⽤する。
ただし､急ブレーキ時や衝突時､局部的に強
い⼒を受けるおそれがあるため医師に相談
し､注意事項を確認してください。腰部ベル
トは腹部を避けて腰⾻のできるだけ低い位
置に密着させてください。また､肩ベルトは
肩に⼗分かかるようにし､腹部を避けて胸
部に密着させてください。
 

シートベルトのバックルの中に異物を⼊れ
ない。
異物が⼊るとプレートがバックルに完全に
はまらず､シートベルトの効果が⼗分に発
揮できないため､重⼤な傷害につながるお
それがあります。

警告
お⼦さまを乗せるときは

お⼦さまはできるだけリアシートに座らせ､
必ずシートベルトを着⽤させる。
お⼦さまを抱いたり､ひざの上に乗せたり
すると､急ブレーキ時や衝突時に⼗分に⽀
えることができず､お⼦さまが投げ出された
り押しつぶされ､重⼤な傷害につながるおそ
れがあります。
 

シートベルトが⾸や顔などにあたるなどし
て､腰⾻に正しく着⽤できないお⼦さまに
は､別売りのベビーシート､チャイルドシー
ト､ジュニアシートを使⽤する。
シートベルトは成⼈サイズの⽅の乗員によ
る着⽤を⽬的としています。
ベビーシート､チャイルドシート､ジュニア
シートを使⽤しないと､万⼀の場合シート
ベルトの効果が⼗分に発揮できないため､
重⼤な傷害につながるおそれがあります。
メンテナンスについて

シートベルトを分解･改造･交換しない。
万⼀の場合､シートベルトの効果が⼗分に
発揮できないため､重⼤な傷害につながる
おそれがあります。

事故などにあったときは､必ずマツダ販売
店で点検を受ける。
プリテンショナー付きシートベルトおよび
ロードリミッター付きシートベルトは､⼀
度作動すると再使⽤できません。

乗員/歩⾏者を保護する装備
シートベルト
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警告
そのままの状態で使⽤すると､万⼀の場合
シートベルトの効果が⼗分に発揮できない
ため､重⼤な傷害につながるおそれがあり
ます。

⾞を廃⾞される場合は､必ずマツダ販売店
に相談する。
プリテンショナー機構が不意に作動し､重
⼤な傷害につながるおそれがあります。

プリテンショナー機構の部品や配線を修理
したり､電気テスターを使ってプリテンショ
ナー機構の回路診断をしたりしない。
正常に作動しなくなったり､誤って作動した
りするなど､重⼤な傷害につながるおそれ
があります。

注意
シートベルトやリングが汚れると､ベルト
の巻き取りが悪くなるので汚れを取ってく
ださい。
シートベルトのお⼿⼊れについては 9-26
ページを参照してください。
 

1. リング

シートベルトの使いかた
1. 上体を起こし､シートに深く腰かける。
2. プレートを持って､ベルトをゆっくり引き

出す。

知識
ベルトがロックして引き出せないときは､⼀
度ベルトを巻き取らせてからゆっくり引き
出してください。それでも引き出せないと
きは､⼀度ベルトを強く引っ張ってからベル
トをゆるめ､再度ゆっくり引き出してくださ
い。

3. ベルトにねじれがないかを確認する。
4. プレートをバックルにカチッと⾳がするま

で差し込む。

5. ベルトを腰⾻のできるだけ低い位置に密着
させ､肩に⼗分かける。

乗員/歩⾏者を保護する装備
シートベルト
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ベルトが⾸､あご､顔などにあたらないよう
にしてください。

シートベルト表⽰灯 (セカンドシート/サードシ
ート) (緑)

⾞両の電源が ON のとき､セカンドシート/サー
ドシートのシートベルトを着⽤するとしばらく
の間点灯し､その後消灯します。
 
シートベルトをはずすとき

ベルトにねじれがないかを確認しながら､ゆっ
くりと巻き取らせる。

サードシートのシートベルトを使⽤しないとき
は､シートベルトをホルダーに固定することが
できます。

シートベルトの⾼さ調節
シートベルトが⾸にあたったり､肩からはずれ
たりしてしまうときには､ベルトの⾼さを調節
してください。
⾼くするとき

低くするとき
1. シートベルトアンカーアジャスターをつか

み､ノブを押して下げる。

2. シートベルトアンカーアジャスターが確実
にロックされていることを確認する。

乗員/歩⾏者を保護する装備
シートベルト
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フロントシート使⽤上の警告･注
意

警告
シート各部の調節は､必ず⾛⾏前に⾏なう。
⾛⾏中に⾏なうと､必要以上にシートが動
いて姿勢が不安定になり､思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

シートが損傷した場合は必ずマツダ販売店
で点検を受ける。
エアバッグが作動しない程度の事故であっ
ても､事故の衝撃でシート内部のエアバッグ
システムの部品が本来の機能を損なってい
るおそれがあるため､万⼀の場合エアバッグ
が正常に作動しなくなり､重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。衝突後やシート
クッションが破れたり､ウレタンまで達す
るほどの損傷の場合は､必ずマツダ販売店
で点検を受けてください。

背もたれは倒しすぎない。
急ブレーキ時や衝突時に､体がシートベル
トの下にすべり込み､シートベルトの効果が
⼗分発揮できないため､重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。

背もたれと背中の間にクッションなどを⼊
れない。
正しい運転姿勢がとれないばかりか､衝突
時にシートベルトなど拘束装置の効果が⼗
分に発揮できないため､重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。

シートの下に物を置かない。
物がはさまってシートが固定されず､思わぬ
事故につながるおそれがあります。

操作後は確実にロックされていることを確
認する。
⾛⾏中シートが不意に動くと姿勢が不安定
になるため､思わぬ事故につながるおそれ
があります。

注意
シートを操作するときは､シートの動く

部品周辺やサイドトリムなどに⼿や指を
置かないでください。⼿や指を置いてい
るとけがをするおそれがあります。

 (マニュアルシート)
シートを前後に動かすときや､後ろに倒
した背もたれをもとにもどすときは､必
ず背もたれを押さえながら操作してくだ
さい。背もたれを押さえずに操作する
と､シートが急に動き､けがをするおそれ
があります。

⾞室内を清掃したり､シートの下に落と
したものを拾ったりするためにシートの
下に⼿を⼊れるときは､けがをしないよ
うに注意してください。シートレールや
シートフレーム､シート下周辺の可動部､
および周辺部品にあたり､けがをするお
それがあります。

乗員/歩⾏者を保護する装備
フロントシート
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フロントシートの使いかた
運転席
マニュアルシート

1. ⾓度調節
2. シート全体⾼さ調節
3. 前後調節

パワーシート

1. 前後調節
2. シート全体⾼さ調節
3. シート前端⾼さ調節
4. ⾓度調節
5. 張り出し調節 (ランバーサポート)

乗員/歩⾏者を保護する装備
フロントシート
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助⼿席
マニュアルシート

1. ⾓度調節
2. シート全体⾼さ調節
3. 前後調節

パワーシート

1. 前後調節
2. シート全体⾼さ調節
3. シート前端⾼さ調節
4. ⾓度調節
5. 張り出し調節 (ランバーサポート)*

乗員/歩⾏者を保護する装備
フロントシート
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ドライビングポジションメモリー
機能について*

お好みのドライビングポジションを記憶させる
ことができます。
 運転席シート位置 (⾓度､前後位置､全体⾼

さ､前端⾼さ)
 アクティブ･ドライビング･ディスプレイ (表

⽰位置､輝度､表⽰情報)
 ドアミラー⾓度
 ステアリング (パワータイプ)

ドライビングポジションメモリー
機能使⽤上の警告･注意

注意
ドライビングポジションメモリー機能でシ
ート､ステアリングが⾃動的に動いていると
きは､シート､ステアリングの下やその周辺
に⼿､指､⾜などを近づけないでください。
⼿､指､⾜などをはさんで､けがをするおそれ
があります。

乗員/歩⾏者を保護する装備
フロントシート
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ドライビングポジションメモリー
機能の使いかた
ドライビングポジションをポジションメモリー
スイッチとキーに記憶させることができます。
記憶させるとき
1. ⾞両の電源を ON にする。
2. 次のドライビングポジションをお好みの位

置に調節する。
 運転席シート
 アクティブ･ドライビング･ディスプレイ
 ドアミラー
 ステアリング (パワータイプ)

3. ⾳が鳴るまで､SET スイッチを押し続ける。

4. ⾳が鳴ってから 5 秒以内に次の操作を⾏な
う。
 ポジションメモリースイッチに記憶させ

るとき
スイッチ 1 またはスイッチ 2 のうち記憶
させたいスイッチを押す。

 キーに記憶させるとき
キーの解錠スイッチを押す。

正しく操作して記憶が完了すると､⾳が鳴
ります。

記憶させたドライビングポジションにするとき
ポジションメモリースイッチで操作するとき
スイッチ 1 またはスイッチ 2 のうち呼び出し
たい位置が記憶されているスイッチを押す。
記憶させたドライビングポジションへの調節が
終了すると､⾳が鳴ります。
キーで操作するとき
1. 次のいずれかの⽅法で運転席ドアを解錠す

る。
 解錠⽤タッチセンサーの感知エリアに触

れる。
 キーの解錠スイッチを押す。

2. 解錠してから⼀定時間以内に運転席ドアを
開けると､次のドライビングポジションの
調節が開始される。
 運転席シート
 アクティブ･ドライビング･ディスプレイ
 ドアミラー
 ステアリング (パワータイプ)

記憶させたドライビングポジションへの調
節が終了すると､⾳が鳴ります。

記憶させた位置を消去するとき
ポジションメモリースイッチに記憶させた位置
を消去するとき
新しくドライビングポジションを記憶してくだ
さい。
キーに記憶させた位置を消去するとき
1. ⾞両の電源を OFF にする。
2. ⾳が鳴るまで､SET スイッチを押し続ける。
3. ⾳が鳴ってから 5 秒以内に､キーの施錠ス

イッチを押す。

知識
 ドアミラー⾓度が可動域の限界近くに調

節されている場合は､ドアミラー⾓度が
正しく記憶されないことがあります。

 記憶させたドライビングポジションに調
節済みのときは､⾳が鳴りません。

 次のような場合､ドライビングポジショ
ンの調節を中⽌します。

乗員/歩⾏者を保護する装備
フロントシート
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知識
 運転席のシート調節スイッチ/SET ス

イッチ/ステアリング (パワータイプ) /
ドアミラー/アクティブ･ドライビング･
ディスプレイを操作して位置を調節し
たとき

 キーの施錠スイッチまたは､解錠スイ
ッチを操作したとき

 ⾞両が⾛⾏状態になったとき
 セレクトレバーを P 以外の位置にした

とき
 シート作動時に⼀定以上の負荷を検知

し､安全機能が作動したとき

乗員/歩⾏者を保護する装備
フロントシート
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セカンドシート使⽤上の警告･注
意

警告
セカンドシートを操作するときは､セカン
ドシートに⼈が乗っていないことを確認す
る。
⼈が乗っている状態でセカンドシートを操
作すると､背もたれが急に倒れるなど､思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

次の条件のときは､ヘッドレスト横のレバ
ーまたはシート横にあるスイッチを操作し
ない。
次の条件のときに､ヘッドレスト横のレバ
ーまたはシート横にあるスイッチを操作す
ると、シートが不意に動いて､⾜がシートと
床の間にはさまれるなど､けがをするおそ
れがあります。
セカンドシートに⼈が座っているとき

警告
セカンドシートを前⽅に倒しているとき

お⼦さまがセカンドシートのチャイルド
シートに座っているとき

サードシートに⼈が乗っているときはセカ
ンドシートをリクライニングさせない。
サードシートのスペースが限られているた
め、サードシートの乗員はリクライニング
したセカンドシートの背もたれでけがをす
るおそれがあります。

乗員/歩⾏者を保護する装備
セカンドシート
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警告
アームレストの取り付け部周辺に､⼿や指を
置かない
シートとアームレストの間に⼿や指がはさ
まり､けがをするおそれがあります。
 

シートベルトはアームレストの下を通して
使⽤する。(キャプテンシート＆⾓度調整機
構付アームレストタイプ (センターウォー
クスルー))
上に通していると､万⼀の場合シートベルト
の効果が⼗分に発揮できないため､重⼤な
傷害につながるおそれがあります。

注意
シートを操作する際は､操作する⼈やま

わりの⼈が⼿や⾜などをはさまれないよ
うに注意してください。

セカンドシートを操作する前に､ヘッド
レストがいちばん下の位置になっている
ことを確認してください。ヘッドレスト
を引き上げた状態でセカンドシートを前
⽅へ倒すと､乗り降りするスペースが狭く
なり､転倒して､けがをするおそれがあり
ます。

セカンドシートの背もたれを倒す前に､
フロントシートの位置を確認してくださ
い。
フロントシートの位置によってはフロン
トシートの背もたれにセカンドシートの
ヘッドレストがあたり､シートの表⾯を
損傷するおそれがあります。必要に応じ
てセカンドシートのヘッドレストを取り
はずしてください。

セカンドシートの使いかた (6:4
分割可動式ベンチシートタイプ)

1. 前後調節
2. ⾓度調節
3. サードシートへの乗り降り (レバー/スイッ

チ*)

乗員/歩⾏者を保護する装備
セカンドシート
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サードシートへの乗り降り
セカンドシートを前⽅へスライドさせ､サード
シートへ乗り降りします。
レバーを使うとき
1. ヘッドレストをいちばん下の位置にする。
2. ヘッドレスト横のレバーを引き上げる。

シートのロックが解除され､背もたれが前
に倒れます。

3. シートを前⽅へスライドさせる。

注意
背もたれを折りたたんでシートを前⽅にス
ライドさせている間は､セカンドシート横
にあるレバーを操作しないでください。レ
バーを無理に操作すると､レバーが破損す
るおそれがあります。

4. 乗り降りした後､シートがロックされるま
で背もたれを起こす。

5. シートを後⽅へスライドさせ､シートをロ
ックさせる。

注意
乗り降りした後は､必ず背もたれを起こして
ください。背もたれが前に倒れているとき
はシートが固定されていないため､シートが
不意に動いて､けがをするおそれがあります

スイッチを使うとき
1. ヘッドレストをいちばん下の位置にする。
2. 次の条件をすべて満たしているとき､スイ

ッチを押す。
 セレクトレバーが P の位置にある。
 スイッチ操作をする側のドアが開いてい

る。
背もたれが⾃動で前に倒れて､シートのロ
ックが解除されます。

3. シートを前⽅へスライドさせる。
4. 乗り降りした後､シートがロックされるま

で背もたれを起こす。
5. シートを後⽅へスライドさせ､シートをロ

ックさせる。

注意
乗り降りした後は､必ず背もたれを起こして
ください。背もたれが前に倒れているとき
はシートが固定されていないため､シートが
不意に動いて､けがをするおそれがあります

乗員/歩⾏者を保護する装備
セカンドシート
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セカンドシートを折りたたむとき

警告
操作後は確実にロックされていることを確
認する。
セカンドシートがしっかりとロックされて
いない場合は危険です。急停⾞や衝突の際
に､セカンドシートが不意に動き､思わぬ事
故につながるおそれがあります。
セカンドシートの操作をした後､シートを
前後にスライドさせてみて､シートが確実
にロックされていることを確認してくださ
い。

倒した背もたれの上や荷室内に⼈を乗せて
⾛⾏しない。
急ブレーキ時や衝突時に重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。

背もたれを倒して荷物を運ぶときは､荷物を
確実に固定する。
固定しないで⾛⾏すると､急ブレーキ時や衝
突時に荷物が動き運転操作のさまたげにな
るため､思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

注意
背もたれを前に倒すときは､必ず⼿で背

もたれを⽀えてください。⼿で⽀えない
と､レバーを操作するときに指や⼿にけ
がをするおそれがあります。

セカンドシートの背もたれを倒す前に､
フロントシートの位置を確認してくださ
い。
フロントシートの位置によってはフロン
トシートの背もたれにセカンドシートの
ヘッドレストがあたり､シートの表⾯を
損傷するおそれがあります。必要に応じ
てセカンドシートのヘッドレストを取り
はずしてください。

知識
ヘッドレスト横のレバーまたはシート横に
あるスイッチを操作して､セカンドシートの
ロックを解除した状態でリクライニングレ
バーを操作してもシートを折りたたむこと
はできません。 セカンドシートを折りたた
むときは､いったん背もたれを起こし､シー
トを後⽅へスライドさせ､シートをロック
させてから操作してください。

1. ヘッドレストをいちばん下の位置にする。
2. レバーを引き上げて､セカンドシートの背

もたれを倒す。

乗員/歩⾏者を保護する装備
セカンドシート

3-23

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



もとにもどすとき

警告
背もたれをもとにもどすときは､シートベル
トが､はさまれていないこととねじれていな
いことを確認する。
シートベルトが､背もたれにはさまれていた
り､ねじれていたりしている状態で使⽤する
と､万⼀の場合シートベルトの効果が⼗分
発揮できないため重⼤な傷害につながるお
それがあります。

1. 背もたれを起こし､シートをロックさせる。

アームレスト

注意
アームレストに座るなどして過度の⼒を加
えないでください。アームレストが変形ま
たは破損するおそれがあります。

セカンドシートの使いかた (キャ
プテンシートタイプ)
キャプテンシートタイプには次の 2 種類のシー
トがあります。

1. ⾓度調整機構付アームレストタイプ (セン
ターウォークスルー)

2. セカンドシートコンソールタイプ
⾓度調整機構付アームレストタイプ (センター
ウォークスルー)

1. 前後調節
2. ⾓度調節
3. サードシートへの乗り降り

乗員/歩⾏者を保護する装備
セカンドシート
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セカンドシートコンソールタイプ

1. 前後調節
2. ⾓度調節
3. サードシートへの乗り降り
サードシートへの乗り降り
レバーを使うとき
セカンドシートを前⽅へスライドさせ､サード
シートへ乗り降りします。
1. ヘッドレストをいちばん下の位置にする。
2. ヘッドレスト横のレバーを引き上げる。

シートのロックが解除され､背もたれが前
に倒れます。

知識
(⾓度調整機構付アームレストタイプ (セン
ターウォークスルー))
ヘッドレスト横のレバーまたはシート横に
あるスイッチを操作して､セカンドシートの
ロックを解除した状態でリクライニングレ
バーを操作してもシートを折りたたむこと
はできません。セカンドシートを折りたた
むときは､いったん背もたれを起こし､シー
トを後⽅へスライドさせ､シートをロック
させてから操作してください。

3. シートを前⽅へスライドさせる。
4. 乗り降りした後､シートがロックされるま

で背もたれを起こす。
5. シートを後⽅へスライドさせ､シートをロ

ックさせる。

注意
乗り降りした後は､必ず背もたれを起こして
ください。背もたれが前に倒れているとき
はシートが固定されていないため､シートが
不意に動いて､けがをするおそれがあります

スイッチを使うとき (セカンドシートコンソー
ルタイプ)

警告
不意にシート横にあるスイッチを押さな
い。
セカンドシート/サードシートに乗り込むと
きに、急にシートが動きだし思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

セカンドシートがサードシートへの乗り降
りする位置にある状態で､セカンドシート
に座らない。
その状態でセカンドシートに座ると､シー
トベルトが正常に機能しないなど思わぬ事
故につながるおそれがあります。シート横
のスイッチを押し､シートを適正位置まで
動かしてください。

乗員/歩⾏者を保護する装備
セカンドシート
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警告
セカンドシートが動いている最中にサード
シートへ乗り降りをしない。
セカンドシートが動いている最中に乗り降
りをすると､シートにはさまれるなど思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

シートベルトを着⽤したまま､スイッチを操
作しない。
シートベルトを着⽤したままスイッチを操
作しシートを動かすと､正常に作動できな
いなど思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

注意
セカンドシートが動いている最中にシー

トに無理な⼒をかけないでください。 無
理な⼒を掛けるとシートに負荷がかか
り、作動が停⽌することがあります。ま
た､故障の原因となります。

セカンドシートを操作するときは、セカ
ンドシートの上や移動⽅向に荷物がない
ことを確認してください。荷物がある状
態でセカンドシートを操作すると負荷が
かかり､動作が停⽌することがあります。

スイッチに物があたらないようにしてく
ださい。スイッチが故障したり､誤って
作動したりするおそれがあります。

1. ヘッドレストをいちばん下の位置にする。
2. 次の条件をすべて満たしているとき､スイ

ッチを押す。
 セレクトレバーが P の位置にある.
 スイッチ操作をする側のドアが開いてい

る
背もたれが⾃動で前に倒れます。

3. シートを前⽅へスライドさせる。
4. 乗り降りした後､シートがロックされる ま

で背もたれを起こす。
5. シートを後⽅へスライドさせ､シートをロ

ックさせる。

注意
乗り降りした後は､必ず背もたれを起こして
ください。背もたれが前に倒れているとき
はシートが固定されていないため､シートが
不意に動いて､けがをするおそれがあります

乗員/歩⾏者を保護する装備
セカンドシート

3-26

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



セカンドシートを折りたたむとき (⾓度調整機
構付アームレストタイプ (センターウォークス
ルー))

警告
操作後は確実にロックされていることを確
認する。
セカンドシートがしっかりとロックされて
いない場合は危険です。急停⾞や衝突の際
に､セカンドシートが不意に動き､思わぬ事
故につながるおそれがあります。
セカンドシートの操作をした後、シートを
前後にスライドさせてみて、シートが確実
にロックされていることを確認してくださ
い。

倒した背もたれの上や荷室内に⼈を乗せて
⾛⾏しない。
急ブレーキ時や衝突時に重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。

背もたれを倒して荷物を運ぶときは､荷物を
確実に固定する。
固定しないで⾛⾏すると､急ブレーキ時や衝
突時に荷物が動き運転操作のさまたげにな
るため､思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

注意
背もたれを前に倒すときは、必ず⼿で背

もたれを⽀えてください。⼿で⽀えない
と、レバーを操作するときに指や⼿にけ
がをするおそれがあります。

セカンドシートの背もたれを倒す前に､
フロントシートの位置を確認してくださ
い。
フロントシートの位置によってはフロン
トシートの背もたれにセカンドシートの
ヘッドレストがあたり､シートの表⾯を
損傷するおそれがあります。必要に応じ
てセカンドシートのヘッドレストを取り
はずしてください。

知識
ヘッドレスト横のレバーを操作して､セカン
ドシートのロックを解除した状態でリクラ
イニングレバーを操作してもシートを折り
たたむことはできません。 セカンドシート
を折りたたむときは､いったん背もたれを
起こし､シートを後⽅へスライドさせ､シー
トをロックさせてから操作してください。

1. ヘッドレストをいちばん下の位置にする。
2. アームレストを倒した状態のときは､もと

の位置にもどす。
3. レバーを引き上げて､セカンドシートの背

もたれを倒す。

もとにもどすとき
1. 背もたれを起こし､シートをロックさせる。

乗員/歩⾏者を保護する装備
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アームレスト*

注意
アームレストに座るなどして過度の⼒を加
えないでください。アームレストが変形ま
たは破損するおそれがあります。

⾓度調節するとき
背もたれの⾓度にあわせて､アームレストの⾓
度を調節することができます。
調節するときはいちばん下の位置にして､お好
みの位置まで引き上げ､ロックさせます。 もう
⼀度調節したいときは､アームレストをいった
ん格納してから､再度いちばん下の位置にしま
す。
調節後はアームレストを軽く下に押し､確実に
ロックされていることを確認してください。

乗員/歩⾏者を保護する装備
セカンドシート
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サードシートの使いかた
サードシートへの乗り降り
セカンドシートを前⽅へスライドさせ､サード
シートへ乗り降りします。
→3-21 ページ「セカンドシートの使いかた (6:4
分割可動式ベンチシートタイプ)」
→3-24 ページ「セカンドシートの使いかた (キ
ャプテンシートタイプ)」
3 列⽬シートを折りたたむとき

警告
倒した背もたれの上や荷室内に⼈を乗せて
⾛⾏しない。
急ブレーキ時や衝突時に重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。

背もたれを倒して荷物を運ぶときは､荷物を
確実に固定する。
固定しないで⾛⾏すると､急ブレーキ時や衝
突時に荷物が動き､運転操作のさまたげに
なるため､思わぬ事故につながるおそれが
あります。

注意
シートバックを倒し、ヘッドレストを⽴て
た状態で、ヘッドレストに荷重をかけない
でください。ヘッドレストが破損するおそ
れがあります。

1. サードシートのシートベルトをホルダーに
固定する。

2. セカンドシートをいちばん前までスライド
させる。

3. ストラップを⼿前に引いてヘッドレストを
倒す。

4. さらにストラップを⼿前に引いて､サード
シートの背もたれを倒す。

もとにもどすとき
1. 背もたれを起こす。
2. 背もたれを後ろに押し付けてロックさせ

る。
背もたれが固定されていることを前後に動
かして確認してください。

3. ヘッドレストをもとの位置にもどす。

乗員/歩⾏者を保護する装備
サードシート
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ヘッドレストについて
すべてのシートには､ヘッドレストが装備され
ています。
ヘッドレストは､万⼀のときに､むち打ち症や他
のけがから乗員を保護します。

ヘッドレスト使⽤上の警告･注意

警告
⾼さを調節しないままで⾛⾏しない。
⾼さを調節しないまま⾛⾏すると､急ブレ
ーキ時や衝突時､頭部への衝撃を防ぐこと
ができなくなり､重⼤な傷害につながるお
それがあります。

ヘッドレストをはずした状態で⾛⾏しな
い。
取りはずした状態のまま⾛⾏すると､急ブ
レーキ時や衝突時､頭部への衝撃を防ぐこ
とができなくなり､重⼤な傷害につながる
おそれがあります。

取り付けた後は､ヘッドレストが抜け出さ
ないことを確認する。
ヘッドレストが抜け出すと万⼀の場合､思
わぬけがをするおそれがあります。ヘッド
レストを引き上げて､抜け出さないことを
確認してください。

サードシートに⼈が乗っているときは､ヘッ
ドレストを起こした状態にし､確実に固定
されていることを確認する。
折りたたんだ状態のまま⾛⾏すると､急ブ
レーキ時や衝突時､頭部への衝撃を防ぐこ
とができなくなり､重⼤な傷害につながる
おそれがあります。

注意
ヘッドレストを取り付けるときは､ヘッ

ドレストの前後の向きを間違えないよう
にしてください。前後の向きを間違えて
取り付けると､衝突時などにヘッドレス
トがはずれ､けがをするおそれがありま
す。

ヘッドレストは､各シート専⽤です。他
のシートのヘッドレストと⼊れ替えない
でください。⼊れ替えると､衝突時など
にヘッドレストの効果が⼗分に発揮でき
ず､けがをするおそれがあります。

乗員/歩⾏者を保護する装備
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ヘッドレストの使いかた
ヘッドレストを調節するとき
ヘッドレストの中央が､⽿の上部と同じ⾼さに
なるように調節してください。

⾼くするとき
ヘッドレストを引き上げる。
低くするとき
ロックノブを押したままヘッドレストを下げ
る。
フロントシート

セカンドシート 左右席

セカンドシート中央席 (6:4 分割可動式ベンチ
シートタイプ)

ヘッドレストを脱着するとき
ヘッドレストを取りはずすとき
ロックノブを押しながらヘッドレストを引き上
げる。
セカンドシート中央席 (6:4 分割可動式ベンチ
シートタイプ)
両側のロックノブを押しながらヘッドレストを
引き上げる。

ヘッドレストを取り付けるとき
ロックノブを押しながらヘッドレストを差し込
む。

乗員/歩⾏者を保護する装備
ヘッドレスト
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セカンドシート中央席 (6:4 分割可動式ベンチ
シートタイプ)
両側のロックノブを押しながらヘッドレストを
差し込む。

ヘッドレストを折りたたむとき (サードシート)

知識
サードシートのヘッドレストは調節した
り､取りはずすことはできません。

乗員/歩⾏者を保護する装備
ヘッドレスト
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ハンドル使⽤上の警告･注意

警告
調節は必ず⾞両を停⽌した状態で⾏なう。
⾛⾏中に調節すると､運転姿勢が不安定に
なるため､思わぬ事故につながるおそれが
あります。

調節後は､ハンドルを上下にゆさぶり､確実
に固定されていることを確認する。
⾛⾏中ハンドルが不意に動くと運転姿勢が
不安定になるため､思わぬ事故につながる
おそれがあります。

ハンドル調節のしかた
マニュアルタイプ
1.

2. ハンドルを適切な位置に調節する。

3. レバーを引き上げてハンドルを固定する。
パワータイプ

1. 上下調節
2. 前後調節

乗員/歩⾏者を保護する装備
ハンドル
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お⼦さま専⽤シートについて
シートベルトが⾸や顔などにあたったり､腰⾻
に正しく着⽤できなかったりするお⼦さまを乗
せるときは､お⼦さま専⽤シートをお使いくだ
さい。
⾞両に固定するお⼦さま専⽤シートには､シー
トベルト固定タイプ､または ISOFIX 対応タイプ
の 2 種類があります。
シートベルト固定タイプのベビーシート､チャ
イルドシートは､セカンドシート/サードシート
のシートベルトを使⽤してシートに固定しま
す。
また ISOFIX 対応タイプのチャイルドシートは､
セカンドシート左右席に装備されているロアア
ンカレッジとトップテザーアンカレッジで固定
します。
お⼦さま専⽤シートによっては､取り付けがで
きない､または取り付けが困難な場合がありま
す。必ずお⼦さま専⽤シートに付属の取扱説明
書をよくお読みのうえ､確実に取り付け､使⽤⽅
法を守ってください。

知識
ISO は International Organization for
Standardization (国際標準化機構) の略で
す。

お⼦さま専⽤シート使⽤上の警
告･注意

警告
お⼦さまの⾸や顔などにシートベルトがあ
たったり､腰⾻に正しく着⽤できない場合
は､お⼦さまの年齢や体の⼤きさに合った
お⼦さま専⽤シートを使う。
お⼦さま専⽤シートを使⽤しないと､急ブ
レーキ時や衝突時にお⼦さまが投げ出され
たり押しつぶされ､重⼤な傷害につながるお
それがあります。

お⼦さま専⽤シートを取り付けるときは､
商品に付属している取扱説明書に従う。
正しく取り付けられていないと､急ブレーキ
時や衝突時に､重⼤な傷害につながるおそ
れがあります。

助⼿席には絶対にベビーシートやチャイル
ドシートを後ろ向きに取り付けない。
エアバッグの作動可能な助⼿席には､後向き
幼児拘束装置を絶対に使⽤しないでくださ
い。幼児が死亡したり､重傷を負ったりす
る可能性があります。やむをえず助⼿席に
チャイルドシートを取り付けるときは､必
ず前向きに取り付け､シートを最後部まで
移動させてください。
助⼿席エアバッグ装備⾞には図のような警
告ラベルが貼付されています。この警告ラ
ベルは､助⼿席に後ろ向きチャイルドシー
トを取り付けてはいけないということを⽰
しています。
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警告
警告ラベル

シート位置別お⼦さま専⽤シート選択の⽬
安表

お⼦さま専⽤シートを取り付けるときは､
必ず選択の⽬安表を確認する。
誤った取り付けをすると正しく固定され
ず､急ブレーキや衝突時に､重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。
ISOFIX 対応チャイルドシート固定ロアアン
カレッジ&トップテザーアンカレッジ

チャイルドシートを取り付けるときは､ロ
アアンカレッジ周辺に異物がないこと､シー
トベルトなどをはさみ込んでいないことな
どを確認する。
異物やシートベルトなどをはさみ込むとチ
ャイルドシートが固定されず､急ブレーキ
時や衝突時に､重⼤な傷害につながるおそ
れがあります。

トップテザーアンカレッジは､チャイルドシ
ートを固定するため以外のことには使⽤し
ない。
チャイルドシートの固定以外のことに使⽤
すると､アンカレッジ部が曲がったり､損傷
したりして､テザーストラップが正しくかけ
られなくなりチャイルドシートが固定され
ません。急ブレーキ時や衝突時に､重⼤な傷
害につながるおそれがあります。
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お⼦さま専⽤シートの種類について
UN-R 44 および UN-R 129 法規に適合するお⼦さま専⽤シートは､お⼦さまの体重によって次の 5 種類
に分類されます。

知識
 UN-R は United Nations Regulation (国連規則) の略です。
 UN-R 44 および UN-R 129 法規は､お⼦さま専⽤シートに関する国連法規です。

グループ 体重 サイズ等級/器具 (CRF)

0 10kg まで

ISO/L1

ISO/L2

ISO/R1

0+ 13kg まで

ISO/R1

ISO/R2

ISO/R3

I 9〜18kg

ISO/R2

ISO/R3

ISO/F2

ISO/F2X

ISO/F3

II 15〜25kg ―

III 22〜36kg ―

本書では､3 種類のお⼦さま専⽤シートについて説明します。
取り付けるときは､商品に付属している取扱説明書に従ってください。
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ベビーシート
UN-R 44 および UN-R 129 法規のグループ 0､0+に相当

チャイルドシート
UN-R 44 および UN-R 129 法規のグループⅠに相当

ジュニアシート
UN-R 44 および UN-R 129 法規のグループⅡ､Ⅲに相当

1. ブースターシート
ブースターシートを使⽤するときは､必ず取り付けるシートのヘッドレストを取り付けてください。
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シート位置別お⼦さま専⽤シート選択の⽬安表
お⼦さま専⽤シートは次の表を⽬安に選択してください。
詳しくはお⼦さま専⽤シート製造業者または販売業者にご相談ください。
シート位置別お⼦さま専⽤シート選択の⽬安表

シート位置

着座位置

助⼿席 第 2 列
左

第 2 列
中央*2

第 2 列
右

第 3 列
左

第 3 列
右

汎⽤ベルト式に適する着
座位置 UF U U U U U

アイサイズ着座位置 X i-U X i-U X X

適する最⼤の後向き装具
(R1) X IL X IL X X

適する最⼤の後向き装具
(R2) X IL X IL X X

適する最⼤の後向き装具
(R2X) X IL X IL X X

適する最⼤の後向き装具
(R3) X IL X IL X X

適する最⼤の前向き装具
(F2) X IUF X IUF X X

適する最⼤の前向き装具
(F2X) X IUF X IUF X X

適する最⼤の前向き装具
(F3) X IUF X IUF X X

適する最⼤の横向き装具
(L1) X X X X X X

適する最⼤の横向き装具
(L2) X X X X X X

適する最⼤のブースター
装具 (B2) X IUF X IUF X X
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シート位置

着座位置

助⼿席 第 2 列
左

第 2 列
中央*2

第 2 列
右

第 3 列
左

第 3 列
右

適する最⼤のブースター
装具 (B3) X IUF X IUF X X

サポートレッグ付装具に
適した着席位置 (有/無) 有*1 有 有 有 有 有

ロアアンカレッジを備え
るがトップテザーのない
着席位置 (有/無)

無 無 無 無 無 無

上表の記号について:
U ＝全質量グループでの使⽤を認可された「汎⽤」カテゴリーのお⼦さま専⽤シートに適しています。
UF ＝全質量グループでの使⽤を認可された前向き「汎⽤」カテゴリーのお⼦さま専⽤シートに適してい
ます。
L ＝「特定⾞両」､「限定」または「準汎⽤」カテゴリーのお⼦さま専⽤シートに適しています。対応する
お⼦さま専⽤シートについてはマツダ販売店にご相談ください。
IUF ＝この質量グループでの使⽤を認可された「汎⽤」カテゴリー前向き ISOFIX チャイルドシートに適
しています。
IL ＝「特定⾞両」､「限定」または「準汎⽤」カテゴリーの ISOFIX チャイルドシートに適しています。対
応するお⼦さま専⽤シートについてはマツダ販売店にご相談ください。
i-U ＝前向きおよび後向きの i-Size「汎⽤」チャイルドシートに適しています。
i-UF ＝前向き i-Size「汎⽤」チャイルドシートのみに適しています。
有＝装具を使⽤して､チャイルドシートを固定できる席です。
無＝装具を使⽤して､チャイルドシートを固定できない､または装具がない席です。
X ＝お⼦さま専⽤シートを取り付けることはできません。
*1 前向きお⼦さま専⽤シートのみ取り付けることができます。

マツダ純正のお⼦さま専⽤シートを取り付けることができます。取り付けることのできるお⼦さま
専⽤シートについては､アクセサリーカタログをご参照ください。

*2 6:4 分割可動式ベンチシートタイプ

知識
 ヘッドレストとお⼦さま専⽤シートが⼲渉して､しっかり固定できない場合は､ヘッドレストの

⾼さを調節する､または取りはずしてください。
 テザーストラップを使⽤するときは､必ず､ヘッドレストを取りはずしてください。ただし､ブー

スターシートを取り付けるときは､ヘッドレストを取りはずさないでください。
→3-31 ページ「ヘッドレストの使いかた」

 お⼦さま専⽤シートをセカンドシートまたはサードシートに取り付けるときは、前席にあたらな
いように、前席のシート位置を調節してください。

 固定ロアアンカレッジを使⽤してお⼦さま専⽤シートを取り付けるとき､お⼦さま専⽤シートの
コネクターがロアアンカレッジに届かず､取り付けることができない場合は､取り付けるシート
の背もたれを倒してください。後ろの座席の荷物や⼈に⼲渉するなどで背もたれを倒すことが
できない場合は､いったんシートを前⽅にスライドさせてから､背もたれを後ろに倒してくださ
い。
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知識
 お⼦さま専⽤シートを取り付けるときは､シート位置をできるだけ後ろに調節してください。ま

た､助⼿席が⾼さ調節できる場合は､シートベルトでお⼦さま専⽤シートがしっかり固定できる
ようにシートクッションの⾼さをいちばん⾼い位置に調節してください。
→3-15 ページ「フロントシートの使いかた」
→3-21 ページ「セカンドシートの使いかた (6:4 分割可動式ベンチシートタイプ)」
→3-24 ページ「セカンドシートの使いかた (キャプテンシートタイプ)」

 お⼦さま専⽤シートを取り付けにくいときやお⼦さま専⽤シートがシートベルトでしっかり固
定できないときは､次の操作をしてお⼦さま専⽤シートがシートベルトでしっかり固定できるよ
うにシートを調節してください。
 シートを前⽅または後⽅に動かす。
 シートの背もたれを前後に動かす。
 シートを上または下に動かす。 (助⼿席のみ)

→3-15 ページ「フロントシートの使いかた」
→3-21 ページ「セカンドシートの使いかた (6:4 分割可動式ベンチシートタイプ)」
→3-24 ページ「セカンドシートの使いかた (キャプテンシートタイプ)」

セカンドシート 6:4 分割可動式ベンチシートタイプ

：シートベルトで固定するお子さま専用シート 
( ユニバーサルタイプ ) に適しています。

：シートベルトで固定するお子さま専用シート 
( ユニバーサルタイプ ) の前向きに取り付ける
タイプに適しています。

：ISOFIX 対応お子さま専用シートに適しています。

：i-Size および ISOFIX 対応お子さま専用シート
に適しています。

：後ろ向きのお子さま専用シートを取り付けないで
ください。

：お子さま専用シートを取り付けることはできません。

：トップテザーアンカレッジが装備されている
座席です。

：前向きお子さま専用シートに適しています。

乗員/歩⾏者を保護する装備
お⼦さま専⽤シート

3-40

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



セカンドシート キャプテンシートタイプ

：シートベルトで固定するお子さま専用シート 
( ユニバーサルタイプ ) に適しています。

：シートベルトで固定するお子さま専用シート 
( ユニバーサルタイプ ) の前向きに取り付ける
タイプに適しています。

：ISOFIX 対応お子さま専用シートに適しています。

：i-Size および ISOFIX 対応お子さま専用シー
トに適しています。

：後ろ向きのお子さま専用シートを取り付けない
でください。

：お子さま専用シートを取り付けることはできません。

：トップテザーアンカレッジが装備されている
座席です。

：前向きお子さま専用シートに適しています。
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チャイルドシートの取り付けにつ
いて
シートベルトを使⽤するとき
お⼦さま専⽤シートを取り付けるときは､商品
に付属している取扱説明書に従ってください。
また､シート位置別お⼦さま専⽤シート選択の
⽬安表も参照ください。
→3-38 ページ「シート位置別お⼦さま専⽤シー
ト選択の⽬安表」
ISOFIX 対応チャイルドシート固定ロアアンカ
レッジ&トップテザーアンカレッジ
セカンドシートの左右席には､チャイルドシー
トを固定するためのロアアンカレッジとトップ
テザーアンカレッジが装備されています。
このロアアンカレッジには､道路運送⾞両の保
安基準に適合したチャイルドシート (チャイル
ドシート固定ロアアンカレッジ) のみを取り付
けることができます。詳しくは､マツダ販売店
にご相談ください。

知識
チャイルドシート固定ロアアンカレッジ対
応の純正チャイルドシートはチャイルドシ
ート固定ロアアンカレッジで固定し､この⾞
のシートベルトでは固定しないでください。

1. チャイルドシートとフロントシートが⼲渉
しないようにフロントシートを調節しま
す。
セカンドシートのリクライニング⾓度をも
とにもどしてください。
→3-15 ページ「フロントシートの使いかた」

2. セカンドシートをいちばん後ろに下げ、チ
ャイルドシートとシートの間にすき間がで
きないように、セカンドシートのリクライ
ニング⾓度を調節して下さい。

3. フロントおよびセカンドシートが確実に固
定されていることを確認します。

4. チャイルドシート固定ロアアンカレッジの
カバーを取りはずし､ロアアンカレッジの
位置を確認します。

1. ロアアンカレッジ

知識
取りはずしたカバーはなくさないように保
管してください。

5. ヘッドレストを取りはずします。ただし､
ブースターシートを取り付けるときは､ヘ
ッドレストを取りはずさないでください。

6. チャイルドシートのコネクターをロアアン
カレッジに取り付けます。

1. コネクター
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7. チャイルドシートのテザーストラップを図
のようにトップテザーアンカレッジにかけ
ます。

1. テザーストラップ
2. トップテザーアンカレッジ
 

8. テザーストラップがたるまないように調節
します。

知識
テザーストラップを取り付けるときは､商品
に付属している取扱説明書に従ってくださ
い。

9. チャイルドシートを前後左右にゆさぶり､
確実に取り付けられていることを確認しま
す。
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キーについて
キーのスイッチを押すと､すべてのドア､フュー
エルリッド､リアゲートを施錠/解錠できます。
キーは必ず運転者が携帯してください。
キーナンバープレート
キーナンバープレートに打刻されたキーナンバ
ーをもとに､マツダ販売店で補助キーを作るこ
とができます。
 ⾞両以外の安全な場所にキーナンバープレー

トを保管してください。
 お客さま以外の⽅にキーナンバーを知られな

いようにしてください。

キー使⽤上の警告･注意

警告
⾞から離れるときは､お⼦さまとキーを⾞
内に残さない。
お⼦さまのいたずらにより､装置の作動､⾞
の発進､⽕災など思わぬ事故につながるお
それがあります。

次にある以外の医療⽤機器を使⽤している
⽅は､キーの電波の影響を医師や医療⽤電
気機器製造業者などに確認する
植え込み型⼼臓ペースメーカー
植え込み型除細動器
電波がペースメーカーなどの医療⽤機器に
悪影響をおよぼすおそれがあるため､アド
バンストキーレス機能およびキーを取り出
すことなくエンジンの始動ができる機能を
停⽌させることができます。
詳しくはマツダ販売店にご相談ください。

植え込み型⼼臓ペースメーカーおよび植え
込み型除細動器の医療⽤機器を使⽤してい
る⽅は､⾞内･⾞外のアンテナから約 22 cm
以内に医療⽤機器を近づけない。
電波により､医療⽤機器の作動に影響をお
よぼすおそれがあります。

1. ⾞外のアンテナ
2. ⾞内のアンテナ
 

開閉する
キー
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注意
キーは､微弱な電波を使⽤しています。

次のようなときはキーが正常に作動しな
いことがあります。
携帯電話などの通信機器と⼀緒に携帯

しているとき
⾦属製のものに接したり､覆われたり

しているとき
パソコンなどの電化製品の近くに置い

たとき
純正品以外の電⼦機器を取り付けたと

き
近くに電波を発する設備があるとき

キーは強い電波を受信すると､それに反
応して電池を著しく消耗することがあり
ます。テレビやパソコンなどの電化製品
の近くに置かないでください。

キーの故障を防ぐために次のことをお守
りください。
強い衝撃を与えたり､ぬらしたりしな

いでください。
分解しないでください。
重い物を上に置かないでください。
直射⽇光があたる場所や⾼温になると

ころに放置しないでください。
磁⽯や⾦属などの磁気を帯びた製品を

近づけないでください。
システムを改造したり､付加部品を取

り付けたりしないでください。
航空機内ではキーを操作しないでくださ

い。
キーを航空機内へ持ち込むことは可能で
すが､操作すると航空機の運航に⽀障を
およぼすおそれがあります。
また､かばんやポケットなどで保管する
場合は､キーのスイッチが容易に押され
ないように注意してください。

キーの使いかた
スイッチを押すと作動表⽰灯が点灯します。

1. 作動表⽰灯
2. ロックスイッチ ( )
3. アンロックスイッチ ( )
4. リアゲート開閉スイッチ ( )*

ロックスイッチ
次の条件をすべて満たしているとき､ロックス
イッチを押す。
 ⾞両の電源が OFF のとき
 すべてのドアが閉まっているとき

ドア､リアゲート､およびフューエルリッドが施
錠し⾮常点滅灯が 1 回作動してチャイムが 1 回
鳴ります。

知識
キーの操作により､ヘッドランプが点灯/消
灯します。
→5-71 ページ ｢ランプスイッチの便利な使
いかた｣

アンロックスイッチ
⾞両の電源が OFF のとき､アンロックスイッチ
を押す。
ドア､リアゲート､およびフューエルリッドが解
錠し⾮常点滅灯が 2 回作動しチャイムが 2 回
鳴ります。

開閉する
キー
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リアゲート開閉スイッチ *

開けるとき
次の条件をすべて満たしているとき､キーのリ
アゲート開閉スイッチを約 1 秒以上押す。
 ⾞両の電源が OFF のとき
 すべてのドア､リアゲートが解錠されている

とき
⾮常点滅灯が 2 回点滅し､チャイムが鳴った後､
リアゲートが全開します。
閉めるとき
⾞両の電源が OFF のとき､リアゲート開閉スイ
ッチを約 1 秒以上押す。
⾮常点滅灯が 2 回点滅し､チャイムが鳴った後､
リアゲートが全閉します。

知識
 すべてのドア､リアゲートが解錠されてい

ない状態でもリアゲートを開けることが
できるように､マツダコネクトで設定で
きます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

 リアゲートが⾃動開閉中にリアゲート開
閉スイッチを押すと､チャイムが鳴って
リアゲートが⽌まります。リアゲート開
閉スイッチを再び押すと､リアゲートは
反対⽅向へ動きます。

機能の作動範囲
キーを携帯して作動範囲に⼊り､所定の操作を
したときのみ作動します。
エンジンの始動

1. ⾞内のアンテナ
2. 作動範囲
 

知識
 次のような場合は､キーの作動範囲が狭

くなったり､作動しなくなったりするこ
とがあります。
 電池が消耗しているとき
 強い電波､ノイズを受けているとき
 省電⼒モードのとき

 次のような場所にキーを置くと､エンジ
ンの始動ができない場合があります。
 インストルメントパネルの周辺
 グローブボックスや⼩物⼊れなど

 荷室は作動範囲外ですが､エンジンの始
動が可能になることがあります。
⾞外からでも､ドアや窓ガラスに近づき
すぎた場合は､エンジンの始動が可能に
なることがありますが､エンジンの始動
は必ず運転席で⾏なってください。

開閉する
キー
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キーの便利な使いかた
オートリロック機能
アンロックスイッチを押して解錠した後､約 30
秒以内に次のいずれの操作も⾏なわなかった場
合は､⾃動的に施錠されます。
 いずれかのドアまたはリアゲートを開ける。
 ⾞両の電源を OFF 以外にする。

知識
⾃動的に施錠されるまでの時間を変更でき
ます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定
する､またはマツダ販売店にご相談くださ
い。

節電機能
キーの節電機能を ON にすることで､キーを取
り出すことなく操作できる機能 (エンジンの始
動､ドア､リアゲート､フューエルリッドの施錠/
解錠､リアゲートを開ける) が OFF となり､キー
の電池消耗を抑えることができます。
節電機能が ON の状態でも､キーのスイッチ操
作は有効です。ただし､キーの作動表⽰灯は点
灯/点滅しません。
節電機能を ON にするとき
1. キーのロックスイッチを 3 秒以内に 4 回押

す。
キーの作動表⽰灯が点灯します。

2. キーの作動表⽰灯が点灯している間に､ロ
ックスイッチを 2 秒以上押す。
⾮常点滅灯とチャイムがそれぞれ 1 回作動
し､節電機能が ON になります。

節電機能を OFF にするとき
1. キーのロックスイッチを 3 秒以内に 4 回押

す。
キーの作動表⽰灯が点灯します。

2. キーの作動表⽰灯が点灯している間に､ロ
ックスイッチを 2 秒以上押す。
⾮常点滅灯とチャイムがそれぞれ 1 回作動
し､節電機能が OFF になります。

開閉する
キー
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アドバンストキーレスエントリー
&プッシュボタンスタートシステ
ムについて
アドバンストキーレスエントリー&プッシュボ
タンスタートシステムには､キーを取り出すこ
となく次のことができる機能があります。
 エンジンを始動する。
 ドア､フューエルリッド､リアゲートを施錠/

解錠する。
 リアゲートを開ける。

知識
キーの節電機能が ON になっている場合､ア
ドバンストキーレスエントリー&プッシュ
ボタンスタートシステムは作動しません。
アドバンストキーレスエントリー&プッシ
ュボタンスタートシステムが作動しない場
合は､キーの節電機能が ON になっていない
か確認してください。節電機能が ON にな
っているときは､キーの作動表⽰灯が点灯/
点滅しません。節電機能が ON になってい
るときは節電機能を OFF にしてください。
→4-7 ページ 「キーの便利な使いかた」

アドバンストキーレスエントリー
&プッシュボタンスタートシステ
ムの使いかた
キーを携帯して作動範囲に⼊り､所定の操作を
したときのみ作動します。
タッチセンサーによる施錠/解錠

1. ⾞外のアンテナ
2. 80 cm
3. 作動範囲
電磁式リアゲートオープナーによる解錠/ロッ
クスイッチによる施錠

1. ⾞外のアンテナ
2. 80 cm
3. 作動範囲
 

知識
 次のような場合は､キーの作動範囲が狭

くなったり､作動しなくなったりするこ
とがあります。
 電池が消耗しているとき
 強い電波､ノイズを受けているとき
 節電機能が ON のとき
 窓ガラス､ドアハンドル､リアゲートに

近づきすぎたとき
 次のような場所にキーを置くと､エンジ

ンの始動ができない場合があります。

開閉する
アドバンストキーレスエントリー&プッシュボタンスタートシステム
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知識
 インストルメントパネルの周辺
 グローブボックスや⼩物⼊れなど

 次のような場所にキーを置いたまま⾞外
に出ると､電波の状況によっては､キーが
⾞内にあってもドアが施錠される場合が
あります。
 インストルメントパネルの周辺
 グローブボックスや⼩物⼊れなど
 携帯電話などの通信機器の近く

 荷室は作動範囲外ですが､エンジンの始
動が可能になることがあります。
⾞外からでも､ドアや窓ガラスに近づき
すぎた場合は､エンジンの始動が可能に
なることがありますが､エンジンの始動
は必ず運転席で⾏なってください。

開閉する
アドバンストキーレスエントリー&プッシュボタンスタートシステム
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ドア開閉時の警告･注意

警告
ドアを閉めた後は､確実にドアが閉まってい
ることを確認する。
半ドアのまま⾛⾏すると､不意にドアが開
き､思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

ドアを開けるときは､周囲の安全を確認す
る。
ドアを急に開けると､後続⾞や歩⾏者がぶ
つかるなど､思わぬ事故につながるおそれ
があります。

お⼦さまにドアの開閉をさせない。
⼿､⾜､⾸などをはさみ､重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。

半ドア警告灯/警告表⽰が点灯/表⽰したま
ま⾛⾏しない。
⾛⾏中にドアが開き､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

注意
ドアを開閉するときは､強⾵や傾斜など周
囲の状況を確認して開閉してください。指
をはさんだり､ドアが通⾏⼈にあたったり
するなど､思わぬ事故につながるおそれが
あります。

ドアの使いかた
5 つの⽅法でドアを施錠/解錠することができ
ます。
施錠するときはキーの閉じ込み防⽌のため､キ
ーを持っていることを確認してください。
キーで施錠/解錠する
キーの使い⽅については 4-5 ページを参照して
ください。
タッチセンサーで施錠/解錠する
施錠
次の条件をすべて満たしているとき､施錠⽤タ
ッチセンサーの感知エリアに触れる。
 ⾞両の電源が OFF のとき
 すべてのドアが閉まっているとき
 キーがタッチセンサーの作動範囲内にあると

き

⾮常点滅灯とチャイムが 1 回作動し､すべての
ドア､リアゲートおよびフューエルリッドが施
錠されます。
解錠
次の条件をすべて満たしているとき､解錠⽤タ
ッチセンサーの感知エリアに触れる。
 ⾞両の電源が OFF のとき
 運転席ドアが施錠されているとき
 施錠してから 3 秒以上経っているとき
 キーがタッチセンサーの作動範囲内にあると

き

開閉する
ドア
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⾮常点滅灯とチャイムが 2 回作動し､すべての
ドア､リアゲートおよびフューエルリッドが解
錠されます。

知識
 次のようなときは､システムが正常に作

動しないことがあります。
 施錠⽤タッチセンサーの感知エリアと

解錠⽤タッチセンサーの感知エリア
に､同時に触れたとき

 ⼿袋を着⽤してタッチセンサーの感知
エリアに触れたとき

 タッチセンサーの感知エリアに､⽔､
氷､雪､汚れなどの異物が付着している
とき

 キーが作動範囲内にある状態で､洗⾞や
⾬などでフロントドアの外側ドアハンド
ルに⽔がかかると､システムが作動する
ことがあります。

ロックスイッチで施錠/解錠する
運転席ドアにあるロックスイッチ
すべてのドア､リアゲートおよびフューエルリ
ッドが施錠/解錠されます。

1. 解錠
2. 施錠

知識
ロックスイッチを押して施錠が⾏なわれた
後､キーが⾞内にある状態でリアゲートが
最後に閉まると､リアゲートは施錠されませ
ん。

リアゲートにあるロックスイッチ
パワーリアゲート装備⾞
パワーリアゲートについては 4-17 ページを参
照してください。
パワーリアゲート⾮装備⾞
次の条件をすべて満たしてドアロックスイッチ
を押し､リアゲートを閉めます。
 キーを携帯しているとき
 ⾞両の電源が OFF のとき

開閉する
ドア
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 すべてのドアが閉まっているとき

すべてのドア､リアゲートおよびフューエルリ
ッドが施錠されます。
施錠が⾏なわれると､⾮常点滅灯とチャイムが
1 回作動します。

知識
 キーの閉じ込みを防⽌するために､キー

を持っていることを確認してから施錠し
てください。

 ロックスイッチを押して施錠が⾏なわれ
た後､キーが⾞内にある状態でリアゲー
トが閉まると､リアゲートが解錠されま
す。

ドアロックノブで施錠/解錠する
ドアロックノブを操作したドアのみ施錠/解錠
します。

1. 解錠
2. 施錠
⾞外からロックノブを使って施錠するとき
ドアを開けた状態でロックノブを施錠側にした
後､ドアを閉めると施錠できます。

知識
 次の場合はキー閉じ込めを防⽌するた

め､解錠されます。
 ⾞両の電源が ACC または ON のとき

に､いずれかのドアまたはリアゲート
が開いている状態で､運転席ドアのロ
ックノブを施錠側にする。

 キーが⾞内に残っている。

⾞速感応式オートドアロック機能で施錠する
 ⾞速が 20 km/h を超えると､すべてのドア､

フューエルリッド､リアゲートが施錠されま
す。

 ⾞両の電源が ON の状態でセレクトレバーを
P の位置にすると､すべてのドア､フューエル
リッド､リアゲートが⾃動的に解錠されます。
この機能が作動しないように設定できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

チャイルドプルーフを使⽤する
お⼦さまをリアシートに乗せているとき､いた
ずらなどで不意にドアが開くことを防⽌できま
す。
1. リアドアを開く。
2. 補助キーを取り出す。

→8-11 ページ 「補助キーを使って解錠す
る」

3. チャイルドプルーフを施錠側にする。
リアドアを閉めると､⾞内のドアハンドル
で開くことができなくなります。
チャイルドプルーフを使⽤しないときは､
チャイルドプルーフを解錠側にしてくださ
い。

1. 補助キー
2. 施錠
3. 解錠

開閉する
ドア
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衝撃感知ドアロック解除システム
事故などで強い衝撃を受けたときに､すべての
ドア､リアゲートを⾃動的に解錠するシステム
です。⾃動的に解錠することで､⾞外から乗員
を救出できるようにします。
⾞両の電源が ON のときに､強い衝撃を受ける
と､約 6 秒後にすべてのドア､リアゲートが⾃動
的に解錠します。ただし､衝撃の加わり⽅や強
さ､事故の状況によってはドアおよびリアゲー
トが⾃動的に解錠されないことがあります。

ドアの便利な使いかた
チャイム機能
ドア､リアゲート､フューエルリッドを施錠/解
錠したことを確認するチャイムの⾳量をマツダ
コネクトで設定できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。
エリア離脱式オートロック機能
タッチセンサーの作動範囲から出ると､⾃動的
に施錠されるよう設定できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。
キーを携帯して､すべてのドア､リアゲートを閉
めると､チャイムが 1 回鳴ります。
そのまま作動範囲から出ると､⾃動的に施錠さ
れます (作動範囲から出なくても､約 30 秒後に
⾃動的に施錠されます)。

知識
次のようなときは施錠されません。
 ⾞内に別のキーがあるとき
 運転席ドアが既に施錠されているとき

オートリロック機能
タッチセンサーの感知エリアに触れるまたはキ
ーで解錠した後に､約 30 秒以内に次のいずれの
操作も⾏なわなかった場合は､オートリロック
機能により⾃動的に施錠されます。
 いずれかのドアまたはリアゲートを開ける。
 ⾞両の電源を OFF 以外にする。

⾃動的に施錠されるまでの時間を変更できま
す。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

開閉する
ドア
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リアゲート使⽤上の警告･注意

警告
ラゲッジルーム内に⼈を乗せない。
急ブレーキ時や衝突時に重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。

リアゲートは必ず閉めてから⾛⾏する。
⾛⾏中にリアゲートが開くと､荷物などが
落ちて思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。また開けたまま⾛⾏すると､⾞内に排
気ガスが侵⼊し､⼀酸化炭素中毒になるお
それがあり危険です。

荷物を積むときはそのまま置いたり積み重
ねたりせず､確実に固定する。
⾛⾏中に荷物が移動したりくずれたりして
けがや思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。また､シート背もたれの⾼さを越え
ないようにしてください。後⽅､側⾯の視界
が悪くなるため危険です。

リアゲートを閉めた後は､リアゲートが確
実に閉まっていることを確認する。
全閉していない状態で⾛⾏すると､⼈や物が
⾞外に転落するなど､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

リアゲート開警告表⽰が表⽰したまま⾛⾏
しない。
⾛⾏中にリアゲートが開き､思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

注意
リアゲートを開ける前に､リアゲートか

ら雪や氷などの付着物を取り除いてくだ
さい。リアゲートを開けたときに､雪や
氷などの重みでリアゲートが閉まり､け
がをするおそれがあります。

強⾵時にリアゲートを開閉するときは､
⾵にあおられないよう注意して開閉して
ください。リアゲートが急に閉まり､け
がをするおそれがあります。

注意
リアゲートを開けるときは全開にして､

リアゲートが⽌まることを確認してくだ
さい。リアゲートを途中で⽌めると､振
動や突⾵などでリアゲートが閉まり､け
がをするおそれがあります。

傾斜地ではリアゲートの位置に注意して
ください。傾斜が急な場所ではリアゲー
トが全開位置から下がってきて､⼿や頭
がはさまれるなど､けがをするおそれが
あります。

ラゲッジルームの荷物を出し⼊れすると
きは､エンジンを⽌めてください。排気
熱によりやけどをするおそれがありま
す。

リアゲートを閉めるときは､⼿などをは
さまないように注意してください。万
⼀､⼿などをはさむと､けがをするおそれ
があります。

リアゲートのダンパーステーに⼿をかけ
るなどして過度の⼒を加えないでくださ
い。ダンパーステーが曲がり､リアゲー
トの作動に影響をおよぼすおそれがあり
ます。

1. ダンパーステー
リアゲートのダンパーステーを改造また

は交換しないでください。衝突などで変
形または破損した場合や､異常を感じた
場合はマツダ販売店へご相談ください。

開閉する
リアゲート
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リアゲートの使いかた
リアゲートを開けるとき
1. ⾞両を停⽌する。
2. ドアを解錠する。
3. 電磁式リアゲートオープナーを押す。
4. リアゲートを持ち上げる。

知識
キーを携帯した状態で電磁式リアゲートオ
ープナーを押すと､ドアとリアゲートが施錠
されていてもリアゲートを開けることがで
きます。

リアゲートを閉めるとき
1. リアゲートリセスを使⽤して､リアゲート

をゆっくりと下げる。
2. リアゲートを押さえつけるように閉める。

パワーリアゲートについて*

キーのスイッチまたは⾞両の各種スイッチを操
作することにより､リアゲートが⾃動で開閉し
ます。
⾃動開閉中のリアゲートを､半開以上の位置で
⽌めることができます。
半開以下の場合は､⾃動的に閉まります。
ハンズフリー機能
荷物を持つなどして両⼿がふさがっている際
に､キック動作でリアゲートを開閉することが
できます。
→4-17 ページ 「パワーリアゲートの使いかた」
リアゲートイージークロージャー
イージークロージャーは､リアゲートが閉まる
のを補助する装置です。
リアゲートを半ドア位置まで閉めると､⾃動的
に全閉位置まで閉まります。

知識
リアゲートの開閉を短期間に繰り返すと､
イージークロージャーが作動しないことが
あります。約 2 秒待ってから閉めなおして
ください。

はさみ込み防⽌機能
⼈や障害物を感知して､リアゲートにはさみ込
まれることを防⽌します。
リアゲートの⾃動開閉中に⼈や障害物などのは
さみ込みを感知すると､ブザーが鳴ってリアゲ
ートが反対⽅向へ動いた後､停⽌します。

知識
リアゲートイージークロージャー作動中は､
はさみ込み防⽌機能は作動しません。

開閉する
リアゲート
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パワーリアゲート使⽤上の警告･
注意

警告
リアゲートを⾃動で開閉するときは､リア
ゲート付近の安全を必ず確認する。
安全確認を怠ると､リアゲートが開くとき
にリアゲートと障害物の間にはさまったり､
リアゲートが閉まるときに⾞両にはさまれ
たりするなど､思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

リアゲートを⾃動で開閉するときは､リア
ゲートから⽬を離さない。
障害物などがあると､はさみ込み防⽌機能
により全閉しないことがあります。全閉し
ていない状態で⾛⾏すると､⼈や物が⾞外
に転落するなど､思わぬ事故につながるお
それがあります。

お⼦さまにスイッチの操作をさせない。
お⼦さまが誤って操作してリアゲートが不
意に開閉すると､お⼦さまや同乗者の⼿や
頭がはさまれるなど､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

リアゲートを閉める前に､リアゲート付近
に⼈や障害物がないことを必ず確認する。
はさみ込み防⽌機能は､万⼀のときに⼈や
障害物を感知してリアゲートにはさまれる
ことを防ぐためのものです。また､はさま
れかたや形状によっては､はさみ込みを感知
できない領域があります。特にお⼦さまに
は⼗分気をつけてください。指などをはさ
むとけがをするおそれがあります。

注意
リアゲートを閉めるときは､ストライカ

ー付近に異物がないことを確認してくだ
さい。異物をはさみ込むと､リアゲート
が正常に閉まらなくなるおそれがありま
す。

1. ストライカー
リアゲートに､この⾞両専⽤のアクセサ

リー⽤品以外を取り付けないでくださ
い。リアゲートが⾃動で開閉できず､故
障につながるおそれがあります。

リアゲートの開閉が⾃動から⼿動に切り
替わる際､リアゲートの位置によってはリ
アゲートが不意に開閉し､けがをするお
それがあります。

リアゲートを閉めるときは､指などをは
さまないように注意してください。半ド
ア位置まで閉めると⾃動的に全閉位置ま
で閉まるため､指などをはさむとけがを
するおそれがあります。

リアゲートを閉めるときは､無理な⼒を
かけないでください。無理な⼒をかける
と､システムの故障の原因になります。

開閉する
リアゲート
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注意
リアゲートの両端にはセンサーがついて

います。センサーを鋭利なもので傷つけ
ないようにしてください。センサーが切
断されると､リアゲートを⾃動で開閉で
きなくなります。また､⾃動で閉めてい
るときにセンサーが切断されると､リア
ゲートは停⽌します。

1. センサー
リアバンパーを塗装したり､リアバンパ

ーに付加部品を取り付けたりしないでく
ださい。ハンズフリーセンサーが正常に
作動しなくなるおそれがあります。

リアゲート付近でお客さま⾃⾝がキーを
携帯しているとき､またはリアゲート付
近にキーを携帯した⼈がいるときは､次
のようなことをしないでください。ハン
ズフリーセンサーが作動して意図せずリ
アゲートが開閉し､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
意図しない作動を防ぐためには､キーを
作動範囲外に置くか､マツダコネクトを
使⽤してハンズフリー機能を OFF にして
ください。
キーを携帯していない⼈が､キック動

作をする。
リアゲートが開いている状態で､荷室

に腰かけて⾜を揺らす。
リアバンパー付近で､ボディーカバー

の着脱や雪かきなどの作業をする。
リアバンパーの下に落ちている物を拾

う。
⾼圧洗⾞機を使⽤するなどして､リア

バンパーに⽔をかける。
ショッピングカートなどをリアバンパ

ーに近づける。
動物やボールなど､動く物をリアバン

パーに近づける。

パワーリアゲートの使いかた

知識
 次のような場合は､リアゲートが⾃動で

開閉しないことがあります。
 坂道などの傾斜地に停⾞しているとき
 ⾵が強いとき
 リアゲートに雪が積もっているとき

 リアゲートが開いた状態でバッテリーの
接続を断つと､リアゲートが⾃動で開閉
しなくなります。⾃動で開閉する機能を
復帰させるには､リアゲートを⼿動で全
閉してください。

 リアゲートを⾃動で開けるとき､積雪な
どにより重みを感知すると､ブザーが鳴
って反対⽅向に動いた後､停⽌します。

 リアゲートが⾃動で開閉しているとき
に､セレクトレバーを別の位置にして⾞
両を動かすと､ブザーが鳴り閉まります。

次の操作を⾏なうと､⾮常点滅灯が 2 回作動し
てブザーが鳴り､リアゲートが⾃動で全開/全閉
します。

キーのリアゲート開閉スイッチ (  ) で開閉す
るとき
キーのリアゲート開閉スイッチでの操作⽅法に
ついては「キーの使いかた」の項⽬を参照して
ください。
→4-5 ページ「キーの使いかた」
パワーリアゲートスイッチで開閉するとき
次の条件をすべて満たしているときに､パワー
リアゲートスイッチを 1 秒以上押す。
 ⾞両の電源が ON 以外のとき､または､⾞両の

電源が ON でセレクトレバーが P の位置に
あるとき

開閉する
リアゲート
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 すべてのドアが解錠されているとき (開ける
とき)

電磁式リアゲートオープナーで開けるとき
次の条件をすべて満たしているときに､電磁式
リアゲートオープナーを押す。
 ⾞両の電源が ON 以外のとき､または､⾞両の

電源が ON でセレクトレバーが P の位置に
あるとき

 すべてのドアが解錠されているとき

知識
キーを携帯して電磁式リアゲートオープナ
ーを押すと､施錠されている状態でもリアゲ
ートを開けることができます。

パワーリアゲートクローズスイッチで閉めると
き
次の条件をすべて満たしているとき､パワーリ
アゲートクローズスイッチを押す。
 ⾞両の電源が ON 以外のとき､または､⾞両の

電源が ON でセレクトレバーが P の位置に
あるとき

リアゲートにあるロックスイッチで閉めるとき
次の条件をすべて満たしているとき､リアゲー
トのロックスイッチを押す。
 キーを携帯しているとき
 ⾞両の電源が OFF のとき
 すべてのドアが閉まっているとき
 リアゲートが⾃動開閉中ではないとき

すべてのドア､フューエルリッドが施錠され､⾮
常点滅灯とチャイムが 1 回作動します。
その後､リアゲートが⾃動で全閉します。
ハンズフリー機能で開閉するとき
停⾞時に次の条件をすべて満たしているとき､
キック動作をする。
 キーを携帯しているとき
 ハンズフリー機能が ON のとき
 ⾞両の電源が ON 以外のとき､または､⾞両の

電源が ON でセレクトレバーが P の位置に
あるとき

A : 約 30 cm〜50 cm
B : 約 10 cm

開閉する
リアゲート
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注意
サンダルなどの⾜が露出している靴を履

いてキック動作をしないでください。熱
くなっている排気管に⾜が触れると､や
けどをするおそれがあります。

坂道や凍結した路⾯など､⾜場が不安定
な状態でキック動作をしないでくださ
い。転んでけがをするおそれがありま
す。

知識
 ハンズフリーセンサーは､リアバンパー

中央から左右に約 30cm ずつの範囲を感
知します。

 次のようなときは､ハンズフリーセンサ
ーが正常に作動しないことがあります。
 感知範囲内に⾜を⼊れたままのとき
 感知範囲内で⾜を左右に動かしたとき
 キック動作が早すぎるとき､または遅

すぎるとき
 キック動作時に､⾜がリアバンパーに

触れたとき
 ゴム⻑靴など､電気を通しにくい靴を

履いているとき
 ⾞両の近くに､強い電波を発⽣する設

備があるとき
 ハンズフリーセンサーの感知範囲が汚

れているとき
 ハンズフリーセンサーの感知範囲が汚れ

ているときは､きれいな布でふいてくだ
さい。キーを作動範囲外に置くか､マツ
ダコネクトを使⽤してハンズフリー機能
を OFF にしてから⾏なってください。

 条件を満たしているのにハンズフリーセ
ンサーによる操作ができない場合は､マ
ツダ販売店にご相談ください。

ハンズフリー機能 ON/OFF 切り替え
ハンズフリー機能の ON/OFF を切り替えるこ
とができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。
意図しない作動を防ぎたいときは､機能を OFF
にしてください。
リアゲートを⽌めるとき
次のいずれかの操作をすると､リアゲートの⾃
動開閉が⽌まります。
 キーのリアゲート開閉スイッチを押す。
 パワーリアゲートスイッチを押す。
 電磁式リアゲートオープナーを押す。
 パワーリアゲートクローズスイッチを押す。
 リアゲートにあるロックスイッチを押す。
 キック動作をする。

知識
半開以下の場合は､リアゲートを⽌めるこ
とができません。リアゲート⾃体の重量に
よって､閉じる⽅向に動きます。
キック動作でリアゲートを⽌める際は､キ
ーを持っていなくてもリアゲートの⾃動開
閉を⽌めることができます。

リアゲートを再度動かすとき
次のいずれかの操作をすると､リアゲートは停
⽌前に動いていた⽅向とは逆の⽅向に動きま
す。
 キーのリアゲート開閉スイッチを 1 秒以上

押す。
 パワーリアゲートスイッチを約 1 秒以上押

す。
 電磁式リアゲートオープナーを押す。
 パワーリアゲートクローズスイッチを押す。

リアゲートにあるロックスイッチを押すと､リ
アゲートは⾃動で全閉します。

開閉する
リアゲート
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パワーリアゲートの便利な使いか
た
お客さまの⾞庫の⾼さなどにあわせて､リアゲ
ートの全開位置を変えることができます。
全開位置を変更するとき
1. リアゲートをお好みの位置で⽌める。

半分よりも開いた⽌まる位置で設定するこ
とができます。

2. パワーリアゲートクローズスイッチを 3 秒
以上押す。
ブザーが 2 回鳴り､変更が完了したことを
お知らせします。

設定した全開位置をリセットするとき
1. リアゲートを開ける。
2. パワーリアゲートクローズスイッチを 7 秒

以上押す。
ブザーが 3 回鳴り､リセットが完了したこ
とをお知らせします。

知識
スイッチを押し始めてから 3 秒後にブザー
が 2 回鳴りますが､これはリアゲートの全
開位置の変更をお知らせするためのブザー
です。リセットを完了させるためには､7 秒
間スイッチを押し続けてください。

開閉する
リアゲート
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ボンネット使⽤上の警告･注意

警告
ボンネットが確実に閉まっていることを確
認する。
⾛⾏中にボンネットが開くと視界がさまた
げられ､思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

半ドア警告表⽰が表⽰したまま⾛⾏しない。
⾛⾏中にボンネットが開くと視界がさまた
げられ､思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

注意
エンジンカバーを開けたまま､ボンネッ

トを閉めたりボンネットを全開位置にし
たりしないでください。エンジンカバー
が破損して､けがをするおそれがありま
す。
エンジンカバーの開閉については､「点検
項⽬と点検箇所」を参照してください。
→9-5 ページ

ボンネットを閉めるときは､体重をかけ
るなどして強く押さえつけないでくださ
い。ボンネットがへこむおそれがありま
す。

ボンネットを閉めるときは､⼿などをは
さまないように注意してください。万
⼀､⼿などをはさむと､けがをするおそれ
があります。

エンジンルームを点検したときは､⼯具
や布を置き忘れないようにしてくださ
い。置き忘れると､エンジンを損傷した
り､⽕災につながったりするなど､思わぬ
事故につながるおそれがあります。

ボンネットのダンパーステーに⼿をかけ
るなどして過度の⼒を加えないでくださ
い。ダンパーステーが曲がり､ボンネッ
トの作動に影響をおよぼすおそれがあり
ます。

ボンネットのダンパーステーを改造また
は交換しないでください。異常を感じた
場合はマツダ販売店へご相談ください。

ボンネットの使いかた
ボンネットを開けるとき
1. ボンネットオープナーを引く。

ボンネットが少し浮き上がります。

2. ボンネットを約 40cm 持ち上げると⾃動的
に開きます。⼀定の位置まで開くと､ボン
ネットを開いたまま保持します。

知識
ボンネットが⽌まった位置から押し上げる
と､さらにボンネットを開けることができ
ます。

ボンネットを閉めるとき
1. エンジンルームに⼯具などが残されていな

いことを確認する。
2. ボンネットをゆっくり下ろし､約 35 cm の

⾼さから静かに落とす。
ボンネットが閉まります。

開閉する
ボンネット
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知識
ボンネットを⼿で押して閉めると､ボンネッ
トの⽚側のみロックすることがあります。
ボンネットが完全に閉まらなかった場合
は､もう⼀度ボンネットを開き､同じ⽅法で
少し強めに操作をしてください。

開閉する
ボンネット
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パワーウインドーについて
パワーウインドーには､2 つの機能があります。
⾃動開閉機構
パワーウインドースイッチを操作し続けなくて
も､窓ガラスを全開/全閉できます。

知識
窓ガラスが全閉していない状態でパワーウ
インドースイッチを何度も操作すると､⾃動
開閉機構が作動しなくなることがありま
す。
→8-26 ページ「⾃動開閉機構を復帰する」

はさみ込み防⽌機構
窓ガラスが閉まる途中に､窓ガラスと窓枠との
間に異物のはさみ込みを感知すると､窓ガラス
が停⽌し､少し開きます。

知識
次のようなときも､はさみ込み防⽌機構が
作動することがあります。
 窓ガラスが閉まる途中に強い衝撃を感知

したとき
 極低温下で窓ガラスを閉めたとき

→8-26 ページ「はさみ込み防⽌機構を解除
する」

パワーウインドー使⽤上の警告･
注意

警告
窓ガラスを閉めるときは､同乗者の⼿や顔
などをはさまないように注意する。
特にお⼦さまには⼗分気をつけてください。
万⼀､⼿や顔などをはさむと重⼤な傷害に
つながるおそれがあります。

お⼦さまにパワーウインドースイッチを操
作させない。
万⼀､⼿や顔などをはさむと重⼤な傷害に
つながるおそれがあります。

お⼦さまが同乗しているときは､パワーウイ
ンドーロックスイッチをロックの位置にし
ておく。
お⼦さまが誤ってパワーウインドースイッ
チを操作したとき､⼿や顔などをはさむと
重⼤な傷害につながるおそれがあります。

ウインドーが完全に閉じる直前､またはパ
ワーウインドースイッチ引き続けている間
は､ウインドーをさえぎるものがないこと確
認する。
はさみ込み防⽌機構ではウインドーが完全
に閉じるのを防⽌できない場合がありま
す。指を挟むと重⼤な傷害につながるおそ
れがあります。

窓から⼿や顔を出させない。
⾛⾏中にお⼦さまが窓から⼿や顔を出さな
いよう注意してください。⾞外の物にあた
ったり､急ブレーキを踏んだりしたとき､重
⼤な傷害につながるおそれがあります。

開閉する
ウインドー
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パワーウインドーの使いかた
ウインドーの開閉
1. ⾞両の電源を ON にする。
2. パワーウインドースイッチを操作する。

ウインドーを⾃動的に全開にするには､パ
ワーウインドースイッチを完全に押し下げ
てからスイッチから⼿を離す。
ウインドーを⾃動的に全閉にするには､パ
ワーウインドースイッチを完全に引き上げ
てからスイッチから⼿を離す。
窓ガラスの開閉を途中で⽌めるときは､ス
イッチを逆⽅向に軽く操作してください。

運転席

助⼿席/後席

1. 閉める
2. 開ける
3. 運転席側スイッチ
4. 後席右側スイッチ
5. 後席左側スイッチ
6. 助⼿席側スイッチ

助⼿席/後席のウインドー操作をロックする
運転席ドアにあるパワーウインドーロックスイ
ッチをロックの位置にすると助⼿席と後席のパ
ワーウインドースイッチでの開閉操作をロック
できます。
運転席ドアにあるパワーウインドースイッチで
の操作は可能です。

1. パワーウインドーロックスイッチ
2. ロック位置
3. アンロック位置

知識
パワーウインドースイッチを⻑時間操作し
続けると､窓ガラスを開閉できなくなるこ
とがあります。
窓ガラスを開閉できないときは､しばらく
待ってから再度スイッチを操作してくださ
い。

開閉する
ウインドー
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パワーウインドーの便利な使いか
た
キー OFF 後作動機能
⾞両の電源を ACC または OFF にした後でも､
約 40 秒間は全席の窓ガラスを開閉できます。

開閉する
ウインドー
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パノラマサンルーフについて*

前席頭上のチルト/スライドスイッチを操作す
るとパノラマサンルーフの開閉ができます。

1. チルト/スライドスイッチ
はさみ込み防⽌機構
パノラマサンルーフを⾃動で閉めているときに
異物のはさみ込みを感知すると､⾃動的にパノ
ラマサンルーフが停⽌し､途中まで開きます。

知識
パノラマサンルーフの初期設定をしていな
いときは､はさみ込み防⽌機構は作動しませ
ん。
→ 8-27 ページ 「パノラマサンルーフの初
期設定をする」

パノラマサンルーフ使⽤上の警
告･注意

警告
パノラマサンルーフを閉めるときは､同乗者
の⼿や頭などをはさまないように注意す
る。
万⼀､⼿や頭をはさむと､重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。

お⼦さまにチルト/スライドスイッチの操作
をさせない。
万⼀､⼿や顔などをはさむと重⼤な傷害に
つながるおそれがあります。

⾛⾏中は､開⼝部から⼿や頭などを出さな
い。
⾛⾏中に⾞外のものにあたったり､急ブレ
ーキをかけたときに重⼤な傷害につながる
おそれがあります。

⾛⾏中は､乗員を⽴ち上がらせて､開⼝部か
ら体の⼀部を伸ばしたりしない。
パノラマサンルーフから頭､腕､または体の
他の部分を伸ばすのは危険です。⾛⾏中に
頭や腕が何かにぶつかり､死傷事故につな
がるおそれがあります。

パノラマサンルーフが完全に閉じる直前は､
パノラマサンルーフをさえぎるものがない
こと確認する。
はさみ込み防⽌機構ではパノラマサンルー
フが完全に閉じるのを防⽌できない場合が
あります。指を挟むと重⼤な傷害につなが
るおそれがあります。

注意
パノラマサンルーフの開⼝部に腰をかけ

たり､重い荷物を載せないでください。
パノラマサンルーフが破損するおそれが
あります。

凍結時や降雪時には無理に開閉しないで
ください。故障につながるおそれがあり
ます。

開閉する
パノラマサンルーフ
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パノラマサンルーフの使いかた
サンシェードの操作
1. ⾞両の電源を ON にする。
2. チルト/スライドスイッチを後⽅に引く。

サンシェードが開きます。

3. チルト/スライドスイッチを前⽅に押す。
サンシェードが閉まります。

途中で⽌めるときは､開閉⽅向と逆向きにスイ
ッチを操作してください。
チルト操作
1. サンシェードを開く。
2. チルト/スライドスイッチを押す。

パノラマサンルーフの前側ガラスパネルの
後部が上に開きます。

3. チルト/スライドスイッチを前⽅に 2 回押
す。
サンシェードとパノラマサンルーフが閉ま
ります。

途中で⽌めるときは､開閉⽅向と逆向きにスイ
ッチを操作してください。
スライド操作
1. サンシェードを開く。
2. チルト/スライドスイッチを後⽅に引く。

パノラマサンルーフが開きます。

3. チルト/スライドスイッチを前側に押す。
パノラマサンルーフが閉まります。

途中で⽌めるには､開閉⽅向と逆向きにスイッ
チを操作してください。

開閉する
パノラマサンルーフ
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イモビライザーシステムについて
イモビライザーシステムは､あらかじめ登録さ
れたキー以外ではエンジンを始動できないよう
にする⾞両盗難防⽌装置です。
イモビライザーシステムやキーに問題がある場
合は､マツダ販売店にご相談ください。

イモビライザーシステム使⽤上の
警告･注意

注意
イモビライザーシステムやキーの故障を防
ぐために次のことをお守りください。
システムを改造したり､付加部品を取り

付けたりしないでください。
キーに強い衝撃を与えたり､ぬらしたり

しないでください。
キーに磁気を帯びた製品を近づけないで

ください。
キーをインストルメントパネルやボンネ

ットの上など直射⽇光があたる場所や⾼
温になるところに放置しないでくださ
い。

開閉する
盗難防⽌システム
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イモビライザーシステムの使いか
た
システムの作動
⾞両の電源を ON から ACC または OFF にする
と､システムが作動してセキュリティ表⽰灯

が点滅します。
システムの解除
⾞両の電源を ON にすると､システムが解除さ
れ､セキュリティ表⽰灯が消灯します。

バーグラアラームシステムについ
て
バーグラアラームシステムは⾞両や⾞内の貴重
品が盗難にあわないように警戒状態にする⾞両
盗難警報装置です。
不正な侵⼊をしようとすると､ホーンや⾮常点
滅灯で周囲に異常を知らせます。
システムは､正しく設定されていないと作動し
ません。⾞から離れるときは､設定⼿順にした
がって正しく設定してください。
バーグラアラームシステムに異常が⾒られる場
合はマツダ販売店にご相談ください。

開閉する
盗難防⽌システム
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バーグラアラームシステム使⽤上
の警告･注意

注意
バーグラアラームシステムの故障を防ぐた
め､システムを改造したり､付加部品を取り
付けたりしないでください。

バーグラアラームシステムの使い
かた
バーグラアラームシステムを設定する
1. 窓ガラスとパノラマサンルーフを確実に閉

めます。
2. ⾞両の電源を OFF にします。
3. すべてのドアとボンネット､リアゲートが

閉まっていることを確認します。
4. ドアを施錠します。

⾮常点滅灯が 1 回点滅します。
メーター内のセキュリティ表⽰灯が 20 秒
間､毎秒 2 回点滅します。

5. 20 秒後に警戒状態へ設定されます。

知識
 すべてのドア､ボンネット､リアゲートを

閉めた状態で､キーのアンロックスイッ
チを押して解錠した後､約 30 秒以内に次
のいずれの操作も⾏なわなかった場合､
⾃動的に施錠され､バーグラアラームシ
ステムが再設定されます。
 いずれかのドアまたはリアゲートを開

ける。
 ⾞両の電源を OFF 以外にする。

 キーのロックスイッチを押した後､20 秒
以内に次の操作をした場合､警戒状態へ
は設定されません。
 いずれかのドアを解錠する。
 いずれかのドアを開ける。
 ボンネットを開ける。
 ⾞両の電源を ON にする。

再度設定するには､最初から操作を⾏な
ってください。

 警戒中にキーのロックスイッチでドアを
施錠すると､警戒状態であることを⽰す
⾮常点滅灯が 1 回点滅します。

警報の作動条件
次のいずれかを⾏なうと､約 30 秒間ホーンが鳴
り､⾮常点滅灯が点滅します。
 補助キー､ドアロックスイッチ､ロックノブの

いずれかで解錠する。
 ドア､ボンネット､リアゲートのいずれかを無

理に開ける。
 ボンネットを開ける。

開閉する
盗難防⽌システム
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 プッシュボタンスタートを使わずに⾞両の電
源を ON にする。

ドアまたはリアゲートがキーのアンロックスイ
ッチまたはタッチセンサーで解錠されるまでホ
ーンが鳴り､⾮常点滅灯が点滅します。

知識
 バーグラアラームシステム作動中はリア

ゲートが開きません。
 警戒状態のままで 12V バッテリーがあが

った場合は､12V バッテリーを充電､また
は交換するときにホーンが鳴り､⾮常点
滅灯が点滅することがあります。

警報を停⽌する
作動中の警報は次のいずれかの操作で停⽌しま
す。
 キーのアンロックスイッチを押す。
 プッシュボタンスタートを操作してエンジン

を始動する。
 タッチセンサーの感知エリアに触れる。
 キーを携帯して電磁式リアゲートオープナー

を押す。
警戒状態が解除されると､⾮常点滅灯が 2 回点
滅します。
バーグラアラームシステムを解除する
次のいずれかの操作で警戒状態が解除されま
す。
 キーのアンロックスイッチを押す。
 プッシュボタンスタートを操作してエンジン

を始動する。
 タッチセンサーの感知エリアに触れる。

警戒状態が解除されると､⾮常点滅灯が 2 回点
滅します。

開閉する
盗難防⽌システム
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リアシートアラートについて
リアシートアラートは､セカンドシート/サード
シートに乗員が取り残されたり、荷物を置き忘
れたりしていないかの確認を運転者に促すシス
テムです。
リアシートアラートはリアドアの開閉操作履歴
により､セカンドシート/サードシートに乗員や
荷物を載せている可能性があるとシステムが判
断します。そのため､セカンドシート/サードシ
ートに乗員や荷物を載せていても起動しないな
ど､実際の⾞両の状況とは異なる動作をするこ
とがあります。

リアシートアラート使⽤上の警
告･注意

警告
システムを過信しない
リアシートアラートは乗員や荷物をセンサ
ーで検知するシステムではありません。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につながる
おそれがあります。
お⾞を離れるときは､必ず⽬視にてセカン
ドシート/サードシートの状況を確認してく
ださい。

開閉する
リアシートアラート
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リアシートアラートの使いかた
次のいずれかの操作を⾏なうと､メーターにシ
ステムが起動したことをお知らせするメッセー
ジが表⽰されます。
メッセージが表⽰されることを確認してくださ
い。
しばらくするとメッセージは消えます。
リアシートアラートが不要なときは､メッセー
ジに従ってシステムを⼀時的に停⽌することが
できます。
 リアドアを開けて､エンジンを始動する。
 リアドアを開閉した後､約 10 分以内にエン

ジンを始動する。
 エンジンを始動した後､リアドアを開ける。
 システムが起動中に電源ポジションを ON に

する。
システムが起動中に電源ポジションを OFF に
すると､メーターのメッセージと警報⾳でセカ
ンドシート/サードシートに乗員や荷物がある
可能性をお知らせします。しばらくするとメッ
セージは消えます。
 
メーターのメッセージが消えた後に運転席ドア
を開閉すると､メーターのメッセージと警報⾳
でセカンドシート/サードシートに乗員や荷物
がある可能性を再度お知らせします。
 
起動中のシステムを解除するときは､次のいず
れかの操作を⾏ないます。
 電源ポジションを ACC または OFF にして､

リアドアを開ける。
 再度電源ポジションを ON にして､エンジン

始動前にリアドアを開ける。
 リアドアを開けて､電源ポジションを ACC ま

たは OFF にする。
 メーターのメッセージに従ってシステムを⼀

時的に停⽌する。

知識
リアシートアラートはリアドアの開閉操作
履歴により､セカンドシート/サードシート
に乗員や荷物を載せた可能性があると判断
します。そのため､使い⽅によってはセカン
ドシート/サードシートに乗員や荷物を載せ
ていても起動しない場合や､載せていなくて
も起動する場合があります。システムは､解
除されるまで起動を継続します。

知識
セカンドシート/サードシートに乗員や荷物
を載せていても起動しない場合の例
 リアドアを短時間で開閉した
 コネクティッドサービスのリモートエン

ジンスタート*を使⽤した
 バッテリーの充電量が低下した
 バッテリーの接続を断った

セカンドシート/サードシートに乗員や荷物
を載せていなくても起動する場合の例
 リアドアを短時間で開閉した
 リアドアを開閉したが､何も載せなかっ

た
 エンジンを始動しているときに乗員や荷

物を降ろした

リアシートアラートを⼀時的に停⽌するとき
メーターにリアシートアラートに関するメッセ
ージが表⽰されているときは､運転者の操作に
よってシステムを⼀時的に停⽌することができ
ます。
メーターに表⽰されているメッセージにしたが
って操作してください。 メーターに“INFO ス
イッチの⻑押しでリアシート アラートを⼀時
的に停⽌します”のメッセージが表⽰されてい
るとき､INFO スイッチを 2 秒以上押します。
⼀時停⽌するとチャイムが鳴り､完了したこと
をお知らせするメッセージが表⽰されます。し
ばらくするとメッセージは消えます。

知識
電源ポジションを OFF にすると、⼀時停⽌
は解除されます。

リアシートアラートを OFF にする
マツダコネクトでリアシートアラートを OFF
に設定することができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

開閉する
リアシートアラート
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知識
次のいずれかの場合、電源ポジションを ON
にすると警告灯 が 2 回点灯し､システム
が停⽌していることをお知らせします。し
ばらくすると警告灯は消灯します。
 リアシートアラートを OFF しているとき
 リアシートアラートを⼀時的に停⽌して

いるとき
 コネクティッドサービスによるリモート

エンジンスタート*を使⽤したとき
 バッテリー充電量が低下しているとき

開閉する
リアシートアラート
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ミラーについて
運転する前に⾞内･⾞外のミラーを調節します。

ドアミラー使⽤上の警告･注意

警告
⾞線変更する前に､必ず肩越しに⽬視確認
する
実際の距離を考慮せずに⾞線変更すること
は危険です。重⼤な事故に遭う可能性があ
ります。 凸⾯鏡に⾒えるものは､⾒た⽬よ
りも近くにあります。

運転を開始する前に､必ずドアミラーを運
転位置にもどす
ドアミラーを格納したまま運転するのは危
険です。後⽅視界が制限され､思わぬ事故
につながるおそれがあります。

ドアミラーの格納/展開作動中は､ドアミラ
ーに触れない。
格納/展開作動中にドアミラーに触れるのは
危険です。⼿が挟まれてけがをしたり､ドア
ミラーが破損するおそれがあります。

スイッチを使⽤して､ドアミラーの位置を設
定する。
ドアミラーの位置を⼿動で設定するのは危
険です。ドアミラーが所定の位置にロック
されず､視認性をさまたげるおそれがあり
ます。

電動格納ドアミラーは､⾞両を安全な場所
に駐⾞して操作する。
⾛⾏中に電動格納ドアミラーを操作するの
は危険です。⾵圧でドアミラーが損傷し､
運転位置にもどすことができず､後⽅を視
認することができなくなります。

調節は⾛⾏前に⾏なう。
⾛⾏中に調節すると､前⽅不注意で思わぬ
事故につながるおそれがあります。

注意
ドアミラーの格納/展開を⾏なうときは､格
納スイッチで操作してください。⼿動で操
作すると､ドアミラーが固定されず後⽅確
認ができなくなることがあります。

運転する
ミラー
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ドアミラーの使いかた
ドアミラーの展開/格納
1. ⾞両の電源を ACC または ON にする。
2. 格納スイッチを押す。

ドアミラーが格納されます。格納スイッチ
をもう⼀度押すとドアミラーが展開されま
す。

ドアミラーの⾓度調節
1. ⾞両の電源を ACC または ON にする。
2. 調節するドアミラー側の選択スイッチを押

す。
表⽰灯が点灯します。

3. 調節スイッチを操作して､ドアミラーの⾓
度を調節する。

4. 調節したドアミラー側の選択スイッチを押
す。
表⽰灯が消灯します。

ドアミラーの便利な使いかた
ドライバー･パーソナライゼーション･システ
ム*

ドライバー･パーソナライゼーション･システム
に､ドアミラーの⾓度を記憶させることができ
ます。
→ 参照リンク 6-24 ページ「ドライバー･パー
ソナライゼーション･システムについて」

⾃動格納機能*

⾞両の電源が OFF のときにドアを施錠/解錠す
ると､ドアミラーが⾃動的に格納/展開されま
す。
ドアミラーが格納されているときに､⾞両の電
源を ON またはエンジンを始動すると､ドアミ
ラーが⾃動的に展開されます。
センターディスプレイで⾃動格納機能の
ON/OFF を切り替えることができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

知識
格納スイッチを押してドアミラーを格納し
た場合は､⾃動的に展開しません。格納スイ
ッチを押して､ドアミラーを展開してくださ
い。

⾞両電源 OFF 後作動機能
⾞両の電源を ON から OFF にした後でも､約
40 秒間はドアミラーの⾓度調節や格納/展開を
することができます。

リバース連動ドアミラー機能*

⾞両後退時に､ドアミラーを⾃動的に下向きに
することができます。後退を終えると､ドアミ
ラーはもとの⾓度にもどります。
1. 下向きにしたいドアミラー側の選択スイッ

チを押す。
選択スイッチの表⽰灯を点灯させます。

2. セレクトレバーを R の位置にする。
選択スイッチを押した側のドアミラーが下
向きになります。

運転する
ミラー
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知識
次のいずれかの条件を満たすと､ドアミラ
ーがもとの⾓度にもどります。
 ⾞両の電源を ON 以外にしたとき
 セレクトレバーを R の位置以外にしたと

き
 選択スイッチをもう⼀度押したとき

⾃動防眩機能*

オートタイプルームミラーの防眩機能と連動し
て､運転席側のドアミラーのみ後続⾞のヘッド
ランプの光を軽減します。

ルームミラー使⽤上の警告･注意

警告
シートバックより⾼い位置に荷物を積み重
ねない。
シートバックより⾼く積まれた荷物は危険
です。ルームミラーの視界がさまたげられ､
⾞線変更時に他の⾞両と衝突するおそれが
あります。

運転する
ミラー
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ルームミラーの使いかた
ルームミラー本体を動かし調節する。

ルームミラーの便利な使いかた
防眩機能
後続⾞のヘッドランプの眩しさを防ぎます。
⾞両の電源が ON でセレクトレバーが R の位
置以外のときに､⾃動で作動します。

知識
センサーをステッカーやカバーなどで覆わ
ないでください。センサーが周囲の明るさ
を正確に感知できなくなります。

1. センサー

運転する
ミラー
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プッシュボタンスタートについて
プッシュボタンスタートを押すと､エンジンの
始動/停⽌､⾞両の電源 (OFF/ACC/ON) を切り替
えることができます。

⾞両の電源
OFF
すべての電装品が使⽤できない状態です。
ACC
オーディオなど⼀部の電装品が使⽤できる状態
です。
ON
すべての電装品が使⽤できる状態です。

プッシュボタンスタート使⽤上の
警告･注意

警告
植え込み型⼼臓ペースメーカーおよび植え
込み型除細動器の医療⽤機器を使⽤してい
る⽅は⾞内·⾞外のアンテナから約 22 cm
以内に医療⽤機器を近づけない。
電波により､医療⽤機器の作動に影響をお
よぼすおそれがあります。

1. ⾞外アンテナ
2. ⾞内アンテナ

次にある以外の医療⽤機器を使⽤している
⽅は､キーの電波の影響を医師や医療⽤電
気機器製造業者などに確認する。
植え込み型⼼臓ペースメーカー
植え込み型除細動器
電波が悪影響をおよぼすおそれがありま
す。

プッシュボタンスタートシステム機能､アド
バンストキーレス機能を作動させないよう
にすることもできます。
ペースメーカーなどの医療⽤機器に悪影響
をおよぼすおそれがあるため､キーを取り
出すことなくエンジンの始動ができる機能
を停⽌させることができます。 また､アド
バンストキーレス機能を作動させないよう
にすることができます。
詳しくはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
プッシュボタンスタート
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警告
緊急時以外は､⾛⾏中にエンジンを停⽌し
ない。
⾛⾏中にエンジンを⽌めると､ブレーキの
効きが悪くなり､ハンドルも重くなるため､
思わぬ事故につながるおそれがあります。

注意
プッシュボタンスタートに異常があると

きは､プッシュボタンスタートの表⽰灯
(橙) が点滅します。この場合でもエンジ
ンを始動できることがありますが､ただ
ちにマツダ販売店で点検を受けてくださ
い。

⾞から離れるときは､⾞両の電源が OFF
になっていることを確認してください。

エンジンが暖まらない状態でのエンジン
始動･停⽌を繰り返すと､エンジン内部を
浄化するために停⾞中のエンジン回転数
が⾼くなる場合があります。エンジン回
転数が通常の回転数にもどるまでエンジ
ンを停⽌しないでください。

プッシュボタンスタートの使いか
た
⾞両の状態や運転者の操作によって､エンジン
の始動/停⽌､⾞両の電源を切り替えます。
エンジンを始動する
1. パーキングブレーキがかかっていることを

確認する。
2. セレクトレバーが P の位置にあることを確

認する。
3. ブレーキペダルを踏む。

メーター内の KEY 表⽰灯 とプッシュボ
タンスタートの表⽰灯 (緑) が点灯します。

4.

エンジンが始動し､メーター内の KEY 表⽰
灯 が消灯します。
(e-SKYACTIV D)
メーター内の READY 表⽰灯 が点
灯します。

知識

 予熱表⽰灯 が消灯するまでエンジ
ンを始動しないでください。また､予熱
表⽰灯 が消灯した後､⾞両の電源が
ON の状態でエンジンを始動せずに⻑時
間放置すると､予熱表⽰灯 が再度点
灯することがあります。

 プッシュボタンスタートでエンジンを始
動できない場合は､キーの節電機能が ON
になっていないか確認してください。節
電機能が ON になっているときは､キー
の作動表⽰灯が点灯/点滅しません。
→4-7 ページ 「キーの便利な使いかた」

運転する
プッシュボタンスタート
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エンジンを停⽌する
1. ⾞両を停⾞する。
2. セレクトレバーを P の位置にする。
3.

エンジンが停⽌し､⾞両の電源が OFF にな
ります。
(e-SKYACTIV D)
メーター内の READY 表⽰灯 が消
灯します。

知識
セレクトレバーが P 以外の位置のときに､
エンジンを停⽌するとオート P (パーキング
ロック) 機能が作動し､⾞両の電源が OFF に
なります。安全のためセレクトレバーを P
の位置にして､⾞両の電源を OFF にしてく
ださい。

⾞両の電源を切り替える
ブレーキペダルを踏まずに､プッシュボタンス
タートを押す。
プッシュボタンスタートを押すごとに､ACC､
ON､OFF の順に⾞両の電源が切り替わります。

知識
⾞両の電源を ACC の状態で放置すると､約
25 分で⾞両の電源が OFF になります。

運転する
プッシュボタンスタート
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M ハイブリッドブーストについて
(e-SKYACTIV D)
M ハイブリッドブーストは､⾞両の⾛⾏状況に
応じてモーターによるエンジンのアシストや回
⽣ブレーキによる充電を⾏ない､⾛りの性能と
燃費を向上させるシステムです。M ハイブリッ
ドブースト⽤バッテリーは､⾞両が⾛⾏中に充
電されるため､⾞外からの充電は不要です。

運転する
M ハイブリッドブースト
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M ハイブリッドブースト使⽤上の警告･注意

警告
⾼温部位､⾼電流部位に触れない。
次の部位は⾼温で⾼電流が流れているため､触れるとやけどや感電のおそれがあります。

1. DC-DC コンバーター
2. M ハイブリッドブースト⽤バッテリー

やけどや感電のおそれがあるため､必ず次のことを守る。
端⼦部位､配線､M ハイブリッドブースト⽤バッテリーを固定しているブラケット､コネクターの

取りはずしおよび分解などは絶対に⾏なわないでください。
炎天下のときや⾛⾏後は､M ハイブリッドブースト⽤バッテリーが⾼温になるため､絶対にさわ

らないでください。
 M ハイブリッドブースト⽤バッテリーが濡れているときは特に危険なため､絶対にさわらないで

ください。

M ハイブリッドブースト⽤バッテリーを安全に取り扱うために､次のことを必ず守る。
 M ハイブリッドブースト⽤バッテリーを取りはずさない。
 M ハイブリッドブースト⽤バッテリーを転売､譲渡､改造しない。
 M ハイブリッドブースト⽤バッテリーを装備された⾞両以外で使⽤しない。

適切に取り扱わないと次のようなことが起こり､重⼤な傷害につながる。
放置または不法投棄された M ハイブリッドブースト⽤バッテリーに触れてしまい感電事故が発

⽣する。
装備された⾞両以外で M ハイブリッドブースト⽤バッテリーを使⽤し (改造などを含む)､感電事

故､発熱･発煙･発⽕･爆発事故､電解液漏出事故などが発⽣する。

運転する
M ハイブリッドブースト
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警告
M ハイブリッドブースト⽤バッテリーを適切に処理する。
M ハイブリッドブースト⽤バッテリーを放置または不法投棄するなど､適切に回収し廃棄しない
と､第三者が M ハイブリッドブースト⽤バッテリーに触れる感電事故を引き起こし､重⼤な傷害に
つながるおそれがあります。

⾼電流部位に絶対さわらない。
M ハイブリッドブースト関連部品には､絶対にさわらないでください。やけどや感電など重⼤な傷
害につながるおそれがあります。

⾞室内および⾞室外にはみ出している電気配線には絶対に触らない。
感電ややけどなど重⼤な傷害につながるおそれがあります。

電解液が付着している､電解液が漏れている場合は絶対にさわらない。
M ハイブリッドブースト⽤バッテリーの電解液が⽬や⽪膚に触れると失明や⽪膚障害のおそれが
あります。万が⼀､電解液が⽬に付着した場合はこすらずに､15 分以上⽔で⽬を洗った後､ただち
に医師の診察を受けてください。また､電解液が肌に付着した場合は⽯鹸と⽔で触れた部分をしっ
かりと洗ってください。体に異常を感じたときはすみやかに医師の診察を受けてください。

M ハイブリッドブースト⽤バッテリーの電解液が漏れている場合は､⾞両に近づかない。
M ハイブリッドブースト⽤バッテリーが破損しても､M ハイブリッドブースト⽤バッテリー内部の
構造により⼤量の電解液が流出することありませんが､万が⼀､電解液が流出すると蒸気が発⽣し
ます。蒸気は⽬や⽪膚に刺激性があり､吸引すると急性中毒につながるおそれがあります。

⽕気や⾼温のものを絶対に近づけない。
M ハイブリッドブースト⽤バッテリーの電解液に引⽕するおそれがあります。万が⼀､⾞両⽕災が
発⽣したときは､消⽕器 (ABC､BC または C タイプ) を使⽤して消⽕してください。⽔で消⽕すると
きは､消⽕栓など⼤量の放⽔が可能な場合にのみ⾏なってください。少量の放⽔は⽕災の拡⼤のお
それがあります。

注意
次の状態のときに運転席ドアを開けると､運転者が⾞両から離れると⾞両が判断し､運転者に危

険を知らせる警報⾳が吹鳴して警告表⽰が表⽰されます。
エンジンがかかっているとき
セレクトレバーが P､N の位置以外のとき

 M ハイブリッドブーストに異常があるときは､警告表⽰が表⽰されます。

運転する
M ハイブリッドブースト
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M ハイブリッドブーストの使いか
た
M ハイブリッドブーストは､⾞両の⾛⾏状況に
応じてモーターによるエンジンアシストと､回
⽣ブレーキによる充電を⾃動で切り替えます。
M ハイブリッドブーストの作動状態は､燃費モ
ニターのシステム作動状態表⽰に表⽰されま
す。
マツダコネクトホーム画⾯の“情報”→“燃費モ
ニター”→“システム作動状態”を選択し､M ハイ
ブリッドブーストの作動状況を確認する､また
はマツダ販売店にご相談ください。

知識
⾞両を⻑時間放置すると少しずつ⾃然放電
するため､2〜3 か⽉に⼀度を⽬安に約 30 分
間の運転を⾏なってください。万が⼀､M ハ
イブリッドブースト⽤バッテリーが完全に
放電し､M ハイブリッドブーストが起動でき
ないときは､マツダ販売店に連絡してくださ
い。

⾞両接近通報装置
低速⾛⾏時に⾞両が接近していることを知らせ
る通報⾳が⾃動で吹鳴します。
1. エンジンを始動する。
2. セレクトレバーを P 以外の位置にして､ブ

レーキペダルから⾜を離す。
通報⾳が吹鳴し､⾞速が 30 km/h 以上になると
⽌まります。⾞速が 30 km/h 以下になると再
び吹鳴し､ブレーキペダルを踏んで停⾞すると
⽌まります。
M ハイブリッドブースト⽤バッテリーの交換､
廃棄について
M ハイブリッドブースト⽤バッテリーの取り扱
いには､専⾨的な知識と技術が必要です。
M ハイブリッドブースト⽤バッテリーによる事
故を防⽌するため､M ハイブリッドブースト⽤
バッテリーの回収を⾏なっています。⾞両を廃
⾞にするとき､M ハイブリッドブースト⽤バッ
テリーを交換するとき､M ハイブリッドブース
ト⽤バッテリーを廃棄するときなどは､マツダ
販売店にご相談ください。M ハイブリッドブー
スト⽤バッテリーが確実に回収できるようご協
⼒ください。

M ハイブリッドブーストの故障について
衝突事故など⾞両に⼀定以上の衝撃が加わった
ときなどは､M ハイブリッドブーストが停⽌し
ます。この場合､充電警告灯が点灯し､M ハイブ
リッドブーストが起動できないときがありま
す。ただちに安全な場所に停⾞し､マツダ販売
店に連絡してください。

運転する
M ハイブリッドブースト
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i-stop について
i-stop (アイ･ストップ) は､燃費向上･排気ガス
の低減･アイドリング騒⾳低下のため､⾃動でエ
ンジンを停⽌･再始動させる機能です。

i-stop の使いかた
i-stop を作動可能な状態にする
次の条件をすべて満たすと i-stop が作動可能な
状態になります。
 エンジン暖機後
 エンジンを始動し､⼀度⾛⾏した後
 すべてのドア､リアゲート､ボンネットが閉ま

っているとき
 運転席シートベルトを着⽤しているとき
 曇り取りスイッチ が OFF の状態のとき
 ⾞内の温度とエアコンの設定温度がほぼ⼀致

しているとき
 外気温が低すぎない､または⾼すぎないとき
 気圧が低くないとき (標⾼が⾼いところを⾛

⾏していないとき)
 セレクトレバーが D の位置 (2 速固定モード

以外) のとき
 オートマチックトランスミッションフルード

が⼗分に暖まっているとき
 オートマチックトランスミッションフルード

の温度が異常に⾼くないとき
 ハンドルがほぼ直進状態のとき (直進状態に

していてもハンドルに⼒をかけているとアイ
ドリングストップしない場合があります)

 急な坂道ではないとき
 急停⾞ではないとき
 SPORT モードを使⽤していないとき
 (SKYACTIV-D)

 ブレーキ負圧が⼗分に⾼いとき
 12 V バッテリーの状態が良好のとき
 ブレーキペダルを踏んでいるとき

 ディーゼルパティキュレートフィルターによ
る PM (Particulate Matter: 粒⼦状物質) の除
去が⾏なわれていないとき

 (e-SKYACTIV D)
 M ハイブリッドブースト⽤バッテリーの

温度と充電状態が良好であるとき
 モーター､回⽣ブレーキの状態が良好であ

るとき
i-stop を作動させる
e-SKYACTIV D
(マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール
(MRCC)/クルージング & トラフィック･サポー
ト (CTS) を使⽤していないとき)
1. ⾛⾏中に M ハイブリッドブーストがエンジ

ンの動⼒が不要と判断すると i-stop が作動
し､i-stop 表⽰灯 (緑) が点灯します。

運転する
i-stop
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2. アクセルペダルを踏む､または M ハイブリ
ッドブーストがエンジンの動⼒が必要と判
断するとエンジンが再始動します。

(MRCC/CTS を使⽤しているとき)
1. ⾛⾏中に M ハイブリッドブーストがエンジ

ンの動⼒が不要と判断すると i-stop が作動
し､i-stop 表⽰灯 (緑) が点灯します。

2. アクセルペダルを踏む､またはステアリン
グスイッチの RES スイッチを押す。
M ハイブリッドブーストがエンジンの動⼒
が必要と判断するとエンジンが再始動しま
す。

SKYACTIV-D
(MRCC/CTS を使⽤していないとき)
1. ブレーキペダルを踏み停⾞する。

i-stop が作動し､i-stop 表⽰灯 (緑) が
点灯します。
オートホールドが作動しているときは､ブ
レーキペダルから⾜を放しても i-stop の作
動が継続します。

2. (オートホールドが作動していないとき)
ブレーキペダルから⾜を放す。
エンジンが再始動します。
(オートホールドが作動しているとき)
アクセルペダルを踏む。
エンジンが再始動します。

(MRCC/CTS を使⽤しているとき)
1. MRCC/CTS の停⽌保持制御によって停⾞す

ると i-stop が作動し､i-stop 表⽰灯 (緑)
が点灯します。

2. アクセルペダルを踏む､またはステアリン
グスイッチの RES スイッチを押す。
エンジンが再始動します。

知識
12 V バッテリー端⼦をはずすと 12 V バッ
テリー端⼦接続後すぐにはアイドリングス
トップしないことがあります。また､12 V
バッテリーを交換したときは､i-stop の機能
を確認する必要があるためマツダ販売店に
ご相談ください。

i-stop の作動を停⽌する

i-stop が停⽌し､i-stop OFF スイッチの表⽰灯
が点灯します。

知識
i-stop を停⽌した状態でエンジンを停⽌し
たとき､次にエンジンを始動すると i-stop
は作動可能な状態にもどります。

運転する
i-stop
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メーターについて
画⾯表⽰で⾞両の情報をお知らせします。

① タコメーターを表⽰します。
⾛⾏モードにより表⽰が異なります。

② スピードメーター/インテリジェント･ドライブ･マスター (i-DM) や⾞両の情報をメッセージなどで
表⽰します。
⾛⾏状態などにより表⽰は異なります。

③ ⽔温計や燃料計などを表⽰します。
INFO スイッチの操作で表⽰が切り替わります。

④ 外気温/オドメーター/トリップメーター/⾛⾏可能距離や⾞両情報をメッセージで表⽰します。

運転する
メーター (A タイプ)
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メーターの使いかた

INFO スイッチを押すごとに表⽰が切り替わります。

1. 基本画⾯
2. 平均燃費表⽰

瞬間燃費表⽰
3. i-ACTIVSENSE 状態シンボル
4. メッセージ表⽰画⾯*1
*1 メッセージ表⽰があるときのみ表⽰します。
 

運転する
メーター (A タイプ)
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i-ACTIVSENSE の⼀部のシステムを使⽤すると⾃動で画⾯が切り替わります。

運転する
メーター (A タイプ)
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メーターの便利な使いかた
マツダコネクトで､表⽰情報を切り替えること
ができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

スピードメーターについて
⾛⾏速度を km/h で⽰します。

運転する
メーター (A タイプ)
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タコメーターについて
1 分間あたりのエンジン回転数を⽰します。

注意
指針がレッドゾーン (許容回転数以上を⽰
す) に⼊らないように運転してください。
エンジンの故障につながるおそれがありま
す。

1. ストライプゾーン*1
2. レッドゾーン*1
*1 仕様により範囲が異なります。

知識
ストライプゾーンはレッドゾーンに⼊らな
いようにするために､早めの変速を促すゾ
ーンです。

オドメーター/トリップメーター
について
オドメーター
⾛⾏した総距離を km 単位で⽰します。
トリップメーター
⼀定区間の⾛⾏距離を km 単位で⽰します (右
側の数字は 100 m 単位です)。2 種類 (トリップ
メーター A､トリップメーター B) の区間距離を
計測することができます。

運転する
メーター (A タイプ)
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オドメーター/トリップメーター
の使いかた

TRIP スイッチを押すごとに表⽰が切り替わり
ます。
 

1. オドメーター表⽰
2. トリップメーター A 表⽰
3. トリップメーター B 表⽰
 
トリップメーターを“0”にもどすときは､トリッ
プメーターが表⽰されているときに TRIP スイ
ッチを 2 秒以上押します。

知識
⾞両整備などで 12 V バッテリーとの接続が
断たれたときは､トリップメーターの表⽰
が“0”にもどります。

⽔温計について
エンジン冷却⽔の温度を⽰します。⻘いゲージ
はエンジン冷却⽔の温度が低いことを⽰し､⾚
いゲージはエンジン冷却⽔の温度が⾼く､過熱
していることを⽰します。
 

注意
⽔温計の指針が⾚いゲージを⽰すときは､
オーバーヒートのおそれがあります。エン
ジンに負担をかけないように､ゆっくり⾛
⾏してください。
→8-19 ページ「オーバーヒートを処置す
る」

運転する
メーター (A タイプ)
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燃料計について
燃料の残量を⽰します。
燃料が満タンのときは F (Full) を⽰し､少なく
なるにつれ E (Empty) に移⾏します。
 

知識
 給油後は､指針が安定するまでしばらく

時間がかかる場合があります。また､坂
道やカーブなどでは､タンク内の燃料が
移動するため､指針が移動することがあ
ります。

 の⽮印は給油⼝が助⼿席側にあるこ
とを⽰します。

パネルライトコントロールについ
て
⾞両の電源が ON で⾞幅灯が点灯しているとき
にパネルライトは減光されます。ただし､昼間
にライトを点けたときなど､ライトセンサーが
⾞両の周辺が明るいと感知した場合､パネルラ
イトは減光されません。

知識
⼣⽅や薄暗い場所で⾞両の電源を ON にす
ると､ライトセンサーが周辺の明るさを感
知するまでの数秒間パネルライトが減光さ
れ､明るさを感知した後に減光が解除され
る場合があります。

運転する
メーター (A タイプ)
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パネルライトコントロールの使い
かた
パネルライトを明るくする

パネルライトを暗くする

‒スイッチを押すと暗くなります。最も暗い状
態でさらに‒スイッチを押すと⾳が鳴り､最も暗
い位置になっていることを知らせます。
 
減光解除機能
⾞両の電源が ON でメーターが減光していると
きに､パネルライトコントロールスイッチの+ス
イッチを押して最も明るい位置にすると減光を
解除できます。メーターなどが⾒えにくい場合
は減光を解除してください。
減光を解除した状態でさらに+スイッチを押す
と⾳が鳴り､最も明るい位置になっていること
を知らせます。

外気温表⽰について
⾞両の電源が ON のとき､外気温を表⽰します。
 

知識
外気温表⽰の数値は周囲や⾞両の状況によ
り､実際の外気温と異なることがあります。

運転する
メーター (A タイプ)
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⾛⾏可能距離表⽰について
現在の燃料残量と燃費から⾛⾏可能距離を算出
して表⽰します。
⾛⾏可能距離が 50 km 以上の場合､⾛⾏可能距
離表⽰は 10 km 単位で減少し､50 km 未満の場
合は 1 km 単位で減少します。
 

知識
⾛⾏可能距離はあくまで⽬安の数値であっ
て､実際に⾛⾏できる距離とは異なります。
燃料計を確認しながら⾛⾏してください。

平均燃費表⽰について
お⾞を購⼊されたとき､または過去のデータを
リセットしたときからの累積⾛⾏距離と累積消
費燃料から､約 30 秒間ごとに平均燃費を算出
して表⽰します。
瞬間燃費ゲージ上にも⾚⽮印で平均燃費を表⽰
します。
 

運転する
メーター (A タイプ)
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平均燃費表⽰の使いかた
表⽰されている平均燃費のデータをリセットす
るには､INFO スイッチを 2 秒以上押します。

データをリセットすると､平均燃費を再算出し
て表⽰するまでの約 30 秒間は､“- - - km/L”を
表⽰します。

瞬間燃費表⽰について
⾛⾏中の瞬間燃費を消費燃料から算出して表⽰
します。
 
e-SKYACTIV D

SKYACTIV-D

知識
 時速が約 5 km/h 以下になると 0 位置を

表⽰します。
 ゲージ上の⾚⽮印は､平均燃費を⽰しま

す。

運転する
メーター (A タイプ)
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回⽣ブレーキ充電表⽰について
(e-SKYACTIV D)
回⽣ブレーキによる充電状態を表⽰します。

警報･リスク回避⽀援表⽰につい
て
i-ACTIVSENSE の各システムの ON/OFF 状態を
表⽰します。
 

運転する
メーター (A タイプ)
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メッセージ表⽰について
システムの作動状態や故障･異常状態などを知
らせるメッセージが表⽰されます。
ディスプレイの指⽰に従ってください。
→5-22 ページ 「メーターの使いかた」

運転する
メーター (A タイプ)
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メーターについて
以下で⾞両の情報をお知らせします。

 
① タコメーター
② マルチインフォメーションディスプレイ
③ ⽔温計
④ 燃料計
⑤ パネルライトコントロールスイッチ
⑥ スピードメーター
⑦ インテリジェント･ドライブ･マスター

(i-DM)
⑧ TRIP スイッチ

スピードメーターについて
⾛⾏速度を km/h で⽰します。

運転する
メーター (B タイプ)
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タコメーターについて
1 分間あたりのエンジン回転数を⽰します。

注意
指針がレッドゾーン (許容回転数以上を⽰
す) に⼊らないように運転してください。
エンジンの故障につながるおそれがありま
す。

1. ストライプゾーン*1
2. レッドゾーン*1
*1 仕様により範囲が異なります。

知識
ストライプゾーンはレッドゾーンに⼊らな
いようにするために､早めの変速を促すゾ
ーンです。

運転する
メーター (B タイプ)
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マルチインフォメーションディスプレイについて
画⾯表⽰で⾞両の情報をお知らせします。

 
マルチインフォメーションディスプレイは次の情報を表⽰します。
 スピードメーター
 オドメーター
 トリップメーター
 外気温
 ⾛⾏可能距離
 平均燃費
 瞬間燃費
 回⽣ブレーキ充電表⽰ (e-SKYACTIV D)
 i-ACTIVSENSE 表⽰
 半ドア警告表⽰/リアゲート開警告表⽰/ボンネット開警告表⽰*1
 メッセージ表⽰

*1 ドア/リアゲート/ボンネットが開いているときに表⽰します。

運転する
メーター (B タイプ)
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マルチインフォメーションディスプレイの使いかた

INFO スイッチを押すごとに表⽰が切り替わります。

1. 基本画⾯
2. 運転情報画⾯
3. i-ACTIVSENSE 画⾯
4. メッセージ表⽰画⾯*1
*1 メッセージ表⽰があるときのみ表⽰します。

運転する
メーター (B タイプ)
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マルチインフォメーションディスプレイの便利な使いかた
マツダコネクトで､瞬間燃費や⾛⾏可能距離の表⽰タイプを切り替えることができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
メーター (B タイプ)
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オドメーター/トリップメーター
について
オドメーター
⾛⾏した総距離を km 単位で⽰します。
トリップメーター
⼀定区間の⾛⾏距離を km 単位で⽰します (右
側の数字は 100 m 単位です)。2 種類 (トリップ
メーター A､トリップメーター B) の区間距離を
計測することができます。

オドメーター/トリップメーター
の使いかた

TRIP スイッチを押すごとに表⽰が切り替わり
ます。
 

1. オドメーター表⽰
2. トリップメーター A 表⽰
3. トリップメーター B 表⽰
 
トリップメーターを“0”にもどすときは､トリッ
プメーターが表⽰されているときに TRIP スイ
ッチを 2 秒以上押します。

知識
⾞両整備などで 12 V バッテリーとの接続が
断たれたときは､トリップメーターの表⽰
が“0”にもどります。

運転する
メーター (B タイプ)
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⽔温計について
エンジン冷却⽔の温度を⽰します。⻘いゲージ
はエンジン冷却⽔の温度が低いことを⽰し､⾚
いゲージはエンジン冷却⽔の温度が⾼く､過熱
していることを⽰します。
 

注意
⽔温計の指針が⾚いゲージを⽰すときは､
オーバーヒートのおそれがあります。エン
ジンに負担をかけないように､ゆっくり⾛
⾏してください。
→8-19 ページ「オーバーヒートを処置す
る」

燃料計について
燃料の残量を⽰します。
燃料が満タンのときは F (Full) を⽰し､少なく
なるにつれ E (Empty) に移⾏します。
 

知識
 給油後は､指針が安定するまでしばらく

時間がかかる場合があります。また､坂
道やカーブなどでは､タンク内の燃料が
移動するため､指針が移動することがあ
ります。

 の⽮印は給油⼝が助⼿席側にあるこ
とを⽰します。

運転する
メーター (B タイプ)
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パネルライトコントロールについ
て
⾞両の電源が ON で⾞幅灯が点灯しているとき
にパネルライトは減光されます。ただし､昼間
にライトを点けたときなど､ライトセンサーが
⾞両の周辺が明るいと感知した場合､パネルラ
イトは減光されません。

知識
⼣⽅や薄暗い場所で⾞両の電源を ON にす
ると､ライトセンサーが周辺の明るさを感
知するまでの数秒間パネルライトが減光さ
れ､明るさを感知した後に減光が解除され
る場合があります。

パネルライトコントロールの使い
かた
パネルライトを明るくする

パネルライトを暗くする

‒スイッチを押すと暗くなります。最も暗い状
態でさらに‒スイッチを押すと⾳が鳴り､最も暗
い位置になっていることを知らせます。
 
減光解除機能
⾞両の電源が ON でメーターが減光していると
きに､パネルライトコントロールスイッチの+ス
イッチを押して最も明るい位置にすると減光を
解除できます。メーターなどが⾒えにくい場合
は減光を解除してください。
減光を解除した状態でさらに+スイッチを押す
と⾳が鳴り､最も明るい位置になっていること
を知らせます。

運転する
メーター (B タイプ)
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外気温表⽰について
⾞両の電源が ON のとき､外気温を表⽰します。
 

知識
外気温表⽰の数値は周囲や⾞両の状況によ
り､実際の外気温と異なることがあります。

⾛⾏可能距離表⽰について
現在の燃料残量と燃費から⾛⾏可能距離を算出
して表⽰します。
⾛⾏可能距離が 50 km 以上の場合､⾛⾏可能距
離表⽰は 10 km 単位で減少し､50 km 未満の場
合は 1 km 単位で減少します。
 

知識
⾛⾏可能距離はあくまで⽬安の数値であっ
て､実際に⾛⾏できる距離とは異なります。
燃料計を確認しながら⾛⾏してください。

運転する
メーター (B タイプ)
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平均燃費表⽰について
お⾞を購⼊されたとき､または過去のデータを
リセットしたときからの累積⾛⾏距離と累積消
費燃料から､約 30 秒間ごとに平均燃費を算出
して表⽰します。
瞬間燃費ゲージ上にも⾚⽮印で平均燃費を表⽰
します。
 

平均燃費表⽰の使いかた
表⽰されている平均燃費のデータをリセットす
るには､INFO スイッチを 2 秒以上押します。

データをリセットすると､平均燃費を再算出し
て表⽰するまでの約 30 秒間は､“- - - km/L”を
表⽰します。

運転する
メーター (B タイプ)
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瞬間燃費表⽰について
⾛⾏中の瞬間燃費を､消費燃料から算出して表
⽰します。
 
e-SKYACTIV D

SKYACTIV-D

知識
 時速が約 5 km/h 以下になると 0 位置を

表⽰します。
 ゲージ上の⾚⽮印は､平均燃費を⽰しま

す。

回⽣ブレーキ充電表⽰について
(e-SKYACTIV D)
回⽣ブレーキによる充電状態を表⽰します。

運転する
メーター (B タイプ)
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i-ACTIVSENSE 表⽰について
システムの作動状態を表⽰します。
 

メッセージ表⽰について
システムの作動状態や故障･異常状態などを知
らせるメッセージが表⽰されます。
ディスプレイの指⽰に従ってください。
→5-36 ページ 「マルチインフォメーションディ
スプレイの使いかた」

運転する
メーター (B タイプ)
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インテリジェント･ドライブ･マスター (i-DM) について
i-DM は､気持ちのよい運転ができるようになる運転技術の習得/向上をサポートするシステムです。
⾛⾏中の運転操作 (アクセル､ブレーキ､ハンドル) の状態を診断し､ランプの⾊で運転者に運転操作の
状況をお知らせします。

運転する
インテリジェント･ドライブ･マスター (i-DM)
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インテリジェント･ドライブ･マスター (i-DM) ランプ
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

① グリーンランプ/ブルーランプ/ホワイトランプ
 
グリーンランプ
やさしい運転を⽰します。
ゆっくりとした運転操作で､乗員の体の揺れが⼩さく､安定した⾛⾏です。
ブルーランプ
しなやかな運転を⽰します。
特に次の⾛⾏タイプのような運転者にとって爽快で気持ちのよい運転のときに点灯します。
⾛⾏タイプ 1
適度な加速度変化がありながら､なめらかな運転操作で⾞と乗員が⼀体となって動く､安定した⾛⾏で
す。
⾛⾏タイプ 2
加速および旋回を継続しているときに､加速度を⼀定に維持しており､乗員の体の揺れが⼩さく､安定
した⾛⾏です。
ホワイトランプ
体が揺れる運転を⽰します。
やや急な運転操作により､乗員の体の揺れが⼤きく､不安定な⾛⾏です。

知識
マツダコネクトで i-DM ランプの表⽰/⾮表⽰の変更､i-DM の作動状況をセンターディスプレイに
表⽰させることができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“情報”→“i-DM”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
インテリジェント･ドライブ･マスター (i-DM)
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アクティブ･ドライビング･ディスプレイについて*

アクティブ･ドライビング･ディスプレイは⾞両の情報やナビゲーション情報を表⽰します。

1. 前側⽅接近⾞両検知 (FCTA) 警報を表⽰するエリア
2. 警告ガイダンスを表⽰するエリア
3. ブラインド･スポット･モニタリング (BSM) 警報を表⽰するエリア
4. i-ACTIVSENSE 情報を表⽰するエリア
5. ⾞速と設定した⾞速を表⽰するエリア
6. ナビゲーション情報を表⽰するエリア

知識
 アクティブ･ドライビング･ディスプレイの特性上､偏光サングラスを着⽤すると視認性が低下し

ます。
 12 V バッテリーを脱着したとき､または 12 V バッテリーの電圧が低下しているときは､調節した

位置がずれることがあります。
 気象条件 (⾬､雪､光､温度など) によっては､表⽰が⾒づらかったり､⼀時的に影響を受けたりする

場合があります。

運転する
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ
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アクティブ･ドライビング･ディスプレイ使⽤上の警告･注意

警告
ディスプレイの明るさや位置の調節は必ず⾞両を停⽌した状態で⾏なう。
⾛⾏中に調節すると､前⽅不注意で思わぬ事故につながるおそれがあります。

注意
アクティブ･ドライビング･ディスプレイの防塵シート付近に飲み物を置かないでください。⽔や
その他の液体が防塵シートにかかると装置の故障の原因となります。
表⽰のさまたげとなりますので､アクティブ･ドライビング･ディスプレイの防塵シート上にものを
置いたり､シールを貼ったりしないでください。

1. 防塵シート

運転する
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ
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アクティブ･ドライビング･ディスプレイの便利な使いかた
マツダコネクトで､アクティブ･ドライビング･ディスプレイの設定 (表⽰位置､輝度､表⽰情報など) を
変更することができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

知識
アクティブ･ドライビング･ディスプレイの設定 (表⽰位置､輝度､表⽰情報) を記憶させ､記憶させた
位置にセットすることができます。
→3-18 ページ 「ドライビングポジションメモリー機能の使いかた」

運転する
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ
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セレクトレバー使⽤上の警告･注
意

警告
セレクトレバーが P または N の位置のとき
は､アクセルペダルを踏んだままセレクトレ
バーを操作しない。
⾞が急発進し思わぬ事故につながるおそれ
があります。

⾛⾏中にセレクトレバーを N に⼊れない。
トランスミッションの故障につながりま
す。また､エンジンブレーキが全く効かない
ため思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

停⾞中､むやみにアクセルペダルを踏まな
い。
セレクトレバーが P､N 以外に⼊っていると
き､誤ってアクセルペダルを踏むと急発進す
るため思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

停⾞後､再発進するときはセレクトレバー
の位置に思い違いがないよう確認する。
意に反して⾞が動き出すと､思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

駐⾞するときは､セレクトレバーを P に⼊
れ､パーキングブレーキをかける。
パーキングブレーキをかけただけや､セレク
トレバーを P に⼊れただけで駐⾞している
と､意図せず⾞両が動き出し思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

エンジンを作動させたまま駐⾞しない。
万⼀セレクトレバーが P､N 以外に⼊ってい
た場合､クリープ現象で⾞が勝⼿に動き出し
たり､乗り込むときに誤ってアクセルペダル
を踏み､急発進したりするなど､思わぬ事故
につながるおそれがあります。

坂道などで､セレクトレバーを前進位置に
⼊れたまま後退したり､後退位置に⼊れたま
ま前進したりしない。
エンジンが停⽌してブレーキの効きが悪く
なったり､ハンドルが重くなったりして思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

警告
エンジン回転数が⾼いときは､セレクトレ
バーを N または P の位置から動かさない。
エンジン回転数が⾼いときにセレクトレバ
ーを N または P の位置から動かすと､⾞両
が突然動きだし思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

セレクトレバーを操作するときは､ブレー
キペダルをしっかりと踏み､⾞が完全に⽌
まった状態で⾏なう。
⾞が動いている状態でセレクトレバーを操
作すると､けがや思わぬ事故につながるお
それがあります。

注意
後退時は体を後ろにひねった姿勢になり

ます。ブレーキペダルを確実に踏めるよ
う注意してください。

セレクトレバーを P に⼊れるときは､⾞
を完全に⽌めてから⾏なってください。
⾞が完全に⽌まる前にセレクトレバーを
P に⼊れると､トランスミッションに無理
な⼒がかかり故障につながるおそれがあ
ります。

深雪や砂地など⾛⾏抵抗の⼤きい道路や
急な坂道では､トランスミッションに⾼
い負荷がかかり､過度の発熱が発⽣しま
す。そのため､次の点に注意して運転し
てください。
急な坂道ではアクセルペダルではな

く､ブレーキペダルで停⽌･保持してく
ださい。⾞両の後退を抑えるためにア
クセルペダルを使⽤しないでくださ
い。

アクセルペダルとブレーキペダルの同
時使⽤は避けてください。

発進は進⾏⽅向にあわせて D レンジま
たは R レンジで⾏なってください。

上記の注意事項をお守りいただかない
と､トランスミッションがオーバーヒー
トするおそれがあります。トランスミッ
ション冷却中などのメッセージが表⽰さ
れた場合は､トランスミッションを冷却
するために⾞両を⼀時的に停⽌させる必
要があります。

運転する
セレクトレバー
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セレクトレバーの使いかた
セレクトレバーを操作する
1. エンジンを始動する。
2. セレクトレバーを操作する。

セレクトレバーの操
作 操作条件

P の位置から R の位
置にする。

ブレーキペダルを踏
んだ状態で､セレク
トレバーボタンを押
して操作する。

R の位置から N の
位置にする。

セレクトレバーボタ
ンを押さずそのまま
操作する。

N の位置から D の
位置にする。

D の位置から N の
位置にする。

N の位置から R の
位置にする。 セレクトレバーボタ

ンを押して操作す
る。R の位置から P の位

置にする。

メーターに表⽰されるシフトポジションと
同じ位置のシフトインジケーターが点灯し
ます。

1. セレクトレバーボタン
2. シフトインジケーター

メーターにシフトポジションが表⽰されま
す。

シフトポジション制限
次の操作を⾏なうと､安全のためシフトポジシ
ョンが N になります。対処⽅法を⾏なうと､セ
レクトレバーの位置とシフトポジションが同じ
になります。

操作/⾛⾏状態 対処⽅法

停⾞中にブレーキペ
ダルを踏んでいな
い､またはアクセル
ペダルを踏んでいる
ときに､セレクトレ
バーを N の位置か
ら R または D の位
置にする。*1

アクセルペダルから
⾜を放し､ブレーキ
ペダルを踏む。

⾞速が 5 km/h 以上
のときに､セレクト
レバーを R または
D の位置から P の
位置にする。

(対処⽅法 1)
⾞速を 5 km/h 未満
にする。
(対処⽅法 2)
セレクトレバーを操
作前の位置 (R また
は D の位置) にす
る。

⾞速が 10 km/h 以
上のときに､セレク
トレバーを R の位
置から D の位置に
する､または D の位
置から R の位置に
する。

(対処⽅法 1)
⾞速を 10 km/h 未
満にする。
(対処⽅法 2)
セレクトレバーを操
作前の位置 (R また
は D の位置) にす
る。

*1 ⾃動でパーキングブレーキがかかります。

運転する
セレクトレバー
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シフト誘導表⽰
次のときは⾞両の電源が ON 以外でもメーター
にシフトポジションが表⽰されます。
 オート P (パーキングロック) 機能が作動して

いるとき
 ニュートラル保持モードが作動しているとき

シフトポジションとセレクトレバーの位置が異
なるときは､メーターにシフトポジションとセ
レクトレバーの位置が表⽰されます。

1. セレクトレバーの位置
2. シフトポジション

知識
 セレクトレバーが P の位置から操作でき

なくなったときは､12 V バッテリーがあ
がっている可能性があります。

 ブレーキペダルを踏まずにセレクトレバ
ーを N の位置から D または R の位置に
すると､シフトポジションとセレクトレ
バーの位置が異なりますが､シフト誘導
表⽰は表⽰されません。

 オート P (パーキングロック) 機能が作動
後に表⽰されるシフト誘導表⽰は､⾞両
の電源が ON から ACC または OFF にな
ると⼀定時間表⽰した後､⾮表⽰になり
ます。

オート P (パーキングロック) 機能を作動させ
る
停⾞中に次の状態にする。
 ⾞両の電源を ON から OFF にする。
 シフトポジションが R または D のときに､運

転席シートベルトをはずし､運転席ドアを開
ける。

オート P (パーキングロック) 機能が作動し､シ
フトポジションが P に切り替わります。

知識
オート P (パーキングロック) 機能が作動す
ると､シフトポジションが P に切り替わり
ます。セレクトレバーの位置は変わらない
ため､メーター内のシフトポジション表⽰
とセレクトレバーの位置が異なる状態にな
ります。メーター内のシフトポジション表
⽰を確認し､セレクトレバーを P の位置に
してください。

運転する
セレクトレバー
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セレクトレバーの便利な使いかた
ニュートラル保持モードを使⽤する
ニュートラル保持モードにすると､⾞両の電源
が ACC､シフトポジションが N､およびパーキン
グブレーキが解除された状態を約 25 分間維持
します。前後どちらかのタイヤをベルトコンベ
ヤーに載せて⾞両を動かすタイプの⾃動洗⾞機
など､パーキングブレーキを解除して､シフトポ
ジションを N にする必要があるときに使⽤し
てください。次のどちらかの操作をすると､ニ
ュートラル保持モードが作動します。
操作⽅法 1
1. エンジンを始動する。
2. パーキングブレーキを解除する。
3. セレクトレバーを N の位置にする。
4. オートホールドを OFF にする。
5. チャイムが鳴るまで電動パーキングブレー

キ (EPB) スイッチを押し続ける。
6. チャイムが鳴ってからすぐにプッシュボタ

ンスタートを押す。
ニュートラル保持モードが作動します。

操作⽅法 2
1. エンジンを始動する。
2. パーキングブレーキを解除する。
3. セレクトレバーを N の位置にする。
4. オートホールドを OFF にする。
5. 電動パーキングブレーキ (EPB) スイッチを

押したままプッシュボタンスタートを押
す。
ニュートラル保持モードが作動します。

ニュートラル保持モードを解除する
次のいずれかの操作を⾏なうと､ニュートラル
保持モードが解除されます。
 ⾞両の電源を ON にする。
 セレクトレバーを P の位置にする。

知識
ニュートラル保持モードが作動してから約
25 分経過すると､⾃動でニュートラル保持
モードが解除され､⾞両の電源が OFF にな
ります。このとき､オート P (パーキングロ
ック) 機能が作動し､シフトポジションが P
になります。

運転する
セレクトレバー
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ステアリングシフトスイッチ使⽤
上の警告･注意

警告
急激なエンジンブレーキの使⽤ (シフトダ
ウン) は避ける。
⾼速⾛⾏中､またはぬれた路⾯や積雪路､凍
結路を⾛⾏しているときに急激なエンジン
ブレーキ (シフトダウン) をすると､タイヤ
がスリップし､思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

運転する
ステアリングシフトスイッチ
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ステアリングシフトスイッチの使いかた
ダイレクトモードを使⽤する
セレクトレバーが D の位置のときに､ステアリングシフトスイッチのアップスイッチ (+/OFF) または
ダウンスイッチ (−) を⼿前に引く。

1. ダウンスイッチ (−)
2. アップスイッチ (+/OFF)
ダイレクトモードになり､⼀時的にギヤ位置を⼿動で切り替えることができます。
メーターにダイレクトモード表⽰とギヤ位置が表⽰されます。

シフトアップ/シフトダウンする
ステアリングシフトスイッチのアップスイッチ (+/OFF) またはダウンスイッチ (−) を⼿前に引く。

1. ダウンスイッチ (−)
2. アップスイッチ (+/OFF)
シフトアップ/シフトダウンします。

知識
 オートマチックトランスミッションフルード (ATF) の温度が⾼温のときは､ダイレクトモードに

なりません。また､ダイレクトモードにしているときに ATF の温度が⾼温になると､ダイレクト
モードが解除されることがあります。再度ダイレクトモードにするときは､ステアリングシフト
スイッチを操作する必要があります。

運転する
ステアリングシフトスイッチ
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知識
 停⾞中は､ダウンスイッチ (−) を⼿前に引いてもダイレクトモードにできません。
 ダイレクトモードでも､アクセルペダルをいっぱいに踏み込むとキックダウンしますが､トラク

ションコントロールシステム(TCS)/ダイナミック·スタビリティ·コントロール (DSC) を OFF に
しているときは､キックダウンしません。ただし､エンジン回転が⾼い状態で連続⾛⾏したとき
には､エンジン保護のため⾃動的にシフトアップする場合があります。

 (e-SKYACTIV D)
 モーター⾛⾏での低速時または急減速時は､ステアリングシフトスイッチのアップスイッチ

(+/OFF) の操作では､ダイレクトモードにできないことがあります。
 NORMAL モードを使⽤している場合にモーター⾛⾏しているときは､ステアリングシフトス

イッチを操作するとエンジンが始動します。

ダイレクトモードを解除する
次の操作を⾏なうと､ダイレクトモードを解除できます。
 アップスイッチ (+/OFF) を⼀定時間以上⼿前に引く。
 ⼀定時間以上⾛⾏する (操作時の⾛⾏状態により時間は異なります)。
 停⾞する。
 低速で⾛⾏する。

シフトチェンジ (変速) 制限速度
制限速度範囲内のときにステアリングシフトスイッチを操作すると変速します。

1. 1 速
2. 2 速
3. 3 速
4. 4 速
5. 5 速
6. 6 速
7. 7 速
8. 8 速
速度によりシフトダウンできないときは､メーターに表⽰されるギヤ位置が 2 回点滅します。
2 速固定モードを使⽤する
2 速固定モードにすると､雪道などすべりやすい路⾯での発進や⾛⾏がしやすくなります。

運転する
ステアリングシフトスイッチ
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⾞速が 10 km/h 以下のときに､ステアリングシフトスイッチのアップスイッチ (+/OFF) を⼿前に引く。

2 速固定モードになります。

知識
2 速固定モードを使⽤しているときは､2 速のまま停⾞します。

2 速固定モードを解除する
次の操作を⾏なうと､2 速固定モードを解除できます。
 ステアリングシフトスイッチのアップスイッチ (+/OFF) を⼿前に引いて､ギヤを 2 速以外にする。
 ⾞速が 30 ㎞/h 以上で⾛⾏する。

運転する
ステアリングシフトスイッチ
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電動パーキングブレーキ (EPB) に
ついて
EPB は､モーターでパーキングブレーキをかけ
る装置です。

知識
⾞両の電源が OFF または ACC のときにパ
ーキングブレーキがかかっている場合は､メ
ーター内の EPB 表⽰灯  およびスイッチ
の表⽰灯が⼀定時間点灯することがありま
す。

電動パーキングブレーキ (EPB) 使
⽤上の警告･注意

警告
パーキングブレーキをかけたまま⾛⾏しな
い。
パーキングブレーキがかかったまま⾛⾏す
ると､ブレーキ部品が過熱しブレーキシス
テムが効かなくなり思わぬ事故につながる
おそれがあります。⾛⾏するときはパーキ
ングブレーキを解除し､メーター内の EPB
表⽰灯  が消灯していることを確認して
ください。

⾞から離れるときは､パーキングブレーキを
かける。
意図せず⾞両が動き出し思わぬ事故につな
がるおそれがあります。⾞から離れるとき
はパーキングブレーキをかけ､メーター内の
EPB 表⽰灯  が点灯していることを確認
してください。

注意
意図せず⾞両が動き出すおそれがあるの

で､ブレーキペダルをしっかり踏んでシ
フト操作をしてください。ブレーキペダ
ルの踏み⽅が浅いと､シフト連動解除が
作動しないことがあります。

エンジン作動中でパーキングブレーキが
かかっているときに､アクセルペダルに⾜
などがあたると､パーキングブレーキが
⾃動で解除され､意図せず⾞両が動き出
すおそれがあります。ただちに発進しな
い場合は､セレクトレバーを P または N
の位置にしてください。

運転する
電動パーキングブレーキ (EPB)
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電動パーキングブレーキ (EPB) の
使いかた
パーキングブレーキを⼿動でかける
1. ブレーキペダルを踏む。
2.

パーキングブレーキがかかり､メーター内
の EPB 表⽰灯  と EPB スイッチの表⽰
灯が点灯します。

パーキングブレーキを⼿動で解除する
1. ⾞両の電源が ON のときにブレーキペダル

を踏む。
2.

パーキングブレーキが解除され､メーター
内の EPB 表⽰灯  と EPB スイッチの表
⽰灯が消灯します。

知識
 ⾞両の電源が OFF のときに､パーキング

ブレーキを解除したい場合は､パーキン
グブレーキの⾃動作動を停⽌する必要が
あります。寒冷時などパーキングブレー
キの凍結が考えられる場合は､パーキン
グブレーキの⾃動作動を停⽌してくださ
い。

知識

 メーター内の充電警告灯  が点灯し
ているときは､⾞両の電源を OFF にした
後､パーキングブレーキをかけることが
できません。⾞両の電源を OFF にする前
に､⼿動でパーキングブレーキをかけて
ください。

パーキングブレーキを⾃動でかける
⾞両の電源を ON から ACC/OFF にする。
パーキングブレーキがかかり､メーター内の
EPB 表⽰灯  と EPB スイッチの表⽰灯が点
灯します。

知識
⾞両の電源を OFF にした後もパーキングブ
レーキを解除したままにしたい場合は､パー
キングブレーキの⾃動作動を停⽌する必要
があります。

パーキングブレーキを⾃動で解除する
シフト連動解除
次の条件をすべて満たしているときに､セレク
トレバーを P から P 以外の位置にする。
 エンジン作動中のとき
 運転席ドアが閉まっているとき
 ブレーキペダルを踏んでいるとき

パーキングブレーキが解除され､メーター内の
EPB 表⽰灯  と EPB スイッチの表⽰灯が消
灯します。
アクセル連動解除
次の条件をすべて満たしているときに､アクセ
ルペダルを踏む。
 エンジン作動中のとき
 運転席ドアが閉まっているとき
 運転席シートベルトを着⽤しているとき
 セレクトレバーが D/R の位置のとき

パーキングブレーキが解除されメーター内の
EPB 表⽰灯  と EPB スイッチの表⽰灯が消
灯します。

運転する
電動パーキングブレーキ (EPB)
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電動パーキングブレーキ (EPB) の
便利な使いかた
シフト連動解除の有効/無効を切り替える
1. ⾞両の電源を ON にする (エンジンを始動

しない)。
2. パーキングブレーキがかかっていることを

確認する (EPB 表⽰灯  点灯)。
3. 4 秒以上 EPB スイッチを引き続ける。

4. ⼀度 EPB スイッチから⼿を放す。
5. すぐに EPB スイッチを 4 秒以上引き続け

る。

シフト連動解除を有効にすると､チャイム
が 2 回鳴り､EPB スイッチの表⽰灯が速い
点滅に変わり､⼀定時間点滅します。
シフト連動解除を無効にすると､チャイム
が 1 回鳴り､EPB スイッチの表⽰灯が遅い
点滅に変わり､⼀定時間点滅します。

パーキングブレーキの⾃動作動を停⽌する
パーキングブレーキの⾃動作動は､⾞両の電源
を ON にすると⾃動作動する状態にもどりま
す。パーキングブレーキの⾃動作動を停⽌して
駐⾞するときは､セレクトレバーを P の位置に
してタイヤに輪⽌めをしてください。次のどち
らかの操作をすると､⾞両の電源を ON から
OFF にしたときのパーキングブレーキの⾃動
作動を停⽌できます。

操作⽅法 1
1. ⾞両の電源を ON にする。
2. パーキングブレーキを⼿動で解除する。
3. オートホールドを OFF にする。
4. チャイムが鳴るまで､EPB スイッチを押し

続ける。

5. EPB スイッチから⼿を離す。
6. チャイムが鳴ってからすぐに､⾞両の電源

を OFF にする。
パーキングブレーキの⾃動作動を停⽌する
と､チャイムが 1 回鳴り､EPB スイッチの表
⽰灯が､消灯から速い点滅に変わり､⼀定時
間後に消灯します。

操作⽅法 2
1. ⾞両の電源を ON にする。
2. パーキングブレーキを⼿動で解除する。
3. オートホールドを OFF にする。
4. EPB スイッチを押した状態で､ブレーキペ

ダルを踏まずに⾞両の電源を OFF にする。

パーキングブレーキの⾃動作動を停⽌する
と､チャイムが 1 回鳴り､EPB スイッチの表
⽰灯が､消灯から速い点滅に変わり､⼀定時
間後に消灯します。

知識
 急勾配のときは､⾃動作動を停⽌できな

い場合があります。

運転する
電動パーキングブレーキ (EPB)
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知識
 前輪を載せて⾞両を動かすタイプの⾃動

洗⾞機を使⽤するときは､パーキングブ
レーキの⾃動作動を停⽌する必要があり
ます。

運転する
電動パーキングブレーキ (EPB)
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ブレーキ･オーバーライド･システ
ムについて
ブレーキ･オーバーライド･システムは､ブレー
キペダルとアクセルペダルを同時に踏み込んだ
ときに､安全のためにブレーキを優先するシス
テムです。ブレーキ･オーバーライド･システム
が作動するとメーター内のブレーキ･オーバー
ライド警告灯  が点灯します。

ブレーキ･オーバーライド･システ
ム使⽤上の警告･注意

注意
ブレーキペダルに⾜を乗せたまま⾛⾏しな
いでください。ブレーキオーバーライドシ
ステムが正しく作動しない場合があります。

運転する
ブレーキ･オーバーライド･システム
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ブレーキ･オーバーライド･システ
ムの便利な使いかた
ブレーキ･オーバーライド･システムの警告を作
動しないように変更できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
ブレーキ･オーバーライド･システム
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オートホールドについて
オートホールドは､⾞両が停⾞しているときに
ブレーキペダルから⾜を放しても､ブレーキを
かけて⾞両の停⾞状態を保持する機能です。信
号待ちなどの停⾞時に運転者の負担を軽減しま
す。

オートホールド使⽤上の警告･注
意

警告
オートホールドは､あくまでも停⾞時のブ
レーキ操作を補助する機能です。
機能を過信してブレーキ操作を怠ると､意図
せず⾞両が動き出し思わぬ事故につながる
おそれがあります。道路状況や周囲の状況
に応じて､適切にブレーキを操作してくださ
い。積載やけん引の状態によって､⾞両が意
図せず動き出す可能性がありますので､ご
注意ください。

停⾞中､急な坂道ではブレーキペダルから
⾜を放さない。
オートホールド機能による停⾞保持ができ
ない可能性があるため､意図せず⾞両が動
き出し思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

凍結路､積雪路および未舗装路などのすべり
やすい路⾯では､オートホールドの使⽤を
ひかえる。
オートホールド機能による停⾞保持が作動
していても､⾞両が動き出し､思わぬ事故に
つながるおそれがあります。必要に応じて
アクセルやブレーキ､ハンドルを適切に操作
してください。

次のような場合は､ただちにブレーキペダ
ルを踏み込む。
オートホールド機能が強制解除されるた
め､意図せず⾞両が動き出し思わぬ事故に
つながるおそれがあります。
マルチインフォメーションディスプレイに

「ブレーキペダルを踏んでください停⽌保持
を継続できません」とメッセージが表⽰さ
れ､同時にブザーが鳴ったとき。

駐⾞するとき､および⾞両から離れるとき
は､パーキングブレーキをかける。
意図せず⾞両が動き出し思わぬ事故につな
がるおそれがあります。駐⾞するとき､お
よび⾞両から離れるときは､セレクトレバ
ーを P の位置にして､パーキングブレーキ
をかけてください。

運転する
オートホールド
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注意
⾞両が発進する前にアクセル操作をやめた
場合､ブレーキが解除される場合がありま
す。ブレーキペダルをしっかり踏み込む､
または発進するまでアクセルペダルを踏み
込んでください。

オートホールドの使いかた
オートホールドを作動可能な状態にする

オートホールドが作動可能な状態になり､オー
トホールドスタンバイ表⽰灯が点灯します。
オートホールドを使⽤する
1. ⾞両を停⾞する。

次のすべての条件を満たすと､オートホー
ルドが作動し､メーター内のオートホール
ド作動表⽰灯 が点灯します。
 エンジンが作動しているとき
 運転席シートベルトを着⽤しているとき
 運転席ドアが閉まっているとき
 パーキングブレーキを解除しているとき

2. ⾞両を発進させる。
ブレーキの保持が解除され､メーター内の
オートホールド作動表⽰灯 が消灯
します。

知識
 オートホールドが作動した状態で約 10

分以上経過すると､パーキングブレーキ
が⾃動でかかります。パーキングブレー
キを解除すると､再度オートホールドが
作動します。

 オートホールドが作動しているときに､
⾞両の電源を OFF にすると､⾃動的にパ
ーキングブレーキがかかり､オートホー
ルドが OFF になります。

 ⾞両前上がりの状態､または平坦路でセ
レクトレバーを R の位置にすると､オー
トホールドが解除されます。必要に応じ
てブレーキを操作してください。

運転する
オートホールド
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オートホールドの作動を停⽌する
1. オートホールドが作動している状態で､ブ

レーキペダルを踏む。
2.

オートホールドの作動が停⽌し､オートホ
ールドスタンバイ表⽰灯が消灯します。

知識
 ⾛⾏中は､オートホールドスイッチを押

すと､オートホールドを停⽌できます。

運転する
オートホールド
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ヒル･ローンチ･アシスト (HLA) に
ついて
HLA は､坂道などでブレーキペダルから⾜を放
したときに､⾞両の後退または前進を防⽌する
装置です。

知識
 緩勾配の坂道や積載状態によって HLA が

作動しないことがあります。
 パーキングブレーキがかかっているとき

や､⾞両が完全に停⾞していないときは
HLA は作動しません。

 TCS/DSC 作動表⽰灯 が点灯している
ときは､HLA が作動しないことがありま
す。

 トラクションコントロールシステム
(TCS) を解除しても HLA は解除されませ
ん。

ヒル･ローンチ･アシスト (HLA) 使
⽤上の警告･注意

警告
HLA を過信しない。
HLA は､あくまで発進するときの補助機能
です。HLA が作動する時間は限られていま
す (約 2 秒間) ので､アクセルやブレーキの
適切な操作を怠ると､⾞両が動き出して思わ
ぬ事故につながるおそれがあるため危険で
す。発進時は周囲の安全を確認してくださ
い。積載やけん引の状態によって､⾞両が意
図せず動き出す可能性がありますのでご注
意ください。

運転する
ヒル･ローンチ･アシスト (HLA)
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エマージェンシーシグナルシステ
ム (ESS) について
ESS は､急ブレーキをかけると､すべての⽅向指
⽰灯を⾼速で点滅させ､後続⾞に注意を促すシ
ステムです。ESS は､急ブレーキをかけたとき
の⾞速が 55 km/h 以上のときに作動します。

知識
 すべての⽅向指⽰灯が⾼速点滅中に停⾞

したときは､すべての⽅向指⽰灯は通常の
周期で点滅します。ブレーキペダルから
⾜を放すと⽅向指⽰灯が消灯します。

 アンチロックブレーキシステム (ABS) 作
動時は､ESS が作動しやすくなります。
そのため､すべりやすい路⾯でブレーキ
をかけると ESS が作動することがありま
す。

 ⾮常点滅表⽰灯を使⽤しているときは､
ESS が作動しません。

運転する
エマージェンシーシグナルシステム (ESS)
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ランプスイッチについて
スイッチを操作すると､各ランプが点灯/消灯し
ます。

ランプスイッチ使⽤上の警告･注
意

注意
フロントガラスにステッカーやラベルなど
を貼り付けてライトセンサーを覆わないで
ください。センサーが周囲の明るさを正確
に感知できなくなります。

運転する
ランプスイッチ

5-69

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



ランプスイッチの使いかた

知識
対向⾞がまぶしくないヘッドランプを採⽤
しています。そのため､海外のような⼀時的
な右側通⾏で使⽤するときでも､ヘッドラ
ンプの光軸を調整する必要はありません。

オートライトを使⽤する
ランプスイッチが AUTO の位置にあることを
確認する。

明るいときはデイタイムランニングランプ*が
⾃動で点灯し､暗くなるとヘッドランプ､⾞幅
灯､尾灯､番号灯が⾃動で点灯します。
⾞幅灯､尾灯､番号灯が点灯すると､メーター内
の⾞幅灯表⽰灯 が点灯します。

知識
 昼間でも周囲が暗い状態が数分間続くと

ライトセンサーが夜間と判断し､周囲が
明るくなってもランプがすぐには消灯し
ない場合があります。

 ヘッドランプを点灯させるタイミングを
変更することができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

 デイタイムランニングランプ*が点灯しな
いように設定できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

⾞幅灯､尾灯､番号灯のみを使⽤する
⾞両の電源が ON のとき

停⾞時にランプスイッチを の位置にす
る。

⾞幅灯､尾灯､番号灯が点灯し､メーター内の⾞
幅灯表⽰灯 が点灯します。
⾞両を発進させると､デイタイムランニングラ
ンプ*またはヘッドランプが点灯します。
⾞両の電源が OFF のとき

停⾞時にランプスイッチを の位置にす
る。
⾞幅灯､尾灯､番号灯が点灯し､メーター内の⾞
幅灯表⽰灯 が点灯します。

知識
⾞両の電源が OFF のときに､ランプを点灯
したままにしないでください。12 V バッテ
リーがあがるおそれがあります。

ヘッドランプを使⽤する

ヘッドランプ､⾞幅灯､尾灯､番号灯が点灯し､メ
ーター内の⾞幅灯表⽰灯 が点灯します。

運転する
ランプスイッチ
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ヘッドランプを上向き (ハイビーム) に切り替
える

ヘッドランプが上向き (ハイビーム) に切り替わ
り､メーター内のヘッドランプ上向き表⽰灯

が点灯します。
レバーをもとに位置にもどすと､下向き (ロービ
ーム) に切り替わります。
パッシングをする

レバーを操作している間､ヘッドランプが上向
き (ハイビーム) が点灯し､メーター内のヘッド
ランプ上向き表⽰灯 が点灯します。
ランプを消灯する
停⾞時にランプスイッチを OFF の位置にする。
ランプスイッチは⾃動で AUTO の位置にもど
ります。

点灯しているすべてのランプが消灯し､メータ
ー内の⾞幅灯表⽰灯 が消灯します。
消灯したランプは､⾞両を発進させる､またはラ
ンプスイッチを OFF の位置にすると再び点灯
します。

ランプスイッチの便利な使いかた
カミング･ホーム･ライト
⾞両の電源を OFF にした後に､しばらくの間ヘ
ッドランプを点灯させることができます。
カミング･ホーム･ライトを使⽤する
1. ⾞両の電源を ACC または OFF にする。
2.

ヘッドランプが点灯し､次のいずれかの状
態になると消灯します。
 ⾞を降りて､すべてのドアが閉まってか

ら⼀定時間が経過したとき
 ヘッドランプが点灯してから 3 分間経過

したとき
 ヘッドランプが点灯してからランプスイ

ッチを操作したとき

知識
ヘッドランプが消灯するまでの時間を変更
することができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定
する､またはマツダ販売店にご相談くださ
い。

リービング･ホーム･ライト
キーの操作で､離れた⾞のランプを点灯させる
ことができます。
リービング･ホーム･ライトを使⽤する
⾞両の電源が OFF のときに､キーのアンロック
スイッチを押す。

運転する
ランプスイッチ
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⾞両がキー操作信号を受信すると､ヘッドラン
プ､⾞幅灯､尾灯､番号灯が点灯します。
次のいずれかの状態になると消灯します。
 ランプが点灯してから 30 秒間経過したとき
 ランプスイッチを OFF の位置にしたとき
 キーのロックスイッチを押したとき

知識
リービング･ホーム･ライトが作動しないよ
うに設定できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定
する､またはマツダ販売店にご相談くださ
い。

リアフォグランプスイッチの使い
かた*

スイッチを操作すると､リアフォグランプが点
灯/消灯します。
リアフォグランプを使⽤する
ヘッドランプが点灯しているときに､リアフォ
グランプスイッチを の位置にする。
フォグランプスイッチは⾃動で の位置にも
どります。

リアフォグランプが点灯し､メーター内のリア
フォグランプ表⽰灯 が点灯します。

知識
ヘッドランプが消灯しても､⾞幅灯が点灯し
ているときはリアフォグランプも点灯し続
けます。

リアフォグランプを消灯する

リアフォグランプスイッチを の位置にする､
またはランプスイッチを OFF の位置にする。

運転する
ランプスイッチ
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⽅向指⽰器の使いかた
レバーを操作すると､⽅向指⽰灯が点滅/消灯し
ます。
⽅向指⽰器を使⽤する
左折または右折する
レバーを①または④の位置まで操作する。

各⽅向指⽰灯が点滅し､メーター内の⽅向指⽰
灯 が点滅します。
レバーはハンドル操作に連動してもとにもどり
ます。もどらないときは⼿動でもどしてくださ
い。
⾞線変更をする
レバーを②または③の位置まで操作する。

レバーを②または③の位置にしている間､各⽅
向指⽰灯が点滅し､メーター内の⽅向指⽰灯

が点滅します。
レバーを②または③の位置にしてすぐに離す
と､スリーフラッシュターンシグナルが作動し､
⽅向指⽰灯が 3 回点滅します。

知識
 ⽅向指⽰器のブザーの⾳量を変更するこ

とができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

 スリーフラッシュターンシグナルを⾮作
動に変更することができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

運転する
⽅向指⽰器
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フロントワイパー/ウォッシャース
イッチについて
スイッチやレバーを操作すると､フロントワイ
パー/ウォッシャーが作動します。

フロントワイパー/ウォッシャース
イッチ使⽤上の警告･注意

警告
寒冷地では不凍液が⼊ったウォッシャー液
を使⽤する。また寒冷時にウォッシャー液
を噴射するときは､ガラスを温めてから⾏
なう。
寒冷時に不凍液が含まれないウォッシャー
液を使⽤した場合､フロントガラス上で凍
結し､視界不良などで思わぬ事故につなが
るおそれがあります。ウォッシャー液を噴
射する前に､デフロスターを使⽤してフロン
トガラスが⼗分に温まっていることを確認
してください。

注意
凍結時や⻑時間ワイパーを使⽤しなかっ

たときは､ワイパーゴムがガラスに貼り
付いていることがあります。ガラスに貼
り付いた状態で作動させると､ワイパー
ゴムの損傷､ワイパーモーターの故障に
つながるおそれがあります。

ガラスが乾いている状態でワイパーを作
動させると､ガラスに傷がついたり､ワイ
パーゴムを損傷したりするおそれがあり
ます。ガラスが乾いているときは､ウォ
ッシャー液を噴射してください。

ウォッシャー液が⼗分に出ないときは､
ウォッシャースイッチを使⽤しないでく
ださい。ウォッシャー液が出ない状態
で､ウォッシャースイッチを操作し続け
ると､ポンプの故障につながるおそれが
あります。

運転する
ワイパー/ウォッシャースイッチ
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注意
フロントガラスにステッカーやラベルな

どを貼り付けてレインセンサーを覆わな
いでください。センサーが⾬量を感知で
きなくなります。

⾞両の電源が ON で､ワイパーレバーが
AUTO の位置のとき､次のような場合はワ
イパーが⾃動で作動することがありま
す。
フロントガラスのレインセンサー上部

に触れたり､布などでふいたとき。
フロントガラスや⾞内のレインセンサ

ー部に衝撃が加わったとき。
ワイパーレバーが AUTO の位置のとき､
フロントガラスやワイパーを触らないで
ください。ワイパーが⾃動で作動し､指
を挟んだり､ワイパーが損傷するおそれ
があります。⾞両の電源が ON で氷や雪
を除去する､またはフロントガラスを清
掃するときは､ワイパーレバーを OFF の
位置にしてください。

フロントワイパー/ウォッシャース
イッチの使いかた
オートワイパーを使⽤する

1. 表⽰灯
レバーの表⽰灯が点灯します。
⾬量に応じて､ワイパーが⾃動で作動します。

知識
 純正品以外の撥⽔コーティングを使⽤す

ると､レインセンサーが⾬量を正確に検
知できず､オートワイパーが正常に作動
しないことがあります。純正品以外の撥
⽔コーティングは使⽤しないでくださ
い。

 フロントガラスのレインセンサー上部に
泥や氷などが付着しているときに､ワイ
パーが数回作動しても泥や氷などを取り
除けない場合､オートワイパーは作動を
停⽌します。オートワイパーが停⽌した
場合は､フロントガラスの泥や氷などを
取り除いてください。

 レインセンサーは光学センサーを使⽤し
ているため､強い光源､電磁波､⾚外線な
どの影響により､オートワイパーが作動
することがあります。⾬天時以外はワイ
パーレバーを OFF の位置にして⾛⾏する
ことをおすすめします。

運転する
ワイパー/ウォッシャースイッチ

5-75

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



オートワイパーの感度を変更する
スイッチをまわすと､⾬に反応する感度を調節
できます。

1. ⾬に反応しやすい
2. 普通
3. ⾬に反応しにくい
フロントワイパーを使⽤する
連続で使⽤する

LO の位置にするとワイパーが低速で作動し､HI
の位置にすると⾼速で作動します。
⼀時的に使⽤する

レバーを MIST の位置にしている間､ワイパー
が作動します。
レバーを MIST の位置にしてすぐに離すと､ワ
イパーが⼀度だけ作動します。

フロントワイパーを停⽌する

ワイパーが停⽌します。
フロントウォッシャーを使⽤する

ワイパーが格納位置から反転位置に動いている
間にウォッシャー液が噴射し､ワイパーが数回
作動します。

知識
ヘッドランプ点灯後に初めてフロントウォ
ッシャーを使⽤したときは､ヘッドランプウ
ォッシャー*も連動して作動します。

ヘッドランプウォッシャーを使⽤する*

ヘッドランプが点灯しているときに､レバーを
⽮印の⽅向に 2 回引く。

ウォッシャー液が噴射します。

知識
ヘッドランプ点灯後に初めてフロントウォ
ッシャーを使⽤したときは､ヘッドランプウ
ォッシャーも連動して作動します。

運転する
ワイパー/ウォッシャースイッチ
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リアワイパー/ウォッシャースイッ
チの使いかた
リアワイパーを使⽤する
間⽋作動で使⽤する

ワイパーが⼀定間隔で作動します。
連続作動で使⽤する

ワイパーが連続作動します。
リアワイパーを停⽌する

ワイパーが停⽌します。

リアウォッシャーを使⽤する

スイッチを の位置にしている間､ウォッシャ
ー液が噴射し､ワイパーが作動します。

知識
フロントウォッシャー液が噴射していると
きは､スイッチを操作してもリアウォッシャ
ー液は噴射されません。

運転する
ワイパー/ウォッシャースイッチ
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リアウインドーデフォッガー (曇
り取り) スイッチについて
リアウインドーを熱線で温め､曇りを取ります。
リアウインドーデフォッガー (曇り取り) を作
動させると､次の装備も連動して作動します。
 ミラーデフォッガー (曇り取り)

→5-80 ページ 「ミラーの曇り取りの使いか
た」

 ウインドーワイパーデアイサー*
→5-81 ページ 「ウインドーワイパーデアイ
サーの使いかた」

リアウインドーデフォッガー (曇
り取り) スイッチ使⽤上の警告･注
意

注意
リアウインドーの内側には熱線が取り付

けてあります。清掃するときは熱線を傷
つけないようにしてください。
→9-22 ページ「外装をお⼿⼊れする」

リアウインドーデフォッガーは､エンジ
ン作動中に使⽤してください。また､連
続して⻑時間使⽤しないでください。12
V バッテリーがあがるおそれがあります。

運転する
リアウインドーデフォッガー (曇り取り) スイッチ
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リアウインドーデフォッガー (曇
り取り) スイッチの使いかた
リアウインドーデフォッガー (曇り取り) を使
⽤する
1. エンジンを始動する。
2.

リアウインドーデフォッガー (曇り取り) が
作動し､スイッチの表⽰灯が点灯します。
リアウインドーデフォッガー (曇り取り) は
約 15 分間作動すると⾃動で停⽌します。

知識
リアウインドーデフォッガーの作動時間を
変更することができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定
する､またはマツダ販売店にご相談くださ
い。

リアウインドーデフォッガー (曇り取り) を停
⽌する
リアウインドーデフォッガー (曇り取り) 作動
中に､リアウインドーデフォッガー (曇り取り)
スイッチを押す。
リアウインドーデフォッガー (曇り取り) が停
⽌し､スイッチの表⽰灯が消灯します。

ミラーの曇り取りについて
ミラーを熱線で温めて､曇りを取ります。

運転する
リアウインドーデフォッガー (曇り取り) スイッチ
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ミラーの曇り取りの使いかた
ミラーデフォッガー (曇り取り) は､リアウイン
ドーデフォッガー (曇り取り) と連動して作動
します。
操作⽅法は､リアウインドーデフォッガー (曇り
取り) の使いかたを参照してください。
→5-79 ページ「リアウインドーデフォッガー
(曇り取り) の使いかた」

ウインドーワイパーデアイサーに
ついて*

フロントガラスの⼀部を熱線で温め､ガラスや
ワイパーの氷結を溶かします。

運転する
リアウインドーデフォッガー (曇り取り) スイッチ
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ウインドーワイパーデアイサーの
使いかた
ウインドーワイパーデアイサーは､リアウイン
ドーデフォッガー (曇り取り) と連動して作動
します。
操作⽅法は､リアウインドーデフォッガー (曇り
取り) の使いかたを参照してください。
→5-79 ページ「リアウインドーデフォッガー
(曇り取り) の使いかた」

運転する
リアウインドーデフォッガー (曇り取り) スイッチ
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⾮常点滅表⽰灯について
故障などでやむをえず路上駐⾞するときや､⾮
常時に使⽤します。

⾮常点滅表⽰灯の使いかた
メーター (A タイプ)
⾞両の電源が ON のとき

すべての⽅向指⽰灯が点滅し､メーター内の⽅
向指⽰灯 および⾮常点滅表⽰灯 が
点滅します。
もう⼀度スイッチを押すと消灯します。
⾞両の電源が OFF のとき

すべての⽅向指⽰灯が点滅し､メーター内の⾮
常点滅表⽰灯 が点滅します。
もう⼀度スイッチを押すと消灯します。
メーター (B タイプ)

すべての⽅向指⽰灯が点滅し､メーター内の⽅
向指⽰灯 が点滅します。
もう⼀度スイッチを押すと消灯します。

運転する
⾮常点滅表⽰灯
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ホーンの使いかた

ハンドルの マーク周辺部を押す。
押している間､ホーンが鳴ります。

運転する
ホーン
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アンチロックブレーキシステム
(ABS) について
ABS は､すべりやすい路⾯での制動時に起こる
⾞輪のロックを防いで⾞の⽅向安定性を保ち､
操縦性を確保するシステムです。

知識
 ブレーキペダルを踏んだとき､ペダルか

ら⼩刻みな振動を感じることがありま
す。これは ABS が正常に作動していると
きの現象です。

 ABS は低速 (10 km/h 以下) では作動しま
せん。

アンチロックブレーキシステム
(ABS) 使⽤上の警告･注意

警告
ABS を過信せず安全運転に⼼がける。
ABS が作動した状態でも⾞の⽅向安定性や
操縦性には限界があります。また､次のよ
うなときには､速度をひかえめにし､⾞間距
離を⼗分にとって運転してください。ABS
が装備されていない⾞に⽐べて制動距離が
⻑くなることがあるため､思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。
ジャリ道､新雪道を⾛⾏しているとき。
タイヤチェーンを装着しているとき。
道路の継ぎ⽬などの段差を乗り越えると

き。
凸凹道や⽯だたみなどの悪路を⾛⾏して

いるとき。

注意
前後輪とも必ず指定されたサイズや種類の
タイヤを装着してください。指定されたサ
イズや種類以外のタイヤを装着すると､ABS
が正常に作動しないことがあります。

運転する
アンチロックブレーキシステム (ABS)
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トラクションコントロールシステ
ム (TCS) について
TCS は､⽔にぬれた路⾯や雪道などのすべりや
すい路⾯での発進や旋回加速時に起こる駆動輪
の空転を防ぎ､適切な駆動⼒と操縦性を確保す
るシステムです。

トラクションコントロールシステ
ム (TCS) 使⽤上の警告･注意

警告
TCS を過信せず安全運転に⼼がける。
TCS が作動した状態でも駆動⼒の確保や⾞
の操縦性には限界があり､無理な運転は思
わぬ事故につながるおそれがあります。

運転する
トラクションコントロールシステム (TCS)
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トラクションコントロールシステ
ム (TCS) の使いかた
⾞両の電源を ON にすると､TCS が作動可能な
状態になります。
TCS が作動すると TCS/DSC 作動表⽰灯  が
点滅します。
TCS の作動を停⽌する

TCS の作動が停⽌し､メーター内の TCS OFF 表
⽰灯  が点灯します。
もう⼀度､TCS OFF スイッチを押すと､TCS が
作動可能な状態になります。

知識
 TCS の作動を停⽌した状態でエンジンを

停⽌した場合､次にエンジンを始動する
と TCS が作動可能な状態にもどります。

 ぬかるみや新雪などからの脱出時に TCS
が作動し､アクセルペダルを踏み込んでも
エンジンの出⼒が上がらず､脱出困難な
ときに TCS の作動を停⽌します。

 TCS の作動を停⽌しているときに､次の
システムが作動すると､TCS が作動可能
な状態になります。
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
 マツダ･レーダー･クルーズ･コントロ

ール (MRCC)
 クルージング & トラフィック･サポー

ト (CTS)

知識
 TCS OFF スイッチを 10 秒以上押し続け

ると､その後 TCS OFF スイッチを押して
も TCS の作動を停⽌することができなく
なります。その場合､⼀度⾞両の電源を
OFF にして､再度⾞両の電源を ON にす
ると､通常の TCS OFF スイッチの操作が
可能になります。

運転する
トラクションコントロールシステム (TCS)
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ダイナミック·スタビリティ·コン
トロール (DSC) について
DSC は､すべりやすい路⾯での⾛⾏時や､緊急
回避など急激なハンドル操作による⾞両の横す
べりを抑えるため､ABS や TCS などにより､ブ
レーキやエンジンの出⼒を⾃動的に制御して､
⾞両の安定性を確保するシステムです。
｢アンチロックブレーキシステム (ABS) につい
て｣､｢トラクションコントロールシステム
(TCS) について｣もあわせてお読みください。
→5-84 ページ「アンチロックブレーキシステム
(ABS) について」
→5-85 ページ「トラクションコントロールシス
テム (TCS) について」

ダイナミック·スタビリティ·コン
トロール (DSC) 使⽤上の警告･注
意

警告
DSC を過信せず安全運転に⼼がける。
DSC が作動した状態でも⾞両の安定性や操
縦性には限界があるため､無理な運転は思
わぬ事故につながるおそれがあります。特
に TCS/DSC 作動表⽰灯 が点滅している
ときは､⾞両が横すべりしやすい状態になっ
ています。慎重に運転してください。

注意
 DSC を正常に作動させるために次の点を

お守りください。
タイヤは指定されたサイズを使⽤し､4

輪ともに同⼀種類のタイヤを使⽤して
ください。

摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使⽤し
ないでください。

タイヤチェーンや応急⽤スペアタイヤ装
着時のように径の異なるタイヤを使⽤し
たときは､DSC が正常に作動しないこと
があります。

運転する
ダイナミック·スタビリティ·コントロール (DSC)

5-87

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



ダイナミック·スタビリティ·コン
トロール (DSC) の使いかた
⾞速が 20 km/h 以上で⾛⾏する。
DSC が作動可能な状態になります。
DSC が作動すると TCS/DSC 作動表⽰灯  が
点滅します。

運転する
ダイナミック·スタビリティ·コントロール (DSC)
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トレーラー･スタビリティ･コント
ロール (TSC) について
TSC は､けん引時の⾞両の安定性を確保するシ
ステムです。
けん引時に⾞両の横揺れが発⽣すると､ブレー
キやエンジンの出⼒を制御して､横揺れを抑制
します。

トレーラー･スタビリティ･コント
ロール (TSC) 使⽤上の警告･注意

警告
TSC を過信せず安全運転に⼼がける。
TSC が作動した状態でも⾞両の安定性には
限界があるため､無理な運転は思わぬ事故
につながるおそれがあります。特に
TCS/DSC 作動表⽰灯が点滅しているとき
は､不安定な状態にあり揺れやすいので､道
路､⾞両およびトレーラーの状態に応じて
慎重に運転してください。

注意
 TSC を正常に作動させるために次の点を

お守りください。
タイヤは指定されたサイズを使⽤し､4

輪ともに同⼀種類のタイヤを使⽤して
ください。

摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使⽤し
ないでください。

タイヤチェーン使⽤時は､慎重に運転して
ください。タイヤ径が異なるため､TSC
が正常に作動しないことがあります。

運転する
トレーラー･スタビリティ･コントロール (TSC)
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トレーラー･スタビリティ･コント
ロール (TSC) の使いかた
⾞速が 65 km/h 以上で⾛⾏する。
TSC が作動可能な状態になります。
TSC が作動すると TCS/DSC 作動表⽰灯 が点
滅します。

運転する
トレーラー･スタビリティ･コントロール (TSC)
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ヒルディセントコントロールにつ
いて*

ヒルディセントコントロールは､急な下り坂､オ
フロードや雪道を下るときに､⾞速を⼀定に保
つシステムです。アクセルやブレーキの操作を
しなくても､低速を維持できるため､運転者はハ
ンドル操作に集中できます。

ヒルディセントコントロール使⽤
上の警告･注意

警告
ヒルディセントコントロールを過信しない。
極端に急な下り坂､凍結路､泥･砂利の道路
などすべりやすい路⾯では必要に応じてブ
レーキペダルを踏んでください。⼀定の低
速を維持できず､思わぬ事故につながるお
それがあります。安全運転を⼼掛けてくだ
さい。

運転する
ヒルディセントコントロール
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ヒルディセントコントロールの使
いかた
ヒルディセントコントロールを使⽤する
1. ⾞速が 25 km/h 以下のときに､ヒルディセ

ントコントロールスイッチを押す。

ヒルディセントコントロールが作動可能な
状態になり､メーター内のヒルディセント
コントロール表⽰灯 (⽩) が点灯しま
す。

2. ⾞速が 3 km/h〜20 km/h の間で⾛⾏する。
3. アクセルペダルおよびブレーキペダルから

⾜を放す。
ヒルディセントコントロールが作動し､メ
ーター内のヒルディセントコントロール表
⽰灯 (⽩) がヒルディセントコントロー
ル表⽰灯 (緑) に変わり､⽬標速度が表
⽰されます。

ヒルディセントコントロール作動中にアク
セルペダルまたは､ブレーキペダルを操作
して､⽬標速度を変更できます。
ヒルディセントコントロール作動中はブレ
ーキランプが点灯します。

知識
 ヒルディセントコントロールを⻑時間使

⽤し､ブレーキシステムが過熱すると､⼀
時的にヒルディセントコントロールの作
動を停⽌することがあります。ヒルディ
セントコントロールの作動が停⽌する
と､警報⾳がなり､メーター内のヒルディ
セントコントロール表⽰灯が消灯しま
す。

 TCS/DSC 作動表⽰灯 が点灯している
ときは､ヒルディセントコントロールが
使⽤できないことがあります。

 ヒルディセントコントロールスイッチを
押してもメーター内のヒルディセントコ
ントロール表⽰灯が点灯しないときは､
システムの故障により､ヒルディセントコ
ントロールが使⽤できないことがありま
す。マツダ販売店で点検を受けてくださ
い。

 マツダ･レーダー･クルーズ･コントロー
ル (MRCC) または､クルージング & トラフ
ィック･サポート (CTS) が作動中は､ヒル
ディセントコントロールを使⽤できませ
ん。

ヒルディセントコントロールを解除する
次のいずれかの操作を⾏なうと､ヒルディセン
トコントロールが解除されます。
 ヒルディセントコントロールスイッチを押

す。
ヒルディセントコントロールが作動している
ときにヒルディセントコントロールスイッチ
を押すと､ヒルディセントコントロールが徐
々に解除されます。

 ⾞速が 30 km/h 以上で⾛⾏する。

運転する
ヒルディセントコントロール
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マツダ インテリジェント ドライ
ブ セレクト (Mi-Drive) について
Mi-Drive は､運転状況､路⾯状況､⾞両状況によ
り⾛⾏モードを切り替えることができるシステ
ムです。Mi-Drive には､次の⾛⾏モードがあり
ます。

TOWING モード*

動⼒性能が最適になるように⾛⾏します。トレ
ーラーけん引時の重量増加による⾛⾏性能の低
下を抑え､⾞両の安定性を⾼めます。
SPORT モード
応答性が最⼤になるように⾛⾏します。アクセ
ルペダルを踏み込んだときの⾞両応答性を⾼
め､⼒強く加速します。
NORMAL モード
燃費性能が最適になるように⾛⾏します。必要
に応じてモーターを発電機として動かし M ハ
イブリッドブースト⽤バッテリー充電します。

OFF-ROAD モード*

⾛破性が最⼤になるように⾛⾏します。オフロ
ード⾛⾏時の駆動輪の空転を防ぎ､⾛破性を⾼
めます。ぬかるみ､砂地､深雪路などすべりやす
い路⾯を⾛⾏するときにご使⽤ください。

マツダ インテリジェント ドライ
ブ セレクト (Mi-Drive) 使⽤上の
警告･注意

警告
システムを過信しない。
Mi-Drive が作動した状態でも⾞両の安定性
には限界があります。無理な運転は思わぬ
事故につながるおそれがあるため､常に安
全運転を⼼がけてください。

注意
システムを正常に作動させるために次の

点をお守りください。
タイヤは指定されたサイズを使⽤し､4

輪ともに同⼀種類のタイヤを使⽤して
ください。

摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使⽤し
ないでください。

タイヤチェーン使⽤時は､慎重に運転して
ください。タイヤ径が異なるため､シス
テムが正常に作動しないことがありま
す。

TOWING モードを使⽤するとき
トレーラートーイングをする場合は､以下
の安全装備を使⽤しないでください。
マツダ純正トレーラーヒッチを使⽤すると
⾃動的に制御を停⽌します。なお､スマー
ト･ブレーキ･サポート (SBS) の制御も停⽌
します。
 AT 誤発進抑制制御 [後退時]
パーキングセンサー
ブラインド･スポット･モニタリング

(BSM)
後側⽅接近⾞両検知 (RCTA)
緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) 側⽅危険回避

アシスト機能

運転する
マツダ インテリジェント ドライブ セレクト (Mi-Drive)

*グレード/仕様別装備 5-93

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



マツダ インテリジェント ドライ
ブ セレクト (Mi-Drive) の使いか
た
1. Mi-Drive スイッチを前⽅に押す､または⼿

前に引く。

2. メーター内のリスト表⽰を確認しながら､
Mi-Drive スイッチを前⽅に押す､または⼿
前に引いて⾛⾏モードを選択する。
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

3. ⾛⾏モードが確定すると､メーター内の表
⽰が切り替わります。
TOWING モード
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

SPORT モード
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

NORMAL モード
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

OFF-ROAD モード
メーター (A タイプ)

運転する
マツダ インテリジェント ドライブ セレクト (Mi-Drive)
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メーター (B タイプ)

知識
 TOWING モードは､マツダ純正のトレー

ラーヒッチが接続されているときにのみ
選択できます。また､接続が検出されて
TOWING モードが表⽰されるまでに時間
がかかることがあります。詳しくはマツ
ダ販売店にご相談ください。

 SPORT モード/OFF-ROAD モードを選択
すると､⾼いエンジン回転数での⾛⾏が
多くなり､燃費が悪化することがありま
す。通常時は SPORT モード/OFF-ROAD
モードを解除して⾛⾏することをおすす
めします。

 TOWING モード/SPORT モード/
OFF-ROAD モードを選択したときの⾛⾏
状態によって､シフトダウンしたり､少し
加速したりすることがあります。

 SPORT モードで⾛⾏中にマツダ･レーダ
ー･クルーズ･コントロール (MRCC) を設
定すると NORMAL モードに切り替わり
ます。また､MRCC を使⽤しているとき
は､SPORT モードに切り替えることがで
きません。

 次のときは､⾛⾏モードを切り替えるこ
とができません。
 アンチロックブレーキシステム (ABS)

が作動しているとき
 トラクションコントロールシステム

(TCS) が作動しているとき
 ダイナミック·スタビリティ·コントロ

ール (DSC) が作動しているとき
 急なハンドル操作をしているとき

 ⾞両の電源を OFF にすると NORMAL モ
ードになります。ただし､トレーラーヒ
ッチを接続して､TOWING モードを使⽤
しているときは､TOWING モードが維持
されます。

 表⽰がグレーアウトした⾛⾏モードは選
択できません。

運転する
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i-ACTIV AWD について*

i-ACTIV AWD は､積雪路､砂地､ぬかるみ､急な坂
などすべりやすい路⾯で優れた⾛⾏性を発揮し
ます。

i-ACTIV AWD 使⽤上の警告･注意

警告
⾞両が動かなくなったり､溝に⼊ったりし
た結果として地⾯から離れた⾞輪を回転さ
せない。
ドライブアセンブリが深刻な損傷を受け､事
故につながる可能性があります。また､過
熱､オイル漏れ､⽕災につながる可能性もあ
ります。

注意
 i-ACTIV AWD は､本格的なオフロード⾛

⾏やラリー⾛⾏を⽬的に作られた万能⾞
ではありません。凸凹や岩を乗り越えた
り､川を渡ったりしないでください。

 i-ACTIV AWD を正常に作動させるために
次の点をお守りください。
タイヤは指定されたサイズを使⽤し､4

輪ともに同⼀種類のタイヤを使⽤して
ください。

摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使⽤し
ないでください。

運転する
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パワーステアリングについて
パワーステアリングはエンジン作動中に作動し
ます。エンジンが停⽌している場合やパワース
テアリングシステムが動作しない場合でも､ス
テアリング操舵は可能ですが､通常より重たく
なります。

運転する
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ディーゼルパティキュレートフィ
ルターについて
ディーゼルパティキュレートフィルターはディ
ーゼルエンジンの排気ガスに含まれる PM
(Particulate Matter:粒⼦状物質) のほとんどを
捕集し､除去する装置です。
通常⾛⾏中はディーゼルパティキュレートフィ
ルターで捕集された PM は⾃動で除去されます
が､次のときは PM が⾃動で除去されません。
 ⾞速が 5 km/h 以下で⾛り続けているとき
 10 分以下の短時間⾛⾏の繰り返しやエンジ

ンが暖機できないような⾛⾏を繰り返したと
き

 ⻑時間アイドリング状態のとき

運転する
ディーゼルパティキュレートフィルター
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給油時の警告･注意

警告
給油するときは必ず次のことを守る。
エンジンを⽌める。
タバコなどの⽕気を給油⼝に近づけな

い。
こぼれた燃料はすみやかにふき取る。
燃料や燃料蒸気は引⽕しやすいため､⽕災
や爆発のおそれがあります。

給油を⾏なう前に､⾞体の⾦属部分に触れて
体の静電気を除去する。
放電による⽕花で､燃料に引⽕したり､やけ
どしたりするおそれがあります。

給油中は必ず次のことを守る。
給油はひとりで⾏ない､給油⼝に他の⼈

を近づけない。
⾞内にもどったり､帯電している⼈や物

に触れたりしない。
携帯電話やスマートフォン､その他電⼦

機器などを使⽤しない。
再帯電により､燃料に引⽕したり､やけどし
たりするおそれがあります。

フューエルキャップの開閉は必ずツマミ部
分を持って⾏なう。
放電による⽕花で､燃料に引⽕したり､やけ
どしたりするおそれがあります。

フューエルキャップを開けるときは､ゆっ
くりとゆるめ､空気の抜ける⾳が⽌まってか
ら開ける。
急に開けると燃料が噴き出すことがあるた
め､⽕災につながったり､⽬や⽪膚に付着し
たりして､傷害につながるおそれがありま
す。

気化した燃料を吸い込まないようにする。
燃料成分には有害物質を含んでいる場合が
あります。

給油ノズルは確実に給油⼝へ挿⼊する。
給油ノズルの挿⼊が浅いと給油の⾃動停⽌
が遅れるため､燃料があふれて⽕災につなが
るおそれがあります。

警告
給油の⾃動停⽌後は､追加給油しない。
追加給油をすると､燃料があふれて⽕災につ
ながるおそれがあります。

給油の⾃動停⽌後は､すぐに給油ノズルを
引き抜かない。
給油ノズル内に残った燃料がこぼれ出て､
⽕災につながるおそれがあります。

フューエルキャップは確実に閉める。
フューエルキャップが確実に閉まっていな
いと､⾛⾏中に燃料が漏れて⽕災につながる
おそれがあります。

注意
給油するときは､ガソリンスタンド内に

掲⽰されている注意事項を守ってくださ
い。

給油するときは､ドアや窓を必ず閉めて
ください。⽕災になった場合､室内に燃
え広がるおそれがあります。

給油中に､燃料を⾞にこぼさないように
してください。燃料が付着すると変⾊､
シミ､塗膜はがれの原因となります。

純正部品以外のフューエルキャップは使
⽤しないでください。燃料装置や排出ガ
ス発散抑⽌装置などの故障につながるお
それがあります。

⾃動洗⾞機や⾼圧洗⾞機を使うときは､
フューエルリッドが閉まっていることを
確認してドアを施錠してください。フュ
ーエルリッドが意図せず開いて損傷する
おそれがあります。

(SKYACTIV-D､e-SKYACTIV D)
指定燃料以外の燃料を使⽤したり､燃料

添加剤や⽔抜き剤を使⽤したりしないで
ください。
ガソリンや灯油､混合率が 5%を超えるバ
イオディーゼル燃料､⾼濃度アルコール含
有燃料を使⽤すると､たとえば次のよう
な悪影響をおよぼします。
エンジンや燃料系部品の損傷 (最悪の

場合､⾞両⽕災)
エンジンの出⼒低下や始動性能の悪化

運転する
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給油のしかた
1. すべてのドア､窓ガラス､リアゲートを閉め

る。
2. ⾞両の電源を OFF にする。
3. 運転席ドアを解錠する。
4. フューエルリッドを押す。

フューエルリッドが開きます。

5. フューエルキャップをゆっくりまわす。
フューエルキャップが開きます。

6. フューエルリッドのホルダーにフューエル
キャップをかけます。

7. 給油ノズルを奥まで差し込み､給油する。
8. フューエルキャップをカチッと⾳がするま

でまわす。
9. フューエルリッドを閉める。

知識
 ドアを施錠した後にフューエルリッドを

閉めると､フューエルリッドは施錠され
ません。

 次の機能によってドアが施錠された場合
は､ドアの施錠と同時にフューエルリッ
ドも施錠されます。
 ⾞速感応式オートドアロック機能
 オートリロック機能

運転する
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i-ACTIVSENSE について
i-ACTIVSENSE (アイ･アクティブセンス) とは､
マツダの先進安全･運転⽀援システムの総称で
す。
i-ACTIVSENSE は､アクティブセーフティ技術と
プリクラッシュセーフティ技術の 2 つの技術で
構成されています。

i-ACTIVSENSE 使⽤上の警告･注
意

警告
i-ACTIVSENSE を過信しない。
i-ACTIVSENSE は運転者の安全運転を前提
としたシステムであり､運転負荷および事故
被害の軽減を⽬的としています。
i-ACTIVSENSE の各機能には限界がありま
すので､安全運転を⼼がけてください。

運転する
i-ACTIVSENSE
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アクティブセーフティ技術につい
て
アクティブセーフティ技術とは､運転者の安全
運転を⽀援し､事故を未然に防⽌する技術です。
アクティブセーフティ技術には､認知⽀援シス
テムと運転⽀援システムがあります。
認知⽀援システム
認知⽀援システムは､道路､標識､⾞両の周囲､運
転者の疲労などの認知を⽀援するシステムで
す。
認知⽀援システムには､次のシステムがありま
す。
夜間視界
ハイ･ビーム･コントロールシステム
(HBC)............................................ 5-120 ページ
アダプティブ･LED･ヘッドライト (ALH) ............
.......................................................5-122 ページ
左右側⾯･後側⽅認知
⾞線逸脱警報システム..................5-125 ページ
ブラインド･スポット･モニタリング
(BSM)............................................ 5-127 ページ
標識認知
交通標識認識システム (TSR)........ 5-132 ページ
⾞間認知
ディスタンス & スピード･アラート
(DSA).............................................5-137 ページ
交差点発進時前⽅認知
前側⽅接近⾞両検知 (FCTA).......... 5-145 ページ
駐⾞場発進時後⽅認知
後側⽅接近⾞両検知 (RCTA)..........5-148 ページ
全周囲認知
360°ビュー･モニター................... 5-207 ページ
運転者疲労検知
ドライバー･アテンション･アラート
(DAA).............................................5-139 ページ
ドライバー･モニタリング............ 5-141 ページ
運転⽀援システム
運転⽀援システムは､⾛⾏中の加減速やハンド
ル操作を⽀援するシステムです。

運転⽀援システムには､次のシステムがありま
す。
⾞間距離
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール
(MRCC).......................................... 5-150 ページ
⾞間距離･⾞線保持
クルージング & トラフィック･サポート
(CTS)............................................. 5-163 ページ
⾞線逸脱
レーンキープ･アシスト･システム (LAS) ............
.......................................................5-185 ページ
⾞線保持
緊急時⾞線維持⽀援 (ELK)............5-187 ページ

運転する
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プリクラッシュセーフティ技術に
ついて
プリクラッシュセーフティ技術とは､事故を避
けづらい状況での衝突回避⽀援､および避けら
れず衝突した際の被害軽減を図る技術です。
プリクラッシュセーフティ技術には､次のシス
テムがあります。
衝突回避⽀援･被害軽減
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)...................
.......................................................5-193 ページ
AT 誤発進抑制制御....................... 5-202 ページ
衝突被害軽減
ドライバー異常時対応システム (DEA) ...............
.......................................................5-225 ページ
衝突⼆次被害軽減システム...........5-232 ページ

運転する
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警報･リスク回避⽀援表⽰について
メーター (A タイプ)
警報･リスク回避⽀援表⽰は､i-ACTIVSENSE の⼀部システムの作動状態を⽰します。

1. 前⽅系システム作動状態
2. 前側⽅系システム作動状態
3. 側⽅系システム作動状態
4. 後側⽅系システム作動状態
5. 後⽅系システム作動状態
警報･リスク回避⽀援表⽰の表⽰対象システム
前⽅系システム
次のシステムが前⽅系システムに該当します。
 交通標識認識システム (TSR)
 ディスタンス & スピード･アラート (DSA)
 緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) の対向⾞両衝突回避アシスト機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の前⽅検知機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の右直事故回避アシスト機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の対向⾞衝突被害軽減機能
 AT 誤発進抑制制御 [前進時]

前側⽅系システム
次のシステムが前側⽅系システムに該当します。
 前側⽅接近⾞両検知 (FCTA)
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の前進時左右接近物検知機能

側⽅系システム
次のシステムが側⽅系システムに該当します。
 ⾞線逸脱警報システム
 レーンキープ･アシスト･システム (LAS)
 緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) のロードキープアシスト機能

後側⽅系システム
次のシステムが後側⽅系システムに該当します。
 ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)
 ブラインド･スポット･モニタリング (BSM) の降⾞時警告機能付
 後側⽅接近⾞両検知 (RCTA)

運転する
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 緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) の側⽅危険回避アシスト機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の後進時左右接近物検知機能

後⽅系システム
次のシステムが後⽅系システムに該当します。
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の後⽅検知機能
 AT 誤発進抑制制御 [後退時]

警報･リスク回避⽀援表⽰の⾒かた
対象システムがすべて ON の場合

ドライバー異常時対応システム (DEA) が OFF の場合

運転する
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対象システムがすべて ON ではない場合の表⽰例

1. 前⽅系システムのすべてが ON の状態です。
2. 前側⽅系システムの⼀部が機能を停⽌している状態です (橙)。
3. 側⽅系システムの⼀部が OFF の状態です (緑)。
4. 後側⽅系システムの⼀部が故障している状態です。
5. 後⽅系システムのすべてが OFF の状態です。
i-ACTIVSENSE ミュートスイッチによって警報⾳がミュートされている場合

 
i-ACTIVSENSE ミュートスイッチによって警報⾳がミュートされていない場合

 

運転する
i-ACTIVSENSE

5-106

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



メーター (B タイプ)
警報･リスク回避⽀援表⽰は､次のシステムの作動状態を⽰します。
 ⾞線逸脱警報システム
 ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)
 ブラインド･スポット･モニタリング (BSM) の降⾞時警告機能付
 ディスタンス & スピード･アラート (DSA)
 前側⽅接近⾞両検知 (FCTA)
 後側⽅接近⾞両検知 (RCTA)
 レーンキープ･アシスト･システム (LAS)
 緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) のロードキープアシスト機能
 緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) の側⽅危険回避アシスト機能
 緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) の対向⾞両衝突回避アシスト機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の前⽅検知機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の右直事故回避アシスト機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の前進時左右接近物検知機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の対向⾞衝突被害軽減機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の後⽅検知機能
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の後進時左右接近物検知機能
 AT 誤発進抑制制御 [後退時]

警報･リスク回避⽀援表⽰ (⽩) /  (システム待機状態)
すべてのシステムが作動条件を満たしていない､またはいずれかのシステムが機能を停⽌している場合
は､警報･リスク回避⽀援表⽰ (⽩) *1/  が表⽰されます。

警報･リスク回避⽀援表⽰ (緑) /  (システム作動状態)

いずれかのシステムが作動条件を満たしている場合は､警報･リスク回避⽀援表⽰ (緑) *1/  が
表⽰されます。

知識
警報･リスク回避⽀援表⽰ (緑) が表⽰されていても､作動条件を満たしていないシステムは作動し
ません。

警報･リスク回避⽀援表⽰ (橙) /  (システム故障状態)

いずれかのシステムが故障している場合は､警報･リスク回避⽀援表⽰ (橙) *1/  が表⽰されま
す。

警報･リスク回避⽀援 OFF 表⽰ /  (システム停⽌状態)

マツダコネクトですべてのシステムを OFF にしている場合は､警報･リスク回避⽀援 OFF 表⽰ *1/
 が表⽰されます。

*1 i-ACTIVSENSE の警報⾳を OFF にしている場合に表⽰されます。
→5-108 ページ 「i-ACTIVSENSE ミュートスイッチの使いかた」

運転する
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i-ACTIVSENSE ミュートスイッチ
の使いかた

i-ACTIVSENSE ミュートスイッチを押すと､次
のシステムが作動した際の警報⾳がなくなりま
す。
 ⾞線逸脱警報システム
 ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)
 ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)

の降⾞時警告機能付
 交通標識認識システム (TSR)
 前側⽅接近⾞両検知 (FCTA)
 後側⽅接近⾞両検知 (RCTA)

もう⼀度 i-ACTIVSENSE ミュートスイッチを押
すと､もとの作動状態にもどります。

知識
i-ACTIVSENSE ミュートスイッチで各シス
テムの警報⾳を OFF にしたまま⾞両の電源
を OFF にすると､次に⾞両の電源を ON に
したときに各システムの警報⾳が⾃動的に
ON にもどります。

運転する
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フォワードセンシングカメラ
(FSC) について
フォワードセンシングカメラ (FSC) は､⾛⾏時
に前⽅の状況を判断したり､⾞線の⽩線 (⻩線)
などを検知したりしています。

1. フォワードセンシングカメラ (FSC)
次のシステムがフォワードセンシングカメラ
(FSC) を利⽤します。
 ハイ･ビーム･コントロールシステム (HBC)
 アダプティブ･LED･ヘッドライト (ALH)
 ⾞線逸脱警報システム
 交通標識認識システム (TSR)
 ディスタンス & スピード･アラート (DSA)
 ドライバー･アテンション･アラート (DAA)
 マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール

(MRCC)
 クルージング & トラフィック･サポート

(CTS)
 レーンキープ･アシスト･システム (LAS)
 緊急時⾞線維持⽀援 (ELK)
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の前進時

検知機能
 AT 誤発進抑制制御 [前進時]
 ドライバー異常時対応システム (DEA)

注意
システムを正しく作動させるために､次のこ
とをお守りください。
フォワードセンシングカメラ (FSC) 本体

やその周辺部に強い衝撃や⼒を加えない
でください。万⼀､衝撃が加わった場合
は､次のシステムの使⽤を中⽌してマツ
ダ販売店にご相談ください。
ハイ･ビーム･コントロールシステム

(HBC)
アダプティブ･LED･ヘッドライト

(ALH)

注意
⾞線逸脱警報システム
交通標識認識システム (TSR)
ディスタンス & スピード･アラート

(DSA)
ドライバー･アテンション･アラート

(DAA)
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロ

ール (MRCC)
クルージング & トラフィック･サポー

ト (CTS)
レーンキープ･アシスト･システム

(LAS)
緊急時⾞線維持⽀援 (ELK)
スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の

前進時検知機能
 AT 誤発進抑制制御 [前進時]
ドライバー異常時対応システム (DEA)

フォワードセンシングカメラ (FSC) のカ
バーをはずさないでください。

フォワードセンシングカメラ (FSC) のレ
ンズを汚したり､傷をつけたりしないで
ください。また､分解などもしないでく
ださい。故障や誤作動の原因になりま
す。

フォワードセンシングカメラ (FSC) の向
きは厳密に調整されていますので､フォ
ワードセンシングカメラ (FSC) の取り付
け位置を変更したり､取りはずしたりし
ないでください。故障や誤作動の原因に
なります。

カメラのレンズの⼿⼊れは､マツダ販売
店にご相談ください。

インストルメントパネルの上に､光を反
射するものを置かないでください。

フォワードセンシングカメラ (FSC) 付近
のフロントガラスに､アクセサリー､ステ
ッカー､フィルムなどを貼らないでくだ
さい。フォワードセンシングカメラ
(FSC) のレンズの前⽅にさまたげとなる
ものがあると､それが透明であっても誤作
動の原因となります。

フォワードセンシングカメラ (FSC) 付近
のフロントガラスは､汚れたり曇ったり
しないように常にきれいな状態にしてく
ださい。フロントガラスが曇った場合
は､曇り取りスイッチを押してください。

運転する
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注意
フォワードセンシングカメラ (FSC) は､フ

ロントガラスの汚れを検知してお知らせ
する機能を備えていますが､ビニール袋､
氷､雪などが付着した場合など､状況によ
っては検知できない場合があります。こ
のようなときは前⽅⾞を正しく判断でき
ず､正しい制御ができないおそれがあり
ます。常に前⽅を注意して運転してくだ
さい。

フロントガラスの⼿⼊れをする場合は､
ガラスクリーナーなどがフォワードセン
シングカメラ (FSC) のレンズに付着しな
いようにしてください。また､フォワー
ドセンシングカメラ (FSC) のレンズには
触れないでください。

フォワードセンシングカメラ (FSC) 前⽅
のフロントガラス内側の清掃は､マツダ
販売店にご相談ください。

⾶び⽯などでフロントガラスに傷がつい
た場合は､フロントガラスを必ず交換し
てください。フロントガラスを交換する
場合は､マツダ販売店にご相談ください。

フォワードセンシングカメラ (FSC) 本体
周辺の修理をする場合は､マツダ販売店
にご相談ください。

ルームミラー周辺の修理をする場合は､
マツダ販売店にご相談ください。

タイヤは指定されたサイズを使⽤し､4 輪
ともに同⼀種類のタイヤを使⽤してくだ
さい。また､摩耗状態が著しく異なるタ
イヤや空気圧が著しく異なるタイヤを､
混ぜて使⽤しないでください (応急⽤ス
ペアタイヤを含む)。

知識
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が逆

光や霧などによって正常に機能しない場
合に､フォワードセンシングカメラ (FSC)
に関連するシステムの機能が⼀時的に停
⽌します。その際､次の警告表⽰を点灯
させますが､故障ではありません。
 HBC 警告表⽰
 ALH 警告表⽰
 i-ACTIVSENSE 警告表⽰
 SBS OFF 表⽰

知識
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が⾼

温によって正常に機能しない場合に､フ
ォワードセンシングカメラ (FSC) に関連
するシステムの機能が⼀時的に停⽌しま
す。その際､次の警告表⽰を点灯させま
すが､故障ではありません。エアコンを
作動させるなどして､フォワードセンシ
ングカメラ (FSC) 周辺の温度を下げてく
ださい。
 HBC 警告表⽰
 ALH 警告表⽰
 i-ACTIVSENSE 警告表⽰
 SBS OFF 表⽰

 フォワードセンシングカメラ (FSC) がフ
ロントガラスの汚れや曇りを検知した場
合に､フォワードセンシングカメラ (FSC)
に関連するシステムの機能が⼀時的に停
⽌します。その際､次の警告表⽰を点灯
させますが､故障ではありません。フロ
ントガラスの汚れを取り除く､または曇
り取りスイッチを押してください。
 HBC 警告表⽰
 ALH 警告表⽰
 i-ACTIVSENSE 警告表⽰
 SBS OFF 表⽰

歩⾏者の検知について
次の条件をすべて満たしている場合に､フォワ
ードセンシングカメラ (FSC) が歩⾏者を検知し
ます。
 歩⾏者の⾝⻑が､約 1 m〜2 m のとき
 頭部､両肩､⾜など､歩⾏者の輪郭が判別でき

るとき
次の条件のいずれかを満たしている場合は､フ
ォワードセンシングカメラ (FSC) が歩⾏者を検
知できないことがあります。
 歩⾏者が複数⼈いるとき
 歩⾏者が別の障害物の近くにいるとき
 歩⾏者がしゃがんでいる､横たわっている､前

かがみになっているとき
 歩⾏者が急に⾶び出してきたとき
 歩⾏者が何かを持っているとき (傘をさす､

⼤きな荷物を持つなど)
 歩⾏者が背景に溶け込んでいるとき (夜間な

どに暗い場所にいる､背景と近い⾊の服を着
ているなど)

運転する
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物の検知について
次の条件のいずれかを満たしている場合は､フ
ォワードセンシングカメラ (FSC) が正確に対象
物を検知できず､各システムが正常に作動しな
いことがあります。
 前⽅⾞と同程度の速度で⾛⾏しているとき
 夜間やトンネル内などで､ヘッドランプを点

灯していないとき
 対象物がフォワードセンシングカメラ (FSC)

の死⾓にいるとき
 対象物が横から⾶び出したり､⽬の前に割り

込んだりしたとき
 対象物との距離が極端に近いとき､または極

端に遠いとき
 ⾃⾞が進路変更をして対象物に接近したとき
 対象物 (前⽅⾞､⽩線 (⻩線)､標識) に汚れや

擦れがあるとき
 前⽅⾞が特殊な形状のとき (キャリアカーな

ど)
 前⽅⾞が荷台の低いトラックのとき
 前⽅⾞の⾞⾼が極端に低いとき､または極端

に⾼いとき
 前⽅⾞がヘッドランプの照射範囲外にいると

き
 先⾏⾞のテールランプ点灯⾯積が⼩さいとき
 先⾏⾞のテールランプが暗いとき､または消

灯しているとき
 対向⾞のヘッドランプが暗いとき､または消

灯しているとき
 天候が悪いとき (⾬､霧､雪など)
 前⽅の視界状況が悪いとき (前⽅⾞が⽔､雪､

砂などをまき上げて⾛⾏するなど)
 前⽅から強い光を受けたとき (逆光､ヘッド

ランプ上向き (ハイビーム) など)
 周囲が暗いとき (夜間､⼣⽅､朝⽅､トンネル､

屋内駐⾞場など)
 周囲に光源があるとき (街灯､電光掲⽰､信号

機など)
 周囲に光を反射する物があるとき (反射板､

標識など)
 周囲の明るさが急に変わるとき (トンネルの

出⼊り⼝など)
 ⾃⾞のヘッドランプの明るさが⼗分でないと

き (ヘッドランプのレンズが汚れて照射が弱
いとき､ヘッドランプの光軸がずれていると
きなど)

 ⾃⾞のタイヤが指定サイズと異なるとき (タ
イヤチェーン装着時､応急⽤タイヤ装着時な
ど)

 ⾃⾞のタイヤの偏摩耗が著しいとき
 フロントガラスに異物が付着しているとき

(氷､曇り､雪､霜､⾬滴､汚れ､ビニールなど)

 フロントガラスが汚れたり､曇ったりしてい
るとき

 フォワードセンシングカメラ (FSC) 付近に遮
へい物があり､前⽅が⾒えないとき (ルーフレ
ールを装着して⻑尺物を載せたときなど)

 ウォッシャーを使⽤しているとき
 降⾬時にワイパーを使⽤していないとき
 ⾃⾞が傾いているとき (荷室や後席に重い荷

物を載せたときなど)
 急カーブ､急な上り坂､急な下り坂を⾛⾏して

いるとき
 カーブの多い道､起伏の激しい道を⾛⾏して

いるとき
 凸凹な道を⾛⾏しているとき
 模様のない壁の横を⾛⾏しているとき (フェ

ンスや縦じま模様の壁を含む)
 路⾯から強い光の反射があるとき
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レーダーセンサーについて
レーダーセンサーは､特定⽅向に電波を送信し
つつ反射してもどってきた電波を受信すること
で対象物を検知します。
⾞両前⽅

1. フロントレーダーセンサー
2. フロントサイドレーダーセンサー*
 
⾞両後⽅

1. リアサイドレーダーセンサー

注意
レーダーセンサーを正しく機能させるた

めに､次のことをお守りください。
サスペンションを改造しないでくださ

い。
タイヤは指定されたサイズを使⽤し､4

輪ともに同⼀種類のタイヤを使⽤して
ください。また､摩耗状態が著しく異
なるタイヤや空気圧が著しく異なるタ
イヤを､混ぜて使⽤しないでください
(応急⽤スペアタイヤを含む)。

レーダーセンサーに強い⽔圧を与えた
り､強くこすったりしないでください。

レーダーセンサー付近の部品に､ステ
ッカーなどを貼り付けないでくださ
い。

注意
レーダーセンサー付近の部品に異物が

付着した場合は､異物を取り除いて⾞
両の電源を OFF にしてください。⾞両
の電源を OFF にすることで､異物検知
の状態がリセットされます。

レーダーセンサー付近の部品を修理､
交換､塗装する場合は､マツダ販売店に
ご相談ください。

レーダーセンサーの前⾯を覆うような
部品を取り付けないでください。

ラジエーターグリルおよびエンブレム
を正規品以外の物に取り替えないでく
ださい。

レーダーセンサー付近の部品に強い⼒が
かかった場合は､レーダーセンサーが故
障したり､レーダーセンサーの向きがず
れたりして､各システムが正常に作動し
なくなるおそれがあります。ただちに各
システムの使⽤を中⽌し､マツダ販売店
で点検を受けてください。

知識
 レーダーセンサーは､センサーの異常や

前⾯の汚れなどを検知して運転者に知ら
せる機能を備えています。対処可能なメ
ッセージが画⾯に表⽰された場合は､メ
ッセージに従ってください。

 レーダーセンサーは､⽇本国内の電波法
の認可を受けています。⽇本国外で⾛⾏
する際には､その国の認可を受ける必要
があります。
 本製品は､電波法に基づく特定無線設

備の技術基準適合証明などを受けてお
ります。

 本製品の改造は禁⽌されています。
(適合証明番号などが無効となります。)

フロントレーダーセンサー
次のシステムがフロントレーダーセンサーを利
⽤します。
 ディスタンス & スピード･アラート (DSA)
 マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール

(MRCC)
 クルージング & トラフィック･サポート

(CTS)
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 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の前進時
検知機能

 ドライバー異常時対応システム (DEA)

知識
 前⽅⾞が少ない道路を⾛⾏すると､フロ

ントレーダーセンサーの汚れを⽰すメッ
セージが⼀時的に画⾯に表⽰されること
があります。

 ⽚側に⾼架が続いている道路を⾛⾏する
と､フロントレーダーセンサーの機能が
⼀時的に制限されることがあります。

 12V バッテリーが弱くなってきた場合は､
フロントレーダーセンサーの検知性能が
低下して各システムが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､フロントレーダーセンサーが前⽅⾞
や障害物を正確に検知できないことがあ
ります。
 天候が悪いとき
 前⽅の視界状況が悪いとき
 強⼒な電波を発する施設や物体などの

近くを⾛⾏しているとき
 前⽅⾞の後⾯が電波を反射しにくいと

き
 前⽅⾞の電波反射⾯積が⼩さいとき
 ⾃⾞が傾いているとき
 フロントレーダーセンサー付近の部品

に異物が付着しているとき
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､フロントレーダーセンサーが隣接⾞
線の⾞両や周辺の障害物を検知したり､
前⽅⾞や障害物を検知できなかったりす
ることがあります。
 カーブの始まりやカーブの終わりを⾛

⾏しているとき
 カーブが連続する道路を⾛⾏している

とき
 上り坂と下り坂が繰り返される道路を

⾛⾏しているとき
 ⾞線幅の狭い道路を⾛⾏しているとき
 悪路や未舗装の道路を⾛⾏していると

き
 前⽅⾞がフロントレーダーセンサーの

死⾓にいるとき
 前⽅⾞との距離が極端に近いとき
 前⽅⾞が不安定な⾛⾏をしているとき
 割り込みなどで⾞両が急接近してきた

とき

フロントサイドレーダーセンサー*

次のシステムがフロントサイドレーダーセンサ
ーを利⽤します。
 前側⽅接近⾞両検知 (FCTA)
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の前進時

左右接近物検知機能
 ドライバー異常時対応システム (DEA)

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､フロントサイドレーダーセンサーが
対象物を検知できないことがあります。
 天候が悪いとき
 急カーブや凸凹道路を⾛⾏していると

き
 隣接した⾞両のレーダーセンサーによ

って､電波⼲渉を受けているとき
 隣接した壁や⾞両によって､フロント

サイドレーダーセンサーの検知範囲が
さまたげられたり､レーダーが反射さ
れたりしているとき

 ⾃⾞の前⽅または側⽅から､⾞両など
が検知範囲に突然進⼊してきたとき

 対象物が⾮常に⼩さいとき
 対象物が⾮常に低い/⾼いとき
 ⾞両が旋回しながら接近してくるとき
 停⽌していた⾞両などが突然動き始め

たとき
 複数の物体が同時に移動しているとき
 フロントサイドレーダーセンサー付近

のバンパーが変形しているとき
 フロントサイドレーダーセンサー付近

のバンパーに異物が付着しているとき
 フロントサイドレーダーセンサー付近

の温度が⾮常に⾼いとき
 フロントサイドレーダーセンサーは､次

のような対象物を検知できないことがあ
ります。
 動物
 歩⾏者
 低速で移動している､⾃転⾞および⼩

型の⼆輪⾞
 ショッピングカート
 道路上および道路端の静⽌物体
 レーダーが反射しにくい形状の⾞両

運転する
レーダーセンサー
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リアサイドレーダーセンサー
次のシステムがリアサイドレーダーセンサーを
利⽤します。
 ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)
 ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)

の降⾞時警告機能付
 後側⽅接近⾞両検知 (RCTA)
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の後進時

左右接近物検知機能
 緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) の側⽅危険回避ア

シスト機能
 緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) の対向⾞両衝突回

避アシスト機能
 ドライバー異常時対応システム (DEA)

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､リアサイドレーダーセンサーが対象
物を検知できないことがあります。
 天候が悪いとき
 急カーブや凸凹道路を⾛⾏していると

き
 隣接した⾞両のレーダーセンサーによ

って､電波⼲渉を受けているとき
 隣接した壁や⾞両によって､フロント

サイドレーダーセンサーの検知範囲が
さまたげられたり､レーダーが反射さ
れたりしているとき

 ⾃⾞の前⽅または側⽅から､⾞両など
が検知範囲に突然進⼊してきたとき

 対象物が⾮常に⼩さいとき
 対象物が⾮常に低い/⾼いとき
 ⾞両が旋回しながら接近してくるとき
 停⽌していた⾞両などが突然動き始め

たとき
 複数の物体が同時に移動しているとき
 リアサイドレーダーセンサー付近のバ

ンパーが変形しているとき
 リアサイドレーダーセンサー付近のバ

ンパーに異物が付着しているとき
 リアサイドレーダーセンサー付近の温

度が⾮常に⾼いとき
 トレーラーをけん引しているとき

 リアサイドレーダーセンサーは､次のよ
うな対象物を検知できないことがありま
す。
 動物
 歩⾏者

知識
 低速で移動している､⾃転⾞および⼩

型の⼆輪⾞
 ショッピングカート
 道路上および道路端の静⽌物体
 レーダーが反射しにくい形状の⾞両
 ⾃⾞とほとんど速度差がなく､⻑い時

間並⾛している⾞両

運転する
レーダーセンサー
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超⾳波センサーについて
超⾳波センサーは､特定⽅向に超⾳波を送信し
つつ反射してもどってきた超⾳波を受信するこ
とで対象物を検知します。
フロント超⾳波センサー

リア超⾳波センサー

超⾳波センサーの検知範囲

1. 約 50 cm
2. 約 1 m 50 cm
3. 約 1 m

注意
超⾳波センサーを正しく機能させるため

に､次のことをお守りください。
サスペンションを改造しないでくださ

い。

注意
超⾳波センサーに強い⽔圧を与えた

り､強くこすったりしないでください。
超⾳波センサーにステッカーなどを貼

り付けないでください。
バンパーを修理､交換､塗装する場合

は､マツダ販売店にご相談ください。
対象物の種類や周囲の条件によっては､超

⾳波センサーが対象物を検知できる距離
が短くなったり､対象物を検知できなか
ったりすることがあります。必ず周囲の
安全を直接確認しながら運転してくださ
い。

超⾳波センサー付近の部品に強い⼒がか
かった場合は､超⾳波センサーが故障し
たり､超⾳波センサーの向きがずれたり
して､各システムが正常に作動しなくな
るおそれがあります。ただちに各システ
ムの使⽤を中⽌し､マツダ販売店で点検
を受けてください。

知識
 超⾳波センサーは､センサーの異常や前

⾯の汚れなどを検知して運転者に知らせ
る機能を備えています。対処可能なメッ
セージが画⾯に表⽰された場合は､メッ
セージに従ってください。

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､超⾳波センサーが対象物を検知でき
ず各システムが正常に作動しないことが
あります。
 対象物が針⾦､ロープ､ポールなどの細

いもののとき
 対象物が綿､雪などの⾳波を吸収しや

すいもののとき
 対象物が鋭⾓的な形を持つもののとき
 対象物の背が⾼く､上部が張り出して

いるとき
 対象物の背が低いとき
 対象物が複数あるとき
 対象物がセンサーに近づきすぎている

とき
 センサー部に氷､雪､泥などが付着した

とき
 センサー部にどしゃぶりの⾬や⽔しぶ

きがかかったとき
 センサー部が凍結したとき

運転する
超⾳波センサー
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知識
 センサーを⼿でふさいだとき
 センサー付近に強い衝撃が加わったと

き
 ⾞両姿勢が⼤きく傾いたとき
 炎天下や寒冷時
 他⾞のホーン､オートバイのエンジン

⾳､⼤型⾞のエアブレーキ⾳､他⾞のセ
ンサーなど､超⾳波を発⽣するものが
近づいたとき

 市販のフェンダーポールや無線機⽤ア
ンテナを⾞に取り付けたとき

 背の⾼い縁⽯､直⾓の縁⽯､急な坂道に
向かって進んだとき

 凹凸のある壁､階段に向かって進んだ
とき

 天井の低い場所を⾛⾏しているとき
 凹凸道､坂道､砂利道､草むら､グレーチ

ングなどを⾛⾏しているとき
 超⾳波センサーは､バンパーの真下付近

の対象物を検知しません。超⾳波センサ
ーよりも低い位置にある対象物を⼀度検
知しても､接近すると突然検知しなくな
ることがあります。

フロント超⾳波センサー
次のシステムがフロント超⾳波センサーを利⽤
します。
 AT 誤発進抑制制御 [前進時]
 ドライバー異常時対応システム (DEA)
 パーキングセンサー

リア超⾳波センサー
次のシステムがリア超⾳波センサーを利⽤しま
す。
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の後進時

検知機能
 AT 誤発進抑制制御 [後退時]
 パーキングセンサー

運転する
超⾳波センサー
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カメラについて
カメラは⾞両周辺を撮影します。

1. サイドカメラ
2. フロントカメラ
3. リアカメラ

注意
カメラの分解､改造､取りはずしをしない

でください。
カメラ付近の部品を修理､交換､塗装する

場合は､マツダ販売店にご相談ください。
カメラ部に強い⼒がかかった場合は､カ

メラの位置や取り付け⾓度がずれるおそ
れがあります。マツダ販売店で点検を受
けてください。

カメラを正しく機能させるために､次の
ことをお守りください。
サスペンションを改造しないでくださ

い。
前後輪とも､必ず指定されたサイズの

タイヤを装着してください。タイヤ交
換などを⾏なう場合は､マツダ販売店
にご相談ください。

注意
カメラのカバーは樹脂ですので､油膜取

り剤､有機溶剤､ワックス､ガラスコート
剤などを付着させないでください。付着
した場合は､すぐにやわらかい布などで
ふき取ってください。

カメラのカバーを強くこすったり､研磨
剤や硬いブラシなどでみがいたりしない
でください。カバーまたはレンズが傷つ
き､映像に悪影響をおよぼすおそれがあ
ります。

⾶び⽯などによってカメラのレンズが⼤
きく傷ついた場合は､カメラを交換して
ください。カメラの交換については､マ
ツダ販売店にご相談ください。

対象物の種類や周囲の条件によっては､カ
メラが対象物を検知できる距離が短くな
ったり､対象物を検知できなかったりす
ることがあります。必ず周囲の安全を直
接確認しながら運転してください。

知識
 カメラ周辺にアクセサリー⽤品や字光式

ナンバープレートを取り付けたり､カメ
ラにステッカーを貼り付けたりしないで
ください。カメラが周囲の状況を正確に
映し出さなくなります。

 寒いときにお湯をかけるなど､カメラ部
に急激な温度変化を与えると､カメラが
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。

 カメラは､カメラの異常や前⾯の汚れな
どを検知して運転者に知らせる機能を備
えています。対処可能なメッセージが画
⾯に表⽰された場合は､メッセージに従
ってください。

 カメラのレンズに､⽔滴､雪､泥などが付
着している場合は､やわらかい布などで
ふき取ってください。汚れがひどい場合
は､中性洗剤で洗い流してください。

フロントカメラ
次のシステムがフロントカメラを利⽤します。
 360°ビュー･モニター

サイドカメラ
次のシステムがサイドカメラを利⽤します。

運転する
カメラ
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 360°ビュー･モニター
リアカメラ
次のシステムがリアカメラを利⽤します。
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の後進時

検知機能
 360°ビュー･モニター

歩⾏者の検知について
次の条件をすべて満たしている場合に､リアカ
メラが歩⾏者を検知します。
 歩⾏者の⾝⻑が､約 1 m〜2 m のとき
 頭部､両肩､⾜など､歩⾏者の輪郭が判別でき

るとき
次の条件のいずれかを満たしている場合はリア
カメラが正確に歩⾏者を検知できず､スマート･
ブレーキ･サポート (SBS) の後進時検知機能が
正常に作動しないことがあります。
 歩⾏者が複数⼈いるとき
 歩⾏者が別の障害物の近くにいるとき
 歩⾏者がしゃがんでいる､横たわっている､前

かがみになっているとき
 歩⾏者が急に⾶び出してきたとき
 歩⾏者が何かを持っているとき (傘をさす､

⼤きな荷物を持つなど)
 歩⾏者が背景に溶け込んでいるとき (夜間な

どに暗い場所にいる､背景と近い⾊の服を着
ているなど)

 リアカメラに異物が付着しているとき (⽔
滴､雪､泥など)

 周囲が暗いとき (夜間､⼣⽅､朝⽅､トンネル､
屋内駐⾞場など)

 リアカメラに強い光を受けているとき (太陽
光､⾞両のヘッドランプなど)

運転する
カメラ
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ドライバー･モニタリングカメラ
について*

ドライバー･モニタリングカメラは､運転者の顔
の各部位の変化を検出し､運転者の状態を推定
します。

1. ドライバー･モニタリングカメラ
 
次のシステムがドライバー･モニタリングカメ
ラを利⽤します。
 ドライバー･モニタリング
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) の前⽅検

知機能
 ドライバー･パーソナライゼーション･システ

ム
 ドライバー異常時対応システム (DEA)
 クルージング & トラフィック･サポート

(CTS)

知識
次の条件のいずれかを満たしている場合は､
各システムが正常に作動しないことがあり
ます。
 メガネやサングラスを着⽤しているとき
 帽⼦､前髪などで⽬の⼀部が隠れたり､マ

フラー､マスク､髭､⼿などで顔の⼀部が
隠れたりしているとき

 光環境条件が⼤きく変化したとき (⻄⽇
などによる逆光､側光､順光および対向⾞
のヘッドランプなど)

 ⾞室内で､近⾚外線を発する機器を使⽤
しているとき

 ⾞室内が⾼温になっているとき
 ⼿や腕などでドライバー･モニタリング

カメラがさえぎられているとき

知識
 助⼿席や後席の乗員が⾝を乗り出すなど

して､ドライバー･モニタリングカメラの
検知範囲に複数の顔があるとき

 窓から顔を出すなどして､顔がドライバ
ー･モニタリングカメラの検知範囲から
⼤きく外れているとき

運転する
ドライバー･モニタリングカメラ

*グレード/仕様別装備 5-119

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



ハイ･ビーム･コントロールシステ
ム (HBC) について*

HBC は､夜間⾛⾏時に前⽅の状況を判断して､
ヘッドランプの上向き (ハイビーム) と下向き
(ロービーム) を⾃動的に切り替えるシステムで
す。

ハイ･ビーム･コントロールシステ
ム (HBC) 使⽤上の警告･注意

注意
 HBC を正常に作動させるために､次のこ

とをお守りください。
サスペンションを改造しないでくださ

い。
ヘッドランプユニットを改造しないで

ください。
フォワードセンシングカメラ (FSC) を

取りはずさないでください。
システムを過信せず､必要に応じて上向

き (ハイビーム) と下向き (ロービーム) を
⼿動で切り替えてください。

運転する
ハイ･ビーム･コントロールシステム (HBC)
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ハイ･ビーム･コントロールシステ
ム (HBC) の使いかた

知識
 HBC が対象物を認識できる距離は､周囲

の状況によって異なります。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が対

象物を検知できず､HBC が正常に作動し
ないことがあります。
→5-109 ページ「フォワードセンシングカ
メラ (FSC) について」

HBC を使⽤する
ランプスイッチが AUTO の位置にあることを
確認する。

HBC が周囲の状況を判断して⾃動で作動しま
す。
HBC が作動すると､メーター内の HBC 表⽰灯

が点灯します。
ヘッドランプが上向き (ハイビーム) に切り替
わるとき
次の条件をすべて満たしている場合に､HBC が
ヘッドランプを上向き (ハイビーム) に切り替え
ます。
 ⾞速が約 30 km/h 以上のとき
 システムが前⽅⾞を検知していないとき

ヘッドランプが下向き (ロービーム) に切り替
わるとき
次の条件のいずれかを満たしている場合に､
HBC がヘッドランプを下向き (ロービーム) に
切り替えます。
 ⾞速が約 20 km/h 未満のとき
 街灯が並んでいるエリアや路⾯の明るい街中

を⾛⾏しているとき
 システムが前⽅⾞のランプ類を検知したとき

作動中の HBC を停⽌する

HBC が停⽌すると､メーター内の HBC 表⽰灯
が消灯します。

もう⼀度 HBC スイッチを押すと､HBC が作動
可能な状態にもどります。

知識
HBC を停⽌したまま⾞両の電源を OFF に
すると､次に⾞両の電源を ON にしたときに
HBC が⾃動的に ON になります。

HBC を OFF にする
マツダコネクトで HBC を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
ハイ･ビーム･コントロールシステム (HBC)

5-121

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



アダプティブ･LED･ヘッドライト
(ALH) について*

ALH は､夜間⾛⾏時に前⽅の状況を判断して､
ヘッドランプの照射範囲や明るさを⾃動的に変
化させるシステムです。
ALH には､次の 4 つの機能があります。
グレアフリー (防眩) ハイビーム
ヘッドランプ上向き (ハイビーム) 時に､前⽅⾞
や眩しい標識への照射を減光します。

マーキングライト
⾃⾞と衝突する可能性がある歩⾏者をヘッドラ
ンプで強調照射します。
ヘッドランプが下向き (ロービーム) のとき
歩⾏者をヘッドランプ上向き (ハイビーム) の⼀
部光源で照射します。

ヘッドランプが上向き (ハイビーム) のとき
歩⾏者への照射のみ点滅させます。

ワイド配光ロービーム
ヘッドランプ下向き (ロービーム) の照射範囲を
拡⼤します。

ハイウェイモード
⾼速⾛⾏時にヘッドランプの照射⾓度を上⽅に
向けます。

運転する
アダプティブ･LED･ヘッドライト (ALH)
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アダプティブ･LED･ヘッドライト
(ALH) 使⽤上の警告･注意

注意
 ALH を正常に作動させるために､次のこ

とをお守りください。
サスペンションを改造しないでくださ

い。
ヘッドランプユニットを改造しないで

ください。
フォワードセンシングカメラ (FSC) を

取りはずさないでください。
システムを過信せず､必要に応じて上向

き (ハイビーム) と下向き (ロービーム) を
⼿動で切り替えてください。

アダプティブ･LED･ヘッドライト
(ALH) の使いかた

知識
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が対

象物を検知できず､ALH が正常に作動し
ないことがあります。
→5-109 ページ「フォワードセンシングカ
メラ (FSC) について」

 標識の位置や眩しさによっては､グレアフ
リー (防眩) ハイビームが正常に作動しな
いことがあります。

 歩⾏者の位置や動きによっては､マーキン
グライトが正常に作動しないことがあり
ます。

ALH を使⽤する
ランプスイッチが AUTO の位置にあることを
確認する。

ALH が周囲の状況を判断して⾃動で作動しま
す。
ALH が作動すると､メーター内の ALH 表⽰灯

が点灯します。
グレアフリー (防眩) ハイビームが作動すると
き
対象に応じた条件をすべて満たしている場合
に､グレアフリー (防眩) ハイビームが作動しま
す。
 (対象が前⽅⾞の場合)

 ⾞速が約 30 km/h 以上のとき
 システムが前⽅⾞を検知しているとき

運転する
アダプティブ･LED･ヘッドライト (ALH)
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 (対象が標識の場合)
 ⾞速が約 60 km/h 以上のとき
 システムが眩しい標識を検知していると

き
マーキングライトが作動するとき
⾞速が約 20 km/h から約 80 km/h の場合に､
システムが⾃⾞と衝突する可能性のある歩⾏者
を検知すると､マーキングライトが作動します。
ワイド配光ロービームが作動するとき
次の条件のいずれかを満たしている場合に､ワ
イド配光ロービームが作動します。
 ⾞速約 40 km/h 未満で⾛⾏中のとき
 停⾞中に⽅向指⽰灯を点滅させたとき

ハイウェイモードが作動するとき
⾞速が約 95 km/h 以上のときにハイウェイモ
ードが作動します。
作動中の ALH を停⽌する

ALH が停⽌すると､メーター内の ALH 表⽰灯
(緑) が消灯します。
もう⼀度 ALH スイッチを押すと､ALH が作動可
能な状態にもどります。

知識
 ALH を停⽌したまま⾞両の電源を OFF

にすると､次に⾞両の電源を ON にした
ときに ALH が⾃動的に ON になります。

ALH を OFF にする
マツダコネクトで ALH を OFF にできます。

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
アダプティブ･LED･ヘッドライト (ALH)
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⾞線逸脱警報システムについて
⾞線逸脱警報システムは､⾃⾞が⾞線から逸脱
する可能性があることを知らせるシステムで
す。⾃⾞が⾞線から逸脱する可能性があると､
警報と画⾯表⽰で運転者に危険を知らせます。

⾞線逸脱警報システム使⽤上の警
告･注意

警告
⾞線逸脱警報システムを過信しない。
⾞線逸脱警報システムには限界がありま

す。システムを過信せず､常にハンドル
の操作で進路を修正してください。

⾞線逸脱警報システムは､前⽅不注意を
補助するものではありません。システム
を過信すると思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

注意
⾞線逸脱警報システムを正常に作動させる
ために､次のことをお守りください。
サスペンションを改造しないでください。
前後輪とも必ず指定されたサイズのタイ

ヤを装着してください。タイヤ交換など
を⾏なうときは､マツダ販売店にご相談
ください。

運転する
⾞線逸脱警報システム
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⾞線逸脱警報システムの使いかた
⾞線逸脱警報システムが作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
⾞線から逸脱する可能性があるとシステムが判
断すると､⾞線逸脱警報システムが作動します。
 ⾞速が約 60 km/h 以上のとき
 ⾞線の⽩線 (⻩線) を検知しているとき
 クルージング & トラフィック･サポート

(CTS) のステアリングアシスト機能が作動し
ていないとき

⾞線逸脱警報システムが作動している場合は､
画⾯表⽰と警報 (ハンドルの振動､警報⾳) で運
転者に危険を知らせます。
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

知識
 ⾞線逸脱警報システムは､⽩線 (⻩線) を

検知している側のみ作動します。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が対

象物を検知できず､⾞線逸脱警報システ
ムが正常に作動しないことがあります。
→5-109 ページ「フォワードセンシングカ
メラ (FSC) について」

 マツダコネクトで⾞線逸脱警報システム
の警報種類を変更できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

⾞線逸脱警報システムが⼀時的に解除されると
き
次の条件のいずれかを満たすと､⾞線逸脱警報
システムが⼀時的に解除されます。なお､⾞線
逸脱警報システムは､作動可能な状態になると
⾃動で復帰します。
 ⽅向指⽰器を操作したとき
 アクセル操作をしたとき
 ハンドル操作をしたとき
 ブレーキ操作をしたとき

警報⾳を OFF にする
⾞線逸脱警報システム作動時の警報⾳を OFF
にする⽅法は 2 つあります。
 マツダコネクトで警報⾳を OFF にする

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

 i-ACTIVSENSE ミュートスイッチで警報⾳を
OFF にする
→5-108 ページ 「i-ACTIVSENSE ミュートス
イッチの使いかた」

⾞線逸脱警報システムを OFF にする
マツダコネクトで⾞線逸脱警報システムを
OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。
 
⾞線逸脱警報システムが OFF になると､LAS &
⾞線逸脱警報システム OFF 表⽰  が点灯しま
す。

運転する
⾞線逸脱警報システム
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ブラインド･スポット･モニタリン
グ (BSM) について
BSM は､⾞線変更時における運転者の後⽅確認
を⽀援するシステムです。⾃⾞の後⽅から接近
する⾞両を検知すると､各種表⽰と警報⾳で運
転者に危険を知らせます。

降⾞時警告機能付*

降⾞時警告機能は､降⾞時における運転者の後
⽅確認を⽀援するシステムです。⾃⾞の後⽅か
ら接近する⾞両や⾃転⾞を検知すると､各種表
⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせます。

ブラインド･スポット･モニタリン
グ (BSM) 使⽤上の警告･注意

警告
⾞線変更時には､必ず⽬視にて周辺状況を
確認する。
BSM は､⾞線変更時の後⽅確認を⽀援する
システムです。システムの作動には各種の
制約がありますので､隣接⾞線に⾞両が存
在する場合でも接近表⽰灯が点滅しなかっ
たり､点滅が遅れたりすることがあります。
必ず､運転者の責任において後⽅を確認して
ください。

降⾞時には､必ず⽬視にて周辺状況を確認
する。
降⾞時警告機能は､降⾞時の後⽅確認を⽀
援するシステムです。システムの作動には
各種の制約がありますので､⾃⾞周辺に⾞
両が存在する場合でも接近表⽰灯が点滅し
なかったり､点滅が遅れたりすることがあ
ります。必ず､運転者の責任において後⽅を
確認してください。

運転する
ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)
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ブラインド･スポット･モニタリン
グ (BSM) の使いかた
BSM が作動するとき
⾞速が約 15 km/h 以上の場合にシステムが接
近⾞両を検知すると､BSM が作動します。
BSM が作動している場合は､接近表⽰灯の点灯
と画⾯表⽰ (⽩)*1 で運転者に接近⾞両の存在を
知らせます。
接近表⽰灯

メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

*1 メーターの画⾯表⽰ (⽩) は､メーターを
i-ACTIVSENSE 画⾯に設定している場合のみ
に表⽰されます。

 
接近⾞両を検知している⽅向に⽅向指⽰器のレ
バーを操作すると､接近表⽰灯の点滅､警報⾳､
警告表⽰ (橙) で運転者に危険を知らせます。
接近表⽰灯

運転する
ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)
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メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､BSM が正常に作動しないことがあり
ます。
 リアサイドレーダーセンサーが対象物

を検知できないとき
→5-112 ページ「レーダーセンサーにつ
いて」

 道路が急勾配のとき
 道路幅が極端に広いとき
 2 ⾞線以上の⾞線変更をしているとき

知識
 市街地の交差点を曲がる場合や､道路上

および道路端の停⽌物 (ガードレール､側
壁､駐⾞⾞両など) に対して､BSM が作動
することがあります。

 マツダ純正トレーラーヒッチを使⽤する
と､BSM が⾃動的に OFF になります。

 マツダ純正トレーラーヒッチ以外でトレ
ーラーなどをけん引したり､⾞両後部に
⾃転⾞のキャリアなどを装着したりする
場合は､BSM を OFF にしてください。レ
ーダーの電波がさえぎられるため､BSM
が正常に作動しない可能性があります。

 接近表⽰灯の明るさは､パネルライトコ
ントロールと連動しています。
→5-28 ページ「パネルライトコントロー
ルの使いかた (メーター (A タイプ))」
→5-40 ページ「パネルライトコントロー
ルの使いかた (メーター (B タイプ))」

降⾞時警告機能が作動するとき*

次の条件をすべて満たしている場合にシステム
が接近⾞両を検知すると､降⾞時警告機能が作
動します。
 ⾃⾞が停⽌しているとき
 ⾞両の電源が ON のとき､または⾞両の電源

が OFF になってから 3 分以内のとき
降⾞時警告機能が作動している場合は､接近表
⽰灯の点灯とメーターの画⾯表⽰ (⽩)*1 で接近
⾞両の存在を知らせます。
接近表⽰灯

運転する
ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)
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メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

*1 メーターの画⾯表⽰ (⽩) は､メーターを
i-ACTIVSENSE 画⾯に設定している場合のみ
に表⽰されます。ただし､⾞両の電源が OFF
の場合は､メーターの画⾯表⽰ (⽩) が表⽰
されません。

 
さらに､接近⾞両を検知している⽅向のドアを
開けると､接近表⽰灯の点滅､警報⾳､メーター
の警告表⽰ (橙) で危険を知らせます。
接近表⽰灯

メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､降⾞時警告機能が正常に作動しない
ことがあります。
 リアサイドレーダーセンサーが対象物

を検知できないとき
→5-112 ページ「レーダーセンサーにつ
いて」

 ⾃⾞の近くに駐⾞⾞両があるとき
 ⼈が⾞に近づいてきたとき
 移動物の速度が遅いとき

 道路上および道路端の停⽌物 (ガードレ
ール､側壁､駐⾞⾞両など) に対して､降⾞
時警告機能が作動することがあります。

 マツダ純正トレーラーヒッチを使⽤して
も､降⾞時警告機能は⾃動的に OFF には
なりません。

運転する
ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)
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知識
 トレーラーなどをけん引したり､⾞両後

部に⾃転⾞のキャリアなどを装着したり
した場合は､レーダーの電波がさえぎら
れて降⾞時警告機能が正常に作動しない
可能性があります。

 接近表⽰灯の明るさは､パネルライトコ
ントロールと連動しています。
→5-28 ページ「パネルライトコントロー
ルの使いかた (メーター (A タイプ))」
→5-40 ページ「パネルライトコントロー
ルの使いかた (メーター (B タイプ))」

警報⾳を OFF にする
BSM および降⾞時警告機能作動時の警報⾳を
OFF にする⽅法は 2 つあります。
 マツダコネクトで警報⾳を OFF にする

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

 i-ACTIVSENSE ミュートスイッチで警報⾳を
OFF にする
→5-108 ページ 「i-ACTIVSENSE ミュートス
イッチの使いかた」

BSM および降⾞時警告機能を OFF にする
マツダコネクトで BSM および降⾞時警告機能
を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
ブラインド･スポット･モニタリング (BSM)
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交通標識認識システム (TSR) につ
いて*

TSR は､⾛⾏中に⾞両が認識した交通標識を画
⾯に表⽰することで､運転者に交通標識を知ら
せるシステムです。

交通標識認識システム (TSR) 使⽤
上の警告･注意

警告
⾛⾏中は､必ず⽬視にて交通標識を確認す
る。
TSR は､天候状況や交通標識の状況などに
よって交通標識を認識できなかったり､実際
とは異なる交通標識を表⽰したりすること
があります。交通標識の確認を怠ると思わ
ぬ事故につながるおそれがありますので､
必ず､運転者の責任において実際の交通標識
を確認してください。

運転する
交通標識認識システム (TSR)
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交通標識認識システム (TSR) の使いかた

知識
 TSR はナビゲーションシステムの SD カードが挿⼊されていない場合でも作動しますが､実際と

は異なる交通標識を表⽰することがあります。
 次の条件のいずれかを満たしている場合は､TSR が正常に作動しないことがあります。

 フォワードセンシングカメラ (FSC) が交通標識を正しく検知していないとき
→5-109 ページ「フォワードセンシングカメラ (FSC) について」

 (ナビゲーションシステム装備⾞)
 地図が最新バージョンに更新されていないとき
 地図に含まれている最⾼速度標識が不正確なとき
 地図に最⾼速度標識が含まれていないとき
 ナビゲーションシステムの⾃⾞位置がずれているとき

→ナビゲーションシステム取扱書 「⾃⾞位置がずれていたら」
 TSR は､次のいずれかのパターンで標識を同時に表⽰することがあります。

 単⼀の交通標識のみを同時に表⽰
 最⾼速度標識と条件付き速度標識を同時に表⽰ (システムが条件付き速度標識を正確に判断で

きないとき)
 最⾼速度標識とこの先の速度標識を同時に表⽰
 最⾼速度標識と､⼀時停⽌/⾞両進⼊禁⽌/追い越し禁⽌のいずれかを同時に表⽰

 アクティブ･ドライビング･ディスプレイの TSR 表⽰を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

関連機器をアップデートする
TSR の性能を維持するために､地図データを定期的にアップデートしてください。地図データのアッ
プデートについては､ナビゲーションシステム取扱説明書をご参照ください。
フォワードセンシングカメラ (FSC) のアップデートが必要となった場合は､マツダ販売店にご相談くだ
さい。
最⾼速度標識 (補助標識も含む) が表⽰されるとき

次のいずれかの条件を満たしている場合に､システムが認識した最⾼速度標識  が画⾯に表⽰され
ます。
 認識した標識を⾃⾞が通過したとき
 ⾛⾏中､ナビゲーションシステムに保存されている最⾼速度標識をシステムが読み込んだとき

知識
 システムが何らかの条件付き標識を正しく認識できない場合は､  が表⽰されます。
 システムが最⾼速度標識を認識できない場合は､最⾼速度標識表⽰が終了します。
 システムが速度規制終わりの標識を認識した場合は､  が表⽰されます。
 最⾼速度標識の表⽰が変化すると､通知⾳が鳴ります。なお､この通知⾳はマツダコネクトまた

は i-ACTIVSENSE ミュートスイッチで OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。
→5-108 ページ 「i-ACTIVSENSE ミュートスイッチの使いかた」

運転する
交通標識認識システム (TSR)
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知識
 (ナビゲーションシステム装備⾞)

 ナビゲーションシステムがこの先の速度標識の切り替わりを判断できている場合は､その最⾼
速度標識とそこまでの残距離が表⽰されます。*1

なお､この表⽰はマツダコネクトで OFF にすることができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

*1 残距離はメーター (A タイプ) のみに表⽰されます。

⾞両進⼊禁⽌標識が表⽰されるとき

システムが⾞両進⼊禁⽌標識を認識した場合は､⾞両進⼊禁⽌標識  が画⾯に表⽰されます。

知識
⾃⾞が標識を通過してから⼀定の時間が経過すると､画⾯表⽰が終了します。

⼀時停⽌標識が表⽰されるとき

⾃⾞が⼀定速度以下で⾛⾏している場合に､システムが認識した⼀時停⽌標識  が画⾯に表⽰され
ます。

知識
標識を画⾯表⽰してから⼀定の時間が経過すると､画⾯表⽰が終了します。

追い越しのための右側部分はみ出し禁⽌標識が表⽰されるとき
追い越しのための右側部分はみ出し禁⽌標識をシステムが認識して､⾃⾞がその標識を通過すると､追
い越しのための右側部分はみ出し禁⽌標識  が画⾯に表⽰されます。

知識
 次の条件のいずれかを満たす場合は､追い越しのための右側部分はみ出し禁⽌標識の表⽰が終了

します。
 追い越し禁⽌終わりの標識をシステムが認識して､⾃⾞がその標識を通過したとき

運転する
交通標識認識システム (TSR)
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知識
 ⾃⾞が同じ道を⾛⾏してから⼀定の距離を⾛⾏しても､標識を⾒つけられなかったとき
 右左折などの運転操作をしたとシステムが判断したとき

TSR を OFF にする
マツダコネクトで TSR を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
交通標識認識システム (TSR)
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交通標識認識システム (TSR) の便利な使いかた
⾃⾞の速度が最⾼速度標識の速度を超えた場合に､速度超過の警報が出るように設定できます。
 
マツダコネクトで速度超過警報を ON にする。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。
 
⾃⾞の速度が最⾼速度標識の速度を超えると､最⾼速度標識の表⽰のまわりが橙⾊に点滅 して警報
⾳が鳴ります。また､速度超過の状態が続くと点灯に切り替わります。
なお､警報⾳はマツダコネクトまたは i-ACTIVSENSE ミュートスイッチで OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。
→5-108 ページ 「i-ACTIVSENSE ミュートスイッチの使いかた」

知識
マツダコネクトで警報パターンおよび警報タイミングを変更できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
交通標識認識システム (TSR)

5-136

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



ディスタンス & スピード･アラー
ト (DSA) について
DSA は､先⾏⾞との⾞間距離が近いことを画⾯
表⽰で運転者に知らせるシステムです。

ディスタンス & スピード･アラー
ト (DSA) 使⽤上の警告･注意

警告
DSA を過信しない。
DSA は､先⾏⾞の種類や状態､天候状況､道
路状況などによって､先⾏⾞を検知できない
ことがあります。また､先⾏⾞との⾞間距
離を維持する機能ではありませんので､アク
セルやブレーキの適切な操作を怠ると､思
わぬ事故につながるおそれがあります。
周囲の状況を確認してブレーキペダルやア
クセルペダルを踏むなど､前⽅⾞や後続⾞
との⾞間距離を⼗分に確保してください。

運転する
ディスタンス & スピード･アラート (DSA)

5-137

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



ディスタンス & スピード･アラー
ト (DSA) の使いかた
DSA が作動するとき
⾞速が約 30 km/h 以上の場合に､⾃⾞と先⾏⾞
との⾞間距離が近いとシステムが判断すると､
DSA が作動します。
DSA が作動している場合は､先⾏⾞との⾞間距
離が近いことを画⾯表⽰で運転者に知らせま
す。
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

知識
 DSA の作動対象は 4 輪⾞両です。ただ

し､バイクや⾃転⾞などにも DSA が作動
することがあります。

 停⽌⾞両には DSA が作動しません。
 先⾏⾞の速度が極めて遅い場合は､DSA

が正常に作動しないことがあります。

DSA を OFF にする
マツダコネクトで DSA を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
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ドライバー･アテンション･アラー
ト (DAA) について
DAA は､各種⾞両情報から運転者の疲労や注意
⼒低下を検知して､画⾯表⽰と警報⾳で運転者
に休憩を促すシステムです。

ドライバー･アテンション･アラー
ト (DAA) 使⽤上の警告･注意

警告
DAA を過信しない。
DAA は運転者の疲労や注意⼒低下を防⽌す
るものではありませんので､システムを過信
すると思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。運転に集中し､適切にハンドルを操
作してください。
また､道路状況や⾛⾏状況などによっては､
システムが運転者の疲労や注意⼒低下を適
切に検知できないことがあります。運転者
は⼗分に休憩を取り､安全運転を⼼がけてく
ださい。

運転する
ドライバー･アテンション･アラート (DAA)
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ドライバー･アテンション･アラー
ト (DAA) の使いかた
DAA が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､システ
ムが運転者の疲労や注意⼒低下を検知すると､
DAA が作動します。
 運転者の⾛⾏データ学習が完了したとき
 ⾞線の⽩線 (⻩線) を検知しているとき
 運転開始後､1 時間経過したとき
 ⾞速が約 65 km/h 以上のとき

DAA が作動している場合は､画⾯表⽰と警報⾳
で運転者の注意⼒が低下していることを知らせ
ます。
メーター (A タイプ)

1. “休憩をおすすめします”
メーター (B タイプ)

1. “休憩をおすすめします”

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､DAA が作動しません。
 急カーブを⾛⾏しているとき
 ⾞線変更をしたとき

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､DAA が正常に作動しないことがあり
ます。
 ⾞線の⽩線 (⻩線) が⾒えにくいとき
 強⾵や悪路⾛⾏で⾞両が揺れ続けたと

き
 DAA は､⾞速が約 65 km/h 以上で約 20

分間⾛⾏したときの⾛⾏データをもと
に､運転者の疲労や注意⼒低下を検知し
ます。次の条件のいずれかを満たすと､
学習した⾛⾏データがリセットされま
す。
 15 分以上停⾞したとき
 ⾞速約 65 km/h 未満で約 30 分間⾛⾏

したとき
 ⾞両の電源を OFF にしたとき

 DAA は⼀度休憩を促すと､60 分間は次回
休憩をお知らせしません。

DAA を OFF にする
マツダコネクトで DAA を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

知識
ドライバー･モニタリングカメラ装備⾞の
場合は､ドライバー･モニタリングの作動が
優先されるため､マツダコネクトには DAA
の設定項⽬が表⽰されません。

運転する
ドライバー･アテンション･アラート (DAA)
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ドライバー･モニタリングについ
て*

ドライバー･モニタリングは､運転者の危険な状
態･⾏動を検知して､運転者に危険を知らせるシ
ステムです。
ドライバー･モニタリングには､警報機能とドラ
イバー異常時対応システム (DEA) 連携機能とが
あります。
警報機能
ドライバー･モニタリングの基本機能です。次
の 2 つの機能があります。
眠気検知機能
眠気検知機能は､運転者の眠気の程度を検知し
ます。運転者の眠気を検知すると､画⾯表⽰と
警報⾳で運転者に休憩を促します。
画⾯表⽰と警報⾳は 2 段階あります。
 
警報パターン (注意)
運転者の眠気を検知した場合に休憩を促しま
す。

 
警報パターン (警告)
運転者のより強い眠気を検知した場合に休憩を
促します。

脇⾒検知機能
脇⾒検知機能は､運転者の脇⾒を検知します。
運転者の脇⾒を検知すると､画⾯表⽰と警報⾳
で運転者に注意を促します。

ドライバー異常時対応システム (DEA) 連携機
能*

DEA が装備されている場合は､ドライバー･モ
ニタリングの機能が拡張されます。次の 2 つの
機能があります。
居眠り検知機能
居眠り検知機能は､運転者に強い眠気が続いて
いる場合に居眠りをしていると判断します。運
転者の居眠りを検知すると､DEA が作動しま
す。
急病検知機能
急病検知機能は､運転者の異常姿勢を検知した
場合に急病が起きていると判断します。運転者
の急病を検知すると､DEA が作動します。
 
DEA については､次の項⽬を参照してください。
→5-225 ページ 「ドライバー異常時対応システ
ム (DEA) について」

運転する
ドライバー･モニタリング
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ドライバー･モニタリング使⽤上
の警告･注意

警告
ドライバー･モニタリングを過信しない。
ドライバー･モニタリングは運転者の眠気､
脇⾒､居眠り､急病を防⽌するものではあり
ませんので､システムを過信すると思わぬ事
故につながるおそれがあります。運転に集
中し､適切にハンドルを操作してください。
また､道路状況や⾛⾏状況などによっては､
システムが運転者の眠気､脇⾒､居眠り､急病
を適切に検知できないことがあります。運
転者は⼗分に休憩を取り､安全運転を⼼が
けてください。

ドライバー･モニタリングカメラを適切に
取り扱う。
ドライバー･モニタリングカメラが対象物
を正しく検知できない場合､思わぬ事故に
つながるおそれがあります。
→5-119 ページ「ドライバー･モニタリング
カメラについて」

ドライバー･モニタリングの使い
かた
眠気検知機能が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合にシステム
が運転者の眠気を検知すると､眠気検知機能が
作動します。
 ⾞両を約 20 分以上⾛⾏させたとき
 ⾞速が約 5 km/h 以上のとき

眠気検知機能が作動している場合は､画⾯表⽰
と警報⾳で運転者に休憩を促します。
メーター (A タイプ)
警報パターン (注意) (⽩)

1. “休憩をおすすめします”
 
警報パターン (警告) (橙)

1. “休憩をおすすめします”
メーター (B タイプ)
警報パターン (注意) (⽩)

運転する
ドライバー･モニタリング
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1. “休憩をおすすめします”
 
警報パターン (警告) (橙)

1. “休憩をおすすめします”

知識
 眠気検知機能は⼀度休憩を促すと､次の

間は休憩をお知らせしません。
 警報パターン (注意) のお知らせ後､45

分間は次回の警報パターン (注意) をお
知らせしません。

 警報パターン (警告) のお知らせ後､15
分間は次回の警報パターン (警告) をお
知らせしません。

 警報パターン (警告) のお知らせ後､45
分間は次回の警報パターン (注意) をお
知らせしません。

ただし､さらに強い眠気を検知した場合
は休憩をお知らせします。

 ドライバー･モニタリングカメラが運転
者を正しく認識していない場合は､眠気
検知機能が正常に作動しないことがあり
ます。
→5-119 ページ「ドライバー･モニタリン
グカメラについて」

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､眠気検知機能が正常に作動しないこ
とがあります。
 伏し⽬になっているとき
 ⽬を細めたり､⽬を閉じたりしている

とき
 ⽚⽬を閉じているとき
 笑っているとき

脇⾒検知機能が作動するとき
⾞速が約 20 km/h 以上の場合にシステムが運
転者の脇⾒を検知すると､脇⾒検知機能が作動
します。
脇⾒検知機能が作動している場合は､画⾯表⽰
と警報⾳で運転者に注意を促します。
メーター (A タイプ)

1. “脇⾒運転を検知しました”
メーター (B タイプ)

1. “脇⾒運転を検知しました”

知識
 ドライバー･モニタリングカメラが運転

者を正しく認識していない場合は､脇⾒
検知機能が正常に作動しないことがあり
ます。
→5-119 ページ「ドライバー･モニタリン
グカメラについて」

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､脇⾒検知機能が正常に作動しないこ
とがあります。
 視線が動いているとき､または視線が

動き終わった直後
 視線と顔の向きが⼤きく異なっている

とき
 頻繁に顔の向きや視線を正⾯⽅向以外

に向けているとき
 顔を⼤きく傾けて運転しているとき

運転する
ドライバー･モニタリング
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知識
 運転者が⼤きく動いているとき

居眠り検知機能が作動するとき*

次の条件をすべて満たしている場合に､居眠り
検知機能が作動します。
 ⾞両を約 20 分以上⾛⾏させたとき
 運転者の強い眠気が⼀定時間続いたとき

居眠り検知機能が作動している場合は､ドライ
バー異常時対応システム (DEA) が作動します。

知識
次の条件のいずれかを満たしている場合は､
居眠り検知機能が正常に作動しないことが
あります。
 伏し⽬になっているとき
 ⽬を細めたり､⽬を閉じたりしていると

き
 ⽚⽬を閉じているとき
 笑っているとき

急病検知機能が作動するとき*

次の条件のいずれかを満たしている場合に､急
病検知機能が作動します。
 運転姿勢の崩れがあるとき
 ハンドルから⼿を放した状態､または緩く握

った状態が⼀定時間続いたとき
急病検知機能が作動している場合は､ドライバ
ー異常時対応システム (DEA) が作動します。

知識
次の条件のいずれかを満たしている場合は､
急病検知機能が正常に作動しないことがあ
ります。
 顔を⼤きく傾けて運転しているとき
 運転者が⼤きく動いているとき

ドライバー･モニタリング検知性能低下表⽰灯
が点灯するとき

ドライバー･モニタリング作動中に運転者を正
しく認識できない状態が続くと､ドライバー･モ
ニタリング検知性能低下表⽰灯 が点灯し
ます。
運転者を正しく認識できない条件については､
ドライバー･モニタリングカメラの項⽬を参照
してください。
→5-119 ページ「ドライバー･モニタリングカメ
ラについて」

知識
ドライバー･モニタリング検知性能低下表
⽰灯が点灯している場合は､ドライバー･モ
ニタリングが正常に作動しないことがあり
ます。

ドライバー･モニタリングを OFF にする
マツダコネクトでドライバー･モニタリングを
OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
ドライバー･モニタリング
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前側⽅接近⾞両検知 (FCTA) につ
いて*

FCTA は､交差点などで⾃⾞が発進する際の左右
確認を⽀援するシステムです。左右前⽅の死⾓
から接近する⾞両を検知すると､画⾯表⽰と警
報⾳で運転者に危険を知らせます。

前側⽅接近⾞両検知 (FCTA) 使⽤
上の警告･注意

警告
必ず⽬視にて周辺状況を確認する。
FCTA の作動には各種の制約がありますの
で､死⾓から接近する⾞両が存在する場合
でも､画⾯表⽰と警報⾳が遅れることがあ
ります。必ず､運転者の責任において左右を
確認してください。

運転する
前側⽅接近⾞両検知 (FCTA)
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前側⽅接近⾞両検知 (FCTA) の使
いかた
FCTA が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､システ
ムが前側⽅から約 5 km/h 以上で接近する⾞両
を検知すると､FCTA が作動します。
 ⾞速が約 10 km/h 未満のとき
 セレクトレバーが D の位置にあるとき

FCTA が作動している場合は､状況に応じて画⾯
表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせます。
⾃⾞が停⽌しているとき

画⾯表⽰ (⽩)*1 で⾞両の接近を知らせます。
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

360°ビュー･モニター

*1 メーターの画⾯表⽰ (⽩) は､メーターを
i-ACTIVSENSE 画⾯に設定している場合のみ
に表⽰されます。

⾃⾞が動いているとき
画⾯表⽰ (橙) と警報⾳で､接近⾞両と衝突する
可能性があることを知らせます。
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

運転する
前側⽅接近⾞両検知 (FCTA)
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360°ビュー･モニター

知識
 ⾃⾞の周辺状況によっては､⾞両が接近し

ていなくてもシステムが作動することが
あります。

 フロントサイドレーダーセンサーが対象
物を検知できず､FCTA が正常に作動しな
いことがあります。
→5-112 ページ 「レーダーセンサーにつ
いて」

警報⾳を OFF にする
FCTA 作動時の警報⾳を OFF にする⽅法は 2 つ
あります。
 マツダコネクトで警報⾳を OFF にする

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

 i-ACTIVSENSE ミュートスイッチで警報⾳を
OFF にする
→5-108 ページ 「i-ACTIVSENSE ミュートス
イッチの使いかた」

FCTA を OFF にする
マツダコネクトで FCTA を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
前側⽅接近⾞両検知 (FCTA)
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後側⽅接近⾞両検知 (RCTA) につ
いて
RCTA は､駐⾞場などで⾃⾞が後退する際の後
⽅確認を⽀援するシステムです。左右後⽅から
接近する⾞両を検知すると､各種表⽰と警報⾳
で運転者に危険を知らせます。

後側⽅接近⾞両検知 (RCTA) 使⽤
上の警告･注意

警告
必ず⽬視にて周辺状況を確認する。
RCTA は､⾞両後退時の後⽅確認を⽀援する
システムです。システムの作動には各種の
制約がありますので､⾃⾞後⽅に⾞両が存
在する場合でも接近表⽰灯が点滅しなかっ
たり､点滅が遅れたりすることがあります。
必ず､運転者の責任において後⽅を確認して
ください。

運転する
後側⽅接近⾞両検知 (RCTA)
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後側⽅接近⾞両検知 (RCTA) の使
いかた
RCTA が作動するとき
⾞両を後退させようとしている場合に､システ
ムが後側⽅から接近する⾞両を検知すると､
RCTA が作動します。
RCTA が作動している場合は､接近表⽰灯の点
滅､警告表⽰､警報⾳で運転者に危険を知らせま
す。

知識
 ⾃⾞の周辺状況によっては､⾞両が接近し

ていなくてもシステムが作動することが
あります。

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､RCTA が正常に作動しないことがあり
ます。
 リアサイドレーダーセンサーが対象物

を検知できないとき
→5-112 ページ 「レーダーセンサーに
ついて」

 後退時の⾞速が約 10 km/h 以上のとき
 ⾃⾞の真後ろから⾞両が接近してきた

とき
 ⾃⾞の斜め後ろから⾞両が接近してき

たとき
 マツダ純正トレーラーヒッチを使⽤する

と､RCTA が⾃動的に OFF になります。
 マツダ純正トレーラーヒッチ以外でトレ

ーラーなどをけん引したり､⾞両後部に
⾃転⾞のキャリアなどを装着したりする
場合は､RCTA を OFF にしてください。
レーダーの電波がさえぎられるため､
RCTA が正常に作動しない可能性があり
ます。

 接近表⽰灯の明るさは､パネルライトコ
ントロールと連動しています。

知識
→5-28 ページ「パネルライトコントロー
ルの使いかた (メーター (A タイプ))」
→5-40 ページ「パネルライトコントロー
ルの使いかた (メーター (B タイプ))」

警報⾳を OFF にする
RCTA 作動時の警報⾳を OFF にする⽅法は 2
つあります。
 マツダコネクトで警報⾳を OFF にする

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

 i-ACTIVSENSE ミュートスイッチで警報⾳を
OFF にする
→5-108 ページ 「i-ACTIVSENSE ミュートス
イッチの使いかた」

RCTA を OFF にする
マツダコネクトで RCTA を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
後側⽅接近⾞両検知 (RCTA)
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マツダ･レーダー･クルーズ･コン
トロール (MRCC) について
MRCC は､定速⾛⾏と追従⾛⾏によって運転者
の負担を軽減するシステムです。運転者がアク
セルペダルやブレーキペダルを踏まなくても､
設定した速度で定速⾛⾏をしたり､先⾏⾞との
⾞間距離を保って追従⾛⾏をしたりします。

マツダ･レーダー･クルーズ･コン
トロール (MRCC) 使⽤上の警告･
注意

警告
MRCC を過信しない。
MRCC は､先⾏⾞の種類や状態､天候状況､道
路状況などによって､先⾏⾞を検知できない
ことがあります。また､先⾏⾞が急ブレー
キをかけたときや他⾞が割り込んできたと
きなどは⼗分な減速ができず､思わぬ事故
につながるおそれがあります。
周囲の状況を確認してブレーキペダルやア
クセルペダルを踏むなど､先⾏⾞や後続⾞
との⾞間距離を⼗分に確保してください。

思わぬ事故につながるおそれがあるため､
次のような状況では MRCC を使⽤しない。
⾃動⾞専⽤道路以外を⾛⾏するとき
急なカーブや交通量が多く⾞間距離が⼗

分にとれない道路を⾛⾏するとき
頻繁に加減速を繰り返すような道路を⾛

⾏するとき
⾼速道路などで､インターチェンジ､サー

ビスエリア､パーキングエリアに進⼊す
るなど､本線から出るとき

凍結路､積雪路､未舗装路などのすべりや
すい路⾯を⾛⾏するとき

⻑い下り坂を⾛⾏するとき
勾配が急な坂を⾛⾏するとき
バイクや⾃転⾞などの⼆輪⾞が前⽅を⾛

⾏しているとき

MRCC を使⽤しないときは､MRCC を OFF
にする。
常に使⽤できる状態にしておくと､誤って
MRCC を作動させ､思わぬ事故につながるお
それがあります。

MRCC 制御による停⾞中に⾞両から離れな
い。
⾞両が動き出し思わぬ事故につながるおそ
れがあります。⾞両から離れるときは､
MRCC を OFF にしてセレクトレバーを P の
位置にし､パーキングブレーキをかけてくだ
さい。

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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注意
けん引されるとき､または他の⾞をけん

引するときは､MRCC を OFF にしてくだ
さい。

シャシーローラーを使⽤するときは､
MRCC を OFF にしてください。

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC) の使いかた
MRCC が作動する条件
次の条件をすべて満たしている場合に､MRCC を設定できます。
 ブレーキペダルを踏んでいないとき
 ⾞速が 0 km/h 以上のとき
 ヒルディセントコントロールが作動していないとき

MRCC を設定する
1. MRCC スイッチを押して､システムを ON にする。

システムが ON になると､MRCC スタンバイ表⽰ (⽩)  が画⾯に表⽰されます。
2. 設定したい速度まで加速する。
3. RES スイッチを押し上げる (SET+) または押し下げ (SET-) て､速度を設定する。

速度を設定すると､定速⾛⾏が開始されます。また､設定した速度が画⾯に表⽰され､MRCC スタン
バイ表⽰ (⽩)  が MRCC セット表⽰ (緑)  に変わります。

定速⾛⾏中に先⾏⾞を検知すると､追従⾛⾏に切り替わります。追従⾛⾏中は､先⾏⾞表⽰が画⾯に表
⽰されます。

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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メーター (A タイプ)

⾛⾏状態 メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディス
プレイ表⽰

定速⾛⾏時

追従⾛⾏時

1. 設定速度
2. 先⾏⾞表⽰
メーター (B タイプ)

⾛⾏状態
メーター表⽰

アクティブ･ドライビン
グ･ディスプレイ表⽰i-ACTIVSENSE 画⾯ i-ACTIVSENSE 画⾯以外

定速⾛⾏時

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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⾛⾏状態
メーター表⽰ アクティブ･ドライビン

グ･ディスプレイ表⽰i-ACTIVSENSE 画⾯ i-ACTIVSENSE 画⾯以外

追従⾛⾏時

1. 設定速度
2. 先⾏⾞表⽰

知識
 前⽅の地上から低い位置に道路構造物や障害物がある場合は､システムが先⾏⾞と認識すること

があります。
 定速⾛⾏中または追従⾛⾏中は､アクセルペダル操作による加減速が優先されます。アクセルペ

ダルを離すと､設定速度での定速⾛⾏または追従⾛⾏にもどります。
 先⾏⾞が極低速の場合は､先⾏⾞を正しく検知できないことがあります。
 MRCC を使⽤して⾛⾏しているときは､セレクトレバーを操作しても意図したエンジンブレーキ

がかかりません。
 MRCC 制御によるブレーキ作動中は､ブレーキランプが点灯します。
 ⾞両の電源を OFF にすると､MRCC も⾃動的に OFF になります。
 マツダコネクトで⾞間制御を無効に設定すると､クルーズコントロールに切り替わります。この

とき､MRCC スイッチはクルーズコントロールスイッチとして機能します。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。
⾞間制御を無効にしたまま⾞両の電源を OFF にすると､次に⾞両の電源を ON にしたときに⾞
間制御が⾃動的に有効になります。

追従⾛⾏中に先⾏⾞が停⽌すると､追従して⾃⾞も停⽌します。停⾞中は､メーター内の MRCC 表⽰灯
 が点灯します。

先⾏⾞が発進した後に次のいずれかの発進操作をすると､⾃⾞が発進します。
 RES スイッチを押す
 アクセルペダルを踏み込む

先⾏⾞が発進した後に発進操作がされない場合は､システムが運転者に発進を促します。

知識
 システムによる停⾞後､先⾏⾞が 3 秒以内に発進した場合は､⾃⾞も⾃動的に発進します。
 システムによる停⾞状態が 10 分以上継続した場合は､⾃動でパーキングブレーキがかかります。

このとき､MRCC は停⽌します。
 停⾞中に MRCC が停⽌しても､停⾞状態は維持されます。

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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知識
→5-64 ページ｢オートホールドについて｣

 停⾞中に MRCC が停⽌した場合､先⾏⾞がいないときは RES スイッチで発進できません。アク
セルペダルを踏み込んで発進させてください。

 停⾞中に i-stop の作動条件を満たしている場合は､ブレーキペダルを踏まなくてもアイドリング
ストップします。発進操作をすると､⾃動でエンジンが再始動します。
→5-19 ページ｢i-stop について｣

設定した速度を変更する
RES スイッチで設定速度を変更する
希望の速度になるまで､RES スイッチを押し上げる (SET+) または押し下げる (SET-)。
 短押し : 1 km/h
 ⻑押し : 10 km/h

アクセルペダルで設定速度を変更する
アクセルペダルを踏んで希望の速度になったところで､RES スイッチを押し上げる (SET+) または押し
下げる (SET-)。
RES スイッチで速度標識から設定速度を取り込む (速度標識連動型のみ)

速度標識セット表⽰  が点灯しているときに RES スイッチを押す。

注意
速度標識を認識する機能には限界があります。必ず､取り込まれた設定速度を確認してくださ

い。

知識
 速度標識連動型は､ナビゲーションシステムの SD カードが挿⼊されている場合のみ作動しま

す。
 速度標識連動型は､交通標識認識システム (TSR) を利⽤しています。

→5-132 ページ｢交通標識認識システム (TSR) について｣
 速度標識連動型は､30 km/h 未満の速度を取り込めません。
 速度標識から取り込む設定速度を調整することができます。

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。
 速度標識連動型を OFF にすることができます。

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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追従⾛⾏時の⾞間距離を設定する
1. CANCEL スイッチを押し上げる (⾞間距離を⻑くする)､または押し下げる (⾞間距離を短くする)。

MRCC ⾮作動時 (⽩)
メーター (A タイプ)

⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

⻑ (約 50 m)

中 (約 40 m)

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

短 (約 30 m)

極短 (約 25 m)

メーター (B タイプ)

⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

⻑ (約 50 m)

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

中 (約 40 m)

短 (約 30 m)

極短 (約 25 m)

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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MRCC 作動時 (緑)
メーター (A タイプ)

⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

⻑ (約 50 m)

中 (約 40 m)

短 (約 30 m)

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

極短 (約 25 m)

メーター (B タイプ)

⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

⻑ (約 50 m)

中 (約 40 m)

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

短 (約 30 m)

極短 (約 25 m)

知識
 ⾞間距離は､⻑､中､短､極短の 4 段階で設定できます。
 ⾞間距離は速度によって異なり､速度が遅いほど⾞間距離は短くなります。

接近警報
追従⾛⾏中に先⾏⾞に接近した場合は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に注意を促します。
メーター (A タイプ)

1. “ブレーキペダルを踏んでください”

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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メーター (B タイプ)

1. “ブレーキペダルを踏んでください”

知識
 次のような場合は､接近警報が作動しないことがあります。

 先⾏⾞と同程度の速度で⾛⾏しているとき
 MRCC を設定した直後
 アクセルペダルから⾜を離した直後
 他の⾞が割り込んできたとき

 接近警報が頻繁に作動するような状況では､MRCC を使⽤しないでください。

MRCC が⼀時的に解除されるとき
次の条件のいずれかを満たすと､MRCC が⼀時的に解除されます。
 ブレーキペダルを踏んだとき
 CANCEL スイッチを 1 回押したとき
 DSC が作動したとき
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) が作動したとき
 フロントレーダーセンサーが対象物を検知できなくなったとき
 パーキングブレーキがかかったとき
 いずれかのドアを開けたとき
 運転席のシートベルトをはずしたとき
 MRCC 制御によるブレーキの作動頻度が⾼いとき

MRCC が⼀時的に解除された場合は､RES スイッチを押すと⼀時的に解除される前の設定速度で
MRCC が作動します。
MRCC を OFF にする
MRCC スイッチを押す。
MRCC セット表⽰ (緑) /MRCC スタンバイ表⽰ (⽩) が消灯して MRCC が OFF になります。

運転する
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロール (MRCC)
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クルージング & トラフィック･サ
ポート (CTS) について*

CTS は､⾼速道路や⾃動⾞専⽤道路での運転者
の負担を軽減するシステムです。
CTS には､次の 3 つの機能があります。
定速/追従⾛⾏機能
運転者がアクセルペダルやブレーキペダルを踏
まなくても､設定した速度で定速⾛⾏をしたり､
先⾏⾞との⾞間距離を保って追従⾛⾏をしたり
します。
ステアリングアシスト機能
⾞線を検知している場合は､⾞線に沿って⾛⾏
するように運転者のハンドル操作をアシストし
ます。
⾞線を検知していない場合は､先⾏⾞の⾛⾏軌
跡に沿って⾛⾏するように運転者のハンドル操
作をアシストします。
緊急停⽌⽀援機能
緊急停⽌⽀援機能は､運転者が適切な運転状態
ではない場合に⾞両を減速･停⽌させる機能で
す。
運転者が適切な運転状態ではない場合に､画⾯
表⽰と警報⾳で運転者に適切な運転を促しま
す。さらに､この状態が⼀定時間継続すると⾞
両を減速･停⽌させます。

クルージング & トラフィック･サ
ポート (CTS) 使⽤上の警告･注意

警告
CTS を過信しない。
 CTS は⾃動運転システムではありませ

ん。そのため､機能には限界があります。
システムを過信せず､常にハンドルの操
作で進路を修正してください。

道路状況や環境に応じて､⾞速を制限速
度内に設定してください。

 CTS は､先⾏⾞の種類や状態､天候状況､
道路状況などによって､先⾏⾞を検知で
きないことがあります。また､先⾏⾞が
急ブレーキをかけたときや他⾞が割り込
んできたときなどは⼗分な減速ができ
ず､思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

緊急停⽌⽀援機能は､万⼀の際にすみや
かに減速することで事故の回避や被害の
軽減を図るものです。機能には限界があ
り､効果はさまざまな条件によって変わ
ります。

緊急停⽌⽀援機能を意図的に作動させな
い。
思わぬ事故につながるおそれがあります。

思わぬ事故につながるおそれがあるため､
次のような状況では CTS を使⽤しない。
⾼速道路以外または⾃動⾞専⽤道路以外

を⾛⾏するとき
急なカーブや交通量が多く⾞間距離が⼗

分にとれない道路を⾛⾏するとき
頻繁に加減速を繰り返すような道路を⾛

⾏するとき
⾼速道路などで､インターチェンジ､サー

ビスエリア､パーキングエリアに進⼊す
るなど､本線から出るとき

凍結路､積雪路､未舗装路などのすべりや
すい路⾯を⾛⾏するとき

⻑い下り坂を⾛⾏するとき
勾配が急な坂を⾛⾏するとき
バイクや⾃転⾞などの⼆輪⾞が前⽅を⾛

⾏しているとき
けん引されるとき､または他の⾞をけん

引するとき
接近警報が頻繁に作動するとき

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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警告
悪天候のとき (⾬､霧､雪など)
タイヤチェーン装着時､応急⽤タイヤ装着

時など､指定されたサイズと異なるタイ
ヤを使⽤しているとき

タイヤの空気圧が適正空気圧に調整され
ていないとき

⼗分な溝がないタイヤを使⽤していると
き

CTS を使⽤しないときは､CTS を OFF にす
る。
常に使⽤できる状態にしておくと､誤って
CTS を作動させ､思わぬ事故につながるお
それがあります。

CTS 制御による停⾞中に⾞両から離れな
い。
⾞両が動き出し思わぬ事故につながるおそ
れがあります。⾞両から離れるときは､CTS
を OFF にしてセレクトレバーを P の位置に
し､パーキングブレーキをかけてください。

緊急停⽌⽀援機能の作動後は､⼆次被害の
防⽌に努める。
運転者が運転に復帰できた場合は､安全な
場所に移動するなどして⼆次被害の防⽌に
努めてください。また､必要に応じて停⽌表
⽰板 (停⽌表⽰灯) および発炎筒を使⽤し
て､後続⾞両に停⾞していることを知らせて
ください。

注意
 CTS を正常に作動させるために､次のこ

とをお守りください。
サスペンションを改造しないでくださ

い。
前後輪とも必ず指定されたサイズのタ

イヤを装着してください。タイヤ交換
などを⾏なうときは､マツダ販売店に
ご相談ください。

シャシーローラーを使⽤するときは､CTS
を OFF にしてください。

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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クルージング & トラフィック･サポート (CTS) の使いかた
CTS が作動する条件
次の条件をすべて満たしている場合に､CTS の速度を設定できます。
 ブレーキペダルを踏んでいないとき
 ⾞速が 0 km/h 以上のとき
 ヒルディセントコントロールが作動していないとき
 MRCC を使⽤可能なとき
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) が ON のとき

CTS を設定する
1. CTS スイッチを押して､システムを ON にする。

システムが ON になると､CTS スタンバイ表⽰ (⽩)  が画⾯に表⽰されます。
2. 設定したい速度まで加速する。
3. RES スイッチを押し上げる (SET+) または押し下げ (SET-) て､速度を設定する。

速度を設定すると､定速⾛⾏が開始されます。また､設定した速度が画⾯に表⽰され､CTS スタンバ
イ表⽰ (⽩)  が CTS セット表⽰ (緑)  に変わります。

定速⾛⾏中に先⾏⾞を検知すると､追従⾛⾏に切り替わります。追従⾛⾏中は､先⾏⾞表⽰が画⾯に表
⽰されます。

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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メーター (A タイプ)

⾛⾏状態 メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディス
プレイ表⽰

定速⾛⾏時

追従⾛⾏時

1. 設定速度
2. 先⾏⾞表⽰
メーター (B タイプ)

⾛⾏状態
メーター表⽰

アクティブ･ドライビン
グ･ディスプレイ表⽰i-ACTIVSENSE 画⾯ i-ACTIVSENSE 画⾯以外

定速⾛⾏時

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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⾛⾏状態
メーター表⽰ アクティブ･ドライビン

グ･ディスプレイ表⽰i-ACTIVSENSE 画⾯ i-ACTIVSENSE 画⾯以外

追従⾛⾏時

1. 設定速度
2. 先⾏⾞表⽰

知識
 前⽅の地上から低い位置に道路構造物や障害物がある場合は､システムが先⾏⾞と認識すること

があります。
 定速⾛⾏中または追従⾛⾏中は､アクセルペダル操作による加減速が優先されます。アクセルペ

ダルを離すと､設定速度での定速⾛⾏または追従⾛⾏にもどります。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が対象物を検知できず､CTS が正常に作動しないことがあり

ます。
 先⾏⾞が極低速の場合は､先⾏⾞を正しく検知できないことがあります。
 CTS を使⽤して⾛⾏しているときは､セレクトレバーを操作しても意図したエンジンブレーキが

かかりません。
 CTS 制御によるブレーキ作動中は､ブレーキランプが点灯します。
 ⾞両の電源を OFF にすると､CTS も⾃動的に OFF になります。
 CTS が作動しているときは､スマート･ブレーキ･サポート (SBS) を OFF にすることができませ

ん。
 (ドライバー･モニタリング装備⾞)

 ドライバー･モニタリングが ON の状態で CTS が作動しているときは､ドライバー･モニタリ
ングカメラが運転状態を監視します。
→5-119 ページ｢ドライバー･モニタリングカメラについて｣

定速⾛⾏中または追従⾛⾏中に次の条件をすべて満たしている場合は､ステアリングアシスト機能が作
動します。
 両側の⽩線 (⻩線) を安定して検知している状態で⾞線の中央付近を⾛⾏しているとき､または先⾏

⾞を⾃⾞の正⾯で安定して検知している状態で約 50 km/h 未満で⾛⾏しているとき
 ハンドルを⼤きく操作していないとき
 ⽅向指⽰器を使⽤していないとき

ステアリングアシスト機能が作動している場合は､ステアリングアシスト状態表⽰が⽩⾊から緑⾊に
変わります。

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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メーター (A タイプ)

⾛⾏状態 メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディス
プレイ表⽰

⾞線に沿ったステアリン
グアシスト

先⾏⾞の⾛⾏軌跡に沿っ
たステアリングアシスト

メーター (B タイプ)

⾛⾏状態

メーター表⽰
アクティブ･ドライビン

グ･ディスプレイ表⽰i-ACTIVSENSE 画⾯ i-ACTIVSENSE 画⾯以
外

⾞線に沿ったス
テアリングアシ
スト

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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⾛⾏状態

メーター表⽰
アクティブ･ドライビン

グ･ディスプレイ表⽰i-ACTIVSENSE 画⾯ i-ACTIVSENSE 画⾯以
外

先⾏⾞の⾛⾏軌
跡に沿ったステ
アリングアシス
ト

知識
 ステアリングアシスト機能は⾛⾏⾞線内の中央付近を⾛⾏するようにハンドル操作をアシスト

しますが､次の条件のいずれかを満たしている場合は⾞線の中央付近を⾛⾏できないことがあり
ます。
 ⾛⾏速度が速いとき
 急カーブを⾛⾏しているとき
 傾斜や起伏が⼤きい道路を⾛⾏しているとき
 横⽅向の勾配が⼤きい道路を⾛⾏しているとき

追従⾛⾏中に先⾏⾞が停⽌すると､追従して⾃⾞も停⽌します。停⾞中は､メーター内の CTS 表⽰灯
 が点灯します。

先⾏⾞が発進した後に次のいずれかの発進操作をすると､⾃⾞が発進します。
 RES スイッチを押す
 アクセルペダルを踏み込む

先⾏⾞が発進した後に発進操作がされない場合は､システムが運転者に発進を促します。

知識
 システムによる停⾞後､先⾏⾞が 3 秒以内に発進した場合は､⾃⾞も⾃動的に発進します。
 システムによる停⾞状態が 10 分以上継続した場合は､⾃動でパーキングブレーキがかかります。

このとき､CTS は停⽌します。
 停⾞中に CTS が停⽌しても､停⾞状態は維持されます。

→5-64 ページ｢オートホールドについて｣
 停⾞中に CTS が停⽌した場合､先⾏⾞がいないときは RES スイッチで発進できません。アクセ

ルペダルを踏み込んで発進させてください。
 停⾞中に i-stop の作動条件を満たしている場合は､ブレーキペダルを踏まなくてもアイドリング

ストップします。発進操作をすると､⾃動でエンジンが再始動します。
→5-19 ページ｢i-stop について｣

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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設定した速度を変更する
RES スイッチで設定速度を変更する
希望の速度になるまで､RES スイッチを押し上げる (SET+) または押し下げる (SET-)。
 短押し : 1 km/h
 ⻑押し : 10 km/h

アクセルペダルで設定速度を変更する
アクセルペダルを踏んで希望の速度になったところで､RES スイッチを押し上げる (SET+) または押し
下げる (SET-)。
RES スイッチで速度標識から設定速度を取り込む (速度標識連動型のみ)

速度標識セット表⽰  が点灯しているときに RES スイッチを押す。

注意
速度標識を認識する機能には限界があります。必ず､取り込まれた設定速度を確認してくださ

い。

知識
 速度標識連動型は､ナビゲーションシステムの SD カードが挿⼊されている場合のみ作動しま

す。
 速度標識連動型は､交通標識認識システム (TSR) を利⽤しています。

→5-132 ページ｢交通標識認識システム (TSR) について｣
 速度標識連動型は､30 km/h 未満の速度を取り込めません。
 速度標識から取り込む設定速度を調整することができます。

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。
 速度標識連動型を OFF にすることができます。

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

追従⾛⾏時の⾞間距離を設定する
1. CANCEL スイッチを押し上げる (⾞間距離を⻑くする)､または押し下げる (⾞間距離を短くする)。

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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CTS ⾮作動時 (⽩)
メーター (A タイプ)

⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

⻑ (約 50 m)

中 (約 40 m)

短 (約 30 m)

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

極短 (約 25 m)

メーター (B タイプ)

⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

⻑ (約 50 m)

中 (約 40 m)

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

短 (約 30 m)

極短 (約 25 m)

CTS 作動時 (緑)
メーター (A タイプ)

⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

⻑ (約 50 m)

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

中 (約 40 m)

短 (約 30 m)

極短 (約 25 m)

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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メーター (B タイプ)

⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

⻑ (約 50 m)

中 (約 40 m)

短 (約 30 m)

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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⾞間距離の⽬安
(約 80 km/h ⾛⾏

時)
メーター表⽰ アクティブ･ドライビング･ディスプ

レイ表⽰

極短 (約 25 m)

知識
 ⾞間距離は､⻑､中､短､極短の 4 段階で設定できます。
 ⾞間距離は速度によって異なり､速度が遅いほど⾞間距離は短くなります。

CTS による警報
接近警報
追従⾛⾏中に先⾏⾞に接近した場合は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に注意を促します。
メーター (A タイプ)

1. “ブレーキペダルを踏んでください”

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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メーター (B タイプ)

1. “ブレーキペダルを踏んでください”

知識
 次のような場合は､接近警報が作動しないことがあります。

 先⾏⾞と同程度の速度で⾛⾏しているとき
 CTS を設定した直後
 アクセルペダルから⾜を離した直後
 他の⾞が割り込んできたとき

 接近警報が頻繁に作動するような状況では､CTS を使⽤しないでください。

ステアリングアシスト限界警報
ステアリングアシスト機能が⾞線に沿った⾛⾏を維持できない場合は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に
ハンドル操作を促します。
メーター (A タイプ)

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

⼿放し運転に対する警報
運転者がハンドルから⼿を放すと､メーターおよびアクティブ･ドライビング･ディスプレイに警報 (橙
⾊) が表⽰されます。その後もハンドルから⼿を放した状態を続けると､メーターおよびアクティブ･
ドライビング･ディスプレイに警報 (⾚⾊) が表⽰されるとともに､警報⾳が鳴ります。
この警報は､ハンドルを左または右に軽く操作すると解除されます。
メーター (A タイプ)
警報 (橙⾊)

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)

5-178

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



警報 (⾚⾊)

メーター (B タイプ)
警報 (橙⾊)

警報 (⾚⾊)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ
警報 (橙⾊)

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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警報 (⾚⾊)

前⽅不注意に対する警報 (ドライバー･モニタリング装備⾞のみ)
運転者が前⽅を注視せずに運転すると､メーターに警報 (橙⾊) が表⽰されます。
この警報は､運転者が前⽅を注視するか､ハンドルを左または右に軽く操作すると解除されます。
メーター (A タイプ)

1. “前⽅不注意を検知しました”
 
メーター (B タイプ)

1. “前⽅不注意を検知しました”
 
適切な運転を促す警報
次の警報のいずれかが⼀定時間継続すると､メーターおよびアクティブ･ドライビング･ディスプレイに
警報 (⾚⾊) が表⽰されるとともに､警報⾳が鳴ります。また､同時に緩い減速が⾏なわれます。
 ⼿放し運転に対する警報
 前⽅不注意に対する警報

この警報は､ハンドルを左または右に軽く操作すると解除されます。

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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メーター (A タイプ)

1. “ハンドルを軽く操作してください”
 
メーター (B タイプ)

1. “ハンドルを軽く操作してください”
 
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

知識
適切な運転を促す警報が⼀定時間継続すると､緊急停⽌⽀援機能が作動します。

緊急停⽌⽀援機能が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､緊急停⽌⽀援機能が作動します。
 ステアリングアシスト機能が作動しているとき
 適切な運転を促す警報が⼀定時間継続したとき

緊急停⽌⽀援機能が作動すると､画⾯表⽰､警報⾳､⾳声ガイダンスで､運転者に機能の作動開始を知ら
せます。また､同時に⾞両の減速･停⽌が⾏なわれます。
緊急停⽌⽀援機能の作動中は､アクセルペダルを踏んでも加速することができません。

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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メーター (A タイプ)

1. “減速しますキャンセルするにはハンドルを軽く操作してください”
 
メーター (B タイプ)

1. “減速しますキャンセルするにはハンドルを軽く操作してください”

知識
緊急停⽌⽀援機能によって⾞両が減速･停⽌を開始すると､次のことが⾃動的に⾏なわれます。な
お､これらは緊急停⽌⽀援機能が解除されるまで継続します。
 ⾮常点滅表⽰灯が点滅します
 ブレーキランプが点灯します
 ホーンが鳴ります

(ドライバー異常時対応システム (DEA) 装備⾞)
DEA 装備⾞で路肩に寄る条件を満たしている場合は､⾞両を路肩に寄せながら減速･停⽌します。
→5-227 ページ｢ドライバー異常時対応システム (DEA) の使いかた｣
緊急停⽌⽀援機能による⾞両停⽌
緊急停⽌⽀援機能によって⾃⾞が停⽌した後は､次のことが⾃動的に⾏なわれます。
 パーキングブレーキがかかります
 すべてのドアが解錠されます
 マツダエマージェンシーコールが⾏なわれます

→7-19 ページ｢マツダエマージェンシーコールについて｣

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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知識
 緊急停⽌⽀援機能による⾞両制御の詳細は､メーターに表⽰されます。
 ⾮常点滅表⽰灯の点滅は､⾮常点滅表⽰灯スイッチを押すと停⽌します。
 ブレーキランプの点滅とホーンの吹鳴は､緊急停⽌⽀援機能を解除すると停⽌します。

作動中の緊急停⽌⽀援機能を解除するとき
次の条件のいずれかを満たすと､作動中の緊急停⽌⽀援機能を解除できます。
 CTS スイッチまたは CANCEL スイッチを 1 回押したとき
 ハンドルを左または右に軽く操作したとき
 ハンドルを握った状態でペダル操作をして加減速をするなど､意図的な運転操作をしたとき
 アクセルペダルを 3 回踏み込んだとき
 ⾞両の電源を OFF にしたとき
 パーキングブレーキを解除したとき

CTS が⼀時的に解除されるとき
定速/追従⾛⾏機能
次の条件のいずれかを満たすと､定速/追従⾛⾏機能が⼀時的に解除されます。
 ブレーキペダルを踏んだとき
 CANCEL スイッチを 1 回押したとき
 DSC が作動したとき
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) が作動したとき
 フロントレーダーセンサーが対象物を検知できなくなったとき
 パーキングブレーキがかかったとき
 いずれかのドアを開けたとき
 運転席のシートベルトをはずしたとき
 CTS 制御によるブレーキの作動頻度が⾼いとき

定速/追従⾛⾏機能が⼀時的に解除された場合は､RES スイッチを押すと⼀時的に解除される前の設定
速度で定速/追従⾛⾏機能が作動します。
ステアリングアシスト機能
次の条件のいずれかを満たすと､ステアリングアシスト機能が⼀時的に解除されます。なお､ステアリ
ングアシスト機能は､作動可能な状態になると⾃動で復帰します。
 定速/追従⾛⾏機能が解除されたとき
 ⽩線 (⻩線) を検知できない､または先⾏⾞を認識できないとき
 ⽅向指⽰器を使⽤したとき
 急なハンドル操作をしたとき
 ハンドルから⼿を放したとき
 急なカーブを⾛⾏したとき
 ⾞線をまたいで⾛⾏したとき
 ⾞線の幅が狭いとき､または広いとき

知識
ステアリングアシスト機能が解除されたときの通知⽅法を変更できます。

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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知識
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

CTS を OFF にする
CTS スイッチを押す。
CTS セット表⽰ (緑) /CTS スタンバイ表⽰ (⽩)  が消灯して CTS が OFF になります。

運転する
クルージング & トラフィック･サポート (CTS)
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レーンキープ･アシスト･システム
(LAS) について*

LAS は､⾃⾞が⾞線から逸脱することの回避を
⽀援するシステムです。
⾃⾞が⾞線から逸脱する可能性があると､LAS
が⾞線からの逸脱を回避するようにハンドル操
作をアシストします。

レーンキープ･アシスト･システム
(LAS) 使⽤上の警告･注意

警告
LAS を過信しない。
 LAS の機能には限界があります。システ

ムを過信せず､常にハンドルの操作で進
路を修正してください。

 LAS は⾃動運転システムではありませ
ん。システムを過信すると､思わぬ事故
につながるおそれがあります。

思わぬ事故につながるおそれがあるため､
次のような状況では LAS を使⽤しない。
凍結路､積雪路､未舗装路など､すべりや

すい路⾯を⾛⾏するとき
タイヤチェーン装着時､応急⽤タイヤ装着

時など､指定されたサイズと異なるタイ
ヤを使⽤しているとき

⼗分な溝がないタイヤを使⽤していると
き

タイヤの空気圧が指定値に調整されてい
ないとき

キャンピングトレーラーやボートトレー
ラーなどをけん引しているとき

⽩線 (⻩線) の整備された⾼速道路または
⾃動⾞専⽤道路以外を⾛⾏するとき

注意
 LAS を正常に作動させるために､次のこ

とをお守りください。
サスペンションを改造しないでくださ

い。
前後輪とも必ず指定されたサイズのタ

イヤを装着してください。タイヤ交換
などを⾏なうときは､マツダ販売店に
ご相談ください。

運転する
レーンキープ･アシスト･システム (LAS)

*グレード/仕様別装備 5-185
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レーンキープ･アシスト･システム
(LAS) の使いかた
LAS が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
⾞線から逸脱する可能性があるとシステムが判
断すると､LAS が作動してハンドル操作をアシ
ストします。
 ⾞速が約 60 km/h 以上のとき
 ⾞線の⽩線 (⻩線) を検知しているとき
 クルージング & トラフィック･サポート

(CTS) のステアリングアシスト機能が作動し
ていないとき

ハンドル操作アシストが作動している場合は､
画⾯表⽰で運転者に知らせます。
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

さらに､ハンドル操作アシストが作動しても運
転者がハンドル操作をしない場合は､警報⾳が
鳴ります。

知識
 ハンドル操作アシスト作動時に運転者が

⼿放し運転をしているとシステムが判断
し､さらにその状態が⼀定時間内に複数
回継続すると､警報⾳が鳴ります。なお､
ハンドル操作アシストの回数が増加する
ごとに､警報⾳の継続時間が⻑くなりま
す。

 LAS は､⽩線 (⻩線) を検知している側の
み作動します。

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､LAS が正常に作動しないことがあり
ます。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が

対象物を検知できないとき
→5-109 ページ「フォワードセンシング
カメラ (FSC) について」

 ⽩線 (⻩線) が⾒えにくいとき

LAS が⼀時的に解除されるとき
次の条件のいずれかを満たすと､LAS が⼀時的
に解除されます。なお､LAS は作動可能な状態
になると⾃動で復帰します。
 ⽅向指⽰器を操作したとき
 急なハンドル操作をしたとき
 急なアクセル操作をしたとき
 ブレーキ操作をしたとき
 TCS/DSC が作動しているとき
 TCS/DSC を OFF にしたとき

LAS を OFF にする
マツダコネクトで LAS を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。
 
LAS が OFF になると､LAS & ⾞線逸脱警報シス
テム OFF 表⽰  が点灯します。

運転する
レーンキープ･アシスト･システム (LAS)
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緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) につい
て*

ELK は､運転者のハンドル操作をアシストして
危険回避を図るシステムです。
ELK には次の 3 つの機能があります。
ロードキープアシスト機能
ロードキープアシスト機能は､⾃⾞が路外へ逸
脱することの回避をアシストします。
⾃⾞が路外へ逸脱する可能性があると､ロード
キープアシスト機能が路外への逸脱を回避する
ようにハンドル操作をアシストします。また､
画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせま
す。

側⽅危険回避アシスト機能*

側⽅危険回避アシスト機能は､隣接⾞線を⾛⾏
する⾞両 (対向⾞を除く) と⾃⾞の衝突回避を
アシストします。
⾃⾞の⾞線変更または⾞線逸脱によって､⾃⾞
が隣接⾞線の⾞両と衝突する可能性があると､
側⽅危険回避アシスト機能がもとの⾞線にもど
るようにハンドル操作をアシストします。ま
た､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせ
ます。

対向⾞両衝突回避アシスト機能*

対向⾞両衝突回避アシスト機能は､対向⾞線を
⾛⾏する⾞両と⾃⾞の衝突回避をアシストしま
す。
⾃⾞の⾞線逸脱によって⾃⾞が対向⾞線の⾞両
と衝突する可能性があると､対向⾞両衝突回避
アシスト機能がもとの⾞線にもどるようにハン

ドル操作をアシストします。 また､画⾯表⽰と
警報⾳で運転者に危険を知らせます。

運転する
緊急時⾞線維持⽀援 (ELK)
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緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) 使⽤上
の警告･注意

警告
ELK を過信しない。
 ELK には限界があります。システムを過

信せず､常にハンドルの操作で進路を修
正してください。

 ELK は⾃動運転システムではありませ
ん。システムを過信すると思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

カメラおよびセンサーの検知範囲には限
界があります。⾃⾞付近の⼆輪⾞などを
検知できないままハンドル操作アシスト
が作動すると､思わぬ事故につながるお
それがあります。

思わぬ事故につながるおそれがあるため､
次のような状況では ELK を使⽤しない。
凍結路､積雪路､未舗装路など､すべりや

すい路⾯を⾛⾏するとき
タイヤチェーン装着時､応急⽤タイヤ装着

時など､指定されたサイズと異なるタイ
ヤを使⽤しているとき

 (側⽅危険回避アシスト機能)
⾼速道路以外または⾃動⾞専⽤道路以外
を⾛⾏するとき

 (側⽅危険回避アシスト機能および対向⾞
両衝突回避アシスト機能)
リアサイドレーダーセンサー付近のリア
バンパーが変形しているとき

緊急時⾞線維持⽀援 (ELK) の使い
かた
ロードキープアシスト機能
ロードキープアシスト機能が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
路外へ逸脱する可能性があるとシステムが判断
すると､ロードキープアシスト機能が作動して
ハンドル操作をアシストします。
 ⾞速が約 60 km/h 以上のとき
 直線または緩やかなカーブを⾛⾏していると

き
 対象物 (砂利､芝⽣､側溝､縁⽯､ガードレー

ル､側壁など) を検知することで､路外を認識
しているとき

 クルージング & トラフィック･サポート
(CTS) のステアリングアシスト機能が作動し
ていないとき

ハンドル操作アシストが作動している場合は､
画⾯表⽰で運転者に知らせます。
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

運転する
緊急時⾞線維持⽀援 (ELK)
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アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

 
さらに､路外へ逸脱する可能性が⾼まった場合
は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせ
ます。画⾯表⽰に従ってハンドル操作をしてく
ださい。
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､ロードキープアシスト機能が正常に作
動しないことがあります。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が

対象物を検知できないとき
→5-109 ページ「フォワードセンシング
カメラ (FSC) について」

 道路の幅が狭いとき

知識
 ロードキープアシスト機能は､対象物を検

知している側のみ作動します。
 ハンドル操作アシストが作動していると

きに運転者がハンドル操作をすると､ハ
ンドル操作アシストが解除されます。

 ハンドル操作アシスト作動時に運転者が
⼿放し運転をしているとシステムが判断
し､さらにその状態が⼀定時間内に複数
回継続すると､警報⾳が鳴ります。なお､
ハンドル操作アシストの回数が増加する
ごとに､警報⾳の継続時間が⻑くなりま
す。

ロードキープアシスト機能が⼀時的に解除され
るとき
次の条件のいずれかを満たすと､ロードキープ
アシスト機能が⼀時的に解除されます。なお､
ロードキープアシスト機能は､作動可能な状態
になると⾃動で復帰します。
 ⽅向指⽰器を操作したとき
 急なアクセル操作をしたとき
 ブレーキ操作をしたとき
 急なハンドル操作をしたとき
 TCS/DSC が作動しているとき
 TCS/DSC を OFF にしたとき

側⽅危険回避アシスト機能*

側⽅危険回避アシスト機能が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
後側⽅の⾞両と衝突する可能性があるとシステ
ムが判断すると､側⽅危険回避アシスト機能が
作動してハンドル操作をアシストします。
 ⾞速が約 50 km/h 以上のとき
 直線または緩やかなカーブを⾛⾏していると

き
 ⾞線の両側の⽩線 (⻩線) を検知していると

き
 クルージング & トラフィック･サポート

(CTS) のステアリングアシスト機能が作動し
ていないとき

ハンドル操作アシストが作動している場合は､
画⾯表⽰と警報⾳で運転者に知らせます。

運転する
緊急時⾞線維持⽀援 (ELK)
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メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

 
さらに､衝突の可能性が⾼まった場合は､画⾯表
⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせます。画⾯
表⽰に従ってハンドル操作をしてください。
メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､側⽅危険回避アシスト機能が正常に
作動しないことがあります。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が

対象物を検知できないとき
→5-109 ページ「フォワードセンシング
カメラ (FSC) について」

 リアサイドレーダーセンサーが対象物
を検知できないとき
→5-112 ページ「レーダーセンサーにつ
いて」

 ⾞線の幅が狭いとき､または広いとき
 ⼯事による⾞線規制や仮設の⾞線があ

る区間を⾛⾏しているとき
 分岐路や合流路を⾛⾏しているとき

 ハンドル操作アシストが作動していると
きに運転者がハンドル操作をすると､ハ
ンドル操作アシストが解除されます。

 ハンドル操作アシスト作動時に運転者が
⼿放し運転をしているとシステムが判断
し､さらにその状態が⼀定時間内に複数
回継続すると､警報⾳が鳴ります。なお､
ハンドル操作アシストの回数が増加する
ごとに､警報⾳の継続時間が⻑くなりま
す。

運転する
緊急時⾞線維持⽀援 (ELK)
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側⽅危険回避アシスト機能が⼀時的に解除され
るとき
次の条件のいずれかを満たすと､側⽅危険回避
アシスト機能が⼀時的に解除されます。なお､
側⽅危険回避アシスト機能は､作動可能な状態
になると⾃動で復帰します。
 急なアクセル操作をしたとき
 ブレーキ操作をしたとき
 急なハンドル操作をしたとき
 TCS/DSC が作動しているとき
 TCS/DSC を OFF にしたとき
 ⾃⾞付近の検知エリアを､複数の⾞両が⾛⾏

しているとき

対向⾞両衝突回避アシスト機能*

対向⾞両衝突回避アシスト機能が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
対向⾞線の⾞両と衝突する可能性があるとシス
テムが判断すると､対向⾞両衝突回避アシスト
機能が作動してハンドル操作をアシストしま
す。
 ⾞速が約 60 km/h 以上のとき
 直線または緩やかなカーブを⾛⾏していると

き
 ⾞線の両側の⽩線 (⻩線) を検知していると

き
 クルージング & トラフィック･サポート

(CTS) のステアリングアシスト機能が作動し
ていないとき

ハンドル操作アシストが作動している場合は､
画⾯表⽰と警報⾳で運転者に知らせます。
メーター (A タイプ) i-ACTIVSENSE 画⾯

メーター (A タイプ) i-ACTIVSENSE 画⾯以外

メーター (B タイプ) i-ACTIVSENSE 画⾯

メーター (B タイプ) i-ACTIVSENSE 画⾯以外

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

 
さらに､衝突の可能性が⾼まった場合は､画⾯表
⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせます。画⾯
表⽰に従ってハンドル操作をしてください。

運転する
緊急時⾞線維持⽀援 (ELK)
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メーター (A タイプ)

メーター (B タイプ)

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､対向⾞両衝突回避アシスト機能が正
常に作動しないことがあります。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が

対象物を検知できないとき
→5-109 ページ「フォワードセンシング
カメラ (FSC) について」

 フロントレーダーセンサーが対象物を
検知できないとき
→5-112 ページ「レーダーセンサーにつ
いて」

 ⾞線の幅が狭いとき､または広いとき
 ⼯事による⾞線規制や仮設の⾞線があ

る区間を⾛⾏しているとき
 分岐路や合流路を⾛⾏しているとき

 ハンドル操作アシストが作動していると
きに運転者がハンドル操作をすると､ハ
ンドル操作アシストが解除されます。

知識
 ハンドル操作アシスト作動時に運転者が

⼿放し運転をしているとシステムが判断
し､さらにその状態が⼀定時間内に複数
回継続すると､警報⾳が鳴ります。なお､
ハンドル操作アシストの回数が増加する
ごとに､警報⾳の継続時間が⻑くなりま
す。

対向⾞両衝突回避アシスト機能が⼀時的に解除
されるとき
次の条件のいずれかを満たすと､対向⾞両衝突
回避アシスト機能が⼀時的に解除されます。な
お､対向⾞両衝突回避アシスト機能は､作動可能
な状態になると⾃動で復帰します。
 急なアクセル操作をしたとき
 ブレーキ操作をしたとき
 急なハンドル操作をしたとき
 TCS/DSC が作動しているとき
 TCS/DSC を OFF にしたとき
 ⾃⾞付近の検知エリアを､複数の⾞両が⾛⾏

しているとき
 
ELK を OFF にする
マツダコネクトで ELK を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。
 
ELK が OFF になると､ELK OFF 表⽰ が点灯
します。

運転する
緊急時⾞線維持⽀援 (ELK)
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スマート･ブレーキ･サポート
(SBS) について
SBS は､ブレーキ制御をすることで衝突回避お
よび衝突時の被害軽減を図るシステムです。⾞
両に搭載されたセンサーやカメラで対象物を検
知し､その対象物と⾃⾞とが衝突する可能性が
あるとブレーキ制御をします。
SBS には､⾃⾞が前進する際に機能を発揮する
ものと､⾃⾞が後退する際に機能を発揮するも
のとがあります。
前進時検知機能
前進時検知機能には､次の 5 つの機能がありま
す。
前⽅検知機能
前⽅検知機能は､前⽅の対象物 (前⽅⾞､歩⾏者､
⾃転⾞､⾃動⼆輪⾞) との衝突回避および衝突時
の被害軽減を図る機能です。
⾃⾞が前⽅の対象物と衝突する可能性がある
と､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせ
ます。さらに､衝突の可能性が⾼まったときに
は､ブレーキ制御をすることで衝突の回避/衝突
時の被害軽減をします。
また､運転者がブレーキペダルを踏んだときに
は､ブレーキが素早く確実にかかるようアシス
トします。

右直事故回避アシスト機能*

右直事故回避アシスト機能は､交差点右折時に
おける対向⾞との衝突回避および衝突時の被害
軽減を図る機能です。
⾃⾞が交差点を右折する際に対向⾞と衝突する
可能性があると､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に
危険を知らせます。さらに､衝突の可能性が⾼
まったときには､ブレーキ制御をすることで衝
突の回避/衝突時の被害軽減をします。

前進時左右接近物検知機能*

前進時左右接近物検知機能は､出会い頭事故の
回避および被害軽減を図る機能です。
出会い頭に衝突する可能性があると､ブレーキ
制御をすることで衝突の回避/衝突時の被害軽
減をします。

運転する
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
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交差点事故回避アシスト機能*

交差点事故回避アシスト機能は､交差点右左折
時における対象物 (歩⾏者､⾃転⾞) との衝突回
避および衝突時の被害軽減を図る機能です。
⾃⾞が交差点を右左折する際に対象物と衝突す
る可能性があると､画⾯表⽰と警報⾳で運転者
に危険を知らせます。さらに､衝突の可能性が
⾼まったときには､ブレーキ制御をすることで
衝突の回避/衝突時の被害軽減をします。

対向⾞衝突被害軽減機能*

対向⾞衝突被害軽減機能は､対向⾞と正⾯衝突
した際の被害軽減を図る機能です。
⾃⾞が同⼀⾞線上の対向⾞と衝突する可能性が
あると､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知
らせます。さらに､衝突の可能性が⾼まったと
きには､ブレーキ制御をすることで衝突時の被
害を軽減します。

後進時検知機能
後進時検知機能には､次の 2 つの機能がありま
す。
後⽅検知機能
後⽅検知機能は､後⽅の対象物 (障害物､歩⾏者)
との衝突回避および衝突時の被害軽減を図る機
能です。
⾃⾞が後⽅の対象物と衝突する可能性がある
と､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせ
ます。さらに､衝突の可能性が⾼まったときに
は､ブレーキ制御をすることで衝突の回避/衝突
時の被害軽減をします。

後進時左右接近物検知機能
後進時左右接近物検知機能は､後側⽅から接近
する⾞両との衝突回避および衝突時の被害軽減
を図る機能です。
⾃⾞が後側⽅から接近する⾞両と衝突する可能
性があると､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険
を知らせます。さらに､衝突の可能性が⾼まっ
たときには､ブレーキ制御をすることで衝突の
回避/衝突時の被害軽減をします。

運転する
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
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スマート･ブレーキ･サポート
(SBS) 使⽤上の警告･注意

警告
SBS を過信しない。
SBS は､衝突時の被害を軽減するシステム
です。システムを過信してアクセルやブレ
ーキの適切な操作を怠ると､思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

SBS を正しく作動させるために､次のこと
を守る。
サスペンションを改造しないでください。
フォワードセンシングカメラ (FSC) を適

切に取り扱ってください。フォワードセ
ンシングカメラ (FSC) が対象物を正しく
検知できない場合､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
→5-109 ページ「フォワードセンシングカ
メラ (FSC) について」

レーダーセンサーを適切に取り扱ってく
ださい。レーダーセンサーが対象物を正
しく検知できない場合､思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。
→5-112 ページ「レーダーセンサーについ
て」

超⾳波センサーを適切に取り扱ってくだ
さい。超⾳波センサーが対象物を正しく
検知できない場合､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
→5-115 ページ「超⾳波センサーについ
て」

リアカメラを適切に取り扱ってくださ
い。リアカメラが対象物を正しく検知で
きない場合､思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
→5-117 ページ「カメラについて」

必ず⽬視にて周辺状況を確認する。
SBS の作動には各種の制約があります。必
ず周囲の安全を直接確認しながら運転して
ください。

注意
次の条件のいずれかを満たす場合は､誤

作動を防ぐために SBS を停⽌してくださ
い。
トレーラーなどをけん引したり､⾞両

後部に⾃転⾞のキャリアなどを装着し
たりするとき

草の⽣い茂った場所やオフロードなど
の悪路を⾛⾏するとき

タイヤは指定されたサイズを使⽤し､4 輪
ともに同⼀種類のタイヤを使⽤してくだ
さい。また､摩耗状態が著しく異なるタ
イヤを混ぜて使⽤しないでください。タ
イヤを混ぜて使⽤すると､SBS が正常に
作動しなくなるおそれがあります。

運転する
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
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スマート･ブレーキ･サポート
(SBS) の使いかた

知識
SBS のブレーキ制御中は､ブレーキペダル
が奥に⼊ったり､固くなったりすることが
あります。ブレーキは作動していますが､ブ
レーキペダルを踏み続けてください。

前⽅検知機能が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
前⽅の対象物と衝突する可能性があるとシステ
ムが判断すると､前⽅検知機能が作動します。
 (対象が前⽅⾞/⾃動⼆輪⾞の場合)

 ⾞速が約 4 km/h 以上のとき
 (対象が⾃転⾞/歩⾏者の場合)

 ⾞速が約 10 km/h から約 80 km/h のとき
 DSC が作動していないとき

前⽅検知機能が作動している場合は､画⾯表⽰
と警報⾳で運転者に危険を知らせます。さら
に､衝突の可能性が⾼まった場合はブレーキ制
御をします。
メーター (A タイプ)

1. “ブレーキ！”
 

メーター (B タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. “ブレーキ！”

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､前⽅検知機能が正常に作動しないこ
とがあります。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が

対象物を検知できないとき
→5-109 ページ 「フォワードセンシン
グカメラ (FSC) について」

 フロントレーダーセンサーが対象物を
検知できないとき
→5-112 ページ 「レーダーセンサーに
ついて」

 対象物と部分的な接触の可能性がある
とき

 運転者が意図的に運転操作 (アクセル
ペダル操作､ハンドル操作､セレクトレ
バー操作､⽅向指⽰器操作など) を⾏な
っているとき

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､前⽅検知機能が作動することがあり
ます。
 動物や路側物を検知したとき
 カーブで対向⾞とすれ違うとき
 狭いゲートや天井が低いゲートなどに

進⼊するとき

運転する
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
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知識
 路⾯上に､⾦属物､段差､突起物などが

あるとき
 (ドライバー･モニタリング装備⾞)

運転者が正⾯を注視していないときに衝
突する可能性があると､通常よりも早期
に衝突警報を⾏ないます。

 前⽅検知機能がブレーキ制御をして⾃⾞
が停⽌した場合は､運転者の操作がない
限りしばらく停⾞を保持します。

 衝突警報の作動距離や⾳量を変更できま
す。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

右直事故回避アシスト機能が作動するとき*

次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
対向⾞と衝突する可能性があるとシステムが判
断すると､右直事故回避アシスト機能が作動し
ます。
 ⾞速が約 4 km/h から約 20 km/h のとき
 右側の⽅向指⽰灯を点けて､右折していると

き
 ⾃⾞と対向⾞の間の⾞線を検知しているとき

右直事故回避アシスト機能が作動している場合
は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせ
ます。さらに､衝突の可能性が⾼まった場合は
ブレーキ制御をします。
メーター (A タイプ)

1. “ブレーキ！”
 

メーター (B タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. “ブレーキ！”

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､右直事故回避アシスト機能が正常に
作動しないことがあります。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が

対象物を検知できないとき
→5-109 ページ 「フォワードセンシン
グカメラ (FSC) について」

 フロントレーダーセンサーが対象物を
検知できないとき
→5-112 ページ 「レーダーセンサーに
ついて」

 対向⾞が⼆輪⾞や⾃転⾞のとき
 対向⾞の⼀部､または全体が隠れるな

どして､対向⾞を認識できないとき
 対向⾞の速度が遅すぎる､または速す

ぎるとき
 ⽚側⼆⾞線以上の⼤きな交差点を曲が

るとき
 アクセルペダル操作またはブレーキペ

ダル操作をしているとき
 ハンドルを直進状態に操作していると

き
 ⾛⾏する国によっては､右直事故回避アシ

スト機能が作動しないことがあります。

運転する
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
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知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､右直事故回避アシスト機能が作動す
ることがあります。
 対向⾞がいる場合に､対向⾞線⽅向に

ハンドルを操作したとき
 対向⾞のすぐ後ろ､または前⽅を通過

するとき
 対向⾞の急な右左折や減速などによ

り､移動を予測できないとき
 右直事故回避アシスト機能のブレーキ制

御によって衝突の危険が去ると､すぐに
ブレーキが解除されます。

前進時左右接近物検知機能が作動するとき*

次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
前側⽅から接近する⾞両と衝突する可能性があ
るとシステムが判断すると､前進時左右接近物
検知機能が作動します。
 ⾃⾞が約 5 km/h から約 20 km/h で直進し

ているとき
 DSC/TCS が作動していないとき
 接近⾞両が⾃⾞と直交するように直進してい

るとき
 接近⾞両が約 20 km/h から約 60 km/h の範

囲内で､⼀定速度で⾛⾏しているとき

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､前進時左右接近物検知機能が正常に
作動しないことがあります。
 フロントサイドレーダーセンサーが対

象物を検知できないとき
→5-112 ページ 「レーダーセンサーに
ついて」

 アクセルペダル操作またはブレーキペ
ダル操作をしているとき

 ハンドル操作をしているとき
 ⽅向指⽰器を操作しているとき

 前進時左右接近物検知機能がブレーキ制
御をして⾃⾞が停⽌した場合は､対象⾞
両の通過予測時間を経過するまで停⾞を
保持します。

交差点事故回避アシスト機能が作動するとき*

次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
前⽅の対象物と衝突する可能性があるとシステ
ムが判断すると､交差点事故回避アシスト機能
が作動します。
 ⾞速が約 8 km/h から約 20 km/h のとき
 DSC が作動していないとき

交差点事故回避アシスト機能が作動している場
合は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知ら
せます。さらに､衝突の可能性が⾼まった場合
はブレーキ制御をします。
メーター (A タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
メーター (B タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. “ブレーキ！”

運転する
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
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知識
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が対

象物を検知できず､交差点事故回避アシ
スト機能が正常に作動しないことがあり
ます。
→5-109 ページ 「フォワードセンシング
カメラ (FSC) について」

 交差点事故回避アシスト機能がブレーキ
制御をして⾃⾞が停⽌した場合は､運転
者の操作がない限りしばらく停⾞を保持
します。

対向⾞衝突被害軽減機能が作動するとき*

次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
対向⾞と衝突する可能性があるとシステムが判
断すると､対向⾞衝突被害軽減機能が作動しま
す。
 ⾞速が約 45 km/h から約 100 km/h のとき
 DSC が作動していないとき
 対向⾞が⾃⾞と同じ⾞線内を⾛⾏していると

き
 ⾞線の両側の境界を検知しているとき
 ⾞線内に､対向⾞が回避⾏動をとるためのス

ペースがないとき
対向⾞衝突被害軽減機能が作動している場合
は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせ
ます。さらに､衝突の可能性が⾼まった場合は
ブレーキ制御をします。
メーター (A タイプ)

1. “ブレーキ！”
 

メーター (B タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. “ブレーキ！”

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､対向⾞衝突被害軽減機能が正常に作
動しないことがあります。
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が

対象物を検知できないとき
→5-109 ページ 「フォワードセンシン
グカメラ (FSC) について」

 フロントレーダーセンサーが対象物を
検知できないとき
→5-112 ページ 「レーダーセンサーに
ついて」

 対向⾞が⼆輪⾞や⾃転⾞のとき
 対向⾞が停⽌しているとき
 対向⾞の速度が遅すぎる､または速す

ぎるとき
 対象物と部分的な接触の可能性がある

とき
 運転者が意図的に運転操作 (アクセル

ペダル操作､ハンドル操作､セレクトレ
バー操作､⽅向指⽰器操作など) を⾏な
っているとき

 ⾞線がカーブしているとき
 ⾞線の幅が約 3 m から約 3.6 m の範囲

外のとき

運転する
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
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知識
 最終的に衝突しない場合でも､対向⾞が

⾃⾞の正⾯に⾮常に接近すると､対向⾞
衝突被害軽減機能が作動することがあり
ます。

 対向⾞衝突被害軽減機能の作動後､状況
によっては衝突前にブレーキが解除され
ることがあります。

後⽅検知機能が作動するとき
⾞速が約 2 km/h から約 15 km/h の場合に､⾃
⾞が後⽅の対象物と衝突する可能性があるとシ
ステムが判断すると､後⽅検知機能が作動しま
す。
後⽅検知機能が作動している場合は､画⾯表⽰
と警報⾳で運転者に危険を知らせます。さら
に､衝突の可能性が⾼まった場合はブレーキ制
御をします。
メーター (A タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
メーター (B タイプ)

1. “ブレーキ！”
 

アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. “ブレーキ！”

知識
 次のいずれかの条件を満たしている場合

は､後⽅検知機能が正常に作動しないこ
とがあります。
 リア超⾳波センサーが対象物を検知で

きないとき
→5-115 ページ 「超⾳波センサーにつ
いて」

 リアカメラが対象物を検知できないと
き
→5-117 ページ 「カメラについて」

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､後⽅検知機能が作動することがあり
ます。
 垂れ幕などがあるとき
 狭いゲートや天井が低いゲートなどに

進⼊するとき
 路⾯上に､⾦属物､段差､突起物などが

あるとき
 後⽅検知機能がブレーキ制御をして⾞両

が停⽌した場合は､運転者の操作がない
限りしばらく停⾞を保持します。

運転する
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
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後進時左右接近物検知機能が作動するとき
⾞速が約 15 km/h 以下の場合に､⾃⾞が後側⽅
から接近する⾞両と衝突する可能性があるとシ
ステムが判断すると､後進時左右接近物検知機
能が作動します。
後進時左右接近物検知機能が作動している場合
は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせ
ます。さらに､衝突の可能性が⾼まった場合は
ブレーキ制御をします。
メーター (A タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
メーター (B タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. “ブレーキ！”

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､後進時左右接近物検知機能が正常に
作動しないことがあります。
 リアサイドレーダーセンサーが対象物

を検知できないとき
→5-112 ページ 「レーダーセンサーに
ついて」

 ⾃⾞の真後ろから⾞両が接近してきた
とき

 ⾃⾞の斜め後ろから⾞両が接近してき
たとき

 ⾓度が急な⽅向から⾞両が接近してき
たとき

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､後進時左右接近物検知機能が作動す
ることがあります。
 垂れ幕などがあるとき
 狭いゲートや天井が低いゲートなどに

進⼊するとき
 後進時左右接近物検知機能がブレーキ制

御をして⾞両が停⽌した場合は､運転者
の操作がない限りしばらく停⾞を保持し
ます。

SBS を OFF にする
マツダコネクトで SBS を OFF にできます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。
 
SBS が OFF になると､SBS OFF 表⽰ が点灯
します。

運転する
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
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AT 誤発進抑制制御について
AT 誤発進抑制制御は､アクセルペダルの踏み間違いによる急発進を抑制して衝突時の被害軽減を図る
システムです。
AT 誤発進抑制制御には､⾃⾞が前進する際に機能を発揮するものと､⾃⾞が後退する際に機能を発揮
するものとがあります。
AT 誤発進抑制制御 [前進時]
前⽅に対象物 (障害物､先⾏⾞､歩⾏者) がある状態で運転者がアクセルペダルを踏み込んだ場合に､AT
誤発進抑制制御 [前進時] が画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせるとともに､エンジン出⼒を抑
制します。さらに､衝突の可能性が⾼まった場合にはブレーキ制御をします。

1. アクセルペダルの踏み間違い
2. エンジン出⼒抑制
3. ブレーキ
AT 誤発進抑制制御 [後退時]
後⽅に対象物 (障害物､歩⾏者) がある状態で運転者がアクセルペダルを踏み込んだ場合に､AT 誤発進
抑制制御 [後退時] が画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知らせるとともに､エンジン出⼒を抑制しま
す。

1. アクセルペダルの踏み間違い

運転する
AT 誤発進抑制制御
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2. エンジン出⼒抑制

運転する
AT 誤発進抑制制御
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AT 誤発進抑制制御使⽤上の警告･
注意

警告
AT 誤発進抑制制御を過信しない。
AT 誤発進抑制制御は､ペダルの踏み間違い
による事故を回避するものではありません。
発進時は､セレクトレバーの位置とペダル
の位置を⼗分に確認してください。

停⾞中､むやみにアクセルペダルを踏まな
い。
停⾞状態を保ったり､発進を緩やかにした
りするものではありません。また､障害物の
近くで故意にアクセルを踏み込まないでく
ださい。意に反して⾞が動き出し､思わぬ事
故につながるおそれがあります。

注意
踏切内に閉じ込められた場合､AT 誤発進

抑制制御が遮断機を障害物と判断して作
動することがあります。遮断機を押しの
けて進む場合､あわてずにアクセルを踏
み続ける､または踏み直して発進してく
ださい。その際､⾞両が急加速すること
がありますので注意してください。

 AT 誤発進抑制制御 [前進時] がブレーキ
制御をして⾃⾞が停⽌した場合は､運転
者の操作がない限りしばらく停⾞を保持
します。

次のいずれかの条件を満たす場合は､誤
作動を防ぐために AT 誤発進抑制制御を
停⽌してください。
けん引されるとき､または他の⾞をけ

ん引するとき
草の⽣い茂った場所やオフロードなど

の悪路を⾛⾏するとき

AT 誤発進抑制制御の使いかた
AT 誤発進抑制制御 [前進時] が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
前⽅の対象物と衝突する可能性があるとシステ
ムが判断すると､AT 誤発進抑制制御 [前進時] が
作動します。
 (対象が歩⾏者または先⾏⾞の場合)

 ⾞速が約 50 km/h 以下のとき
 ⽅向指⽰灯を点けていないとき
 ⽅向指⽰灯が消灯してから約 2 秒経過し

ているとき
 (対象がその他の障害物の場合)

 ⾞速が約 15 km/h 以下のとき
 アクセルペダルを踏んだとき

AT 誤発進抑制制御 [前進時] が作動している場
合は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知ら
せます。さらに､衝突の可能性が⾼まった場合
はブレーキ制御をします。
メーター (A タイプ)

1. “アクセルを踏んでいます”
 
メーター (B タイプ)

1. “アクセルを踏んでいます”
 

運転する
AT 誤発進抑制制御
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アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. “アクセルを踏んでいます”
 
アクセルペダルが踏み込みこまれると､画⾯表
⽰と警報⾳が切り替わります。
メーター (A タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
メーター (B タイプ)

1. “ブレーキ！”
 
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. “ブレーキ！”

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､AT 誤発進抑制制御 [前進時] が正常に
作動しないことがあります。

知識
 フォワードセンシングカメラ (FSC) が

対象物を検知できないとき
→5-109 ページ 「フォワードセンシン
グカメラ (FSC) について」

 フロント超⾳波センサーが対象物を検
知できないとき
→5-115 ページ 「超⾳波センサーにつ
いて」

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､AT 誤発進抑制制御 [前進時] が作動す
ることがあります。
 急な登坂路があるとき
 狭いゲートや天井が低いゲートなどに

進⼊するとき
 路⾯上に､⾦属物､段差､突起物などが

あるとき
 対象物に接近して通過するとき

AT 誤発進抑制制御 [後退時] が作動するとき
次の条件をすべて満たしている場合に､⾃⾞が
後⽅の対象物と衝突する可能性があるとシステ
ムが判断すると､AT 誤発進抑制制御 [後退時] が
作動します。
 ⾞速が約 15 km/h 以下のとき
 アクセルペダルを踏んだとき

AT 誤発進抑制制御 [後退時] が作動している場
合は､画⾯表⽰と警報⾳で運転者に危険を知ら
せます。
メーター (A タイプ)

1. “アクセルを踏んでいます”
 

運転する
AT 誤発進抑制制御
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メーター (B タイプ)

1. “アクセルを踏んでいます”
 
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. “アクセルを踏んでいます”

知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合

は､AT 誤発進抑制制御 [後退時] が正常に
作動しないことがあります。
 リア超⾳波センサーが対象物を検知で

きないとき
→5-115 ページ 「超⾳波センサーにつ
いて」

 リアカメラが対象物を検知できないと
き
→5-117 ページ 「カメラについて」

 次の条件のいずれかを満たしている場合
は､AT 誤発進抑制制御 [後退時] が作動す
ることがあります。
 急な登坂路があるとき
 垂れ幕などがあるとき
 狭いゲートや天井が低いゲートなどに

進⼊するとき
 路⾯上に､⾦属物､段差､突起物などが

あるとき

AT 誤発進抑制制御を OFF にする
マツダコネクトで AT 誤発進抑制制御を OFF に
できます。

マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。
 
AT 誤発進抑制制御が OFF になると､SBS OFF
表⽰ が点灯します。

運転する
AT 誤発進抑制制御
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360° ビュー･モニターについて
360°ビュー･モニターは､低速⾛⾏時や駐停⾞時に⾞両周辺の状況をセンターディスプレイに表⽰する
ことで､運転者の安全確認を補助するシステムです。
トップビュー
⾞両を真上から⾒たかのようなイメージ映像を表⽰して､前進時や後退時における⾞両周辺の確認を
補助します。

フロントビュー
⾞両前⽅の映像とガイド線を組みあわせて表⽰することで､前進時や駐停⾞時における⾞両前⽅の確
認を補助します。

運転する
360° ビュー･モニター
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フロントワイドビュー
⾞両前⽅ (広域) の映像とガイド線を組みあわせて表⽰することで､前進時や交差点への進⼊時におけ
る⾞両前⽅の確認を補助します。

サイドビュー
⾞両左右前側⾯の映像とガイド線を組みあわせて表⽰することで､前進時や駐停⾞時における⾞両左
右前側⾯の確認を補助します。

リアビュー
⾞両後⽅の映像とガイド線を組みあわせて表⽰することで､後退時や駐停⾞時における⾞両後⽅の確
認を補助します。

運転する
360° ビュー･モニター
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リアワイドビュー
⾞両後⽅ (広域) の映像とガイド線を組みあわせて表⽰することで､後退時や駐停⾞時における⾞両後
⽅の確認を補助します。

シースルービュー*

シースルービューは､各カメラで撮影した映像を組みあわせて⾞両が透過したかのような加⼯をし､セ
ンターディスプレイに表⽰する機能です。
フロントシースルービュー
⾞両前部が透過したかのようなカメラ映像とガイド線を組みあわせて表⽰することで､前進時や駐停
⾞時における⾞両前⽅･側⽅の確認を補助します。

運転する
360° ビュー･モニター

*グレード/仕様別装備 5-209
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リアシースルービュー
⾞両後部が透過したかのようなカメラ映像とガイド線を組みあわせて表⽰することで､後退時や駐停
⾞時における⾞両後⽅･側⽅の確認を補助します。

トレーラーヒッチビュー*

トレーラーヒッチビューは､⾞両後⽅の映像とトレーラー連結ガイド線を組みあわせてセンターディ
スプレイに表⽰することで､⾞両とトレーラーを連結する際の位置あわせを容易にする機能です。

トレーラーヒッチズームビュー
ヒッチボール周辺の映像を表⽰することで､最終の位置あわせを容易にします。

運転する
360° ビュー･モニター
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360° ビュー･モニター使⽤上の警告･注意

警告
必ず⾞両周辺の安全を直接確認しながら運転する。
360°ビュー･モニターは､あくまでも⾞両周辺の安全を確認するための補助装置です。

360°ビュー･モニターを過信しない。
カメラの撮影範囲やセンサーの検知範囲には限界があります。たとえば､次の箇所は死⾓とな

り､対象物が映らないことがあります。
画⾯上で黒く塗り潰されている範囲
各カメラの映像のつなぎ⽬

シースルービューは､映像のつなぎ⽬付近に映る障害物を正確に表⽰できないことがあります。

⾞幅延⻑線や予想進路線などはあくまでも⽬安です。画⾯に映し出されている映像は､実際の状
況とは異なることがあります。

注意
カメラを適切に取り扱ってください。カメラの取り扱い⽅法を誤ると､映像が正常に表⽰されな

いことがあります。
→5-117 ページ 「カメラについて」

次の部品は保安基準適合部品です。次の部品が故障した場合は､すみやかにマツダ販売店にご相
談ください。
サイドカメラ

運転する
360° ビュー･モニター
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注意
リアカメラ
センターディスプレイ
 360°ビュー･モニターユニット

次のような場所･状況では､360°ビュー･モニターを使⽤しないでください。
段差がある道路
坂道などの平坦ではない道路
凍結したすべりやすい路⾯や雪道
タイヤチェーンや応急⽤スペアタイヤを使⽤しているとき
ドアが完全に閉まっていないとき
ドアミラーを格納しているとき

ドアが完全に閉まっていない場合は､映像やガイド線が正しく表⽰されないことがあります。
 360°ビュー･モニターを正常に作動させるために､次のことをお守りください。
サスペンションを改造しないでください。
前後輪とも必ず指定されたサイズのタイヤを装着してください。タイヤ交換などを⾏なうと

きは､マツダ販売店にご相談ください。
センターディスプレイが冷えていると､映像が尾を引いたり､画⾯が通常よりも暗くなったりし

て､⾞両周辺の状況を確認しにくくなることがあります。必ず⾞両周辺の安全を直接確認しなが
ら運転してください。

サイドカメラが撮影する範囲にはランプ類がないため､夜間では映像を認識しづらくなることが
あります。必ず⾞両周辺の安全を直接確認しながら運転してください。

 360°ビュー･モニターを使って駐停⾞をする⽅法は､道路状況､路⾯状況､⾃⾞の状況などによっ
て異なります。また､ハンドル操作のタイミングや操作量は状況によって異なりますので､周囲
を直接確認しながら状況にあわせた操作をしてください。

運転する
360° ビュー･モニター
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360° ビュー･モニターの使いかた
⾞両前⽅/⾞両側⽅の映像を表⽰する

センターディスプレイに映像が表⽰されます。

知識
 セレクトレバーが R の位置のときは､⾞両前⽅/⾞両側⽅の映像が表⽰されません。
 次の条件のいずれかを満たすと､⾞両前⽅/⾞両側⽅の映像が終了します。

 コマンダーノブ周辺のスイッチを押したとき
 ⾞速が 15 km/h 未満の状態で約 4 分 30 秒経過したとき
 (⾞速が 15 km/h 未満のときに映像を表⽰させた場合)

⾞速が 15 km/h 以上になったとき
 (⾞速が約 15 km/h 以上のときに映像を表⽰させた場合)

⾞速が 15 km/h 以上の状態で 8 秒経過したとき
 セレクトレバーを P の位置にしたとき

⾞両後⽅の映像を表⽰する
セレクトレバーを R の位置にする。
センターディスプレイに映像が表⽰されます。
 
(トレーラーヒッチビュー装備⾞)
マツダ純正トレーラーヒッチを装着している場合は､トレーラーヒッチビューが有効になります。

知識
トレーラーヒッチビューは､マツダ純正トレーラーヒッチの使⽤を前提とした機能です。
マツダ純正トレーラーヒッチを装着している場合にのみ､トレーラーヒッチビューを正しく使⽤で
きます。

運転する
360° ビュー･モニター
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映像を切り替える
1. コマンダーノブをまわして､表⽰したい映像にカーソルをあわせる。

1. カーソル
2. コマンダーノブを押して､表⽰する映像を決定する。
(シースルービュー装備⾞)
コマンダーノブを横⽅向に動かすと､360°ビューモード (360VM) とシースルービューモード (STV) と
が切り替わります。
画⾯の⾒⽅

知識
 画⾯に映し出される映像と実際の状況は異なることがありますので､必ず⽬視で周囲の安全を確

認しながら運転してください。
 天候や周辺環境の影響によって映像が⾒えにくくなることがありますが､故障ではありません。
 リアビュー､リアワイドビュー､リアシースルービューの映像は､左右反転されています。
 トップビューおよびフロントシースルービューには､実際のタイヤが映ることがあります。
 トップビュー以外の画⾯では表⽰されている障害物が､トップビューでは表⽰されないことがあ

ります。
 トップビュー､フロントシースルービュー､リアシースルービューの黒く塗り潰されている範囲､

および映像のつなぎ⽬は死⾓となります。
 トップビュー､フロントシースルービュー､リアシースルービューは､各カメラで撮影した映像を

加⼯処理して表⽰しています。そのため､映像が次のように表⽰されることがあります。
 ⾊や明るさが実際とは異なって表⽰されることがあります。
 ⾞両が傾くと映像がずれて表⽰されることがあります。
 路上の線などが映像のつなぎ⽬でずれて表⽰されることがあります。

 パーキングセンサーの検知範囲には限界があります。詳細はパーキングセンサーの項⽬を参照
してください。
→5-237 ページ 「パーキングセンサーについて」

 画⾯の明るさとコントラストを調整できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

 画⾯表⽰は実際と異なる場合があります。
 (トレーラーヒッチビュー装備⾞)

 トレーラー連結ガイド線を OFF にすることができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

 トレーラー連結ガイド線は､映像の中⼼からずれて表⽰されることがあります。

運転する
360° ビュー･モニター
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知識
 次の条件のいずれかを満たしている場合は､ヒッチボールやトレーラーカプラーがトレーラー

連結ガイド線からずれて⾒えることがあります。
 ⾞両状態 (重量､タイヤ空気圧など) が変化したとき
 リアゲートが完全に閉まっていないとき
 路⾯が平坦ではないとき
 ヒッチボールとトレーラーカプラーの⾼低差が⼤きいとき
 ヒッチボールの位置が通常の状態から逸脱しているとき

トップビュー､フロントビュー

表⽰ 内容

1 タイヤアイコン タイヤの向きを⽰します。ハンドル操作に連動して動
きます。

2 予想進路線 (⾚⾊/⻩⾊)

⾞両の予想進路の⽬安を⽰します。ハンドル操作に連
動して動きます。
a) フロントバンパーの端が通過する⽬安を⽰すライ
ン
b) ⾞両の内側が通過する⽬安を⽰すライン

3 パーキングセンサーの検知表⽰ 障害物の検知状況を⽰します。

4 ⾞幅延⻑線 (⻘⾊) ⾞幅の延⻑の⽬安を⽰します。

5 予想進路距離⽬安線 (⾚⾊/⻩⾊)

⾞両前⽅の距離 (バンパー前端から) を⽰します。
 ⾚⾊のラインは､フロントバンパー前端から約 50

cm 先を⽰します。
 ⻩⾊のラインは､フロントバンパー前端から約 1 m

先と約 2 m 先を⽰します。

6 ビューステータスアイコン どの映像が選択されているかを⽰します。

運転する
360° ビュー･モニター
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表⽰ 内容

7 モード切り替えアイコン どのモードが選択されているかを⽰します。

8 パーキングセンサーステータス
アイコン パーキングセンサーの異常または OFF を⽰します。

トップビュー､フロントワイドビュー

表⽰ 内容

1 タイヤアイコン タイヤの向きを⽰します。ハンドル操作に連動して動
きます。

2 予想進路線 (⾚⾊/⻩⾊)

⾞両の予想進路の⽬安を⽰します。ハンドル操作に連
動して動きます。
a) フロントバンパーの端が通過する⽬安を⽰すライ
ン
b) ⾞両の内側が通過する⽬安を⽰すライン

3 パーキングセンサーの検知表⽰ 障害物の検知状況を⽰します。

4 ⾞幅延⻑線､距離⽬安線 (⾚⾊/⻘
⾊)

⾞幅の延⻑の⽬安､⾞両前⽅の距離 (バンパー前端か
ら) を⽰します。
 ⾚⾊のラインは､フロントバンパー前端から約 50

cm 先を⽰します。
 ⻘⾊のラインは､フロントバンパー前端の約 50 cm

先から約 2 m 先までを⽰します。

5 ビューステータスアイコン どの映像が選択されているかを⽰します。

6 モード切り替えアイコン どのモードが選択されているかを⽰します。

運転する
360° ビュー･モニター
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表⽰ 内容

7 パーキングセンサーステータス
アイコン パーキングセンサーの異常または OFF を⽰します。

知識
フロントワイドビューは､⾞両の前⽅を広⾓にとらえて表⽰し､側⽅から接近する対象物を発⾒し
やすくするために映像を補正しています。そのため､実際の⾒え⽅とは異なります。

サイドビュー

表⽰ 内容

1 予想進路線 (⻩⾊)
⾞両の予想進路の⽬安を⽰します。ハンドル操作に連
動して動きます。
予想進路線 (⻩⾊) は､⾞両の内側が通過する⽬安を⽰
すラインです。

2 ⾞両平⾏線 (⻘⾊) ドアミラーを含んだ⾞幅の⽬安を⽰します。

3 ⾞両前端線 (⻘⾊) ⾞両の最前端 (バンパー先端) を⽰します。

4 パーキングセンサーの検知表⽰ 障害物の検知状況を⽰します。

5 ビューステータスアイコン どの映像が選択されているかを⽰します。

6 モード切り替えアイコン どのモードが選択されているかを⽰します。

7 パーキングセンサーステータス
アイコン パーキングセンサーの異常または OFF を⽰します。

運転する
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注意
サイドビューの映像から障害物が⾒えなくなっても､⾞両が障害物を通りすぎるまでハンドルを切
り⾜さないでください。ハンドルを切り⾜すと⼩回りすることになり､障害物に接触する可能性が
あります。

トップビュー､リアビュー

表⽰ 内容

1 タイヤアイコン タイヤの向きを⽰します。ハンドル操作に連動して動
きます。

2 予想進路線 (⾚⾊/⻩⾊)
⾞両の予想進路の⽬安を⽰します。ハンドル操作に連
動して動きます。
a) リアバンパー後端が通過する⽬安を⽰すライン
b) ⾞両の外側が通過する⽬安を⽰すライン

3 パーキングセンサーの検知表⽰ 障害物の検知状況を⽰します。

4 ⾞幅延⻑線 (⻘⾊) ⾞幅の延⻑の⽬安を⽰します。

5 予想進路距離⽬安線 (⾚⾊/⻩⾊)

⾞両後⽅の距離 (バンパー後端から) を⽰します。
 ⾚⾊のラインは､リアバンパー後端から約 50 cm 先

を⽰します。
 ⻩⾊のラインは､リアバンパー後端から約 1 m 先と

約 2 m 先を⽰します。

6 ビューステータスアイコン どの映像が選択されているかを⽰します。

7 モード切り替えアイコン どのモードが選択されているかを⽰します。

8 パーキングセンサーステータス
アイコン パーキングセンサーの異常または OFF を⽰します。

運転する
360° ビュー･モニター

5-218

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



表⽰ 内容

9 トレーラー連結ガイド線
(トレーラーヒッチビュー装備⾞)
ヒッチボール位置の延⻑の⽬安を⽰します。ハンドル
操作に連動して動きます。

注意
後退時にハンドル操作をすると､⾞両の先端が外側に⼤きく振れます。⾞両と障害物の間隔を⼗分
に保ってください。

知識
 画⾯に映し出される駐⾞スペース (⾞庫など) の後端と距離⽬安線が平⾏に⾒えていても､実際に

は平⾏ではないことがあります。
 駐⾞場の区画線が⽚側しかないときは､区画線と⾞幅延⻑線が平⾏に⾒えていても､実際には平

⾏ではないことがあります。

トップビュー､リアワイドビュー

表⽰ 内容

1 タイヤアイコン タイヤの向きを⽰します。ハンドル操作に連動して動
きます。

2 予想進路線 (⾚⾊/⻩⾊)
⾞両の予想進路の⽬安を⽰します。ハンドル操作に連
動して動きます。
a) リアバンパー後端が通過する⽬安を⽰すライン
b) ⾞両の外側が通過する⽬安を⽰すライン

3 パーキングセンサーの検知表⽰ 障害物の検知状況を⽰します。

運転する
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表⽰ 内容

4 ⾞幅延⻑線､距離⽬安線 (⾚⾊/⻘
⾊)

⾞幅の延⻑の⽬安､⾞両後⽅の距離 (バンパー後端か
ら) を⽰します。
 ⾚⾊のラインは､リアバンパー後端から約 50 cm 先

を⽰します。
 ⻘⾊のラインは､リアバンパー後端の約 50 cm 先か

ら約 2 m 先までを⽰します。

5 ビューステータスアイコン どの映像が選択されているかを⽰します。

6 モード切り替えアイコン どのモードが選択されているかを⽰します。

7 パーキングセンサーステータス
アイコン パーキングセンサーの異常または OFF を⽰します。

知識
リアワイドビューは､⾞両の後⽅を広⾓にとらえて表⽰し､側⽅から接近する対象物を発⾒しやす
くするために映像を補正しています。そのため､実際の⾒え⽅とは異なります。

トップビュー､フロントシースルービュー

表⽰ 内容

1 タイヤアイコン タイヤの向きを⽰します。ハンドル操作に連動して動
きます。

2 予想進路線 (⾚⾊/⻩⾊)

⾞両の予想進路の⽬安を⽰します。ハンドル操作に連
動して動きます。
a) フロントバンパーの端が通過する⽬安を⽰すライ
ン
b) ⾞両の内側が通過する⽬安を⽰すライン

運転する
360° ビュー･モニター
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表⽰ 内容

3 パーキングセンサーの検知表⽰ 障害物の検知状況を⽰します。

4 タイヤグラフィック タイヤの位置の⽬安を⽰します。

5 ⾞両底⾯グラフィック ⾞両の底⾯の⽬安を⽰します。

6 予想進路距離⽬安線 (⾚⾊/⻩⾊)

⾞両前⽅の距離 (バンパー前端から) を⽰します。
 ⾚⾊のラインは､フロントバンパー前端から約 50

cm 先を⽰します。
 ⻩⾊のラインは､フロントバンパー前端から約 1 m

先と約 2 m 先を⽰します。

7 ビューステータスアイコン どの映像が選択されているかを⽰します。

8 モード切り替えアイコン どのモードが選択されているかを⽰します。

9 パーキングセンサーステータス
アイコン パーキングセンサーの異常または OFF を⽰します。

知識
フロントシースルービューは､次のように表⽰されることがあります。
 地⾯および⽴体物が湾曲して表⽰されることがあります。
 映像のつなぎ⽬で⽴体物などの表現が変わり､同⼀のものが重複して表⽰されたり､つながって

⾒えなかったりします。

トップビュー､リアシースルービュー

運転する
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表⽰ 内容

1 タイヤアイコン タイヤの向きを⽰します。ハンドル操作に連動して動
きます。

2 予想進路線 (⾚⾊/⻩⾊)
⾞両の予想進路の⽬安を⽰します。ハンドル操作に連
動して動きます。
a) リアバンパー後端が通過する⽬安を⽰すライン
b) ⾞両の外側が通過する⽬安を⽰すライン

3 パーキングセンサーの検知表⽰ 障害物の検知状況を⽰します。

4 タイヤグラフィック タイヤの位置の⽬安を⽰します。

5 ⾞両底⾯グラフィック ⾞両の底⾯の⽬安を⽰します。

6 予想進路距離⽬安線 (⾚⾊/⻩⾊)

⾞両後⽅の距離 (バンパー後端から) を⽰します。
 ⾚⾊のラインは､リアバンパー後端から約 50 cm 先

を⽰します。
 ⻩⾊のラインは､リアバンパー後端から約 1 m 先と

約 2 m 先を⽰します。

7 ビューステータスアイコン どの映像が選択されているかを⽰します。

8 モード切り替えアイコン どのモードが選択されているかを⽰します。

9 パーキングセンサーステータス
アイコン パーキングセンサーの異常または OFF を⽰します。

10 トレーラー連結ガイド線
(トレーラーヒッチビュー装備⾞)
ヒッチボール位置の延⻑の⽬安を⽰します。ハンドル
操作に連動して動きます。

知識
リアシースルービューは､次のように表⽰されることがあります。
 地⾯および⽴体物が湾曲して表⽰されることがあります。
 映像のつなぎ⽬で⽴体物などの表現が変わり､同⼀のものが重複して表⽰されたり､つながって

⾒えなかったりします。

運転する
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トップビュー､トレーラーヒッチズームビュー

表⽰ 内容

1 タイヤアイコン タイヤの向きを⽰します。ハンドル操作に連動して動
きます。

2 予想進路線 (⾚⾊/⻩⾊)
⾞両の予想進路の⽬安を⽰します。ハンドル操作に連
動して動きます。
a) リアバンパー後端が通過する⽬安を⽰すライン
b) ⾞両の外側が通過する⽬安を⽰すライン

3 パーキングセンサーの検知表⽰ 障害物の検知状況を⽰します。

4 予想進路距離⽬安線 (⾚⾊/⻩⾊)

⾞両後⽅の距離 (バンパー後端から) を⽰します。
 ⾚⾊のラインは､リアバンパー後端から約 50 cm 先

を⽰します。
 ⻩⾊のラインは､リアバンパー後端から約 1 m 先を

⽰します。
ハンドル操作に連動して動きます。

5 ビューステータスアイコン どの映像が選択されているかを⽰します。

6 モード切り替えアイコン どのモードが選択されているかを⽰します。

7 パーキングセンサーステータス
アイコン パーキングセンサーの異常または OFF を⽰します。

こんなときは
次のような場合はシステムの故障が考えられますので､マツダ販売店で点検を受けてください。
 センターディスプレイに､”カメラ映像信号がありません”と表⽰される。
 セレクトレバーを R の位置にしても､センターディスプレイの表⽰がカメラ映像に切り替わらない。
 360°ビュー･モニタースイッチを押しても､センターディスプレイの表⽰がカメラ映像に切り替わら

ない。
 センターディスプレイの表⽰の⼀部が黒くなる。

運転する
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360° ビュー･モニターの便利な使いかた
360°ビュー･モニターの設定を次のように変更できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。
 ⾞両の電源を ON にしたときに､360°ビュー･モニターを⾃動的に表⽰する
 360°ビューモード/シースルービューモード作動時､優先的に表⽰される映像を選択
 後退から前進に切り替えたときに､フロントビューまたはフロントシースルービューを⾃動的に表

⽰する
 予想進路線を表⽰させない

運転する
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ドライバー異常時対応システム
(DEA) について*

ドライバー異常時対応システム (DEA)は､⾼速
道路､⾃動⾞専⽤道路および⼀般道を問わず､運
転者が急病などで運転の継続が困難になった場
合に､⾞両を減速･停⽌させることで､衝突事故
やその被害の軽減に寄与するシステムです。
 
DEA の基本的な動作について
 
①DEA は､運転者の異常を検知､または乗員が
操作することにより作動します。
②DEA が作動すると⾮常点滅表⽰灯の点滅を
開始し､間もなく緊急停⾞することを乗員に報
知しながら､運転者の正常∕異常判定を⾏いま
す。
③運転者が通常運転状態に復帰せず DEA がキ
ャンセルされない場合には､⾮常点滅表⽰灯に
加え､ブレーキランプの点滅とホーンの吹鳴を
開始し､⾞両を減速･停⽌させます。

ドライバー異常時対応システム
(DEA) 使⽤上の警告･注意

警告
DEA を過信しない。
 DEA は運転者に異常が起きて運転の継続

が困難になった場合を対象とするもので
あり､⾃動運転システムではありません。

 DEA は万⼀の際に速やかに減速･停⽌を
⾏うことで事故の回避や被害の軽減を図
るものであり､その機能には限界があり､
その効果はさまざまな条件により変わり
ます。

 DEA の作動には条件があり､作動条件を
満たさない場合は作動しません。

運転者には安全運転をする義務があり､
DEA 作動にともなう責任は運転者にあり
ます。DEA の特性を⼗分ご理解頂き使⽤
をお願い致します。

 DEA は体調が優れない場合の運転を対象
とするものではないため､体調が優れな
い場合は運転しないでください。

運転者に異常がない場合は､意図的に DEA
を作動させない。
思わぬ事故につながるおそれがあります。

DEA を正しく作動させるために､次のこと
を守る。
フォワードセンシングカメラ (FSC) を適

切に取り扱ってください。フォワードセ
ンシングカメラ (FSC) が対象物を正しく
検知できない場合､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
→5-109 ページ「フォワードセンシングカ
メラ (FSC) について」

レーダーセンサー (フロントレーダーセ
ンサー､フロントサイドレーダーセンサ
ー､リアサイドレーダーセンサー) を適切
に取り扱ってください。レーダーセンサ
ーが対象物を正しく検知できない場合､
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。
→5-112 ページ「レーダーセンサーについ
て」

超⾳波センサーを適切に取り扱ってくだ
さい。超⾳波センサーが対象物を正しく
検知できない場合､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

運転する
ドライバー異常時対応システム (DEA)
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警告
→5-115 ページ「超⾳波センサーについ
て」

ドライバー･モニタリングカメラを適切
に取り扱ってください。ドライバー･モニ
タリングカメラが対象物を正しく検知で
きない場合､思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
→5-119 ページ「ドライバー･モニタリン
グカメラについて」

DEA 作動後､運転者が異常から復帰できた
場合には､速やかに運転を再開するか､路肩
へ避難し､また､必要に応じて三⾓表⽰板及
び発煙筒を設置して後続⾞両に停⾞してい
ることを知らせる。

注意
次の条件のいずれかを満たす場合は､誤

作動を防ぐために DEA の⾃動的な作動を
停⽌するとともに､乗員の操作による意
図的な DEA 作動を⾏なわないでくださ
い。
トレーラーなどをけん引したり､⾞両

後部に⾃転⾞のキャリアなどを装着し
たりするとき

草の⽣い茂った場所やオフロードなど
の悪路を⾛⾏するとき

サスペンションを改造しないでください。
タイヤは指定されたサイズを使⽤し､4 輪

ともに同⼀種類のタイヤを使⽤してくだ
さい。また､摩耗状態が著しく異なるタ
イヤを混ぜて使⽤しないでください。タ
イヤを混ぜて使⽤すると､DEA が正常に
作動しなくなるおそれがあります。

運転する
ドライバー異常時対応システム (DEA)
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ドライバー異常時対応システム (DEA) の使いかた
⾃動的な作動の設定状況を確認する
DEA の⾃動的な作動はお客様のご希望によりマツダコネクトで ON または OFF にできます。運転開
始前に設定状況をご確認下さい。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。
DEA が作動する条件
⾼速道/⾃動⾞専⽤道路/⼀般道を 5 km/h 以上で⼀定時間⾛⾏を継続している場合に､システムが運転
者に異常が起きていると判断すると､DEA が作動します。
 
DEA が運転者の異常を検知する⽅法は 2 つあります。
①システムの⾃動検知による作動
DEA は､運転者の状態や運転操作のデータをもとに､運転者の異常を検知します。

知識
 次のいずれかの条件を満たしている場合に､DEA は運転者に異常が起きていると判断します。

 ドライバー･モニタリングにより急病検知したとき
→5-142 ページ 「ドライバー･モニタリングの使いかた」

 ⾼速道路または⾃動⾞専⽤道路を 60km/h 以上で⾛⾏中､ドライバー･モニタリングによる居
眠り検知が⼀定時間続いたとき
→5-142 ページ 「ドライバー･モニタリングの使いかた」

 次の操作をした場合は､居眠り検知が正しく⾏なわれないことがあります。
 ⽅向指⽰器の操作
 i-ACTIVSENSE ミュートスイッチの操作
 ステアリングシフトスイッチの操作
 MRCC スイッチの操作
 CTS スイッチの操作
 RES スイッチの操作
 CANCEL スイッチの操作
 INFO スイッチの操作

注意
ナビゲーションシステムの SD カードが挿⼊されていない場合､DEA は居眠り検知による異常判

断をしません。
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②乗員の操作による作動
運転者の異常を察知した場合などに､運転者⾃⾝または同乗者が､以下 1 および 2 の操作を完了するこ
とで､DEA が作動します。
 
SOS スイッチ操作後 (1)､センターディスプレイの表⽰内容に従い､EPB スイッチを引き上げる (2)。
1.

2.
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DEA が作動したとき
DEA が作動すると､警報⾳と⾳声ガイダンスが流れるとともに､システムによる⾞両減速･停⽌の待機
状態であることをセンターディスプレイおよびメーターの表⽰で知らせます。システム制御の詳細は
センターディスプレイに表⽰されます。

1. “ドライバー異常を検知しました”
2. “まもなく緊急停⾞します。”
3. “キャンセルするにはハザードスイッチ(⾮常点滅表⽰灯スイッチ)押下”
 
その後､⼀定時間内にキャンセル操作が⾏なわれない場合は､システムが⾞両減速･停⽌を開始します。
*1

1. “ドライバー異常時対応システム作動中”
2. “キャンセルするにはハザードスイッチ(⾮常点滅灯スイッチ)押下”

知識
 DEA が作動すると､スマート･ブレーキ･サポート (SBS) が⾃動的に有効化されます。
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知識
 DEA が作動するとアクセルペダル操作による加速が出来ません。また⾮常点滅表⽰灯が点滅し

ます。
 DEA が⾞両減速･停⽌を開始するとブレーキランプが点滅するとともに､ホーンが吹鳴します。

*1 :状況によって､以下のように減速･停⽌します。
① ⾼速道路または⾃動⾞専⽤道路において第⼀⾛⾏⾞線や登坂⾞線など路肩に隣接する⾞線を
時速 60km 以上で⾛⾏している場合､可能な範囲で路肩に寄せながら､減速･停⽌します。
② 上記①以外の場合､可能な範囲で⾃⾞が⾞線から逸脱しないように維持しながら､減速･停⽌
します。

知識
 次の条件をすべて満たしている場合は､路肩に寄って停⾞します。

 ナビゲーションシステムの SD カードが挿⼊されているとき
 ⾼速道路または⾃動⾞専⽤道路を⾛⾏しているとき
 路肩に隣接する⾞線を⾛⾏しているとき
 路肩に停⾞可能なスペースがあり､⾃⾞の進⼊ルートに障害物などがないとき
 ⾃⾞の左側⽅および左後側⽅に､接近⾞両を検知していないとき
 キャンピングトレーラーなどをけん引していないとき

ただし､路肩に寄っている最中に次のいずれかの条件を満たすと､路肩に寄らずに停⾞します。
 ブレーキペダルを踏んだとき
 セレクトレバーを D 以外の位置にしたとき
 運転席のシートベルトをはずしたとき
 いずれかのドアを開けたとき
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) が作動したとき
 エアバッグが作動したとき
 ⾞線を維持して⾛⾏できなくなったとき
 ⾞線の幅が極端に狭いとき､または極端に広いとき
 ⼀定時間内に路肩に寄れなかったとき
 ⾼速道路の合流または離脱の標識を検知したとき

 次の場合には､ステアリングアシスト機能による⾞線維持が作動しないことがあります。
 ⾞線の⽩線 (⻩線) を検知できないとき (⾒えにくい､複数引かれる､途切れる､紛らわしい線が

⾒えるなど)
 ⾞線の両側⽩線 (⻩⾊線) が平⾏でないとき
 道路の段差等により⾞が⼤きく揺れたとき
 急なカーブを⾛⾏したとき
 急なハンドル操作をしたとき
 ⾞線をまたいで⾛⾏したとき
 ⾞線の幅が狭いとき､または広いとき

作動中の DEA を解除するとき
センターディスプレイの表⽰に従って DEA を解除してください。
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知識
 次のいずれかの条件を満たすことでも､DEA を解除できます。

 (システムの⾃動検知による作動の場合)
 ハンドルを左または右に軽く操作してペダル操作で加減速をするなど､意図的な運転操作を

したとき
 アクセルペダルを 3 回踏み込んだとき
 電源ポジションを OFF にしたとき
 パーキングブレーキを解除したとき

 (乗員の操作による作動の場合)
 アクセルペダルを 3 回踏み込んだとき
 電源ポジションを OFF にしたとき
 パーキングブレーキを解除したとき

DEA による緊急停⽌
システム制御によって⾃⾞が停⽌した後は､パーキングブレーキが⾃動的にかかり､すべてのドアが⾃
動的に解錠されます。停⾞後のシステム制御の詳細はセンターディスプレイに表⽰されます。
また､システムの⾃動検知による DEA 作動の場合には､エマージェンシーコールを⾏います。
→7-19 ページ 「マツダエマージェンシーコールについて」

知識
 システム制御によって⾃⾞が停⽌した後も､⾮常点滅表⽰灯およびブレーキランプの点滅とホー

ンの吹鳴は継続します。
 ⾮常点滅表⽰灯とブレーキランプの点滅､ホーンの吹鳴は､作動中のシステムを解除すると停

⽌します。
 ⾮常点滅表⽰灯の点滅は､⾮常点滅表⽰灯スイッチを押しても停⽌します。
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衝突⼆次被害軽減システムについ
て
衝突⼆次被害軽減システムは､⾛⾏中にエアバ
ッグが作動するほどの衝突被害を受けた際に､
⾞両を減速させて⼆次被害を軽減するシステム
です。
⾛⾏中にエアバッグが作動するほどの衝突事故
が起きると､⾮常点滅灯を点滅させて周辺⾞両
に注意を促しつつ､ブレーキ制御をして障害物
などに衝突した際の被害を軽減します。

衝突⼆次被害軽減システムの警
告･注意

警告
衝突⼆次被害軽減システムを過信しない。
⾞両の状態､構成部品の損傷状態､対象物

の状態､天候状況､道路状況などの条件に
よっては､衝突⼆次被害軽減システムが正
常に作動しないことがあります。システ
ムを過信せず､運転者の責任において運
転してください。

衝突⼆次被害軽減システムの機能には限
界があります。ブレーキペダルやアクセ
ルペダルの適切な操作を怠ると､重⼤な
傷害につながるおそれがあります。

運転する
衝突⼆次被害軽減システム

5-232

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



衝突⼆次被害軽減システムの使い
かた
衝突⼆次被害軽減システムが作動するとき
⾛⾏中にエアバッグが作動するほどの衝突被害
を受けた場合に､衝突⼆次被害軽減システムが
作動します。
 
衝突⼆次被害軽減システムが作動すると､シス
テム制御によるブレーキがかかり､⾮常点滅灯
が点滅し続けます。
システム制御によるブレーキで⾃⾞が停⽌した
後は､電動パーキングブレーキ (EPB) によって
パーキングブレーキがかかります。

知識
 システム制御によるブレーキ作動中は､

ブレーキランプが点灯します。
 電動パーキングブレーキ (EPB) に異常が

ある場合は､停⾞後にシステム制御によ
るブレーキが解除されます。

システム制御によるブレーキが解除されるとき
次の条件のいずれかを満たすと､システム制御
によるブレーキが解除されます。
 システムが作動してから⼀定時間が経過した

とき
 システム制御による停⾞後､アクセルペダル

を強く 3 回踏み込んだとき
 電動パーキングブレーキ (EPB) の作動後にパ

ーキングブレーキを解除したとき

知識
 システムのブレーキ制御よりも運転者の

ブレーキペダル踏⼒が強い場合は､運転
者のブレーキ操作が優先されます。

 システム制御による⾮常点滅灯の点滅
は､次のいずれかの操作をすると解除さ
れます。
 ⾮常点滅灯スイッチを押す
 ⾞両の電源を OFF にする
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クルーズコントロールについて
クルーズコントロールは､定速⾛⾏によって運
転者の負担を軽減するシステムです。運転者が
アクセルペダルやブレーキペダルを踏まなくて
も､設定した速度で定速⾛⾏をします。

クルーズコントロール使⽤上の警
告･注意

警告
クルーズコントロールを過信しない。
クルーズコントロールの機能には限界があ
ります。周囲の状況を確認してブレーキペ
ダルやアクセルペダルを踏むなど､安全運転
を⼼がけてください。

思わぬ事故につながるおそれがあるため､
次のような状況ではクルーズコントロール
を使⽤しない。
⾃動⾞専⽤道路以外を⾛⾏するとき
急なカーブや交通量が多く⾞間距離が⼗

分にとれない道路を⾛⾏するとき
凍結路､積雪路､未舗装路などのすべりや

すい路⾯を⾛⾏するとき
⻑い下り坂を⾛⾏するとき
勾配が急な坂を⾛⾏するとき

クルーズコントロールを使⽤しないときは､
クルーズコントロールを OFF にする。
常に使⽤できる状態にしておくと､誤ってク
ルーズコントロールを作動させ､思わぬ事故
につながるおそれがあります。

注意
けん引されるとき､または他の⾞をけん

引するときは､クルーズコントロールを
OFF にしてください。

シャシーローラーを使⽤するときは､ク
ルーズコントロールを OFF にしてくださ
い。
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クルーズコントロールの使いかた
クルーズコントロールを設定する
1. クルーズコントロールスイッチを押して､

システムを ON にする。

システムが ON になると､クルーズスタン
バイ表⽰ (⽩)  が表⽰されます。

2. 25 km/h 以上の設定したい速度まで加速す
る (ただし､設定速度の下限は 30 km/h)。

3. RES スイッチを押し上げる (SET+) または
押し下げ (SET-) て､速度を設定する。

速度を設定すると定速⾛⾏が開始されま
す。また､設定速度が画⾯に表⽰され､クル
ーズスタンバイ表⽰ (⽩)  がクルーズセ
ット表⽰ (緑)  に変わります。

クルーズコントロールが作動している場合は､
作動状況を画⾯表⽰で運転者に知らせます。

メーター (A タイプ)

1. 設定速度
 
メーター (B タイプ) i-ACTIVSENSE 画⾯

1. 設定速度
 
メーター (B タイプ) i-ACTIVSENSE 画⾯以外

1. 設定速度
 
アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

1. 設定速度
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知識
 ヒルディセントコントロールが作動して

いる場合は､クルーズコントロールが作
動しません。

 定速⾛⾏中は､アクセルペダル操作によ
る加減速が優先されます。アクセルペダ
ルから⾜を離すと､設定速度での定速⾛
⾏にもどります。

 マツダコネクトで⾞間制御を無効にする
と､クルーズコントロールに切り替わり
ます。このとき､MRCC スイッチはクル
ーズコントロールスイッチとして機能し
ます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。
⾞間制御を無効にしたまま⾞両の電源を
OFF にすると､次に⾞両の電源を ON に
したときに⾞間制御が⾃動的に有効にな
ります。

 急な上り坂または下り坂など､道路条件
によっては設定速度を保てないことがあ
ります。

 ⾞速が 20 km/h 未満になると､クルーズ
コントロールが解除されます。再度クル
ーズコントロールを使⽤する場合は､ク
ルーズコントロールを設定し直してくだ
さい。

 クルーズコントロール制御によるブレー
キ作動中は､ブレーキランプが点灯しま
す。

 クルーズコントロールを使⽤して⾛⾏し
ている場合には､⼿動で低速ギヤにシフ
トダウンしてもクルーズコントロールが
解除されず､エンジンブレーキが効きま
せん。減速が必要なときは､設定速度を
下げるかブレーキペダルを踏んでくださ
い。

設定した速度を変更する
RES スイッチで設定速度を変更する
希望の速度になるまで､RES スイッチを押し上
げる (SET+) または押し下げる (SET-)。
 短押し : 1 km/h
 ⻑押し : 10 km/h

アクセルペダルで設定速度を変更する
アクセルペダルを踏んで希望の速度になったと
ころで､RES スイッチを押し上げる (SET+) また
は押し下げる (SET-)。
クルーズコントロールが⼀時的に解除されると
き
次の条件のいずれかを満たすと､クルーズコン
トロールが⼀時的に解除されます。
 ブレーキペダルを踏んだとき
 CANCEL スイッチを 1 回押したとき
 DSC が作動したとき
 スマート･ブレーキ･サポート (SBS) が作動し

たとき
 システムによるブレーキの作動頻度が⾼いと

き
クルーズコントロールが⼀時的に解除された場
合は､RES スイッチを押すと⼀時的に解除され
る前の設定速度でクルーズコントロールが作動
します。
クルーズコントロールを OFF にする
クルーズコントロールスイッチを押す。
クルーズスタンバイ表⽰ (⽩) /クルーズセッ
ト表⽰ (緑)  が消灯してクルーズコントロー
ルが OFF になります。
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パーキングセンサーシステムについて
パーキングセンサーは､駐⾞時などに⾞両周辺の障害物を検知して運転者に知らせることで､運転者の
安全確認を補助するシステムです。障害物を検知すると､画⾯表⽰と警報⾳で障害物までの距離を運
転者に知らせます。
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パーキングセンサーシステム使⽤の警告･注意

警告
必ず⾞両周辺の安全を直接確認しながら運転する。
パーキングセンサーはあくまでも前進時または後退時の補助装置です。また､センサーの検知範囲
は限られていますので､システムを過信して前進/後退すると､障害物に接触するなどの思わぬ事故
につながるおそれがあります。
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パーキングセンサーシステムの使いかた
パーキングセンサーが作動するとき
システムが障害物を検知すると､障害物の存在を画⾯表⽰と警報⾳で運転者に知らせます。この画⾯
表⽰と警報⾳は､障害物との距離に応じて変化します。
なお､複数箇所の障害物を検知した場合は､最も近い障害物との距離に応じて吹鳴します。
フロント､リア

⾞両と障害物の距離
表⽰ ブザーの鳴りかた

フロント リア

約 1 m〜60 cm 約 1 m 50 cm〜60 cm

緑

遅い継続⾳

約 60 cm〜50 cm 約 60 cm〜50 cm

⻩

継続⾳

運転する
パーキングセンサー
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⾞両と障害物の距離
表⽰ ブザーの鳴りかた

フロント リア

約 50 cm〜40 cm 約 50 cm〜40 cm

橙

早い継続⾳

約 40 cm 以内 約 40 cm 以内

⾚

連続⾳

コーナー

⾞両と障害物の距離 表⽰ ブザーの鳴りかた

約 50 cm〜40 cm

⻩

継続⾳

運転する
パーキングセンサー
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⾞両と障害物の距離 表⽰ ブザーの鳴りかた

約 40 cm〜30 cm

橙

早い継続⾳

約 30 cm 以内

⾚

連続⾳

知識
 超⾳波センサーが対象物を正確に検知できないときは､システムが正常に作動しないことがあり

ます。
→5-115 ページ「超⾳波センサーについて」

 画⾯表⽰の表⽰/⾮表⽰や警報⾳の⾳量を変更できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご相談ください。

 画⾯表⽰をする設定にしているときは､センサーが障害物を検知すると 360°ビュー･モニターの
表⽰に⾃動で切り替わります。障害物を検知しなくなったときは､障害物を検知する前の表⽰に
切り替わります。ただし､予め 360°ビュー･モニターを表⽰している場合は､障害物の検知有無
に関わらず､360°ビュー･モニターを表⽰し続けます。

 6 秒以上同じ検知範囲で障害物を検知し続けている場合は､警報⾳のみを停⽌します (ただし､最
も近い検知範囲を除く)。検知範囲が近い側に変わった場合は､警報⾳を再開します。

運転する
パーキングセンサー
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パーキングセンサーを OFF にする

パーキングセンサーが OFF になり､パーキングセンサー OFF スイッチの表⽰灯が点灯します。
パーキングセンサーが OFF の状態でスイッチを押すと､パーキングセンサーが作動可能な状態になり
ます。また､同時にスイッチの表⽰灯が消灯します
こんなときは
 異常が発⽣した場合は､次の表⽰で運転者に知らせます。システムの異常が考えられるため､マツダ

販売店で点検を受けてください。

 特定の検知表⽰が表⽰し続ける場合は､検知表⽰に対応するセンサー部に異物が付着していないか
確認をしてください。直らない場合は､マツダ販売店で点検を受けてください。

運転する
パーキングセンサー
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スノータイヤについて

警告
指定サイズ以外のタイヤを使⽤しない。ま
た､異なる種類のタイヤを混ぜて使⽤しな
い。
⾛⾏安定性が損なわれ､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。また､法令違反にな
る場合があります。
運転席ドアを開けたボディー側にあるラベ
ルに記載されているサイズのタイヤを使⽤
してください。また､4 輪ともに同⼀種類の
タイヤを使⽤してください。

タイヤチェーンについて
タイヤチェーンは後輪に取り付けます。

注意
標準タイヤのみタイヤチェーンを装着で

きます。標準タイヤ以外のタイヤにタイ
ヤチェーンを装着すると､チェーンがボデ
ィーなどに⼲渉し､傷をつけることがあ
ります。詳しくはマツダ販売店にご相談
ください。

純正品以外のタイヤチェーンを使⽤する
とボディーなどに⼲渉し､傷をつけるお
それがあります。詳しくはマツダ販売店
にご相談ください。

積雪路､凍結路以外ではタイヤチェーン
を装着して⾛⾏しないでください。チェ
ーンの摩耗を早める原因になります。
また､AWD ⾞は駆動系部品に悪影響をお
よぼし故障につながるおそれがありま
す。

タイヤチェーンを装着したときは､30
km/h 以下で⾛⾏してください。30
km/h 以上で⾛⾏すると､タイヤチェーン
にかかる負担が⼤きくなるため､チェー
ンが切れやすくなります。

運転する
積雪､寒冷時の運転
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MEMO
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吹き出し⼝について
吹き出し⼝を調整することにより､⾵の出る位
置や⽅向などが変わります。

吹き出し⼝の使いかた
吹き出し⼝の開閉
全開また全閉⽅向にダイヤルをいっぱいまで動
かす。
側⾯吹き出し⼝

1. 全開
2. 全閉
中央吹き出し⼝

1. 全開
2. 全閉
 

⾞内を快適にする装備
フロントフルオートエアコン
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⾵向きの調節
側⾯吹き出し⼝

 
中央吹き出し⼝

 

吹き出し⼝の選択
上半⾝に送⾵するとき

上半⾝､⾜元に送⾵するとき

主に⾜元に送⾵するとき

⾞内を快適にする装備
フロントフルオートエアコン
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⾜元への送⾵とガラスの曇りを取るとき

ガラスの曇りを取るとき

フロントフルオートエアコンにつ
いて
設定温度にあわせて､次の機能が⾃動制御され
ます。
 吹き出し⾵の温度調節
 吹き出し⾵量調節
 吹き出し⼝の切り替え
 内気循環/外気導⼊の切り替え
 エアコン (冷房･除湿機能) の作動/停⽌
 *シートヒーターの作動/停⽌*1
 *ステアリングヒーターの作動/停⽌*1
 *シートベンチレーションの作動/停⽌*1

*1 マツダコネクトの設定で､オートモードを有
効にしているときに作動します。マツダコ
ネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､また
はマツダ販売店にご相談ください。

フルオートエアコンは､⽇射/室内温度センサー
を使⽤して､内外の温度､湿度､⽇射を測定し､室
内の温度を制御しています。⽇射/室内温度セ
ンサーをふさがないでください。
⽇射センサー

室内温度センサー

⾞内を快適にする装備
フロントフルオートエアコン
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フロントフルオートエアコンの概略図

1. SYNC (連動作動) スイッチ
2. 助⼿席側温度設定スイッチ
3. 助⼿席側設定温度表⽰
4. 快適オート装備表⽰*1

→6-19 ページ 「シートヒーターの便利な使いかた」
→6-21 ページ 「ステアリングヒーターの便利な使いかた」
→6-23 ページ 「シートベンチレーションの便利な使いかた」

5. ⾵量表⽰
6. 吹き出し⼝切り替え表⽰
7. 内外気切り替え表⽰
8. 運転席側設定温度表⽰
9. 運転席側温度設定スイッチ
10. AUTO スイッチ
11. 曇り取りスイッチ
12. リアウインドーデフォッガー (曇り取り) スイッチ
13. 内外気切り替えスイッチ
14. 吹き出し⼝切り替えスイッチ
15. ファンスイッチ
16. エアコン電源スイッチ
17. エアコンスイッチ
*1 表⽰はグレードや仕様により異なります。

⾞内を快適にする装備
フロントフルオートエアコン

6-5

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



フロントフルオートエアコンの使
いかた
1. エンジンを始動する。
2.

AUTO スイッチの表⽰灯が点灯します。
3. 温度設定スイッチを押して希望温度にあわ

せる。
設定温度にあわせて､各機能が⾃動制御さ
れます。

4. 作動を停⽌したいときは､エアコン電源ス
イッチを押す。

知識
 推奨設定温度は 25.0 ℃です。
 オート作動中に吹き出し⼝切り替えスイ

ッチ､ファンスイッチ､曇り取りスイッチ
のいずれかのスイッチを操作すると､
AUTO スイッチの表⽰灯は消灯します。
操作した箇所以外は⾃動で作動していま
す。

各スイッチの使いかた
AUTO スイッチ
設定温度にあわせて⾃動制御されます。

スイッチを押すと作動します。機能が作動中は
表⽰灯が点灯します。
温度設定スイッチ
設定温度を上げるとき

⾞内を快適にする装備
フロントフルオートエアコン
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設定温度を下げるとき

スイッチを押すごとに設定温度が変化します。
設定温度がディスプレイに表⽰されます。

知識
 設定温度は 18 ℃ から 32 ℃ の間で

0.5 ℃ずつ変化します。
 温度設定スイッチを⻑押しすると､素早

く設定温度を調節することができます。
 温度を下限または上限に設定すると､
「Lo」または「Hi」が表⽰されます。

SYNC (連動作動) スイッチ

スイッチを押すごとに独⽴モードと連動モード
が切り替わります。
 独⽴モード (表⽰灯消灯)

運転席側と助⼿席側の設定温度を独⽴して調
節することができます。
運転席側温度設定スイッチまたは助⼿席側温
度設定スイッチを押して調節します。

 連動モード (表⽰灯点灯)
運転席側と助⼿席側の設定温度が連動した設
定になります。
運転席側温度設定スイッチを押して調節しま
す。

知識
 独⽴モードから連動モードに切り替える

と､助⼿席側とリア (リアエアコンが作動
中のとき) の設定温度は運転席側の設定
温度に切り替わります。

 連動モード (SYNC スイッチ表⽰灯点灯)
のとき､助⼿席側またはリアの温度設定
スイッチを押すと独⽴モード (SYNC スイ
ッチ表⽰灯消灯) になります。

エアコンスイッチ

スイッチを押すごとに冷房·除湿機能 の作動と
停⽌が切り替わります。機能が作動中は表⽰灯
が点灯します。

知識
外気温が 0 ℃近くまで下がると､システム
保護のためエアコンが作動しない場合があ
ります。

リアウインドーデフォッガー (曇り取り) スイ
ッチ
リアウインドーの曇りを取りたいときに使⽤し
ます。
→5-79 ページ「リアウインドーデフォッガー
(曇り取り) スイッチの使いかた」

⾞内を快適にする装備
フロントフルオートエアコン
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内外気切り替えスイッチ

スイッチを押すごとに内気循環と外気導⼊が切
り替わります。
ディスプレイに 内気循環 ( ) または 外気導
⼊ ( )､どちらか選択している状態が表⽰さ
れます。

知識
寒いときや湿度が⾼いときは､内気循環に
するとガラスが曇りやすくなります。

内気循環 ( )
トンネル内や渋滞など外気が汚れているとき
や､急速に冷房したいときなど外気を遮断した
いときに使⽤します。
外気導⼊ ( )
外気を取り⼊れて換気したいときや､ガラスの
曇りを取るときに使⽤します。
吹き出し⼝切り替えスイッチ

使⽤⽬的にあわせて吹き出し⼝を選択すること
ができます。
スイッチを押すごとにモードが切り替わりま
す。選択しているモードがディスプレイに表⽰
されます。

知識

吹き出し⼝を  に設定するには､曇り取
りスイッチを押してください。

ファンスイッチ
⾵量を増やすとき

⾵量を減らすとき

スイッチを押すごとに⾵量が変わります。⾵量
がディスプレイに表⽰されます。
⾵量は 7 段階に調節できます。

⾞内を快適にする装備
フロントフルオートエアコン
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エアコン電源スイッチ

スイッチを押すごとにエアコンの作動と停⽌が
切り替わります。
機能が作動中は表⽰灯が点灯します。
曇り取りスイッチ

フロントガラス､フロント窓ガラスの曇りを取
りたいときに使⽤します。
スイッチを押すごとに作動と停⽌が切り替わり
ます。作動中は⾃動的に外気導⼊に切り替わ
り､表⽰灯が点灯します。

警告
ガラスの曇りを取るときは､吹き出し⾵の
温度を低くしない。
ガラスの外側が曇り､視界不良などで思わぬ
事故につながるおそれがあります。

知識
 次の操作をすると､より早くガラスの曇

りが取れます。
 ファンスイッチを操作して､⾵量を増

す。
 温度設定スイッチを操作して､吹き出

し⾵の温度を上げる。
 次の操作をすると､ガラスが曇りやすく

なるため､注意して使⽤してください。
 内気循環に切り替える。
 エアコンの作動を停⽌する。

⾞内を快適にする装備
フロントフルオートエアコン
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吹き出し⼝について
吹き出し⼝を調整することにより､⾵の出る位
置や⽅向などが変わります。

吹き出し⼝の使いかた
吹き出し⼝の開閉
全開また全閉⽅向にダイヤルをいっぱいまで動
かす。

1. 全開
2. 全閉
 
⾵向きの調節
コンソール吹き出し⼝

 
サードシート側⾯吹き出し⼝

 

⾞内を快適にする装備
リアフルオートエアコン
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吹き出し⼝の選択
上半⾝に送⾵するとき

上半⾝､⾜元に送⾵するとき

主に⾜元に送⾵するとき

リアフルオートエアコンについて
設定温度にあわせて､次の機能が⾃動制御され
ます。
 吹き出し⾵の温度調節
 吹き出し⾵量調節
 吹き出し⼝の切り替え

⾞内を快適にする装備
リアフルオートエアコン
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リアフルオートエアコンの概略図
フロント

1. SYNC (連動作動) スイッチ
2. ⾵量表⽰
3. 吹き出し⼝切り替え表⽰
4. 設定温度表⽰
5. 運転席側温度設定スイッチ
6. AUTO スイッチ
7. 吹き出し⼝切り替えスイッチ
8. ファンスイッチ
9. エアコン電源スイッチ
10. リアコントロールスイッチ
11. リアエアコン電源スイッチ
リア

1. ⾵量表⽰
2. 吹き出し⼝切り替え表⽰
3. AUTO 表⽰
4. SYNC (連動作動) 表⽰
5. 設定温度表⽰
6. 温度設定スイッチ
7. AUTO スイッチ
8. 吹き出し⼝切り替えスイッチ
9. ファンスイッチ

⾞内を快適にする装備
リアフルオートエアコン

6-12

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



10. リアエアコン電源スイッチ

⾞内を快適にする装備
リアフルオートエアコン
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リアフルオートエアコンの使いか
た
フロントからの操作
1. エンジンを始動する。
2. フロントエアコンを ON にする。
3.

表⽰灯が点灯します。

知識
リアエアコン電源スイッチでリアエアコン
を ON にした場合､各種設定の初期値は前回
使⽤時の設定値となります。

4.

表⽰灯が点灯し､画⾯がリアエアコン操作
画⾯に切り替わります。

5. 温度設定スイッチを押して希望温度にあわ
せる。
設定温度にあわせて､各機能が⾃動制御さ
れます。

知識
 リアエアコン操作画⾯表⽰中は次のスイ

ッチの操作が無効になります。
 内外気切り替えスイッチ
 助⼿席側温度設定スイッチ
 エアコンスイッチ

 次のスイッチのいずれも操作しなかった
場合､画⾯は 10 秒後にフロントエアコン
操作画⾯にもどります。
 AUTO スイッチ
 運転席側温度設定スイッチ
 SYNC (連動作動) スイッチ
 吹き出し⼝切り替えスイッチ
 ファンスイッチ

6. 作動を停⽌したいときは､エアコン電源ス
イッチを押す。

リアからの操作
1. エンジンを始動する。
2.

3.

4. 温度設定スイッチを押して希望温度にあわ
せる。
設定温度にあわせて､各機能が⾃動制御さ
れます。

⾞内を快適にする装備
リアフルオートエアコン
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知識
 推奨設定温度は 25.0 ℃です。
 オート作動中に吹き出し⼝切り替えスイ

ッチまたはファンスイッチを操作する
と､AUTO スイッチの表⽰灯は消灯しま
す。

 フロントエアコンのエアコンスイッチが
OFF のときリアの AUTO スイッチを押す
と、リアエアコンは送⾵のみになります。

5. 作動を停⽌したいときは､エアコン電源ス
イッチを押す。

各スイッチの使いかた
AUTO スイッチ
設定温度にあわせて⾃動制御されます。

温度設定スイッチ
設定温度を上げるとき

設定温度を下げるとき

スイッチを押すごとに設定温度が変化します。
設定温度がディスプレイに表⽰されます。

知識
 設定温度は 18 ℃ から 32 ℃ の間で

0.5 ℃ずつ変化します。

⾞内を快適にする装備
リアフルオートエアコン
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知識
 温度設定スイッチを⻑押しすると､素早

く設定温度を調節することができます。
 温度を下限または上限に設定すると､
「Lo」または「Hi」が表⽰されます。

吹き出し⼝切り替えスイッチ

使⽤⽬的にあわせて吹き出し⼝を選択すること
ができます。
スイッチを押すごとにモードが切り替わりま
す。選択しているモードがディスプレイに表⽰
されます。
ファンスイッチ
⾵量を増やすとき

⾵量を減らすとき

スイッチを押すごとに⾵量が変わります。⾵量
がディスプレイに表⽰されます。
⾵量は 5 段階に調節できます。
リアエアコン電源スイッチ

スイッチを押すごとにエアコンの作動と停⽌が
切り替わります。
機能が作動中は表⽰灯が点灯します。

⾞内を快適にする装備
リアフルオートエアコン
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シートヒーターについて*

シートを温めることができます。

シートヒーター使⽤上の警告･注
意

警告
次のような⽅がご使⽤になる場合は､熱

すぎたり､低温やけどを起こしたりする
おそれがありますので､⼗分注意してく
ださい。
乳幼児､お⼦さま､お年寄り､病⼈､体の

不⾃由な⽅
⽪膚の弱い⽅
疲労の激しい⽅
深酒や眠気をさそう薬 (睡眠薬､かぜ薬

など) を服⽤された⽅
低温やけどを起こさないために､次のこ

とをお守りください。
⽑布や座布団など保温性のよいものを

かけた状態で使⽤しないでください。
異常加熱するおそれがあります。

仮眠するときは使⽤しないでくださ
い。

突起のある重量物をシートの上に置い
たり､針⾦やピンなどでシートクッシ
ョンや背もたれをつきさしたりしない
でください。異常加熱するおそれがあ
ります。

注意
セカンドシートの背もたれを倒すとき

は､セカンドシートヒーターのスイッチ
が OFF になっていることを確認してくだ
さい。セカンドシートヒーターが作動中
のまま､背もたれを倒すと､シートが異常
加熱し､シートの表⾯を損傷するおそれ
があります。

シートの清掃にベンジンやガソリンなど
の有機溶剤を使⽤しないでください。ヒ
ーターやシートの表⾯を損傷するおそれ
があります。

⾞内を快適にする装備
シートヒーター
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シートヒーターの使いかた
1. エンジンを始動する。
2. フロント

1. OFF
2. ⾼
3. 中
4. 低
セカンドシート*

1. OFF
2. ⾼
3. 中
4. 低
シートヒータースイッチ内の表⽰灯が設定
温度に応じて点灯します。
シートヒータースイッチを押すごとに､設
定温度が切り替わります。

知識
シートヒータースイッチを操作して作動し
ているときにエンジンを⽌めると､次にエ
ンジンを始動したとき､シートヒーターは
⾃動的に ON にはなりません。シートヒー
ターを使⽤するときは､再度スイッチを押
してください。

知識
セカンドシートヒーターは⼀定時間作動す
ると､⾃動で停⽌します。

⾞内を快適にする装備
シートヒーター
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シートヒーターの便利な使いかた
エアコンのオートモードに連動して作動させる
ことができます。
1. マツダコネクトで“快適装備オートエアコ

ン連動”を ON にする。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定
する､またはマツダ販売店にご相談くださ
い。

2. エアコンの AUTO スイッチを押す。
オートモードにすると､⾞内環境に応じてフロ
ントシート温度が 4 段階 (⾼､中､低､OFF) で⾃
動制御されます。
オートモードで動作中は､  (ステアリング
ヒーターあり) /  (ステアリングヒーターな
し) が表⽰されます。

知識
 助⼿席のシートベルトがはずれている場

合は､助⼿席のシートヒーターが OFF に
なります。

 オートモード中に次のいずれかの操作を
する､またはエアコンのオート作動を
OFF にするとマニュアルモードに移⾏し
ます。
 シートヒータースイッチを押す。
 シートベンチレーションスイッチを押

す。
シートヒータースイッチ/シートベンチレ
ーションスイッチを押すと､スイッチを
押した側のみがマニュアルモードに移⾏
します。
オートモードにもどすときは､エアコン
の AUTO スイッチを押してください。

⾞内を快適にする装備
シートヒーター
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ステアリングヒーターについて*

ハンドルの左右のグリップ部分を温めることが
できます。

ステアリングヒーター使⽤上の警
告･注意

警告
低温やけどを起こすおそれがありますの
で､次のような⽅が触れないよう注意してく
ださい。
乳幼児､お⼦さま､お年寄り､病⼈､体の不

⾃由な⽅
⽪膚の弱い⽅
疲労の激しい⽅
深酒や眠気をさそう薬 (睡眠薬､かぜ薬な

ど) を服⽤された⽅

⾞内を快適にする装備
ステアリングヒーター
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ステアリングヒーターの使いかた
ステアリングヒーターを使⽤する
1. ⾞両の電源を ON にする。
2.

1. 加熱位置
ステアリングヒータースイッチ内の表⽰灯
が点灯します。

知識
ステアリングヒーターは⼀定時間作動する
と､その後⾃動で停⽌します。

ステアリングヒーターを停⽌する
ステアリングヒータースイッチを押す。
ステアリングヒーターが停⽌し､スイッチ内の
表⽰灯が消灯します。

ステアリングヒーターの便利な使
いかた
エアコンのオートモードに連動して作動させる
ことができます。
1. マツダコネクトで“快適装備オートエアコ

ン連動”を ON にする。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定
する､またはマツダ販売店にご相談くださ
い。

2. エアコンの AUTO スイッチを押す。
オートモードにすると､⾞内環境に応じてステ
アリングヒーターが⾃動 (オートモード) で作
動/停⽌します。

知識
オートモード中にステアリングヒータース
イッチを押す､またはエアコンのオート作
動を OFF にするとマニュアルモードに移⾏
します。オートモードにもどすときは､エ
アコンの AUTO スイッチを押してくださ
い。

⾞内を快適にする装備
ステアリングヒーター
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シートベンチレーションについ
て*

シートに取り付けられたファンでシート表⾯の
空気を吸い込み､シートの表⾯を換気します。

シートベンチレーション使⽤上の
警告･注意

注意
シートの清掃にベンジンやガソリンなど

の有機溶剤を使⽤しないでください。ベ
ンチレーション部品やシートの表⾯を損
傷するおそれがあります。

突起のある重量物をシートの上に置いた
り､針⾦やピンなどでシートクッション
や背もたれをつきささないでください。

⾞内を快適にする装備
シートベンチレーション
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シートベンチレーションの使いか
た
1. エンジンを始動する。
2. フロント

1. OFF
2. ⾼
3. 中
4. 低
セカンドシート*

1. OFF
2. ⾼
3. 中
4. 低
シートベンチレーションスイッチ内の表⽰
灯が設定モードに応じて点灯します。

知識
シートベンチレーションスイッチを操作し
て作動しているときにエンジンを⽌めると､
次にエンジンを始動したとき､シートベン
チレーションは⾃動的に ON にはなりませ
ん。シートベンチレーションを使⽤すると
きは､再度スイッチを押してください。

シートベンチレーションの便利な
使いかた
エアコンのオートモードに連動して作動させる
ことができます。
1. マツダコネクトで“快適装備オートエアコ

ン連動”を ON にする。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定
する､またはマツダ販売店にご相談くださ
い。

2. エアコンの AUTO スイッチを押す。
オートモードにすると､⾞内環境に応じてフロ
ントシートのファン作動状態が 4 段階 (⾼､中､
低､OFF) で⾃動制御されます。
オートモードで動作中は､  (ステアリング
ヒーターあり) ∕  (ステアリングヒーター
なし) が表⽰されます。

知識
 助⼿席のシートベルトがはずれている場

合は､助⼿席のシートベンチレーション
が OFF になります。

 オートモード中に次のいずれかの操作を
する､またはエアコンのオート作動を
OFF にするとマニュアルモードに移⾏し
ます。
 シートヒータースイッチを押す。
 シートベンチレーションスイッチを押

す。
シートヒータースイッチ/シートベンチレ
ーションスイッチを押すと､スイッチを
押した側のみがマニュアルモードに移⾏
します。
オートモードにもどすときは､エアコン
の AUTO スイッチを押してください。

⾞内を快適にする装備
シートベンチレーション
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ドライバー･パーソナライゼーシ
ョン･システムについて*

ドライバー･パーソナライゼーション･システム
とは､⾞内のカメラで運転者を認証し､記憶した
運転者の各種設定を⾃動的に復元するシステム
です。
グレードや仕様により､次の 2 つの機能が追加
になります。

⾃動ドライビングポジションガイド*

⾞内にあるカメラの情報と⼊⼒した⾝⻑から運
転者の体格を総合的に判断し､推奨するドライ
ビングポジションに⾃動調節する機能です。

エントリーアシスト*

運転者が乗り降りしやすい状態にシートとステ
アリングが⾃動で動く機能です。

ドライバー･パーソナライゼーシ
ョン･システム使⽤上の警告･注意

注意
ドライバー･パーソナライゼーション･シス
テムでシート､ステアリングが⾃動的に動い
ているときは､シート､ステアリングの下や
その周辺に⼿､指､⾜などを近づけないでく
ださい。⼿､指､⾜などをはさんで､けがをす
るおそれがあります。

⾞内を快適にする装備
ドライバー･パーソナライゼーション･システム
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ドライバー･パーソナライゼーシ
ョン･システムの使いかた

知識
 ドライバー･パーソナライゼーション･シ

ステムは､ドライバー･モニタリングカメ
ラを使ってお客さまの顔の特徴を数値化
して利⽤します。

 次の場合は､運転者を正しく登録､認証で
きないことがあります。
 サングラス､マスクなどのアクセサリ

ーを着⽤しているとき
 顔とカメラの間にさえぎる物があると

き
 前⽅またはマツダコネクトの画⾯に顔を

向けると､運転者を認証しやすくなりま
す。

 認証中に⾞両の電源を ON にした場合
は､ゲストとして認証されます。1 回もド
ア開閉せずに⾞両の電源を ON にすると
前回認証している運転者の情報を引き継
ぎます。

 認証されにくい場合は､顔情報を再度登
録してください。メガネやコンタクトな
どの 2 種類の顔を登録することもできま
す。

 顔の似ている⼈が登録されている場合､
誤って認証されることがあります。
→ 5-119 ページ「ドライバー･モニタリン
グカメラについて」

登録するとき
1. ⾞両の電源を ON にする。
2. マツダコネクトのホーム画⾯から“設定”を

選択する。
3. “ドライバー パーソナライズ”を選択する。
4. “ドライバーの新規登録”を選択する。

マツダコネクトの画⾯にしたがって､操作
してください。

知識
ドアを閉めて､マツダコネクトのホーム画⾯
に「新規登録」が表⽰されたときは､画⾯に
したがって操作してください。

5. (⾃動ドライビングポジションガイド装備
⾞)
マツダコネクトの画⾯にしたがって､運転
者の⾝⻑を登録する。
次の項⽬が⾃動調節されます。
 運転席シート位置 (⾓度､前後位置､全体

⾼さ､前端⾼さ)
 アクティブ･ドライビング･ディスプレイ

(表⽰⾼さ)
 ドアミラー⾓度
 ステアリング位置 (前後位置､⾼さ)

知識
 次のような場合､⾃動ドライビングポジ

ションガイドを中⽌します。
 運転席シート､ステアリング､ドアミラ

ー､アクティブ･ドライビング･ディスプ
レイの位置調節をともなう操作したと
き

 キーの施錠スイッチまたは解錠スイッ
チを操作したとき

 ⾞両が⾛⾏状態になったとき
 セレクトレバーを P 以外の位置にした

とき
 シート作動時に⼀定以上の負荷を検知

し､安全機能が作動したとき

6. マツダコネクトの画⾯にしたがって､登録
を完了する。

作動するとき
乗⾞時
運転席に座り､ドアを閉める。
登録されている情報と運転者情報の照合を開始
します。
認証結果が画⾯に表⽰されます。
マツダコネクトの画⾯に確認メッセージが表⽰
された場合は､メッセージにしたがって､操作し
てください。
記憶している運転者の各種設定を⾃動的に復元
します。

⾞内を快適にする装備
ドライバー･パーソナライゼーション･システム
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知識
 ドアミラー⾓度が可動域の限界近くに調

節されている場合は､ドアミラー⾓度が
正しく復元されないことがあります。

 記憶させたドライビングポジションに調
節済みのときは､⾳が鳴りません。

 次のような場合､ドライビングポジショ
ンの調節を中⽌します。
 運転席シート､ステアリング､ドアミラ

ー､アクティブ･ドライビング･ディスプ
レイの位置調節をともなう操作したと
き

 キーの施錠スイッチまたは解錠スイッ
チを操作したとき

 ⾞両が⾛⾏状態になったとき
 セレクトレバーを P 以外の位置にした

とき
 シート作動時に⼀定以上の負荷を検知

し､安全機能が作動したとき

降⾞時
シートベルトをはずし､⾞両の電源を OFF にす
る。
⾞両の電源を OFF にした時点のエアコン設定
状態､カスタマイズ設定を記憶します。
(エントリーアシスト装備⾞)
次のすべての状態になると､シート､ステアリン
グが移動します。
 登録されているドライビングポジションであ

る位置またはドライビングポジション調節後
⼀定時間⾛⾏した位置にしたとき

 ⾞両の電源を OFF にしたとき
 運転席のシートベルトをはずしたとき

知識
 エアコン設定状態､カスタマイズ設定は､

運転者の⼊れ替わりや登録済みの他の運
転者を選択したときにも記憶します。

 次のいずれかの場合は､記憶値を復元せ
ずに現在の設定でエアコンが作動しま
す。
 フロントガラスの曇り取りが作動して

いたとき
 前回乗⾞時から外気温度が⼤きく異な

るとき

知識
 前回乗⾞時から⽇数が⼀定期間経過し

たとき
 ⾞両の電源を OFF してから約 40 秒経過

後､運転席シートベルトをはずした場合
は､エントリーアシストが作動しないと
きがあります。

 シートやステアリングの位置によっては､
エントリーアシストが作動しない場合が
あります。

 シートの移動する量や､シートとステア
リングの移動 ON/OFF を変更することが
できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

 次のような場合､エントリーアシストを
中⽌します。
 運転席シート､ステアリング､ドアミラ

ーの位置調節をともなう操作したとき
 キーの施錠スイッチまたは解錠スイッ

チを操作したとき
 シート作動時に⼀定以上の負荷を検知

し､安全機能が作動したとき

登録内容を編集､削除するとき
⾞両の電源を ON にする。
マツダコネクトのホーム画⾯から“設定”を選択
する。

「ドライバー パーソナライズ」を選択する。
マツダコネクトの画⾯にしたがって､操作して
ください。
作動しないように設定するとき
マツダコネクトの操作で設定できます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

⾞内を快適にする装備
ドライバー･パーソナライゼーション･システム
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マツダコネクトについて
マツダコネクトとは､⾞両情報の表⽰､⾳楽の再⽣､モバイル機器との接続､⾞両設定の変更など､さま
ざまな機能を利⽤できるシステムです。
 
マツダコネクトのホーム画⾯

 
本書にはマツダコネクト取り扱い情報の⼀部を記載しています。
取り扱い情報の詳細は､マツダコネクト取扱説明書を参照してください。
マツダコネクトの機能
マツダコネクトには､次の 8 つの機能があります。
情報
⾞両に記録されている情報を確認できます。
オーディオ
ラジオや⾳楽などを聴くことができます。
通知⼀覧
⾞両からのお知らせを確認できます。重⼤な故障が発⽣しているときは､お知らせ表⽰の背景が橙⾊
または⾚⾊になります。
コミュニケーション

スマートフォンなどのモバイル機器とマツダコネクトとを Bluetooth®で接続することで､ハンズフリ
ー通話やショートメッセージ機能を利⽤できます。
ナビゲーション
ナビゲーションシステム⽤ SD カードが差し込まれている場合は､ナビゲーションシステムを利⽤でき
ます。
ナビゲーションシステム⽤ SD カードが差し込まれていない場合は､⾞両の進⾏⽅向を⽰すコンパスが
表⽰されます。
設定
マツダコネクトの設定や⾞両機能の設定を変更できます。
Apple CarPlay
Apple CarPlay に対応した iPhone を接続することで､Apple CarPlay を利⽤できます。
Android Auto™
Android Auto™に対応した Android™スマートフォンを接続することで､Android Auto™を利⽤できま
す。

その他装備
マツダコネクト
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知識
 本書に記載されている機能の説明､画⾯やボタンの⽂字および形状などは､実際とは異なる場合

があります。また､これらのコンテンツは､今後のソフトウェアアップデートによって予告なし
に変更されることがあります。

 ⾞内や⾞両の近くで携帯電話や無線機を使⽤すると､ノイズ (雑⾳) が発⽣することがあります。

その他装備
マツダコネクト
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マツダコネクト使⽤上の警告･注意

警告
オーディオは､⾞を⽌めてから操作する。
⾛⾏中の操作は､運転操作がさまたげられ思わぬ事故につながるおそれがあります。

USB/HDMI 端⼦に接続したコードが､セレクトレバーに絡まないようにする。
運転操作がさまたげられ､思わぬ事故につながるおそれがあります。

運転中にポータブルオーディオ機器などを調節しない。
⾛⾏中に調節すると前⽅不注意で重⼤な事故につながるおそれがあります。ポータブルオーディ
オ機器などの調節は必ず⾞両を停⽌した状態で⾏なってください。

注意
安全運転をさまたげないように､運転中は⾞外の⾳が聞こえる程度の⾳量で使⽤してください。

その他装備
マツダコネクト
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マツダコネクトの概略図

1. USB ポート/SD カードスロット*1/HDMI ポート
2. マイク
3. コマンダースイッチ
4. センターディスプレイ
5. オーディオリモートコントロールスイッチ
 
*1 ナビゲーションシステム⽤の SD カードスロットです。

ナビゲーションシステム⽤の SD カード (マツダ純正品) を差し込んでください。

その他装備
マツダコネクト
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マツダコネクトの使いかた
マツダコネクトの操作⽅法
⾞両の電源が ACC または ON の場合に､マツダコネクトを操作できます。
マツダコネクトの操作⽅法は 3 つあります。
コマンダースイッチでの操作

ボタン 説明

⾳量ノブ

⾳量を調節する
 ⾳量ノブをまわすことで､⾳量を調節できます。
 ⾳量ノブを短押しすると消⾳できます。再度⾳量ノブを

短押しすると､消⾳を解除できます。
放送局/楽曲を切り替える
 ⾳量ノブを左右にスライドすると､ラジオ/テレビの放送

局や､オーディオの楽曲を切り替えることができます。
ラジオの⾃動選局をする
 ⾳量ノブをスライドしたままにすると､⾃動選局が始ま

ります。放送を受信すると⾃動選局が⽌まります。
電源を OFF/ON にする
 ⾳量ノブを⻑押しすると､マツダコネクトの電源を OFF

にすることができます。
再度⾳量ノブを押すと､マツダコネクトの電源を ON に
することができます。

オーディオボタン オーディオボタンを押すと､最後に再⽣されたオーディオ
ソース画⾯が表⽰されます。

その他装備
マツダコネクト
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ボタン 説明

コマンダーノブ

カーソルを操作する
 コマンダーノブをまわす/スライドすることで､画⾯上の

カーソルを操作できます。
決定する
 コマンダーノブを押すと､カーソルがあわさっている機

能を決定します。
地図の移動/⽂字⼊⼒画⾯のカーソル移動をする
 コマンダーノブ表⾯をスワイプすることで､地図の移動/

⽂字⼊⼒画⾯のカーソル移動をすることができます。
地図を拡⼤/縮⼩する
 コマンダーノブ表⾯をピンチアウト/ピンチインするこ

とで､地図を拡⼤/縮⼩することができます。

マップボタン マップボタンを押すと､ナビゲーション画⾯/コンパス画⾯
が表⽰されます。

バックボタン バックボタンを押すと､前の画⾯が表⽰されます。

ホームボタン

ホーム画⾯を表⽰する
 ホームボタンを短押しすると､ホーム画⾯が表⽰されま

す。
画⾯を切り替える
 ホームボタンを⻑押しすると､Apple CarPlay/Android

Auto™の画⾯とマツダコネクトの画⾯とを切り替えるこ
とができます。

お気に⼊りボタン

お気に⼊り画⾯を表⽰する
 お気に⼊りボタンを短押しすると､お気に⼊り画⾯が表

⽰されます。
お気に⼊り登録をする
 お気に⼊りボタンを⻑押しすると､現在表⽰中の連絡先､

放送局､ナビゲーションの地点などをお気に⼊りに登録
できます。

その他装備
マツダコネクト

7-9

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



オーディオリモートコントロールスイッチでの操作

ボタン 説明

 ⾳量調節ボタン ⾳量調節ボタンを押すことで､⾳量を調節できます。

ミュートボタン

消⾳する
 ミュートボタンを押すと消⾳できます。
 再度ミュートボタンを押すと､消⾳を解除できます。

オーディオを⼀時停⽌する
 ⼀時停⽌が可能なオーディオソースを再⽣中にミュート

ボタンを押すと､オーディオソースが⼀時停⽌されま
す。

 選局ボタン 選局ボタンを押すと､ラジオ/テレビの放送局や､オーディ
オの楽曲を切り替えることができます。

SOURCE ソースボタン

オーディオソースを切り替える
 ソースボタンを押すごとに､オーディオソースが切り替

わります。
オーディオを停⽌する
 ソースボタンを⻑押しすると､再⽣中のオーディオを

OFF にすることができます。

その他装備
マツダコネクト
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ボタン 説明

トーク/ピックアップ
ボタン*1 電話を着信中にボタンを押すと､電話に応答できます。

ハングアップボタン*1

通話を終了する
 通話中にハングアップボタンを押すと､通話を終了でき

ます。
通話を保留する
 電話を着信中にハングアップボタンを押すと､応答保留

になります。

*1 トーク/ピックアップボタンとハングアップボタンは､⾳声認識での操作でも使⽤します。

⾳声認識機能での操作

ボタン 説明

トーク/ピックアップ
ボタン

⾳声認識を起動する
 トーク/ピックアップボタンを押すと､⾳声認識を起動で

きます。また､⾳声認識のトップ画⾯が表⽰されます。
⾳声認識を終了する
 トーク/ピックアップボタンを⻑押しすると､⾳声認識を

終了できます。
⾳声ガイダンスをスキップする
 ⾳声ガイダンスが流れているときにトーク/ピックアッ

プボタンを押すと､⾳声ガイダンスをスキップできま
す。

ハングアップボタン ハングアップボタンを押すと､⾳声認識を終了できます。

その他装備
マツダコネクト
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⾳声認識のトップ画⾯では､それぞれのカテゴリーにおいて有効な⾳声コマンドの例が表⽰されます。
有効な⾳声コマンドではないものは､システムに認識されません。

知識
 ⾞両の仕様やモバイル機器の接続状況によっては､使⽤できない⾳声コマンドがあります。
 Apple CarPlay または Android Auto™を接続中にトーク/ピックアップボタンを短押しすると､

マツダコネクトの⾳声認識/Alexa が起動します。また、トーク/ピックアップボタンを⻑押しす
ると､Siri または Android Auto™の⾳声認識が起動します。

 ⾳声ガイダンスが流れている間でも⾳声コマンドを発話して操作することができます (バージイ
ン機能)。ただし､ガイダンス⾳量を⼤⾳量に設定すると､⾳声コマンドが正しく認識されないこ
とがあります。
“バージイン”の設定はマツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定する､またはマツダ販売店にご
相談ください。

 ⾳声認識を失敗しないようにするために､次のポイントに注意してください
 必要以上にゆっくり発話せず､通常話すときの速さで発話してください。
 少し⼤きめの声で発話すると認識されやすくなりますが､過度に⼤声を出す必要はありませ

ん。同乗者に話しかけるよりも少し⼤きめの声が⽬安です。
 単語や数字の間で区切らないように発⾳してください。
 マイクの⽅を向いたり､マイクに近づいたりする必要はありません。運転姿勢を維持したま

ま､⾳声コマンドを発話してください。
 ⾞外の雑⾳や⾞内の気流の乱れにより､⾳声コマンドが正しく認識されないことがあります。
 モバイル機器側の電話帳にふりがな情報が未登録の場合､⾳声認識で電話帳を呼びだすことが

できません。
 モバイル機器側の電話帳の⼈物を⾳声認識で呼びだす場合､登録されている名前が⻑いほど認

識率が向上します (「はは」､「いえ」､「つま」などのように短い場合､認識に失敗することがあ
ります)。

マツダコネクトを OFF/ON にする
OFF にする
⾳量ノブを⻑押しすると､マツダコネクトが OFF になり画⾯が消えます。
ON にする
マツダコネクトを ON にする⽅法は 2 つあります。
 ⾳量ノブを押す
 コマンダーノブを押す

その他装備
マツダコネクト
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付録
Gracenote® データベース

USB オーディオ､Bluetooth®オーディオを再⽣した場合､⾞両に収録されているデータベースの中から
アルバムアートを検索し､情報がデータベースに収録されていると､情報を⾃動で付与します。本機に
収録されているデータベース情報は､Gracenote®⾳楽認識サービスのデータベース情報を使⽤してい
ます。
テレビ

注意
本機は､ARIB (電波産業会) 規格にもとづいた商品仕様になっております。将来規格変更があった

場合は､商品仕様を変更する場合があります。
各社の商標および製品商標に対しては､特に注記のない場合でも､これを⼗分尊重いたします。
本機に搭載されているソフトウェア､またはその⼀部につき､改変､翻訳､翻案､リバースエンジニ

アリング､逆コンパイル､逆アセンブルを⾏なったりそれに関与してはいけません。
本機を､法令により許されている場合を除き､⽇本国外に持ち出してはいけません。

コンテンツ権利保護専⽤⽅式について
本機は､コンテンツ権利保護専⽤⽅式 (ソフトウェア⽅式) を採⽤しています。そのため､B-CAS カード
は不要です。
Apple CarPlay

注意
適⽤法によって認められる最⼤の範囲で Apple CarPlay (以下「アプリケーション」) およびその

情報は､瑕疵 (かし) の有無を問わずかつ⼀切の保証をともなわない「現状有姿」かつ「利⽤可能
な限り」提供され､お客さまの責任の下で使⽤されるものとします。
アプリケーションの商品性､満⾜すべき品質､特定⽬的への適合性､正確性､平穏享有､第三者の権
利の⾮侵害性に関する明⽰的､黙⽰的または法的な保証を含め､マツダは⼀切の保証はしません。
適⽤法により禁⽌されない限り､アプリケーションとその使⽤または使⽤不能に起因/関連する､
⼈⾝傷害または付随､特別､間接もしくは派⽣損害などについて､いかなる場合もマツダおよびマ
ツダ関連会社は⼀切の責任を負いません。
なお､当該損害などには以下のものを含みます。
逸失利益
データの破損または損失
事業の中断またはその他のいかなる商業的損害もしくは損失など

 Apple CarPlay を使⽤するときは､運転に集中して周囲の状況を⼗分に確認し､運転者の責任にお
いて Apple CarPlay を使⽤してください。

その他装備
マツダコネクト
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知識
 Apple CarPlay は Apple 社によって提供されています。使⽤するには Apple iOS 利⽤規約およ

び Apple CarPlay 利⽤規約に同意していることを条件としています。
 Apple CarPlay 使⽤中は､場所や速度などの⾞両データが iPhone に転送されます。詳しくは

Apple プライバシーポリシーを参照ください。

Android Auto™

注意
適⽤法によって認められる最⼤の範囲で Android Auto™ (以下「アプリケーション」) およびその

情報は､瑕疵 (かし) の有無を問わずかつ⼀切の保証をともなわない「現状有姿」かつ「利⽤可能
な限り」提供され､お客さまの責任の下で使⽤されるものとします。
アプリケーションの商品性､満⾜すべき品質､特定⽬的への適合性､正確性､平穏享有､第三者の権
利の⾮侵害性に関する明⽰的､黙⽰的または法的な保証を含め､マツダは⼀切の保証はしません。
適⽤法により禁⽌されない限り､アプリケーションとその使⽤または使⽤不能に起因/関連する､
⼈⾝傷害または付随､特別､間接もしくは派⽣損害などについて､いかなる場合もマツダおよびマ
ツダ関連会社は⼀切の責任を負いません。
なお､当該損害などには以下のものを含みます。
逸失利益
データの破損または損失
事業の中断またはその他のいかなる商業的損害もしくは損失など

 Android Auto™を使⽤するときは､運転に集中して周囲の状況を⼗分に確認し､運転者の責任に
おいて Android Auto™を使⽤してください。

知識
 Android Auto™は Google 社によって提供されています。使⽤するには Android Auto™利⽤規約

に同意していることを条件としています。
 Android Auto™使⽤中は､場所や速度などの⾞両データが Android™スマートフォンに転送され

ます。詳しくは Google プライバシーポリシーを参照ください。

商標について
 iPhone, iPod touch, iPod nano, Siri and Lightning are trademarks of Apple Inc., registered in the

U.S. and other countries.
 The trademark “iPhone” is used in Japan with a license from Aiphone K.K.
 Apple CarPlay is trademarks of Apple Inc.
 Use of the Apple CarPlay logo means that a vehicle user interface meets Apple performance

standards. Apple is not responsible for the operation of this vehicle or its compliance with
safety and regulatory standards. Please note that the use of this product with iPhone, iPod may
affect wireless performance.

 iOS is a trademark or registered trademark of Cisco in the U.S. and other countries and is used
under license.

その他装備
マツダコネクト
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 “Made for iPhone” and “Made for iPod” mean that an accessory has been designed to connect
specifically to iPhone or iPod, and has been certified by the developer to meet Apple
performance standards. Apple is not responsible for the operation of this device or its
compliance with safety and regulatory standards.
Please note that the use of this accessory with iPhone or iPod may affect wireless performance.
 
Made for
iPhone 12 Pro Max
iPhone 12 Pro
iPhone 12
iPhone 12 mini
iPhone SE (2nd generation)
iPhone 11 Pro Max
iPhone 11 Pro
iPhone 11
iPhone XS Max
iPhone XS
iPhone XR
iPhone X
iPhone 8 Plus
iPhone 8
iPhone 7 Plus
iPhone 7
iPhone SE
iPhone 6s Plus
iPhone 6s
iPhone 6 Plus
iPhone 6
iPhone 5s
iPod touch (7th generation)
iPod touch (6th generation)

 Google, Android, Android Auto and other related marks are trademarks of Google LLC.
 AUDIOPILOT は､ボーズコーポレーションの登録商標です。
 Centerpoint は､ボーズコーポレーションの登録商標です。
 Windows Media and Microsoft are registered trademarks of Microsoft Corporation U.S. in the

United States and other countries.
 This product is protected by certain intellectual property rights of Microsoft. Use or distribution

of such technology outside of this product is prohibited without a license from Microsoft.
 Bluetooth® のワードマークおよびロゴは､Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録商標であり､パナソニ

ック(株)はこれらのマークをライセンスにもとづいて使⽤しています。その他の商標およびトレー
ドネームは､それぞれの所有者に帰属します。

その他装備
マツダコネクト
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 SDHC Logo is a trademark of SD-3C, LLC.

 HDMI､High-Definition Multimedia Interface､および HDMI ロゴは､⽶国およびその他の国における
HDMI Licensing Administrator, Inc. の商標または､登録商標です。

 Gracenote､Gracenote ロゴとロゴタイプ､“Powered by Gracenote”ロゴ､Gracenote MusicID は､⽶
国およびその他の国における Gracenote Inc. の登録商標または商標です。

 本製品は､MPEG-4 Patent Portfolio License､AVC Patent Portfolio License および VC-1 Patent
Portfolio License にもとづきライセンスされており､以下に記載する⾏為に係るお客さまの個⼈的
かつ⾮営利⽬的の使⽤を除いてはライセンスされておりません。

 画像情報を MPEG-4 Visual､AVC､VC-1 規格に準拠して (以下､MPEG-4/AVC/VC-1 ビデオ) を記録する
こと。

 個⼈的活動に従事する消費者によって記録された MPEG-4/AVC/VC-1 ビデオ､または､ライセンスを
うけた提供者から⼊⼿した MPEG-4/AVC/VC-1 ビデオを再⽣すること。
詳細については MPEG LA, L.L.C. (http://www.mpegla.com) をご参照ください。

 Amazon、Alexa、Echo およびこれらに関連するすべての商標は、Amazon.com, Inc. またはその関
連会社の商標です。

その他装備
マツダコネクト
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Alexa について
⾞内で Alexa に話しかけることができます。
Alexa はハンズフリーで簡単に使⽤でき､運転
姿勢のまま､発話によって⾞両機能の操作が可
能です。
Alexa の⾳声認識によりフルオートエアコン､
ナビゲーション､ハンズフリー電話､オーディオ
機能､シートヒーターなどが操作できます。
また､Alexa のさまざまな機能 (天気予報､ニュ
ース機能､ショッピング､スマートホーム*1 な
ど) も利⽤できます。
*1 Alexa の⼀部の機能は､お使いの際にスマー

トホーム製品との連携が必要です。
 
Alexa は Amazon が提供するサービスで､
Amazon 利⽤規約およびプライバシーポリシー
が適⽤されます。マツダはお客さまの Amazon
アカウントにアクセスできません。

Alexa 使⽤上の警告･注意

注意
Amazon アカウントにサインインしている
ときは､Alexa は同乗者やお客さま以外の⽅
でも操作できます。Alexa および Amazon
アカウントの不正使⽤を避けるため､⾞両
を他⼈に貸し出し､売却する場合は､
Amazon アカウントからサインアウトして
ください。Amazon アカウントからのサイ
ンアウトは､設定初期化でも可能です。

その他装備
Alexa
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Alexa の使いかた
Alexa を利⽤する前に
 Alexa を利⽤するために､⾞両と Amazon ク

ラウドとで通信を⾏なう必要があります。
次のどちらかの機能を有効にしてください。
なお､Alexa でストリーミング配信の⾳楽な
どを再⽣するには､Wi-Fi クライアント機能
で通信する必要があります。
 コネクティッドサービス機能*1
 Wi-Fi クライアント機能*2

*1 コネクティッドサービス取扱説明書を参照
してください。

*2 次の⼿順で Wi-Fi クライアント機能を設定
してください。
1. マツダコネクトのホーム画⾯から“設

定”を選択する。
2. “モバイル機器連携”を選択する。
3. “Wi-Fi クライアント設定”を選択する。
4. “Wi-Fi クライアント”が有効になってい

るか確認する。
5. “周辺ネットワーク検索”または “簡単接

続”から､使⽤するデバイスとの Wi-Fi 接
続を⾏なうことができます。

Wi-Fi クライアント機能は､お客さまのモバ
イル機器を利⽤して通信するため､通信料は
お客さまのご負担となります。Wi-Fi クライ
アント機能を有効にした場合､Apple
CarPlay の接続⽅法は USB 接続のみになり
ます。

 
 次の⼿順で Amazon アカウントにサインイ

ンしてください。
1. マツダコネクトのホーム画⾯から“設定”

を選択する。
2. “Alexa”を選択する。
3. “サインイン”を選択する。
4. マツダコネクトの画⾯にしたがって､サ

インインしてください。

知識
 Alexa でストリーミング配信の⾳楽など

を再⽣しているとき､電波状態などによ
り､ノイズが発⽣したり､⾳楽が途切れた
りすることがあります。

知識
 12 V バッテリーを脱着した後､GPS 信号

を受信するまで Alexa を利⽤できませ
ん。GPS 信号を受信できる場所に⾞両を
移動してください。

 
Alexa を利⽤するとき
Alexa の利⽤⽅法は 2 つあります。
 ”アレクサ”と発話する*1
 トーク/ピックアップボタンを押す*2

*1 マツダコネクトの“Alexa”で“Alexa ハンズ
フリー”を有効にしているときに利⽤できま
す。

*2 マツダコネクトの“Alexa”で“トークボタン
で起動”を有効にしているときに利⽤できま
す。

 
Alexa で操作できる主な機能は次のとおりで
す。これら以外の機能例もマツダコネクトで確
認できます。
 フルオートエアコンの作動/停⽌
 吹き出し⾵の温度調節
 吹き出し⾵量調節
 吹き出し⼝の切り替え
 内気循環/外気導⼊の切り替え
 デフロスターの作動/停⽌
 シートヒーターの作動/停⽌
 シートベンチレーションの作動/停⽌
 ステアリングヒーターの作動/停⽌
 ナビゲーションの⽬的地の設定と消去
 ハンズフリー電話

 
Alexa の機能例を確認するとき
1. マツダコネクトのホーム画⾯から“設定”を

選択する。
2. “Alexa”を選択する。
3. “試してみよう!”を選択する。
 
Amazon アカウントからサインアウトすると
き
1. “Alexa”のメニュー画⾯から“サインアウ

ト”を選択する。
2. マツダコネクトの画⾯にしたがって､サイ

ンアウトしてください。

その他装備
Alexa
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マツダエマージェンシーコールに
ついて
エアバッグが展開される衝突事故を⾞両が検知
した場合､システムの⾃動検知によりドライバ
ー異常時対応システム (DEA)*が作動し⾃⾞が
停⽌した場合や､SOS ボタンを押した場合に､
緊急通報オペレーターを通じて緊急⾞両の⼿配
などを⾏なうことができます。
また､交通事故発⽣時､⾞両データの活⽤により
お客さまの重症度を推定し､ドクターヘリなど
の早期出動判断を⾏なう D-Call Net®にも対応
しています。

注意
マツダエマージェンシーコールを作動させ
るためには､コネクティッドサービスの契約
が必要になります。
詳しくはコネクティッドサービス取扱説明
書をご確認ください。
(URL)
https://www.mazda.co.jp/carlife/
connected/

マツダエマージェンシーコール使
⽤上の警告･注意

警告
コネクティッドサービス使⽤時､植込み型⼼
臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器
の医療⽤機器を使⽤している⽅はアンテナ
から約 22 cm 以内に医療⽤機器を近づけな
い。
電波により､医療⽤機器の作動に影響をお
よぼすおそれがあります。

その他装備
マツダエマージェンシーコール
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マツダエマージェンシーコールの
使いかた
詳しくはコネクティッドサービス取扱説明書を
ご確認ください。
(URL)
https://www.mazda.co.jp/carlife/connected/

1. SOS ボタン
2. マイク､スピーカー

その他装備
マツダエマージェンシーコール
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収納使⽤上の警告･注意

警告
荷物を積むときは確実に固定する。
荷物を確実に固定しないと､⾛⾏中や急ブ
レーキ時などに荷物が移動したりくずれた
りして､けがや思わぬ事故につながるおそれ
があります。

注意
⾛⾏中は､グローブボックスなどのフタ

を必ず閉めてください。急ブレーキ時や
衝突時に収納ボックスのフタや内部の物
でけがをするおそれがあります。

フタのついていない収納スペースに物を
⼊れるときは､収納のしかたに注意して
ください。収納の状態により､急ブレー
キや急旋回時､急加速時などに内部の物
が⾶び出すなど思わぬ事故につながるお
それがあります。

炎天下に駐⾞するときは､収納ボックス
内にメガネやライターを放置しないでく
ださい。収納ボックス内が⾼温になるた
め､ライターが爆発したり､プラスチック
レンズ･プラスチック素材のメガネが変
形･ひび割れを起こしたりすることがあ
ります。

その他装備
収納
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カップホルダー使⽤上の警告･注
意

注意
⾛⾏中は熱い飲み物を置かないでください。
熱い飲み物がかかると､やけどをするおそ
れがあります。

カップホルダーの使いかた
次の位置にカップホルダーを設置しています。
フロントシート
A タイプ

B タイプ

セカンドシート
6:4 分割可動式ベンチシートタイプ

その他装備
カップホルダー
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キャプテンシート＆セカンドシートコンソール
タイプ

キャプテンシート＆⾓度調整機構付アームレス
トタイプ (センターウォークスルー)

サードシート

その他装備
カップホルダー
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ボトルホルダー使⽤上の警告･注
意

注意
フタのないペットボトルなどは置かないで
ください。⾛⾏中やドアを開閉するときに
ペットボトルなどの中⾝がこぼれるおそれ
があります。

ボトルホルダーの使いかた
ペットボトルなどを置くことができます。

その他装備
ボトルホルダー
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グローブボックスの使いかた

その他装備
グローブボックス
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コインボックスの使いかた

その他装備
コインボックス

7-26

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



センターコンソールの使いかた
フロント
開く

閉じる

リア*

開く

閉じる

その他装備
センターコンソール
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ストレージボックス使⽤上の警
告･注意

注意
ストレージボックスを使⽤しないときは格
納してください。席を移動するときなど⾜
を引っ掛けて転倒し､けがをするおそれが
あります。

ストレージボックスの使いかた*

その他装備
ストレージボックス
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オーバーヘッドコンソールの使い
かた

その他装備
オーバーヘッドコンソール
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リアコートフック使⽤上の警告･
注意

警告
アシストグリップやコートフックなどには
重たいものやとがったものをかけない。
服などをかけるときはハンガーを使わない
でください。カーテンエアバッグが膨らむ
ときにこれらのものが⾶散し､重⼤な傷害
につながるおそれがあります。

リアコートフックの使いかた
リアコートフックは､コートやジャケットなど
をかけるときにお使いください。

その他装備
リアコートフック
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ショッピングフック使⽤上の警
告･注意

注意
フックに最⼤荷重 (3kg) 以上の物をかけな
いでください。フックが破損したり､かけた
物がはずれたりするおそれがあります。

ショッピングフックの使いかた

その他装備
ショッピングフック
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ラゲッジルームについて
ラゲッジフック
ロープやネットで荷物を固定するときに使⽤し
ます。
サブトランクボックス
⼩物などを収納することができます。

ラゲッジルーム使⽤上の警告・注
意

注意
ラゲッジボードを⽴てかけているとき

は､ラゲッジボードに無理な⼒をかけな
いでください。無理な⼒がかかると､ラ
ゲッジボードが変形または､損傷するお
それがあります。

⾛⾏するときはラゲッジボードをもとの
位置にもどしてください。⽴てかけたま
ま⾛⾏すると思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

その他装備
ラゲッジルーム
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ラゲッジルームの使いかた
ラゲッジフック
ラゲッジフックの引っ張り荷重は 20 kg です。
ロープを掛けて強く引っ張らないでください。

サブトランクボックス
1. ラゲッジボードを開く。

2. ラゲッジボードを⼿前に引きながら､溝に
⽴てかける。

知識
トノカバーを収納しているときは､収納した
トノカバーにラゲッジボードがあたるた
め､ラゲッジボードを⽴てることができませ
ん。

その他装備
ラゲッジルーム
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トノカバーについて*

ラゲッジルームの荷物を覆うことができます。
ラゲッジボードの下に収納することができま
す。

トノカバー使⽤上の警告･注意

警告
トノカバーの上には､荷物を置かない。
荷物を置いたまま⾛⾏すると､急ブレーキ時
などに荷物が移動して､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

注意
トノカバーが確実に固定されていること

を確認してください。固定されていない
まま使⽤すると､⾛⾏中不意にトノカバ
ーがはずれて､けがをするおそれがあり
ます。

その他装備
トノカバー
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トノカバーの使いかた
トノカバーの取り付け･取りはずしにはボタン
とホルダーの操作が必要になります。

1. ボタン
2. ホルダー
トノカバーを取り付けるとき
1. リアゲートを開け､サードシートを前に倒

す。
2. サイドボードをはずし､ラゲッジボードを

はずす。
3. トノカバーを取り出す。

4. セカンドシートを前に倒す。
5. ホルダーを内側に押しながらトノカバーの

左右のボタンを⽚側ずつ押し､左右のホル
ダーを伸ばす。

注意
トノカバーを伸ばすときは､トノカバーと
ホルダーを持ってボタンを押してください。
トノカバーとホルダーを持たずにボタンを
押すと､ホルダーが勢いよく⾶び出してけが
をしたり､周囲のものに傷をつけるおそれ
があります。

6. リアドアからトノカバーを⾞両に斜めに⼊
れる。

7. トノカバーの上下を確認する。

8. ⽚側から取り付け部に差し込み､押しなが
ら､反対側を取り付ける。

9. サードシートのシートベルトがシートベル
トのホルダーに固定されていることを確認
し､トノカバーを引き出し､ピンを固定す
る。

その他装備
トノカバー
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トノカバーを収納するとき
1. 取り付けるときと逆の⼿順で取りはずす。
2. ホルダーを⽚側ずつカチッと⾳がするまで

押し込む。

注意
トノカバーを短くするときは､トノカバー
とホルダーを握り､ホルダーを内側に押し
込んでください。押し込むときは､⼿や指を
はさまないよう注意してください。

3. サイドボードをはずし､ラゲッジボードを
はずす。

4. トノカバーを収納する。

その他装備
トノカバー
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サンバイザーの使いかた
前からの光をさえぎるとき

横からの光をさえぎるとき
フックからはずして､横にする。

その他装備
サンバイザー
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バニティミラーの使いかた

1. バニティミラーランプ
2. 点灯範囲
3. 消灯範囲
フタを開けるとランプが点灯します。
サンバイザーの傾きが点灯範囲内のときのみラ
ンプが点灯します。

知識
 12V バッテリーあがりを防⽌するため､

⾞両の電源が OFF でバニティミラーラン
プが点灯したままのときは⾃動的に消灯
します。

 バニティミラーランプは､次の操作によ
り､再度点灯することができます。
 いずれかのドアを開閉する。
 いずれかのドアを解錠する。
 ⾞両の電源を ACC または ON にする。
 ルームランプまたはフロントマップラ

ンプを点灯させる。

その他装備
バニティミラー
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リアドアウインドーサンシェード
の警告･注意

注意
サンシェードは､しっかりフックに引っ

掛けてください。不意にフックからはず
れると､サンシェードが急に巻き取られ､
指をはさむなどけがをするおそれがあり
ます。

サンシェードを使⽤するときは､窓ガラ
スを閉めてください。サンシェードが⾵
にあおられ､不意にフックからはずれる
と､サンシェードがばたついて窓の近く
に座っている同乗者にぶつかるなど思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

リアドアウインドーサンシェード
の使いかた*

サンシェードはセカンドシート両側のドアにあ
ります。
使⽤するときは､ツマミを持って引き上げ､フッ
クに引っ掛けます。

格納するときは､フックから取りはずし､ゆっく
り巻き取らせます。

その他装備
リアドアウインドーサンシェード
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イルミネーテッドエントリーシス
テムについて
運転席ドアの開閉や⾞両の電源に連動して､室
内照明が点灯/消灯します。

イルミネーテッドエントリーシス
テムの使いかた
ルームランプスイッチが DOOR 連動 ON の位
置で､次のような操作をすると､ルームランプが
点灯します。
 ⾞両の電源が OFF で､いずれかのドアを解錠

したとき。
 すべてのドアが閉まっている状態で､⾞両の

電源を OFF にしたとき。
次のような操作をすると､ルームランプが消灯
します。
 運転席ドアを施錠したとき
 ⾞両の電源を ON にしたとき

⾞両の電源が OFF で室内照明が点灯したまま
のときは､⼀定時間経過後に消灯します。

知識
 イルミネーテッドエントリーシステムが

消灯するまでの時間を変更することがで
きます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

 ルームランプの ON/OFF スイッチを操作
してルームランプを点灯させているとき
は､イルミネーテッドエントリーシステ
ムは連動しません。

その他装備
ルームランプ
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ルームランプの使いかた
フロント

ルームランプが点灯します。
もう⼀度､ スイッチを押すとルームランプ
が消灯します。
ドア連動の ON/OFF 切り替え
1.

スイッチ内の表⽰灯が消灯し､ドア連
動が ON になります。
いずれかのドアを開けるとランプが点灯し
ます。
イルミネーテッドエントリーシステムの作
動により点灯/消灯します。

2. もう⼀度スイッチを押すと､スイッチ内の
表⽰灯が点灯し､ドア連動が OFF になりま
す。

センター
フロントルームランプの操作に連動してセンタ
ールームランプも点灯/消灯します。

A タイプ

B タイプ

リア
フロントルームランプの操作に連動してリアル
ームランプも点灯/消灯します。

その他装備
ルームランプ
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マップランプの使いかた
フロント

マップランプが点灯します。
もう⼀度､スイッチを押すとマップランプが消
灯します。
センター
A タイプ

B タイプ

マップランプが点灯します。
もう⼀度､スイッチを押すとマップランプが消
灯します。

知識
 次のいずれかのときはスイッチを押して

も消灯しません。

知識

 ルームランプの スイッチを操作
して､ランプを点灯させているとき。

 イルミネーテッドエントリーシステム
が作動しているとき。

 センターマップランプが消灯していると
きは､ルームランプのスイッチの操作に連
動して点灯/消灯します。

その他装備
ルームランプ
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ドアカーテシランプの使いかた*

ドアを開けると点灯し､閉めると消灯します。

ラゲッジルームランプの使いかた
リアゲートを開ける。

ラゲッジルームランプが点灯します。
リアゲートを閉めるとラゲッジルームランプが
消灯します。

その他装備
ルームランプ
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アンビエントライトの使いかた*

⾞内のイルミネーテッドエントリーシステムと
⾞幅灯の点灯に連動して､アンビエントライト
が点灯/消灯します。

知識
 ⾞両の電源を OFF にしたとき､イルミネ

ーテッドエントリーシステムの作動によ
り点灯/消灯します。

 ⾞幅灯が点灯しているときにアンビエン
トライトの照度を変更することができま
す。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設
定する､またはマツダ販売店にご相談く
ださい。

その他装備
ルームランプ
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電源ソケットについて
⾞両の電源が ACC または ON のとき､電気製品
の電源として使⽤します。
最⼤消費電⼒ 120 W (DC 12 V―10 A) 以下の電
気製品を使⽤してください。

電源ソケット使⽤上の警告･注意

注意
使⽤しないときは､必ずフタを閉めてお

いてください。ソケットに異物が⼊った
り､飲料⽔などがかかったりすると､故障
につながるおそれがあります。

電気製品のプラグはソケットに確実に差
し込んでください。プラグが確実に差し
込まれていないと､異常に発熱すること
があり､ヒューズが切れるおそれがあり
ます。

消費電⼒が 120 W (DC12 V―10 A) を超え
る電気製品は使⽤しないでください。故
障につながるおそれがあります。

電源ソケットに接続される機器によって
はオーディオにノイズが発⽣することが
あります。

シガーライターを差し込まないでくださ
い。

電源ソケットに接続される製品によって
は､警告灯が点灯するなど⾞両のシステ
ムに影響をおよぼすおそれがあります。
接続されている機器をはずし､問題が改
善されるか確認してください。改善され
た場合､機器をソケットからはずした後､
⾞両の電源を OFF にしてください。問題
が継続する場合､マツダ販売店にご相談
ください。

その他装備
電源ソケット
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電源ソケットの使いかた
フタを開けて､使⽤するプラグを差し込みます。
フロント

リア

使⽤後は､プラグを抜き､フタを閉めます。

USB 電源ソケットについて
USB 電源ソケットは⾞両の電源が ACC または
ON のとき､USB デバイスの電源として使⽤す
ることができます。
USB デバイスは､次の最⼤消費電⼒のものだけ
を使⽤してください。
フロントシート
Type-C
 18 W (DC 9 V, 2 A) 以下*1
 15 W (DC 5 V, 3 A) 以下

*1 USB Power Delivery 対応機器を接続したと
き

セカンドシート･サードシート
Type-C
 15 W (DC 5 V, 3 A) 以下

その他装備
電源ソケット
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USB 電源ソケット使⽤上の警告･
注意

注意
 USB プラグを USB 電源ソケットに確実

に差し込んでください。USB プラグが確
実に差し込まれていないと､異常発熱し
てヒューズが切れることがあります。

 3 A を超える電流を必要とする USB デバ
イスは使⽤しないでください。故障の原
因となることがあります。

USB 電源ソケットの使いかた
使⽤するプラグを差し込みます。
フロントシート

1. USB 電源ソケット
このソケットを使⽤し､マツダコネクトと接続
することができます。
マツダコネクトとの接続⽅法は､マツダコネク
ト取扱書を参照ください。
セカンドシート

1. USB 電源ソケット

サードシート*

1. USB 電源ソケット

その他装備
電源ソケット
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AC 電源 (100 V/150 W) について*

⾞両の電源が ACC または ON のとき､電気製品
の電源として使⽤します。
100 V/50 Hz または 100 V/60 Hz で､最⼤消費電
⼒ 150 W 以下の電気製品を使⽤してください。

AC 電源 (100 V/150 W) 使⽤上の
注意･警告

警告
医療器具は絶対にプラグで使⽤しない。
医療機器の動作に⽀障をきたすおそれがあ
ります。

AC 電源を使⽤するときは､感電､発煙､発⽕
を防ぐため､次の注意事項を守る。
使⽤中や使⽤後の AC 電源やプラグの取

り扱いに注意してください。
 AC 電源に差し込んだ瞬間に電気製品が

作動する可能性がありますので､安全性
を確認してから差し込んでください。

濡れた⼿でアクセサリーを AC 電源に差
し込んだり､プラグを抜いたりしないで
ください。

 AC 電源に液体が⼊らないようにしてくだ
さい。

 AC 電源にプラグ以外のものを⼊れない
でください。

分解しないでください。
破損した AC 電源は使⽤しないでくださ

い。部品の交換や修理が必要な場合は､
マツダ販売店にご相談ください。

注意
使⽤しないときは､必ずカバーを閉めて

ください。AC 電源に異物や液体が⼊る
と故障の原因になります。

電気製品のプラグは､AC 電源にしっかり
と差し込んでください。プラグが確実に
差し込まれていないと､発熱してヒューズ
が切れることがあります。

 AC 電源に複数の電気製品を接続しない
でください。発煙･発⽕の原因となりま
す。

規定の電⼒容量を超える電気製品を使⽤
しないでください。誤動作の原因となり
ます。

その他装備
電源ソケット
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AC 電源 (100 V/150 W) の使いか
た
フタを開けて､使⽤するプラグを差し込みます。

使⽤後は､プラグを抜き､フタを閉めます。

知識
 電気製品は⾞室内でのみ使⽤してくださ

い。⾞室外で使⽤すると､ノイズの影響
で正常に動作しないことがあります。

 次の電気製品は､電気容量が 150 W 以下
であっても動作しない場合があります。
 起動に⼤きな電⼒を必要とする機器

(コンプレッサー付き冷蔵庫､電動ポン
プ､電動⼯具など)

 時計やオーディオなど周波数切り替え
を⾏なう機器

 精密なデータ処理を⾏なう機器 (計測
機器など)

 上記以外の電気製品でも使⽤できない場
合があります。

 パソコンなどのデータ処理⽤の電気機器
を使⽤する場合は､こまめにデータをバ
ックアップしてください。

 次のような場合は､保護機能が働き､AC
電源が使⽤できません。
 バッテリー残量が少ないとき
 150 W 以上の電化製品を使⽤したとき
 ⾞内温度が極端に⾼いとき

 使⽤する電気製品によっては､無線操作時
にノイズが発⽣する場合があります。

 バッテリーの消耗を防ぐため､エンジン
を停⽌した状態で⻑時間 AC 電源を使⽤
しないでください。

その他装備
電源ソケット
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ワイヤレス充電 (Qi) について*

ワイヤレス充電 Qi 規格に対応したスマートフ
ォンなどの携帯機器を充電できます。
最⼤消費電⼒が 5W､または 15W 以下の携帯機
器を使⽤してください。
商標について

「Qi」および Qi シンボルはワイヤレスパワーコ
ンソーシアム (WPC) の商標または､登録商標で
す。

ワイヤレス充電 (Qi) 使⽤上の警
告･注意

警告
ワイヤレス充電器 (Qi) からの電波は､植え
込み型⼼臓ペースメーカー､植え込み型除細
動器などの医療機器の作動に影響をおよぼ
すおそれがあります。
医療⽤機器を使⽤している⽅は､ワイヤ

レス充電器 (Qi) の電波の影響を医師や医
療⽤機器製造業者などに確認してくださ
い。

医療⽤機器への影響を防ぐために､ワイ
ヤレス充電器 (Qi) の機能を作動させない
ようにすることができます。 詳しくは､
マツダ販売店にご相談ください。

ワイヤレス充電器 (Qi) の故障や損傷､⽕災､
発熱によるやけど､または感電などの事故に
つながるおそれがあるため､次の点を守って
使⽤してください。
ワイヤレス充電器 (Qi) の取り付け､取り

はずし､分解､配線の変更はしないでくだ
さい。取り付け､取りはずしが必要な場
合はマツダ販売店にご相談ください。

ワイヤレス充電器 (Qi) が故障している状
態で使⽤しないでください。また､煙が
出たり､異⾳､異臭がしたりする場合に
は､⾞両を安全な場所に停⽌し､⾞両の電
源を OFF にしてマツダ販売店にご相談く
ださい。

⼩物⼊れとして使⽤する場合は､ワイヤ
レス充電器 (Qi) の電源を OFF にしてく
ださい。

充電エリアと携帯機器の間に⾦属物をは
さまないでください。また､ワイヤレス
充電器 (Qi) に⾦属製のシールなどを貼り
付けないでください。

充電するときは､ワイヤレス充電器 (Qi)
上に携帯機器以外の物を置かないでくだ
さい。また､⾦属物､IC カード､硬貨､磁気
を帯びたものなどを充電エリア周辺に置
かないでください。

充電エリアのほこりや汚れなどを落とし
てから使⽤してください。

強い⼒や衝撃を与えたり､ぬらしたりし
ないでください。

その他装備
ワイヤレス充電 (Qi)
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警告
ワイヤレス充電器 (Qi) に対応している携

帯機器のみを使⽤してください。

注意
携帯機器を充電エリアに置いている場

合､ワイヤレス充電器 (Qi) と⾞両のキー
は離してください。ワイヤレス充電器
(Qi) が電波⼲渉して､⾞両のキーを認識し
ない場合があります。

次のような場合は､充電が正常に作動し
ない場合があります。
携帯機器が満充電のとき
携帯機器と充電エリアの間に異物があ

るとき
携帯機器の温度が⾼温になっていると

き
携帯機器の充電側を上にして置いたと

き
携帯機器を置く場所が極端に充電エリ

アの中央からずれているとき
近くにテレビ塔､発電所､空港があるな

ど､強い電波やノイズの発⽣する場所
にいるとき

携帯機器の Near Field
Communication (NFC) 機能が ON に
設定されているとき (携帯機器の機種
によります)

次のものは､携帯機器のデータが消える､
または故障につながるおそれがあるた
め､充電エリアに近づけないでください。
磁⽯､磁気カード､磁気記録メディアな

ど､磁気を帯びたもの
腕時計などの精密機器

ご使⽤の前には必ず携帯機器のデータの
バックアップをとってください。携帯機
器のデータが消えるおそれがあります。

ワイヤレス充電器 (Qi) を油類･アルコー
ル､シンナーなどでふいたり､ヘアスプレ
ー､殺⾍剤などをかけたりしないでくだ
さい。故障やひび割れの原因となりま
す。

携帯機器を⾞内に放置しないでくださ
い。⾞内が⾼温となり､故障につながる
おそれがあります。

ワイヤレス充電 (Qi) の使いかた
1. エンジンを始動する。

ワイヤレス充電器 (Qi) の電源が ON にな
り､LED インジケーターが点灯します。

2. ワイヤレス充電 Qi 規格準拠機器 (最⼤消費
電⼒が 5 W､または 15 W 以下の携帯機器)
をトレー上の充電エリア中央に置く。

1. 充電エリア
2. LED インジケーター
充電を開始すると LED インジケーターが
橙⾊､または緑⾊で点灯します。
すべてのドア､リアゲートが閉まっている
状態で充電が開始されます。

LED インジケーターの詳細については､次の
LED インジケーター表を参照してください。
充電状態の表⽰について
ワイヤレス充電器 (Qi) の充電状態は､LED イン
ジケーターやセンターディスプレイに表⽰され
るアイコンで確認することができます。

点灯/点滅
パターン

アイコ
ン表⽰ 状態

点灯しない ― OFF

⽩⾊の点灯 充電可能

橙⾊の点灯 普通充電中

緑⾊の点灯 急速充電中*1

その他装備
ワイヤレス充電 (Qi)
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点灯/点滅
パターン

アイコ
ン表⽰ 状態

⽩⾊の点滅
充電不可 (充電条
件があっていな
い)

⾚⾊の点滅

⾼温による充電停
⽌中

異物検知による充
電停⽌中

⾚⾊の点灯

内部異常､故障に
より､修理が必要
です。マツダ販売
店にご相談くださ
い。

*1 携帯機器によっては､普通充電と急速充電
の切り替えができるものがあります。

知識
 使⽤環境や使⽤状況によっては､充電効率

が下がる､または充電ができない場合が
あります。

 使⽤する携帯電話のケースやアクセサリ
ーによっては､充電できなかったり､充電
効率が落ちて充電時間が⻑くなったりす
る場合があります。充電エリアに携帯端
末を置いても充電が始まらない場合は､
ケースやアクセサリーを取りはずしてく
ださい。

 ⾞両の状態によっては､⼀時的に充電量が
制限されたり､充電が中⽌されたりする
ことがありますが､異常ではありません。

 充電中に携帯機器の温度が上がると､携
帯機器の保護機能により充電が停⽌する
場合があります。その場合には､携帯機
器の温度が⼗分に下がってから充電を⾏
なってください。

 ワイヤレス充電器 (Qi) を使⽤する際､
Near Field Communication (NFC) 機能
を⽤いたアプリケーションが起動するこ
とがありますが､ワイヤレス充電器 (Qi)
の故障ではありません。

知識
 エンジン停⽌時など､⾞両の状況により

充電が⼀時的にキャンセルされる場合が
あります。

その他装備
ワイヤレス充電 (Qi)
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ワイヤレス充電 (Qi) の便利な使い
かた
ワイヤレス充電器 (Qi) の ON/OFF､接続モード
の切り替えができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定す
る､またはマツダ販売店にご相談ください。

その他装備
ワイヤレス充電 (Qi)
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アシストグリップ使⽤上の警告･
注意

警告
アシストグリップやコートフックなどには
重たいものやとがったものをかけない。
服などをかけるときはハンガーを使わない
でください。カーテンエアバッグが膨らむ
ときにこれらのものが⾶散し､重⼤な傷害
につながるおそれがあります。

アシストグリップは､乗降時やシートから⽴
ち上がるときなどに使⽤しない。
アシストグリップに過度の負荷がかかると
破損し､けがをするおそれがあります。

アシストグリップの使いかた
アシストグリップは､⾛⾏中にシートに座って
いる状態で体を⽀えるときにお使いください。

その他装備
アシストグリップ
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電気･電⼦部品/機器使⽤上の警
告･注意

注意
⾞両の電気･電⼦部品/機器の取り付け､取り
はずし､交換をする場合は､マツダ販売店に
相談してください。⾞両や他の部品への悪
影響､誤動作や破損､故障の原因になる可能
性があります。

その他装備
アクセサリー
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フロアマット使⽤上の警告･注意

注意
フロアマットは⾞にあったものを使⽤し

てください。
フロアマットは重ねて使⽤しないでくだ

さい。
フロアマットはフロア上のフックでしっ

かり固定してください。

その他装備
フロアマット
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故障診断コネクターについて

注意
故障診断コネクターには､点検整備⽤の故障
診断機以外を接続しないでください。故障
診断機以外の機器を接続すると､⾞の電⼦
機器に悪影響をおよぼしたり､バッテリー
があがったりするなど､思わぬ故障につな
がるおそれがあります。

その他装備
故障診断コネクター
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発炎筒について
事故や故障で停⾞したとき､周囲に危険を知ら
せるために使います。
発炎筒に記載されている次のことをよく読み､
あらかじめ確認しておいてください。
 使⽤⽅法
 使⽤上の注意事項
 発炎時間
 有効期限

発炎筒使⽤上の警告･注意

警告
油､ガソリンなど可燃物の近くでは使⽤しな
い。
⽕災につながるおそれがあります。

使⽤するときは筒先を顔や体に向けたり近
づけたりしない。
やけどなど､重⼤な傷害につながるおそれ
があります。

お⼦さまにはさわらせない。
誤って使⽤すると､やけどや思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

トンネル内では発炎筒を使⽤しない。
トンネル内で発炎筒を使⽤すると､煙で視
界が悪くなるため､思わぬ事故につながる
おそれがあります。必要なときは⾮常点滅
灯を使⽤してください。

その他装備
発炎筒
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ジャッキについて

知識
ジャッキはお客さまのお⾞に標準で搭載さ
れておりません。

ジャッキアップ指定位置

ジャッキ使⽤上の警告･注意

警告
ジャッキアップするときはセレクトレバー
を P の位置に⼊れ､パーキングブレーキを
かけ､ジャッキをかける位置と対⾓の位置に
輪⽌めをする。
パーキングブレーキをかけて輪⽌めをしな
いと､⾞が動きジャッキがはずれて思わぬ事
故につながるおそれがあります。

ジャッキアップ指定位置以外にジャッキを
かけたり､ジャッキの上下に台やブロックな
どを⼊れたりしない。
⾞体が変形したり､ジャッキがはずれたりし
て思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

必要以上にジャッキアップしない。
⾞体が不安定になるため､思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

ジャッキアップした状態で⾞のエンジンを
始動しない。
ジャッキがはずれた場合､思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

ジャッキアップした⾞の下には絶対に⼊ら
ない。
万⼀ジャッキがはずれた場合､重⼤な傷害に
つながるおそれがあります。

注意
⼈を乗せたままジャッキアップしないでく
ださい。

その他装備
ジャッキ
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パノラマサンルーフが操作できない
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事故に対処する
事故が起きたときは､あわてず次の処置をして
ください。
1. 事故の続発を防⽌する。

他の交通のさまたげにならない安全な場所
(路肩､空き地など) に⾞を移動させ､エンジ
ンを停⽌します。

2. 負傷者の救護をする。
負傷者がいる場合は､医師､救急⾞などが到
着するまでの間､可能な応急⼿当を⾏ない
ます。
この場合､とくに頭部に傷を受けているよ
うなときは､むやみに動かさないようにし
ます。ただし､後続事故のおそれがある場
合は､安全な場所に移動させます。

3. 警察へ連絡する。
事故の発⽣場所､状況､負傷の程度などを報
告し､指⽰を受けます。

4. 相⼿の⽒名､住所などを確認する。
5. マツダ販売店､保険会社へ連絡する。

マツダエマージェンシーコールを
利⽤する
緊急通報オペレーターを通じてコネクティッド
サービスを利⽤することができます。
→7-19 ページ「マツダエマージェンシーコー
ル」

いざというときの対処法
緊急を要するとき
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冠⽔や浸⽔しているときの対処を
する

警告
冠⽔した道路や冠⽔のおそれがある道路
は､⾛⾏しない。
⽔位がフロアを超えると､パワーウインドー
が作動しなくなったり､エンジンやモータ
ーが停⽌したりして⾞が移動できなくなる
おそれがあります。

⽔没し⾞が移動できなくなったときは
 ドアを開けることができる場合は､ドアを開

け⾞外に出る
 ドアを開けることができない場合､ドアの窓

ガラスを開けて窓から⾞外に出る

知識
⾞内が浸⽔していない状態で､⾞外の⽔位が
ドア⾼さの半分を超えると､⽔圧で⾞内から
ドアを開けるのが難しくなります。⾞内の
⽔位が⾞外の⽔位と同じになると､ドアを
開けることができる可能性が⾼まります。

緊急脱出⽤ハンマーの使⽤について
使⽤⽅法は､脱出⽤ハンマーに付属している取
扱説明書をお読みください。
 フロントガラスは合わせガラスのため､脱出

⽤ハンマーで割ることはできません。
 窓ガラスに合わせガラスを使⽤しているお⾞

があります。その場合も脱出⽤ハンマーでは
割ることはできません。

知識
ガラスの断⾯から､ガラスの種類を⾒分ける
ことができます。平常時にご確認くださ
い。

1. 強化ガラスなど: 脱出⽤ハンマーで割れ
るガラス

2. 合わせガラス: 脱出⽤ハンマーで割れな
いガラス

いざというときの対処法
緊急を要するとき
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路上で動けなくなったときの対処
をする

警告
万⼀､事故や故障などで⾞から燃料が漏れて
いる場合は､すぐにエンジンを停⽌する。
爆発､⽕災につながるおそれがあり危険で
す。また､発炎筒は⾞から離れたところで
使⽤してください。

1. ⾞を路肩に⽌め､⾮常点滅表⽰灯を点滅さ
せる。
→5-82 ページ「⾮常点滅表⽰灯」

2. 必要に応じて停⽌表⽰板 (停⽌表⽰灯)､発
炎筒を使⽤し､後続⾞に故障⾞であること
を知らせる。
→7-58 ページ「発炎筒」
 ⾼速道路や⾃動⾞専⽤道路などでは⾞の

後⽅に停⽌表⽰板 (停⽌表⽰灯) を置くこ
とが法律で義務付けられています。

 停⽌表⽰板を置くときには､発炎筒を使
って合図をするなど､後続⾞に⼗分注意
してください。

3. 全員が⾞から降り､ガードレールの外など
の安全な場所に､すみやかに避難する。

4. 安全を確保した後､救援を求める。
故障の修理などお困りの際はマツダ販売店
に連絡してください。

踏切内で動けなくなったときの対
処をする
脱輪などで動けなくなったとき
1. 踏切の⾮常ボタンを押す。
2. 緊急を要するときは､発炎筒で列⾞に合図

する。
→7-58 ページ「発炎筒」

3. 付近の⼈に救援を求める。
 
エンストで動けなくなったとき
1. エンジンをかけ直す。
2. エンジンがかからないときは､踏切の⾮常

ボタンを押す。
緊急を要するときは､発炎筒で列⾞に合図
する。
→7-58 ページ「発炎筒」

3. 付近の⼈に救援を求める。
4. エンジンがかかっている場合は､セレクト

レバーを N の位置に⼊れ､安全な場所まで
押し出す。

いざというときの対処法
⾞両が動けなくなったとき
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知識
スターターを使って､⾞を緊急避難させるこ
とはできません。

スタックしたときの対処をする
ぬかるみ､砂地､深雪路などで駆動輪が空転した
り､埋まり込んだりして動けなくなることをス
タックといいます。
 周囲の安全を⼗分に確認してください。脱出

直後に⾞両が突然動き出し､思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 タイヤ前後の⼟や雪を取り除くか､タイヤの
下に⽊や⽯をあてがい､セレクトレバーを D
または R の位置に⼊れて､アクセルペダルを
軽く踏みます。セレクトレバー操作中はアク
セルペダルを踏まないでください。トランス
ミッションなどを損傷するおそれがありま
す。また､⾞両の周辺に⼈がいないことを確
認してください。あてがった⽊や⽯が⾶散
し､重⼤な傷害につながるおそれがあります。

 タイヤを⾼速で回転させないでください。タ
イヤがバースト (破裂) したり､異常過熱した
り思わぬ事故につながるおそれがあります。

 アクセルを過度に空ぶかししたり､タイヤを
空転させたりしないでください。トランスミ
ッションなどを損傷するおそれがあります。

いざというときの対処法
⾞両が動けなくなったとき
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けん引してもらう
けん引はできるだけマツダ販売店などに依頼し
てください。特に､エンジンがかかっているの
に⾞が動かないときや異常な⾳がするときは駆
動装置の故障が考えられます。必ずマツダ販売
店などに連絡してください。

警告
AWD ⾞のけん引は､前後輪すべてを持ち上
げて搬送する。
AWD ⾞を前輪または後輪だけを持ち上げた
状態でけん引すると､駆動装置が破損した
り､⾞輪が台⾞から⾶び出したりなど思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

注意
駆動輪が接地した状態でけん引しないで

ください。駆動装置が破損するおそれが
あります。

吊り下げタイプのレッカー⾞の使⽤は避
けてください。⾞体を傷つけるおそれが
あります。

注意
電動パーキングブレーキ (EPB) が解除で

きないときのけん引は､図のように前後
輪をすべて持ち上げた状態で搬送してく
ださい。⾞輪を持ち上げないでけん引す
ると､ブレーキシステムが破損するおそ
れがあります。

ロープでのけん引はしないでください。

いざというときの対処法
けん引が必要なとき
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けん引する

注意
けん引するときは次の点に注意してくださ
い。けん引フックや⾞体および駆動装置を
損傷するおそれがあります。
⾃⾞の重量より重い⾞はけん引しないで

ください。
急発進など､けん引フックやロープに⼤

きな衝撃が加わる運転をしないでくださ
い。

けん引フック以外にロープをかけないで
ください。

⾦属製のチェーンやワイヤーロープなど
を使⽤するときは､ロープやロープ先端に
付いているフック部に布などを巻いてく
ださい。直接バンパーにあたると､傷が
つくおそれがあります。

1. けん引フック､ホイールレンチ､ジャッキレ
バーをラゲッジルームから取り出す。

1. ⼯具袋
2. ホイールレンチ
3. けん引フック
4. ジャッキレバー

2. ジャッキレバーまたはマイナスドライバー
などの先端に布を巻いてカバーを取りはず
す。

フロント

リア

注意
カバーはバンパーから完全に取りはずし､
紛失しないように保管してください。

3. けん引フックを取り付ける。
フロント

1. ホイールレンチ
2. けん引フック

いざというときの対処法
けん引が必要なとき
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リア

1. ホイールレンチ
2. けん引フック

4. けん引ロープをフックにかける。

1. ロープの中央に 0.3 m×0.3 m 以上の⽩
い布を必ず付ける。

2. ロープの⻑さは 5 m 以内にする。
3. 全体の⻑さは 25 m 以内にする。

 
故障⾞をけん引するとき
故障した⾞をロープでけん引するときは､後ろ
側のけん引フックにロープをかけてけん引して
ください。
 
⾃⾞をけん引してもらうとき
駆動輪が接地した状態でけん引すると､駆動装
置が破損するなど､思わぬ事故につながるおそ
れがあるため､ロープでのけん引はしないでく
ださい。

いざというときの対処法
けん引が必要なとき
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キーの⼀時停⽌機能を解除する
キーが⾞内にあるとき､⾞内に置いてあるキー
の機能が､盗難防⽌のために⼀時停⽌する場合
があります。
この場合は､⾞内から⼀時停⽌したキーのアン
ロックスイッチを押すと復帰します。

補助キーを使って解錠する
1. ノブを押しながら､カバーを取りはずす。

2. 補助キーを取りはずす。
3. 運転席ドアのドアハンドルを引いたまま補

助キーを差し込む。

4. 補助キーをまわす。
ドアが解錠します。

5. 補助キーをもとの位置に取り付ける。
6. カバーのツメを差し込むように取り付け

る。

いざというときの対処法
キーが作動しないとき
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電池切れしたキーでエンジンを始
動する

注意
次のような状態にしないでください。⾞両
がキーからの信号を正確に受信できず､エ
ンジンが始動できない場合があります。
キーに他のキーの⾦属部や⾦属製のもの

が接している。

キーにスペアのキーや他の⾞両の盗難防
⽌システムキー (信号発信機内蔵のもの)
が重なっている､または近くにある。

キーの近くに電⼦部品を含んだ製品やク
レジットカードなどの磁気カードがあ
る。

キーの電池切れなどで､エンジンが始動できな
いときは､次の⼿順でエンジンを始動できます。
1. ブレーキペダルを踏む。

プッシュボタンスタートの表⽰灯 (緑) が点
滅します。

2. キーのエンブレム中⼼をプッシュボタンス
タートの中⼼にあわせる。

プッシュボタンスタートの表⽰灯 (緑) が点
灯します。

1. 表⽰灯
2. プッシュボタンスタート
3. キー
4. エンブレム

3. プッシュボタンスタートを押す。

知識
 プッシュボタンスタート機能に異常があ

るときは､プッシュボタンスタートの表
⽰灯 (橙) が点滅します。この場合でもエ
ンジンを始動できることがありますが､
ただちにマツダ販売店で点検を受けてく
ださい。

 プッシュボタンスタートの表⽰灯 (緑) が
点灯しない場合は､最初から操作を⾏な
ってください。それでも点灯しない場合
はマツダ販売店で点検を受けてくださ
い。

 ⾞両の電源を切り替えるときは､プッシ
ュボタンスタートの表⽰灯 (緑) が点灯に
変わった後､ブレーキペダルを放してか
らプッシュボタンスタートを押してくだ
さい。⾞両の電源が ACC､ON､OFF の順
に切り替わります。なお､⾞両の電源が
OFF になると､それ以降は⾞両の電源を
切り替えることができないため､エンジ
ンを始動する場合は最初から操作してく
ださい。

いざというときの対処法
キーが作動しないとき
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12V バッテリーあがりを処置する
次のような状態は 12V バッテリーあがりです。
 エンジンが始動しない。
 ホーンの⾳が⼩さい､または鳴らない。
 ランプ類がいつもより極端に暗い。

別売りのブースターケーブルを使⽤して､救援⾞ (他の⾞) のバッテリーと⾃⾞の 12V バッテリーを接
続してエンジンをかけます。
⾃⾞と同じ 12V バッテリーを搭載した救援⾞を依頼してください。

警告
正しく安全に 12V バッテリーを取り扱うために､12V バッテリー使⽤前または点検前には必ず次
の注意事項をお読みください。

必ず保護メガネを着⽤する。
12V バッテリー液には有毒で腐⾷性の⾼い希硫酸が含まれており､⽬に⼊ると失明など重⼤な傷害
につながるおそれがあります。また､12V バッテリーから発⽣する可燃性ガスに引⽕して爆発する
おそれがあります。

12V バッテリーの近くでお⼦さまを遊ばせない。また､12V バッテリー液をこぼさない。
12V バッテリー液には有毒で腐⾷性の⾼い希硫酸が含まれており､⽬や⽪膚に付着すると重⼤な傷
害につながるおそれがあります。万⼀､⽬や⽪膚に付着したときは､すぐに多量の⽔で洗浄し､応急
処置が済んだら､医師の診察を受けてください。

絶対に⽕気を近づけない。
12V バッテリーから発⽣する可燃性ガスに引⽕して爆発するおそれがあり危険です。⽕気の発⽣
を防ぐため､ブースターケーブルの接続､取りはずしのときは､端⼦同⼠やボディーに触れないよう
に⼗分注意してください。

換気の悪い場所では､12V バッテリーの充電を⾏なわない。また､充電中は 12V バッテリーに近づ
かない。
12V バッテリーから発⽣する可燃性ガスに引⽕して爆発するおそれがあり危険です。

ブースターケーブルを使⽤してエンジンを始動する前に必ず 12V バッテリー液の量を点検する。
12V バッテリー液の量が下限 (LOWER LEVEL) より不⾜している状態でエンジンを始動すると､破
裂 (爆発) につながるおそれがあり危険です。

注意
ブースターケーブルを接続するときは慎重に⾏なってください。ブースターケーブルがベルト

などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。
⾞両故障のおそれがあるため､⾃⾞を救援⾞として使⽤しないでください。

 
1. ヘッドランプやエアコンなどの電源が切ってあることを確認する。
2. ホールカバーを取りはずす。

いざというときの対処法
エンジンがかからないとき
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→9-10 ページ「12V バッテリーを点検する」
3. バッテリーキャップを取りはずす。

4. 救援⾞のエンジンを⽌めて､ブースターケーブルを次の順で接続する。
ブースターケーブルはエンジンの振動などではずれないよう確実に接続してください。
 1 本⽬

⾃⾞の 12V バッテリーの+端⼦
救援⾞の 12V バッテリーの+端⼦

 2 本⽬
救援⾞の 12V バッテリーの-端⼦
図で表⽰の箇所 (12V バッテリーの-端⼦に接続しない)

5. 救援⾞のエンジンをかけ､エンジン回転数を⾼めにする。
6. ⾃⾞のエンジンをかける。約 3 分間エンジンを回転させて､応急的に⾃⾞の 12V バッテリーを充

電する。
7. ブースターケーブルを接続したときと逆の順で取りはずす。
8. バッテリーキャップを取り付ける。
9. 早めにマツダ販売店で点検を受ける。
 

いざというときの対処法
エンジンがかからないとき
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押しがけについて
押しがけによる始動はできません。

いざというときの対処法
エンジンがかからないとき
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エンジンを強制的に停⽌する
プッシュボタンスタートを押し続ける､または
素早く何度も押す。
エンジンが停⽌し､⾞両の電源が ACC になりま
す。

いざというときの対処法
エンジンが停⽌できないとき
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緊急ブレーキを使⽤する
EPB スイッチを引き続ける。

ブレーキがかかり､⾞両を減速/停⽌させること
ができます。
ブレーキ作動中はチャイムが鳴り､EPB スイッ
チから⼿を離すとブレーキは解除され､チャイ
ムが停⽌します。

警告
緊急時にのみ使⽤する。
この機能は緊急時のみに使⽤してください。
過度に使⽤するとブレーキ部品が早く摩耗
したり､ブレーキが発熱して効きが低下する
ことがあります。

いざというときの対処法
ブレーキシステム (フットブレーキ) が故障したとき
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オートホールドを強制的に解除す
る
オートホールド作動中に､アクセルペダルを約
1 秒いっぱいに踏み込むと､オートホールドを
強制的に解除できます。システム故障などでオ
ートホールドが通常操作で解除できないとき
や､緊急でオートホールドの解除が必要なとき
のみ使⽤してください。

いざというときの対処法
オートホールドが解除できないとき
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オーバーヒートを処置する
次のようなときは､オーバーヒートです。

 ⾼⽔温警告灯 が点灯し､出⼒が急に低下
したとき。

 エンジンルームから蒸気が出ているとき。

警告
エンジンルームから蒸気が出ているときは､
ボンネットを開けない。
エンジンルーム内が熱いとき､ボンネットを
開けると､蒸気や熱湯が噴き出してやけどな
ど､重⼤な傷害につながるおそれがありま
す。また､蒸気が出てない場合でも⾼温に
なっている部分があります。ボンネットを
開けるときは⼗分に注意してください。

エンジンが⼗分に冷えるまでは
ラジエーターとリザーバータンクのキャッ
プを開けない。
エンジンが熱いときにラジエーターキャッ
プをはずすと､蒸気や熱湯が噴き出してやけ
どなど､重⼤な傷害につながるおそれがあ
ります。

エンジンルーム内を点検するときは､
ファンやベルトなどの回転部に触れない。
特に､エンジンルームが⾼温のときは､エン
ジンが停⽌していてもファンが回転するこ
とがあるため､⼿や⾐服などが巻き込まれ
るなど､重⼤な傷害につながるおそれがあ
ります。

 
1. 安全な場所に⾞を⽌める。
2. エンジンルームから蒸気が出ていないかど

うかを確認する。
エンジンルームから蒸気が出ているときは
エンジンを停⽌してください。蒸気が出な
くなるまで待ち､⾵通しをよくするために
ボンネットを開け､エンジンを始動してく
ださい。

エンジンルームから蒸気が出ていないとき
は
エンジンを作動させたままボンネットを開
け､エンジンを冷やします。
クーリングファンが作動していることを確
認し､⾼⽔温警告灯  が消灯したらエン
ジンを停⽌します。

注意
クーリングファンが作動していないときは､
クーリングファンの故障が考えられます。
ただちにエンジンを停⽌し､マツダ販売店
にご連絡ください。

3. エンジンが⼗分に冷えてから､冷却⽔の量
を点検する。冷却⽔量が不⾜しているとき
は ラジエーター リザーバータンクの
順に冷却⽔を補充する。
冷却⽔がない場合は⼀時的に⽔を補充して
ください。
補充後はキャップを確実に取り付けてくだ
さい。

1. ラジエーターキャップ
2. リザーバータンク
3. クーリングファン
4. ラジエーター

4. 早めに最寄りのマツダ販売店で点検を受け
る。

いざというときの対処法
オーバーヒートしたとき
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パンクやバースト (破裂) に対処す
る
⾛⾏中タイヤがパンクやバースト (破裂) した
ときは､ハンドルをしっかり持ち､徐々にブレー
キをかけスピードを落としてください。
急ブレーキをかけるとハンドルをとられるおそ
れがあります。
次のようなときはパンクやバースト (破裂) が
考えられます。
 ハンドルがとられるとき。
 異常な振動があるとき。
 ⾞両が異常に傾いたとき。

タイヤパンク応急修理キットを使
う
タイヤパンク応急修理キットについて
本キットはタイヤの接地⾯に刺さった釘やネジ
などによる軽度のパンクを⼀時的に修理するも
のです。
タイヤに刺さった釘やネジなどを抜かず､応急
修理してください。
 

警告
万⼀誤飲したときは､すぐに多量の⽔を飲
み､応急処置が済んだら､医師の診察を受け
る。
修理剤を誤飲すると健康に害があります。

修理剤が⽬に⼊ったり､⽪膚に付着したり
したときは､すぐに多量の⽔で洗浄する。
それでも異常を感じたときは､医師の診察を
受けてください。

お⼦さまには修理剤をさわらせない。
誤って使⽤すると､思わぬ事故につながるお
それがあります。

天然ゴムに対するアレルギーを有する⼈は
修理剤に触れない。
アレルギー症状を発症する可能性がありま
す。

知識
 お客さまの⾞にはスペアタイヤが標準装

備されておりません。パンクした場合は
応急処置としてタイヤパンク応急修理キ
ットをお使いください。お使いの際は､
本キットに同梱されている取扱説明書を
ご参照ください。本キットでの応急処置
後は､マツダ販売店などでできるだけ早
くタイヤの修理または交換を⾏なってく
ださい。

 ⼀度使⽤した修理剤は再使⽤できませ
ん。新しい修理剤をマツダ販売店でお求
めください。

いざというときの対処法
パンクやバースト (破裂) したとき
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知識
 次のようなときには､修理剤を使⽤する

ことができません。マツダ販売店などに
連絡してください。
 修理剤の有効期限が切れているとき

(有効期限はボトルのラベルに記載され
ています)

 約 4 mm 以上の切り傷や刺し傷がある
とき

 タイヤ側⾯､ホイール､バルブなど､タ
イヤ接地部以外が損傷を受けたとき

 タイヤがホイールからはずれていると
き

 タイヤが 2 本以上パンクしているとき

タイヤパンク応急修理キット内には､次のもの
が格納されています。

1. 修理剤
2. 注⼊ホース
3. エアコンプレッサー
4. 予備バルブコア
5. コアまわし
6. 取扱説明書
7. 速度制限シール
 

タイヤパンク応急修理キットを使う
1. ⾞を交通のさまたげにならない､地⾯が平

らで固い安全に作業できる場所に移動す
る。

2. セレクトレバーを P の位置に⼊れ､⾞両の
電源を OFF にする。

3. 必要に応じて､⾮常点滅表⽰灯を点滅させ､
停⽌表⽰板 (停⽌表⽰灯) を使⽤する。

4. ⼈や荷物を降ろし､ラゲッジボードとサイ
ドボードを開けて､トノカバーを取りはず
し､タイヤパンク応急修理キットを取り出
す。

5. 修理剤のボトルをよく振る。

警告
注⼊ホースをねじ込む前にボトルを振る。
注⼊ホースをねじ込んだ後にボトルを振る
と､修理剤が注⼊ホースから⾶び散り､⾐服
などに付着すると取れないおそれがありま
す。

いざというときの対処法
パンクやバースト (破裂) したとき
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知識
修理剤が使⽤可能な外気温は−30 ℃以上で
す。
0 ℃以下の寒冷時では修理剤が固まりやす
くなり､注⼊作業がしにくくなります。⾞
内などで温めると注⼊作業がしやすくなり
ます。

6. ボトルのキャップをはずし､内ぶたをつけ
たままの状態で注⼊ホースをボトルにねじ
込む。(ねじ込むことで､ボトルの内ぶたが
破れる)

7. パンクしたタイヤのバルブからキャップを
取りはずし､コアまわしの後ろでバルブ内
のバルブコアを押してタイヤの空気を完全
に抜く。

8. コアまわしでバルブコアを取りはずす。

注意
バルブコアをはずすとき､タイヤに空気が残
っているとバルブコアが⾶び出すおそれが
あります。バルブコアは慎重に取りはずし
てください。

知識
バルブコアは汚れないように保管してくだ
さい。

9. 注⼊ホースをバルブに差し込む。

いざというときの対処法
パンクやバースト (破裂) したとき
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10. ⼿でボトルを圧迫し､修理剤をすべてタイ
ヤの中に注⼊する。

11. 注⼊ホースをバルブから引き抜き､コアま
わしでバルブコアを右にまわしてバルブコ
アを取り付ける。

知識
注⼊が完了した空ボトルは､タイヤ交換また
は修理の際に使⽤済み修理剤の回収に使⽤
しますので､ボトルは捨てずにマツダ販売
店までお持ちください。

12. 運転者のよく⾒えるところに速度制限シー
ルを貼る。

警告
ハンドルのパッド部に速度制限シールを貼
らない。
万⼀の場合エアバッグが正常に作動しなく
なり､重⼤な傷害につながるおそれがあり
ます。また､警告灯やスピードメーターが
⾒えなくなる位置には貼らないでください。

注意
速度制限シールをメーターパネルやディ

スプレイなどに貼らないでください。剥
がすときに傷がつくおそれがあります。

速度制限シールは､タイヤ修理交換後す
みやかに剥がしてください。

13. エアコンプレッサーのホースの⼝⾦を右に
まわしてバルブに取り付ける。

14. 電源ソケットのフタを開けてエアコンプレ
ッサーのプラグを差し込み､⾞両の電源を
ACC にする。

注意
電源ソケットにエアコンプレッサーのプ

ラグを抜き差しするときは､エアコンプ
レッサーのスイッチが OFF になっている
ことを確認してください。

エアコンプレッサーの ON､OFF はエアコ
ンプレッサー本体のスイッチで⾏なって
ください。

15. エアコンプレッサーのスイッチを ON にし
て､タイヤを適正空気圧まで昇圧する。

いざというときの対処法
パンクやバースト (破裂) したとき
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知識
 タイヤの適正空気圧は運転席ドアを開け

たボディー側に貼り付けられているラベ
ルで確認してください。

 エアコンプレッサーは⻑時間使⽤すると
故障につながるおそれがありますので､
10 分以上連続して作動させないでくださ
い。

 タイヤ空気圧が昇圧できない場合は修理
できません。もし､10 分以内に適正空気
圧にならなければ､タイヤがひどい損傷
を受けている可能性があります。この場
合は､本修理キットで応急修理すること
ができません。マツダ販売店などに連絡
してください。

 空気を⼊れすぎたときはエアコンプレッ
サーのホースの⼝⾦をゆるめて空気を抜
いてください。

16. 適正空気圧まで昇圧できたら､エアコンプ
レッサーのスイッチを OFF にしエアコン
プレッサーのホースの⼝⾦をバルブから抜
く。

17. バルブキャップを取り付ける。
18. 修理剤をタイヤ内にゆきわたらせるため､

ただちに⾛⾏を始める。

注意
80 km/h 以下の速度で慎重に運転してくだ
さい。80 km/h を超えた速度で⾛⾏した場
合､⾞体が振動することがあります。

19. 10 分間もしくは 5 km 程度⾛⾏後に⼿順
13 の⽅法でタイヤにエアコンプレッサー
を接続し､エアコンプレッサーに付属して
いる空気圧計でタイヤ空気圧を確認する。
適正空気圧より低下していたら､⼿順 14 の
作業から再度⾏なう。

警告
空気圧が 130 kPa (1.3 kgf/cm2) 以下に低
下していたら､運転を中⽌してマツダ販売店
などに連絡する。
本修理キットによる応急修理はできません。

⼿順 13〜18 の作業を繰り返しても､空気圧
の低下が認められる場合は､運転を中⽌す
る。
マツダ販売店などに連絡してください。

注意
タイヤ空気圧を空気圧計で確認するときは､
エアコンプレッサーのスイッチを OFF にし
てから確認してください。

20. 空気圧が低下していなければ､応急修理完
了です。すみやかにマツダ販売店まで慎重
に運転し､新しいタイヤに交換をすること
をおすすめします。修理·再使⽤する場合
はマツダ販売店にご相談ください。

知識
 タイヤパンク応急修理キットで応急修理

をしたタイヤは､できるだけ早く新しい
タイヤに交換をすることをおすすめしま
す。修理·再使⽤する場合はマツダ販売
店にご相談ください。

 ホイールは付着した修理剤をふき取れば
再使⽤できます。ただし､バルブは新し
いものと取り替えてください。

いざというときの対処法
パンクやバースト (破裂) したとき
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リアゲートを荷室から開ける
12 V バッテリーがあがると､リアゲートの解錠
ができず開けられなくなります。
この場合は､12 V バッテリーあがりの対処をす
ることでリアゲートの解錠ができるようになり
ます。
→8-13 ページ「12 V バッテリーあがりを処置す
る」
12 V バッテリーあがりの対処をしてもリアゲ
ートの解錠ができない場合は､応急処置として
次の⼿順でリアゲートを開けることができま
す。
1. サードシートを倒す。

→ 3-29 ページ「サードシートの使いかた」
2. カバーをはずす。

3. レバーを動かす。
(パワーリアゲート装備⾞)

(パワーリアゲート⾮装備⾞)

リアゲートが解錠します。

応急処置後はできるだけ早めにマツダ販売店で
点検を受けてください。

いざというときの対処法
リアゲートが開けられなくなったとき
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⾃動開閉機構を復帰する
次の操作で復帰させてください。
1. ⾞両の電源を ON にする。
2. パワーウインドースイッチを押して窓ガラ

スを全開にする。
3. パワーウインドースイッチを引き上げて窓

ガラスを全閉にし､そのまま約 2 秒間引き
上げ続ける。

はさみ込み防⽌機構を解除する
はさみ込み防⽌機構が作動して窓ガラスを閉め
られないときは､窓枠の周囲に異物がないか確
認してください。
窓枠の周囲に異物がなければ､次の操作で窓ガ
ラスを強制的に閉めてください。
1. ⾞両の電源を ON にする。
2. はさみ込み防⽌機構が作動して窓ガラスが

⽌まるまで､窓ガラスを閉める⽅向にスイ
ッチを操作する。

3. ⼿順 2 を 5 回繰り返す。
4. スイッチを引き上げ続けて､窓ガラスを全

閉にする。

いざというときの対処法
パワーウインドーが操作できないとき
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パノラマサンルーフの初期設定を
する*

サンルーフが正常に作動しないときは､次の操
作を⾏なってください。
1. ⾞両の電源を ON にする。
2. チルト/スライドスイッチを前側に押して､

パノラマサンルーフとサンシェードを全閉
にする。

3. チルト/スライドスイッチから⼿を離す。
4. チルト/スライドスイッチを前側に押し続

ける。
パノラマサンルーフとサンシェードがさら
に閉⽅向に動きます。

5. 約 13 秒後にサンシェードが停⽌したら､チ
ルト/スライドスイッチから⼿を離す。

いざというときの対処法
パノラマサンルーフが操作できないとき

*グレード/仕様別装備 8-27
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マツダ販売店で点検を受ける
ワイパーの制御に異常があると､フロントワイ
パーが⾼速作動する場合があります。
ワイパースイッチの操作にかかわらずフロント
ワイパーが⾼速作動するときはマツダ販売店で
点検を受けてください。

いざというときの対処法
フロントワイパーが⾼速作動するとき
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ウォッシャータンクの液量を確認
する
ウォッシャー液が噴射されないときは､ウォッ
シャータンクの液量を確認してください。
→9-9 ページ「ウォッシャー液を補充する」
空のウォッシャータンクにウォッシャー液を補
充したときなどにウォッシャーパイプに空気が
⼊ると､ウォッシャー液が噴射されない場合が
あります。
ウォッシャー液が噴射されるまで､ワイパーレ
バーを操作してください。
ウォッシャー液を補充してもウォッシャー液が
噴射されないときは､マツダ販売店にご相談く
ださい。

いざというときの対処法
ウォッシャー液が噴射しないとき
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アクティブ･ドライビング･ディス
プレイが作動しないときは*

アクティブ･ドライビング･ディスプレイが作動
しないときは⾞両の電源を OFF にして､再度エ
ンジンを始動させてください。エンジンを始動
させても作動しないときは､マツダ販売店で点
検を受けてください。

いざというときの対処法
アクティブ･ドライビング･ディスプレイが作動しないとき
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警告灯について
警告灯/表⽰灯が点灯､点滅した場合は､それぞ
れの⽅法で対処してください。警告灯/表⽰灯
が消灯しない場合､または再度点灯､点滅する場
合はマツダ販売店にご相談ください。

警告
警告灯/表⽰灯が点灯､点滅した場合は､ただ
ちに安全な場所に停⾞し適切な処置を⾏な
う。
警告灯/表⽰灯の点灯､点滅を無視して運転
を続けると､エンジンなどを損傷したり､思
わぬ事故につながったりするおそれがあり
ます。

センターディスプレイやメーターで詳細を確認
できる警告があります。
センターディスプレイで確認する
1. ホーム画⾯の“情報” を選択する。
2. “⾞両ステータスモニター”を選択する。
3. 確認したい警告を選択すると､警告の詳細

が表⽰します。
メーターで確認する
ステアリングスイッチの INFO スイッチを押す
と､メッセージ表⽰画⾯が表⽰します。
メーター (A タイプ)
→5-22 ページ「メーターの使いかた」
メーター (B タイプ)
→5-36 ページ「マルチインフォメーションディ
スプレイの使いかた」

ブレーキ警告灯

次のようなときは点灯し続けます。
ただちに安全な場所に停⾞し､マツダ販売店に
連絡してください。
 ブレーキ液が不⾜しているとき。
 ブレーキ装置 (電⼦制御制動⼒配分システム)

に異常があるとき。

警告
ブレーキ警告灯が点灯したまま⾛⾏しない。
ブレーキが効かなくなり思わぬ事故につな
がるおそれがあります。また停⾞するとき
は､ブレーキの効きが悪くなっているおそれ
があるため､ブレーキペダルを通常より強
く踏んでください。
(e-SKYACTIV D)
エンジンを始動させたとき､ブレーキ警告
灯が点灯することがあります。その場合､
安全な場所に停⾞し､ブレーキペダルから
⾜を放してください。それでもブレーキ警
告灯が消えない場合は､マツダ販売店で点
検を受けてください。

ブレーキ警告灯と ABS 警告灯  が同時
に点灯したときは､ただちに安全な場所に
停⾞し､マツダ販売店に連絡する。
急制動時に後輪が通常より早くロックしや
すくなり､思わぬ事故につながるおそれが
あります。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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充電警告灯

充電システムに異常があると点灯します。
ただちに安全な場所に停⾞し､マツダ販売店に
連絡してください。

警告
充電警告灯が点灯したまま⾛⾏しない。
エンジンが不意に停⽌して思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

ハイブリッドシステム警告灯*

ハイブリッドシステムに異常があると点灯しま
す。
マツダ販売店に連絡してください。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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オイル警告灯

エンジンオイルの圧⼒が低下したときに点灯し
ます。

注意
オイル警告灯が点灯したまま⾛⾏しないで
ください。エンジンオイルの圧⼒が低下し
ている状態で⾛⾏すると､エンジン破損に
つながるおそれがあります。

⾛⾏中に､オイル警告灯が点灯したときは安全
な場所に停⾞し､エンジンを停⽌してください。
その後､マツダ販売店に連絡してください。

⾼⽔温警告灯

エンジン冷却⽔の温度が異常に⾼くなったとき
に点灯します。
表⽰されるメッセージの内容を確認して処置し
てください。

注意
⾼⽔温警告灯が点灯したまま⾛⾏しないで
ください。エンジンが冷却されない状態で
⾛⾏すると､エンジン破損につながるおそ
れがあります。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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電動パワーステアリング警告灯

電動パワーステアリングに異常があると点灯し
ます。
点灯したときは安全な場所に停⾞し､⾞両の電
源を OFF にしてください。
しばらく経ってエンジンを再始動したときに警
告灯が消灯した場合は問題ありません。
エンジンを再始動した後でも点灯するときは､
マツダ販売店に連絡してください。

知識
 警告灯が点灯したときは電動パワーステ

アリングが正常に作動しません。この場
合､ハンドル操作は可能ですが､通常に⽐
べて操作が重くなります。

 停⾞中または低速⾛⾏時にハンドル操作
を繰り返すと､システム保護のためハン
ドル操作が重くなる場合がありますが､
異常ではありません。安全な場所に停⾞
し､ハンドル操作をしないでください。
しばらくするともとにもどります。

シフトシステム警告灯

シフトシステムに異常があると点灯します。
ただちに安全な場所に停⾞し､マツダ販売店に
連絡してください。
セレクトレバーを P の位置にしても､停⾞保持
することができない場合があるので､駐⾞/停⾞
するときは必ずパーキングブレーキをかけてく
ださい。
また､エンジンを停⽌すると､再度エンジンを始
動できない場合があります。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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ABS 警告灯

システムに異常があるときは点灯し続けます。
マツダ販売店で点検を受けてください。

警告

ブレーキ警告灯  と ABS 警告灯が同時に
点灯したときは､ただちに安全な場所に停
⾞し､マツダ販売店に連絡する。
急制動時に後輪が通常より早くロックしや
すくなり､思わぬ事故につながるおそれが
あります。

マスター警告灯

システムに異常があると点灯します。
センターディスプレイまたはメーターに表⽰さ
れるメッセージの内容を確認して処置してくだ
さい。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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ブレーキコントロールシステム警
告灯

システムに異常があると点灯します。
マツダ販売店で点検を受けてください。

電動パーキングブレーキ (EPB) 表
⽰灯

パーキングブレーキをかけているときに点灯
し､解除すると消灯します。
点灯するとき
電動パーキングブレーキ (EPB) スイッチを解除
しても点灯し続けるときは､システムの異常が
考えられるため､マツダ販売店で点検を受けて
ください。
点滅するとき
システムに異常があるときに点滅します。電動
パーキングブレーキ (EPB) スイッチを操作して
も点滅し続けるときは､マツダ販売店に連絡し
てください。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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エンジン警告灯

警告
エンジン警告灯が点灯/点滅しているときに
12 V バッテリーケーブルをはずさない。
12 V バッテリーケーブルを再接続するとき
にエンジンが損傷し､⽕災につながるおそ
れがあります。

エンジン警告灯は次の異常が発⽣したときに､
点灯します。
ただちに安全な場所に停⾞し､マツダ販売店に
連絡してください。
 エンジンコントロールシステムに異常がある

とき
 エミッションコントロールシステムに異常が

あるとき
 トランスミッションコントロールシステムに

異常があるとき
 (e-SKYACTIV D)

 M ハイブリッドに異常があるとき
 燃料残量が異常に少ないとき

エンジン警告灯が点灯/点滅し続けるときは⾼
速⾛⾏をせず､すみやかにマツダ販売店で点検
を受けてください。

i-stop 警告灯 (橙)

エンジン始動後､システムに異常があるときは
点灯/点滅し続けます。マツダ販売店で点検を
受けてください。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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ディーゼルパティキュレートフィ
ルター警告灯

“フィルター内にススが多く堆積しています警
告灯が消えるまで⾛⾏してください”が表⽰さ
れる/点灯するとき
PM (Particulate Matter:粒⼦状物質)の除去が⾃
動で⾏なわれず､ディーゼルパティキュレート
フィルターで捕集した PM が規定量以上になる
と表⽰/点灯します。
PM を除去するため､エンジン暖機後およそ 15
分から 20 分⾛⾏してください。
PM の除去は､暖機前やアイドリング中､5 km/h
以下の低速⾛⾏時は実⾏されません。
“フィルター内のススの堆積量が異常です点検
を受けてください” が表⽰される/点滅すると
き
システムに異常があると表⽰/点滅します。マ
ツダ販売店で点検を受けてください。

注意
ディーゼルパティキュレートフィルター警
告灯が点灯から点滅に変わった場合は､た
だちにマツダ販売店で点検を受けてくださ
い。点検を受けずにそのまま⾛⾏を続ける
と､エンジンの不調につながるおそれがあ
ります。

知識
ディーゼルパティキュレートフィルター警
告灯が点滅しているときは､ディーゼルパテ
ィキュレートフィルターを保護するために､
エンジン出⼒は制限されます。

オートマチックトランスミッショ
ン警告灯

システムに異常があると点灯します。
マツダ販売店に連絡してください。

注意
オートマチックトランスミッション警告灯
が点灯したまま⾛⾏しないでください。オ
ートマチックトランスミッション警告灯が
点灯したまま⾛⾏を続けると､トランスミッ
ションが破損するおそれがあります。すみ
やかにマツダ販売店で点検を受けてくださ
い。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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AWD 警告灯*

システムに異常があるときやタイヤサイズが⼀
致しないときに点灯します。
また､システムが⾼負荷状態のときに点滅しま
す。
表⽰されるメッセージの内容を確認して処置し
てください。

TCS/DSC 作動表⽰/表⽰灯

次のようなときは DSC､TCS､またはヒル･ロー
ンチ･アシスト (HLA) の異常が考えられます。
マツダ販売店で点検を受けてください。
 ⾞両の電源を ON にしても点灯しないとき､

または点灯したままのとき
 ⾛⾏中に点灯したとき

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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エアバッグ/シートベルトプリテ
ンショナー警告灯

次のようなときはシステムの異常が考えられま
す。
マツダ販売店で点検を受けてください。
 ⾞両の電源を ON にしても点灯しないとき
 点灯/点滅し続けるとき

警告
エアバッグ/シートベルトプリテンショナー
警告灯が点灯/点滅したまま⾛⾏しない。
衝突したときにエアバッグまたはシートベ
ルトプリテンショナー機構が正常に作動せ
ず､重⼤な傷害につながるおそれがありま
す。
マツダ販売店で点検を受けてください。

KEY 警告灯 (⾚)

システムに異常があるときに点灯します。
表⽰されるメッセージの内容を確認して処置し
てください。

注意
同時にプッシュボタンスタートの表⽰灯
(橙) が点滅している場合は､エンジンが始動
できなくなるおそれがあります。ただちに
マツダ販売店で点検を受けてください。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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セキュリティ表⽰灯

運転中にセキュリティ表⽰灯が点灯/点滅した
場合はエンジンを停⽌せず､そのままマツダ販
売店で点検を受けてください。エンジンを停⽌
すると､再度エンジンを始動できない場合があ
ります。
 
エンジンが始動できないときは⼀度､⾞両の電
源を OFF にもどし､キーを作動範囲内の別の場
所に置いて､再度エンジンを始動してください。
セキュリティ表⽰灯を確認し､消灯しない場合
は (点灯/点滅したままなど)､もう⼀度⾞両の電
源を OFF にもどし､しばらく待って再度エンジ
ンを始動してください。
3 回⾏なってもエンジンが始動しないときはシ
ステムの異常が考えられますので､マツダ販売
店で点検を受けてください。

知識
イモビライザーシステムを修理するときは
キーのコードを再登録する必要がありま
す。お⼿持ちのすべてのキーを､マツダ販売
店に持参してください。

ハイ･ビーム･コントロールシステ
ム (HBC) 警告灯 (橙)*

システムに異常があると点灯します。
マツダ販売店で点検を受けてください。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき

*グレード/仕様別装備 8-41

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



アダプティブ･LED･ヘッドライト
(ALH) 警告灯 (橙)*

システムに異常があると点灯します。
マツダ販売店で点検を受けてください。

i-ACTIVSENSE 警告灯

i-ACTIVSENSE 関連システムに異常があると点
灯します。
表⽰されるメッセージの内容を確認して処置し
てください。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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エクステリアランプ警告灯

エクステリアランプ (番号灯は含まない) に異常
があると点灯します。
マツダ販売店で点検を受けてください。

注意
エクステリアランプ に異常がある状態で⾛
⾏しないでください。視界不良やブレーキ､
⽅向指⽰器の合図ができず､思わぬ事故に
つながるおそれがあります。また､ランプが
点灯しない状態で⾛⾏すると､整備不良に
より法規に抵触するおそれがあります。

燃料残量警告灯

燃料残量が空に近づくと点灯/点滅します。
警告灯が点滅したとき､チャイムも鳴ります。
すみやかに燃料を補給してください。

知識
⾛⾏状況や⾞両姿勢によっては､タンク内の
燃料が移動するため､点灯タイミングが変
わる場合があります。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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エンジンオイルレベル警告灯

エンジンオイルの量がオイルレベルゲージの下
限付近になっているときに点灯します。

注意
エンジンオイルレベル警告灯が点灯したま
ま使⽤を続けないでください。エンジンオ
イルの量が不⾜している状態で使⽤を続け
ると､エンジン破損につながるおそれがあ
ります。

 
エンジンオイルを 1 L 補給してください。
→9-9 ページ「エンジンオイルの点検､補充」

シートベルト警告灯 (フロントシ
ート)

点灯するとき
⾞両の電源が ON のとき､運転席/助⼿席シート
ベルトを着⽤していないと点灯します。
シートベルトを着⽤してください。
点滅するとき
運転席/助⼿席シートベルトを着⽤しないまま
約 20 km/h 以上になると､しばらくの間点滅し
ます。
⼀定時間経過すると､点滅は⽌まりますが､点灯
し続けます。
また､警告灯が点滅したとき､チャイムも鳴りま
す。
シートベルトを着⽤してください。

知識
 助⼿席のシートに重いものを置くと､重

さによってシートベルト警告システムが
作動することがあります。

 助⼿席にお⼦さまを座らせた場合､シー
トベルト警告システムが作動しないとき
があります。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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シートベルト警告灯 (セカンドシ
ート/サードシート) (⾚)

⾞両の電源が ON のとき､シートベルトを着⽤
していないと点灯します。*1
エンジン始動後､しばらくすると消灯します。
また､着⽤していたシートベルトをはずすとし
ばらくの間点滅し､その後消灯します。
警告灯が点滅したとき､チャイムも鳴ります。
シートベルトを着⽤してください。
 
*1 セカンドシート/サードシートに乗員がい

ないときも点灯します。

リアシートアラート警告灯

システムに異常があるときは点灯し続けます。
マツダ販売店で点検を受けてください。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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ウォッシャー液残量警告灯*

⾞両の電源が ON のとき､ウォッシャー液が少
なくなると点灯します。
ウォッシャー液を補充してください。

半ドア警告灯/リアゲート開警告
灯/ボンネット開警告灯

いずれかのドア/リアゲート/ボンネットが確実
に閉まっていないときに点灯します。
また､いずれかのドア/リアゲートが閉まってい
ないときに⾛⾏すると､チャイムも鳴ります。
 
ドア/リアゲート/ボンネットを確実に閉めてく
ださい。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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KEY 表⽰灯 (緑) (点滅)

キーの電池残量が少ないときに⾞両の電源を
OFF にすると､点滅します。
キーの電池を交換してください。
→9-20 ページ「キーの電池交換のしかた」

レンチ表⽰灯

次のようなときにレンチ表⽰灯が点灯します。
 あらかじめ設定されたメンテナンス時期にな

ったとき
マツダ販売店で点検を受けてください。

注意
メンテナンス時期になったまま⾛⾏を続

けないでください。メンテナンスを怠る
と､⾞両性能の低下､さらには故障につな
がるおそれがあります。メンテナンス時
期までに点検を受けてください。

エンジンオイル交換時期をすぎたまま⾛
⾏を続けると､エンジン故障につながる
おそれがあります。メンテナンス時期ま
でにエンジンオイルを交換してくださ
い。

お⾞の使⽤状態によっては､燃料がエンジ
ンオイルに混⼊することでエンジンオイ
ルが劣化して交換が必要になることがあ
ります。メーターに表⽰されるメッセー
ジの内容を確認して､マツダ販売店で点
検を受けてください。

 フューエルフィルター (セジメンタ) の⽔抜
きが必要なとき
マツダ販売店へご相談ください。

知識
お⾞の使⽤状態によっては､別冊のメンテナ
ンスノートに記載された交換時期よりも早
く表⽰されることがあります。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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ドライバー･モニタリング検知性
能低下表⽰灯*

⾛⾏中､ドライバー･モニタリングの検知性能が
低下したときに点灯します。
→5-119 ページ「ドライバー･モニタリングカメ
ラについて」
停⾞したとき､またはドライバー･モニタリング
の検知性能が正常になったときに消灯します。
システムに異常があるときも消灯します。

いざというときの対処法
警告灯が点灯したとき
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ランプ消し忘れ防⽌チャイム
⾞両の電源を OFF にして運転席ドアを開けた
ときに､エクステリアランプが点灯していると
チャイムが鳴ります。
ヘッドランプスイッチを操作して､エクステリ
アランプを消してください。

知識
マツダコネクトでランプ消し忘れ防⽌チャ
イムの⾳量を変更することができます。
マツダコネクトホーム画⾯の“設定”で設定
する､またはマツダ販売店にご相談くださ
い。

電源オフ忘れ警告チャイム
⾞両の電源が ACC のときに､運転席ドアを開け
ると⾞内のチャイムが鳴り続けます。
⾞両の電源を OFF にしてください。

いざというときの対処法
チャイムがなったとき
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キー⾞外持ち出し警報チャイム
⾞両の電源が ON または ACC の状態でキーを
⾞外に持ち出すと､すべてのドアを閉めたとき
に⾞外のチャイムが 6 回鳴り､⾞内のチャイム
が 1 回鳴ります。
 
キーを携帯したまま⾞外に出ていないかを確
認､または⾞両の電源を OFF にしてください。

キー⾞内閉じ込み警報チャイム
キーが⾞内にある状態で､運転席ドアを施錠し､
すべてのドアを閉めるとチャイムが鳴ります。
キーが⾞内に置いたままになっていないかを確
認してください。

いざというときの対処法
チャイムがなったとき
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ラゲッジルーム内キー閉じ込み警
報チャイム
ドアが施錠された状態で､キーをラゲッジルー
ム内に置いたままリアゲートを閉めると､チャ
イムが鳴ります。
ラゲッジルーム内にキーを置いてないかを確認
してください。

ドアロック不作動警告チャイム
タッチセンサーによる操作
次の条件がすべてそろった場合に､チャイムが
鳴ります。
 ⾞両の電源が OFF のとき
 全ドアが閉まっていないとき
 5 秒以内に 3 回ロック操作をしたとき

⾞両の電源とドアの開閉状態を確認して､再度
ロック操作をしてください。
 
リアゲートのロックスイッチによる操作
次のいずれかの状態のときに､キーを携帯して
リアゲートのロックスイッチを押すと､チャイ
ムが鳴ります。
 ⾞両の電源が OFF 以外
 いずれかのドアが開いている

上記の状態になっていないことを確認して､再
度ロックスイッチを押してください。

いざというときの対処法
チャイムがなったとき
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パワーリアゲート警告チャイム*

 パワーリアゲートを操作したとき､リアゲー
トに物が挟まっているとチャイムが 3 回鳴り
ます。
物が挟まっていないか確認してください。

 パワーリアゲートを開いたまま⾛⾏するとチ
ャイムが鳴り続けます。
パワーリアゲートを閉じて⾛⾏してくださ
い。

電動ハンドルロック警告チャイム
ハンドルがロックされた状態で､プッシュボタ
ンスタートを押すとチャイムが鳴り､プッシュ
ボタンスタートの表⽰灯 (緑) が点滅します。
ハンドルを左右に動かしながら､プッシュボタ
ンスタートを押して､ハンドルのロックを解除
してください。

いざというときの対処法
チャイムがなったとき
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ブレーキシステム警告チャイム
ブレーキシステムに異常が発⽣し､ブレーキが
意図通りに効かないおそれがある場合にチャイ
ムが鳴ります。
周囲の安全を確認しながら減速し安全な場所に
停⾞してください。
停⾞後にマツダ販売店に連絡してください。

電動パーキングブレーキ (EPB) 警
告チャイム
次のときにチャイムが鳴ります。
 パーキングブレーキをかけたまま⾛⾏してい

るとき
 ⾛⾏中に電動パーキングブレーキ (EPB) スイ

ッチを引き､パーキングブレーキをかける操
作をしたとき

 パーキングブレーキが⾃動解除できない状態
で､⾞を発進させようとしたとき

 
パーキングブレーキの状態を確認してくださ
い。

いざというときの対処法
チャイムがなったとき
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リバースポジション警告チャイム
⾞両の電源が ON のとき､セレクトレバーを R
の位置にするとチャイムが鳴ります。
セレクトレバーを R の位置以外にすると鳴り
⽌みます。

12 V バッテリー充電量低下チャイ
ム
電⼒消費が⼀定量を超えるとチャイムが鳴りま
す。
12 V バッテリーを充電させるため､5 分以上エ
ンジンをかけてください。

いざというときの対処法
チャイムがなったとき
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Alexa の設定を確認する

問題 原因 解決⽅法

Alexa の操作でストリーミン
グ配信の⾳楽などが再⽣でき
ない

Wi-Fi クライアント機能の通信
ができていない。

次の⼿順で Wi-Fi クライアン
ト機能の通信を確認してくだ
さい。
1. マツダコネクトのホーム

画⾯から“設定”を選択す
る。

2. “モバイル機器連携”を選
択する。

3. “Wi-Fi クライアント設定”
を選択する。

4. “Wi-Fi クライアント”が有
効になっているか確認す
る。

5. “周辺ネットワーク検索”
または､“簡単接続”から､
使⽤するデバイスとの
Wi-Fi 接続を⾏なうことが
できます。

トーク/ピックアップボタンを
押しても Alexa が応答しない

Amazon アカウントにサイン
インしていない､または“トー
クボタンで起動”が無効になっ
ている。

次の⼿順で Amazon アカウン
トにサインインしているか確
認してください。
1. マツダコネクトのホーム

画⾯から“設定”を選択す
る。

2. “Alexa”を選択する。
“サインイン”が画⾯に表⽰さ
れていない場合は､サインイン
されています。“サインイン”
が画⾯に表⽰されている場合
は､“サインイン”を選択し､画
⾯の指⽰に従ってサインイン
してください。
 
次の⼿順で“トークボタンで起
動”が有効になっているか確認
してください。
1. マツダコネクトのホーム

画⾯から“設定”を選択す
る。

2. “Alexa”を選択する。
3. “設定”を選択する。
4. “トークボタンで起動”が

有効になっているか確認
する。

いざというときの対処法
Alexa が作動しないとき
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問題 原因 解決⽅法

“アレクサ”と発話しても Alexa
が応答しない

Amazon アカウントにサイン
インしていない､または“Alexa
ハンズフリー”が無効になって
いる。

次の⼿順で Amazon アカウン
トにサインインしているか確
認してください。
1. マツダコネクトのホーム

画⾯から“設定”を選択す
る。

2. “Alexa”を選択する。
“サインイン”が画⾯に表⽰さ
れていない場合は､サインイン
されています。“サインイン”
が画⾯に表⽰されている場合
は､“サインイン”を選択し､画
⾯の指⽰に従ってサインイン
してください。
 
次の⼿順で“Alexa ハンズフリ
ー”が有効になっているか確認
してください。
1. マツダコネクトのホーム

画⾯から“設定”を選択す
る。

2. “Alexa”を選択する。
3. “設定”を選択する。
4. “Alexa ハンズフリー”が有

効になっているか確認す
る。

いざというときの対処法
Alexa が作動しないとき
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9 点検整備する/お⼿⼊れする
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点検整備について
点検整備について

注意
廃棄物を処理するときは､法律などに沿って
適切に処置する必要があります。タイヤ､バ
ッテリー､エンジンオイル､クーラントなど
はそれらを購⼊した販売店に処分を依頼し
てください。エアコンガスの⼤気放出を防
⽌するため､エアコンの点検､修理はマツダ
販売店､専⾨の修理業者に依頼してくださ
い。

安全で快適な運転をするために､⽇常点検整備
および定期点検整備を実施することが法律で義
務付けられています。
安⼼してお⾞に乗っていただくために､また､⼤
きなトラブルを防ぐ意味からも､定期的に点検
整備を実施してください。
点検要領については別冊のメンテナンスノート
を参照してください。
いつもと違う点に気づいたら､早めにマツダ販
売店で点検を受けてください。

点検整備する/お⼿⼊れする
点検､整備
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定期点検のしかた
1 年点検､2 年点検はマツダ販売店で受けてく
ださい。

知識
新⾞登録後 1 か⽉ (または⾛⾏距離 1,000
km)､6 か⽉ (または⾛⾏距離 5,000 km) は
無料で点検が受けられます。

点検整備する/お⼿⼊れする
定期点検
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⽇常点検についての警告･注意

警告
点検は平らな場所で､⾞に輪⽌めをしてから
⾏なう。
⾞が不意に動き出すと､思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

エンジンルーム内を点検するときは､ファン
やベルトなどの回転部に触れない。
⼿や⾐服などが巻き込まれるなど､重⼤な
傷害につながるおそれがあります。

注意
エンジンルーム内を点検するときは､エ

ンジンの⾼温部に触れないようにしてく
ださい。やけどをするおそれがありま
す。

エンジンルームを点検したときは､⼯具
や布を置き忘れないようにしてくださ
い。置き忘れるとエンジンなどを損傷し
たり､⽕災につながったりなど思わぬ事
故につながるおそれがあります。

シャシーローラーを使⽤するときは､シ
ャシーローラー上を⾛⾏中にシステムが
誤作動することを防ぐため､次のシステ
ムを OFF にしてください。
マツダ･レーダー･クルーズ･コントロ

ール (MRCC)
クルージング＆トラフィック･サポー

ト (CTS)
スマート･ブレーキ･サポート (SBS)
 AT 誤発進抑制制御 [前進時]
 AT 誤発進抑制制御 [後退時]

⽇常点検のしかた
安全で快適な運転をするために､⽇常点検整備
および定期点検整備を実施することが法律で義
務付けられています。
⽇常点検はお客さまのお⾞の使⽤状況に応じ
て､お客さま⾃⾝の判断で適切な時期に実施し
ていただく点検です。
お客さま⾃⾝で実施可能な項⽬となっておりま
すので､⻑距離⾛⾏前や洗⾞時､給油時などを⽬
安に実施してください。
 
⽇常点検整備のしかたは別冊のメンテナンスノ
ートに記載しています。
点検の結果は別冊のメンテナンスノート内｢メ
ンテナンスレコード｣に記⼊してください。

点検整備する/お⼿⼊れする
⽇常点検
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点検項⽬と点検箇所を確認する

1. ブレーキ液の量
2. エンジンオイルの補充
3. バッテリー液の量
4. 冷却⽔の量
5. ウォッシャー液の量
 
(エンジンカバーを開けるとき)
1. ボンネットを開ける。

→4-21 ページ「ボンネットの使いかた」
2.

点検整備する/お⼿⼊れする
エンジンルーム内の点検
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3.

4.

5.

注意
ボンネットの開閉をする場合はストラップをはずしてください。ストラップを引っかけたままで
ボンネットの開閉を⾏なうと､ストラップまたはフックが破損するおそれがあります。

 

点検整備する/お⼿⼊れする
エンジンルーム内の点検
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(エンジンカバーを閉めるとき)
1.

2. ストラップのツマミを指ではさみ､カチッと⾳がするまでホルダーに押し込む。

3.

点検整備する/お⼿⼊れする
エンジンルーム内の点検
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4.

5. エンジンカバーが確実に閉まっていることを確認する。

点検整備する/お⼿⼊れする
エンジンルーム内の点検
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エンジンオイルを点検､補充する
センターディスプレイでエンジンオイルレベル
を確認してください。
1. ボンネットが閉まっていることを確認す

る。
2. エンジンを始動する。
3. ホーム画⾯の “情報” を選択する。
4. “⾞両ステータスモニター” を選択する。
5. “エンジンオイルレベル” を選択する。
6. “計測開始” を選択する。

計測中はアクセルを踏まないでください。

知識
 外気温が低いなどが原因で暖機運転が完

了していないときなど、ディスプレイに表
⽰されていない計測条件を満たさなかっ
た場合、エンジンが始動していても “エン
ジン始動: NG” と表⽰されたり、計測開始
後に計測エラー画⾯が表⽰されたりする
ことがあります。その場合､⼀定時間⾛
⾏して暖機運転を完了させ､エンジンを
停⽌して 10 分程度放置した後､再度計測
⼿順を⾏なってください。

7. ⾞両の電源を OFF にする。

知識
計測終了後､エンジンは⾃動で停⽌しませ
ん。

補充要領については別冊のメンテナンスノート
を参照してください。
 

注意
指定のエンジンオイルを使⽤してください。
指定以外のオイルを使⽤した場合､ディーゼ
ルパティキュレートフィルター内にオイル
中の灰分が堆積し､燃費の悪化やディーゼル
パティキュレートフィルターの交換が必要
になることがあります。
→10-7 ページ「エンジンオイル/エンジン
オイルフィルター」

ウォッシャー液を補充する

注意
エンジンがかかっているときやエンジン

が熱いときはウォッシャー液を補充しな
いでください。ウォッシャー液がエンジ
ンなどにかかると､出⽕するおそれがあ
ります。

ウォッシャー液のかわりにせっけん⽔や
エンジン不凍液などを⼊れないでくださ
い。塗装のしみや､ポンプの故障により
ウォッシャー液が出なくなるおそれがあ
ります。

知識
ウォッシャー液を補充するときは平坦な場
所で⾏なってください。⾞体が傾いている
とウォッシャー液が⼗分に⼊らないことが
あります。

補充要領については別冊のメンテナンスノート
を参照してください。

点検整備する/お⼿⼊れする
エンジンルーム内の点検
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バッテリーを点検する
12V バッテリーの液量を点検するときは､ホー
ルカバーをはずしてください。
(ホールカバーのはずしかた)
1.

2.

3.

 

(ホールカバーのつけかた)
1. ホールカバーをカウルグリルに差し込む。

ホールカバーがカウルグリルを挟んでいる
こと､ノブの位置が正しいことを確認して
ください。

1. ホールカバー
2. カウルグリル

2.

 
12V バッテリー液の量が下限 (LOWER LEVEL)
より不⾜している状態でエンジンを始動する
と､破裂 (爆発) につながるおそれがあり危険で
す。12V バッテリー液が不⾜しているときは､
マツダ販売店などにご相談ください。
点検､補充の要領は別冊のメンテナンスノート
を参照してください。
12V バッテリーを交換するときは､マツダ販売
店にご相談ください。

点検整備する/お⼿⼊れする
エンジンルーム内の点検
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点検項⽬と点検箇所を確認する
フロント

リア

1. ウォッシャー液の噴射状態､ワイパーの払
拭状態

2. タイヤの空気圧､き裂､損傷､異常摩耗､溝の
深さなど

3. 灯⽕装置の点灯､⽅向指⽰灯の点滅具合お
よび汚れ､損傷

ワイパーブレードゴムを交換する

注意
⾃動洗⾞機でワックスが塗布されると､

ワイパーが作動することがあります。
撥⽔コートを使⽤すると､種類によっては

作動不良やふき性能の低下を発⽣させる
場合があります。

ワイパーブレードの損傷を防ぐため､ワ
イパーブレードの上またはその付近でガ
ソリン､灯油､シンナーまたはその他の溶
剤を使⽤しないでください。

⾞両の電源が ON で､ワイパーレバーが
AUTO の位置のとき､次のような場合はワ
イパーが⾃動で作動することがありま
す。
フロントガラスのレインセンサー上部

に触れたとき
フロントガラスのレインセンサー上部

を布などでふいたとき
フロントガラスが⼿またはその他の物

でたたかれたとき
レインセンサーが⾞両の中から⼿また

はその他の物でたたかれたとき
けがやワイパーの故障につながるおそれ
があるため､⼿や指を挟まないように注
意してください。洗⾞や整備を⾏なうと
きは､ワイパーレバーが OFF の位置にな
っていることを確認してください。

ワイパーを⽴てるときは､ワイパーをサ
ービスポジションに動かす必要がありま
す。正しい⼿順で⾏なってください。正
しい⼿順で⾏なわないと､ワイパーブレ
ード､ワイパーアーム､またはボンネット
に傷がつくおそれがあります。

フロントガラスまたはブレードは異物または汚
染物質により､ワイパーの効⼒を低減するおそ
れがあります。 共通の原因は､昆⾍､樹液､市販
の⾞⽤洗剤などです。
 

点検整備する/お⼿⼊れする
⾞両外観の点検
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知識
ワイパーブレードはお客さま⾃⾝で交換で
きますが､ワイパーアームを交換することは
できません。
ワイパーアームを交換するときはマツダ販
売店にご相談ください。

 
フロントワイパーブレードのゴムを交換する

注意
ワイパーブレード､ワイパーアーム､また

はボンネットに傷がつくおそれがあるた
め､正しい⼿順で交換を⾏なってくださ
い。
ワイパーを⽴てるときは､ワイパーをサ
ービスポジションに動かす必要がありま
す。
ワイパーを下ろすときは､⾞両の電源を
ON にしてワイパーを操作する前に､ワイ
パーブレードがサービスポジションにあ
ることを確認してください。

マツダ純正品のワイパーブレードに交換
してください。マツダ純正品以外のワイ
パーブレードに交換すると､ふき取り性
能が低下するおそれがあります。

ワイパーアームやその他の部品を破損す
るおそれがあるため､⼿でワイパーアーム
を掃除しないようにしてください。

ワイパーゴムを交換するときは､必要以
上にワイパーゴムを曲げないでくださ
い。ワイパーブレード内にある⾦属部分
が変形し､ワイパーのふき取りが悪くな
るおそれがあります。

ワイパーアームを⽴てるときに､ワイパー
ブレードの先端を持たないでください。
ワイパーブレードの先端を持つと､部品
が変形してふき取り性能が低下するおそ
れがあります。

⽴てたワイパーを勢いよくもどすとワイ
パーアームやブレードが損傷したり､フロ
ントガラスに傷や割れが⽣じたりするお
それがあります。

1. 次の⼿順で､ワイパーをサービスポジショ
ンまで動かす。
a) ⾞両の電源を ON にする。
b) ⾞両の電源を OFF にする。
c) ⾞両の電源を OFF にしてから 30 秒以

内に､ワイパースイッチを MIST の位置
まで 2 回押し上げる。
⼿順が完了するとワイパーが作動し､サ
ービスポジションで⽌まります。

2. ワイパーアームを⽴てる。
3. ワイパーアームのタブを押しながらブレー

ド部品をスライドさせて取りはずす。

4. ブレード先端の切り⽋きからブレードゴム
の先端を引き出す。

 

点検整備する/お⼿⼊れする
⾞両外観の点検
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5. そのまま引き抜くか､または反対側に向か
って剥がすようにしてブレードゴムを取り
はずす。

 
6. 新しいブレードゴムを､ブレード先端の切

り⽋きから⼊れる。
ブレードゴムを⼊れるときは､ブレード本
体を強く握らないでください。

 
7. ブレードゴムがすべて⼊ったら､位置をと

とのえる。

 
8. ブレードホルダーにブレードゴムが正しく

取り付けられているか確認する。

9.

10. ワイパーアームをゆっくりとフロントガラ
スに下ろす。

注意
ワイパーアームはゆっくり下ろしてくださ
い。ワイパーアームがフロントガラスに強
くあたると､フロントガラスが破損するお
それがあります。

11. 次の⼿順で､ワイパーを初期位置まで動か
す。
a) ワイパーがフロントガラスの上に下ろ

されていることを確認する。
b) ⾞両の電源を ON にする。
c) ワイパースイッチを MIST の位置まで 2

回押し上げる。
 

点検整備する/お⼿⼊れする
⾞両外観の点検
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リアワイパーブレードのゴムを交換する

注意
ワイパーアームやその他の部品を破損する
おそれがあるため､⼿でワイパーアームを動
かさないようにしてください。

1. ワイパーアームを⽴てて､ワイパーブレード
のロックがはずれるまで右にまわし､ワイ
パーブレードを取りはずす。

2.

3. ブレードゴムからブレード部品を取りはず
し､新しいブレードゴムに取り付ける。

注意
ブレード部品を曲げたり廃棄したりしない
でください。再度使⽤する必要がありま
す。

4. 慎重に新品のブレードラバーを取り付けて
ください。はずした⼿順と逆の⼿順でブレ
ード部品を取り付けます。

5. ブレードをワイパーアームに､はずした⼿
順と逆の⼿順で取り付ける。

注意
ワイパーアームはゆっくり下ろしてくださ
い。ワイパーアームがリアガラスに強くあ
たると､リアガラスが破損するおそれがあ
ります。

点検整備する/お⼿⼊れする
⾞両外観の点検
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タイヤを点検する
タイヤの点検について
タイヤの点検は法律で義務付けられています。
点検要領については別冊のメンテナンスノート
を参照してください。
タイヤは､正しい動作､安全､燃費向上のため､適
正空気圧を維持し､積載制限を守ってください。

警告
指定サイズ以外のタイヤを使⽤しない。ま
た､異なる種類のタイヤを混ぜて使⽤しな
い。
⾛⾏安定性が損なわれ､思わぬ事故につなが
るおそれがあります。また､法令違反にな
る場合があります。
運転席ドアを開けたボディー側にあるラベ
ルに記載されているサイズのタイヤを使⽤
してください。また､4 輪ともに同⼀種類の
タイヤを使⽤してください。

注意
タイヤ､ホイール､ホイールナットは純正品
以外は使⽤しないでください。破損や故障
により思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

 

タイヤ空気圧を点検する

警告
タイヤの空気圧が不⾜したままで⾛⾏しな
い。
タイヤの空気圧が不⾜していると⾞両の安
定性を損なうばかりでなく､タイヤの偏摩
耗の原因となります。また､タイヤの空気圧
が不⾜したままで⾼速⾛⾏すると､タイヤが
バースト (破裂) するなどして､思わぬ事故
につながるおそれがあります。

タイヤバルブキャップは純正品を使⽤する。
タイヤバルブキャップは純正品以外を使⽤
しないでください。純正品以外を使⽤する
とバルブの損傷により､適正空気圧になら
ないおそれがあります。そのまま⾛⾏する
と空気圧が低下し､思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 
き裂､損傷の点検をする

警告
異常があるタイヤを装着すると､次の状況が
起こることがあり､思わぬ事故につながっ
たり､故障の原因になったりするおそれが
あるため､正常なタイヤと交換する。
⾛⾏中にハンドルがとられる
異常な振動を感じる
パンクやバースト (破裂) する
⾞の性能 (燃費·⾛⾏安定性·制動距離な

ど) が⼗分に発揮できない
部品に悪影響を与える

 

点検整備する/お⼿⼊れする
⾞両外観の点検
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溝の深さ､異常摩耗を点検する
摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使⽤しないでく
ださい。

警告
タイヤの溝の深さが少ないタイヤや摩耗限
界表⽰ (ウェアインジケーター) が現れてい
るタイヤを使⽤しない。
そのまま使⽤すると､制動距離が⻑くなっ
たり､⾬の⽇にハイドロプレーニング現象
により､ハンドル操作ができなくなったり､
タイヤがバースト (破裂) するなど､思わぬ
事故につながるおそれがあります。摩耗限
界表⽰が現れたらすみやかに正常なタイヤ
と交換してください。

1. 摩耗限界表⽰
2. 摩耗限界表⽰の位置を⽰すマークの例

知識
摩耗限界表⽰は､タイヤの接地⾯にあり､他
の部分より溝が 1.6 mm だけ浅くなってい
ます。

タイヤの位置交換 (タイヤローテ
ーション) をする
タイヤの偏摩耗を防ぎ､寿命をのばすために､約
5,000 km ⾛⾏ごとにタイヤの位置を交換して
ください。
タイヤの位置交換を⾏なうときはマツダ販売店
にご相談ください。

警告
タイヤを交換するときは指定されたサイズ
や種類のタイヤを装着する。
指定されたサイズや種類以外のタイヤを装
着すると⾛⾏安定性が損なわれるため､思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

定期的にタイヤの位置交換を⾏なう。
異常なタイヤ摩耗は危険です。操舵･制動を
良好に保てるよう摩耗を均⼀にするため､
定期的に､偏摩耗が現れた場合はできるだ
け早くタイヤの位置交換を⾏なってくださ
い。

注意
サイドウォールに回転⽅向指⽰のあるタイ
ヤは､左右の位置交換は⾏なわず､前後のみ
位置交換してください。左右で位置交換す
ると⾞両の性能が損なわれます。

知識
 タイヤの位置交換を⾏なう前にタイヤの

空気圧､摩耗を点検してください。
→9-15 ページ「タイヤを点検する」

 タイヤの位置交換を⾏なった後はタイヤ
の空気圧を規定値に調整してください。
→10-17 ページ「タイヤ空気圧」

点検整備する/お⼿⼊れする
⾞両外観の点検
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知識
 お客さまのお⾞にはスペアタイヤ､ジャッ

キが標準で搭載されていないため､お客
さま⾃⾝ではタイヤの位置交換を⾏なう
ことができません。タイヤの位置交換を
⾏なうときはマツダ販売店にご相談くだ
さい。

 
タイヤ位置交換のしかた

 
タイヤの位置交換を⾏なった後は､適正なバラ
ンスとなっているか点検してください。
また､偏摩耗や損傷がないか点検してください。
異常な摩耗には､通常次のような原因がありま
す。
 タイヤ空気圧が適正でない。
 アライメントが適正でない。
 ホイールバランスが適正でない。
 ブレーキが強すぎる。

タイヤパンク応急修理キットを点
検する
タイヤパンク応急修理キットの点検は定期的に
⾏なってください。
 修理剤の有効期限の確認
 コンプレッサーの作動の確認

知識
修理剤には有効期限があります。有効期限
が切れたものは使⽤できませんので､ボトル
のラベルに記載されている有効期限を確認
し､有効期限が切れる前にマツダ販売店で
新しい修理剤をお求めください。

点検整備する/お⼿⼊れする
⾞両外観の点検
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電球 (バルブ) を交換する
電球 (バルブ) はすべて LED タイプのため交換
できません。交換については､マツダ販売店へ
ご相談ください。

点検整備する/お⼿⼊れする
⾞両外観の点検
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点検項⽬と点検箇所を確認する

1. エアコン

エアコンをお⼿⼊れする
エアコンを使⽤する前に
エアコンの冷媒 (エアコンガス) が不⾜してい
ると冷房性能が低下します。冷媒の仕様はエン
ジンルームに貼られたラベルに記載してありま
す。違った種類の冷媒を使⽤すると､エアコン
の重⼤な故障につながる可能性があります。エ
アコンのメンテナンスには特別な装置が必要で
すので､点検や修理は政府認定の専⾨修理業者
にご相談ください。詳しくは専⾨の修理業者に
ご相談ください(マツダ販売店をお勧めしま
す)。

エアフィルターについて
花粉やほこりなどの集じん機能を持った､エア
フィルターを装備しています。快適にお使いい
ただくために､エアフィルターを定期的に交換
してください。詳しくはマツダ販売店にご相談
ください。

知識
 エアコンの⾵量が著しく減少したとき

は､エアフィルターの⽬詰まりが考えら
れます。エアフィルターを交換してくだ
さい。

 ⼤都市･寒冷地など､交通量や粉じんの多
い地区の場合は､エアフィルターの寿命
が短くなり､早めの交換が必要になるこ
とがあります。

点検整備する/お⼿⼊れする
⾞室内の点検
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キーの電池交換のしかた
キーが使⽤できなくなる前に､新しい電池に交
換してください。
1. ノブを⽮印⽅向に押しながら､下側カバー

を取りはずす。

2. ツメを押し込んで､上側カバーのロックを
解除する。

3. 保護テープを巻いたマイナスドライバーを
すき間に差し込み､マイナスドライバーを
スライドさせる。

4. マイナスドライバーをまわして､上側カバ
ーを取りはずす。

5. 保護テープを巻いたマイナスドライバーを
使って､キャップを取りはずす。

6. 保護テープを巻いたマイナスドライバーを
使って､電池を取りはずす。

7. 電池の+側が上になるように､キーに新しい
電池をはめ込む。

8. キャップを取り付ける。

9. 上側カバーを取り付ける。

点検整備する/お⼿⼊れする
キーの点検
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10. キーのスロットに下側カバーのツメを差し
込むように､下側カバーを取り付ける。

点検整備する/お⼿⼊れする
キーの点検
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外装をお⼿⼊れする

注意
ワイパーを⽴てるときは､ワイパーをサ

ービスポジションに動かす必要がありま
す。正しい⼿順で⾏なってください。⼿
順については 9-11 ページをお読みくだ
さい。
正しい⼿順で⾏なわないと､ワイパーブ
レード､ワイパーアーム､またはボンネッ
トに傷がつくおそれがあります。
ワイパーを下ろすときはワイパーアーム
に⼿を添えながらゆっくりともどしてく
ださい。勢いよくもどすとワイパーブレ
ードやワイパーアームが損傷したり､フロ
ントガラスに傷や割れが⽣じたりするお
それがあります。

オートワイパー装備⾞は､ワイパーレバ
ーを OFF の位置にしてください。⾞両の
電源が ON で､ワイパーレバーが AUTO
の位置のとき､ワイパーが⾃動で作動す
ることがあります。

フューエルリッドが閉まっていることを
確認し､ドアを施錠してください。⽔圧
などでフューエルリッドが勢いよく開
き､⾞体に傷がついたり､フューエルリッ
ドが損傷したりするおそれがあります。

エンジンルーム内に⽔をかけないでくだ
さい。エンジンの始動不良や電気部品の
故障につながるおそれがあります。

洗⾞やワックスがけを⾏なうときは､⾞
体のルーフ部の⼀点に強い⼒をかけない
ようにしてください。強い⼒をかける
と､万⼀の場合､⾞体がへこむことがあり
ます。

ガラス､ミラーのお⼿⼊れをするときは､
熱線を損傷するおそれがあるため､熱線
に沿ってふいてください。ガラスクリー
ナーなどを使⽤すると､熱線をいためる
おそれがあります。

お⼿⼊れには､コンパウンド⼊りワック
ス､ガソリン､ベンジンなどの有機溶剤､
アルコール類､酸性･アルカリ性溶剤､漂
⽩剤などは使⽤しないでください。

外装にガソリンなどの有機溶剤､オイル､
冷却⽔､バッテリーなどが付着した場合
はすぐにふき取ってください。

 (ハンズフリー機能つきリアゲート装備
⾞)

注意
洗⾞やワックスがけをするときは､マツ
ダコネクトを使⽤してハンズフリー機能
をオフにしてください。また､キーをリ
アゲートに近づけないでください。リア
ゲートが予期せず開いて事故につながる
おそれがあります。

⾃動洗⾞機を使⽤するとき
ドアミラーを格納してください。
⾃動洗⾞機を使⽤すると､ブラシにより

傷がつき塗装の光沢が失われたり､劣化
が早まったりすることがあります。

スポイラー装備⾞は､洗⾞機によってはス
ポイラーが引っかかり洗⾞できない場合
や損傷するおそれがあります。

⾼圧洗⾞機を使⽤するとき
洗⾞機は機種によっては⾼温､⾼圧のものが
あります。洗⾞ノズルを近づけすぎると､
モールなど樹脂部分やシール材などが変
形､損傷したり､室内に⽔が⼊ったりするお
それがありますので､洗⾞ノズルと⾞体と
の距離は⼗分に離してください (30 cm 以
上)。また､同じ場所を連続して洗浄しない
でください。ドアのすき間や窓ガラスまわ
りは､特に注意して⾏なってください。

点検整備する/お⼿⼊れする
外装のお⼿⼊れ
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ホイールをお⼿⼊れする

注意
ホイールに海⽔や凍結防⽌剤を付着させ

たままにしておくと､腐⾷するおそれが
あります。できるだけ早く洗い流してく
ださい。

中性洗剤以外は使⽤しないでください。
ご使⽤の際には成分をご確認ください。
変⾊·シミの原因となります。

点検整備する/お⼿⼊れする
外装のお⼿⼊れ
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内装をお⼿⼊れする

警告
室内に⽔をかけない。
オーディオ､スイッチなどの電気部品に⽔が
かかると､故障や⾞両⽕災につながるおそ
れがあり危険です。

注意
樹脂部品のお⼿⼊れにはつや出し剤を使

⽤しないでください。
含まれる成分によっては変⾊､シミ､ひび
割れ､塗装はがれの原因になります。

ガラスの内側をふくときは､⽔やぬるま
湯でぬらしたやわらかい布で､軽くふい
てください。
熱線を損傷するおそれがあるため､熱線
に沿ってふいてください。
また､ガラスクリーナーなどを使⽤する
と､熱線をいためるおそれがあります。

内装に芳⾹剤などの液体をこぼしたとき
は､すぐにふき取ってください。

お⼿⼊れには､コンパウンド⼊りワック
ス､ガソリン､ベンジンなどの有機溶剤､
アルコール類､酸性･アルカリ性溶剤､漂
⽩剤などは使⽤しないでください。

光沢のあるパネル､メッキ部分は乾いた
布などでこすらないでください。また､
メーターレンズはやわらかい布 (めがね
ふきなど) でふき､強くこすらないでくだ
さい。すり傷がつくことがあります。

インストルメントパネル上⾯ (ソ
フトパッド部) をお⼿⼊れする
特に汚れが気になるときのインストルメントパ
ネルのお⼿⼊れ⽅法
1. ⽔で薄めた中性洗剤をやわらかい布に含ま

せて汚れをふき取る。
2. ⽔をひたした布を固くしぼり､表⾯に残っ

た洗剤･⽔分をふき取る。

点検整備する/お⼿⼊れする
内装のお⼿⼊れ
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布張り､合成⽪⾰部分をお⼿⼊れ
する
布張り
1. ⽔で薄めた中性洗剤 (約 5%) をやわらかい

布に含ませ､軽くたたくようにして汚れた
部分をふき取る。

2. きれいな⽔にひたした布を固くしぼり､残
った洗剤をふき取る。

合成⽪⾰
1. 掃除機などでほこりや砂を取り除く。
2. ⽔で薄めた中性洗剤 (約 5%) をやわらかい

布に含ませ､汚れた部分をふき取る。
3. きれいな⽔にひたした布を固くしぼり､残

った洗剤をふき取る。

⾰張り部分をお⼿⼊れする
1. 掃除機などでほこりや砂を取り除く。
2. 純正専⽤クリーナーまたは⽔で薄めた中性

洗剤 (約 5%) をやわらかい布に含ませ､汚
れをふき取る。

3. きれいな⽔にひたした布を固くしぼり､残
った洗剤をふき取る。

4. 乾いたやわらかい布で⽔分を取り､⾵通し
のよい⽇陰で乾燥させる。⾬などでぬれた
ときも早めに⽔分をふき取り､乾燥させる。

知識
 天然素材のため､シボ (本⾰表⾯の凹凸)

の不均⼀や⽜⾰本来の傷がわかる場合が
あります。

 品質を⻑く保つため､年に 2 回程度の定
期的なお⼿⼊れをおすすめします。

 次のような場合は､早めに⼿⼊れを⾏な
ってください。
そのまま放置しておくと早く摩耗した
り､カビやシミなどの原因になったりし
ます。
 砂､ほこりなどが付いたとき
 ハンドクリームなどの油分が付いたと

き
 化粧品､整髪料などのアルコール類が

付いたとき
 ⾰張り部分がぬれたときはすぐに乾いた

布で⽔分をふき取ってください。表⾯に
⽔分が残っていると硬化､収縮など変質
の原因になります。

 直射⽇光に⻑時間さらすと､変質､縮みな
どの原因になります。⻑時間駐⾞すると
きは､サンシェード (⽇除け) を使⽤する
などして直射⽇光をさえぎってください。

 ビニール製品を⻑時間､⾰張り部分の上
に置かないでください。変質､変⾊の原
因になります。室内が⾼温になっている
とビニールが変質して本⾰部分に付着す
るおそれがあります。

点検整備する/お⼿⼊れする
内装のお⼿⼊れ
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アクティブ･ドライビング･ディス
プレイをお⼿⼊れする*

注意
防塵シートの⼿⼊れには､洗剤などを使⽤
しないでください。また､防塵シートに薬剤
などがついたときはすぐにふき取ってくだ
さい。コーティングが傷つく場合がありま
す。

1. メガネふきのような､きめの細かい､やわら
かい布でふく。

シートベルトをお⼿⼊れする

警告
シートベルトにほつれ､すり傷などの異常
があるときは､マツダ販売店で交換する。
そのままの状態で使⽤すると､万⼀の場合
シートベルトの効果が⼗分に発揮できない
ため､重⼤な傷害につながるおそれがあり
ます。

シートベルトの汚れを取るときは､中性洗
剤を使⽤する。
有機溶剤を使⽤したり､染⾊､漂⽩したりす
るとベルトの強度が低下し､万⼀の場合シ
ートベルトの効果が⼗分に発揮できないた
め､重⼤な傷害につながるおそれがありま
す。

1. ⽔で薄めた中性洗剤 (約 5 %) をやわらかい
布に含ませ､軽くたたくようにして汚れた
部分をふき取る。

2. きれいな⽔にひたした布を固くしぼり､残
った洗剤をふき取る。

3. ⼿⼊れのため引き出したシートベルトを巻
き取らせるときは､⼗分に乾燥させ､⽔分が
残っていないことを確認する。

知識
汚れがあるときはこまめにふき取ってくだ
さい。汚れたままにしておくと､汚れが落ち
にくくなったり､ベルトの巻き取りが悪く
なったりすることがあります。

点検整備する/お⼿⼊れする
内装のお⼿⼊れ
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M ハイブリッドブースト⽤バッテリー (e-SKYACTIV D)

項⽬ サービスデータ

タイプ リチウムイオン電池

温度範囲 作動保証温度: −30 ℃ 〜 65 ℃
保存保証温度: −40 ℃ 〜 80 ℃

仕様
⾞両スペック

10-2

CX-80_K ヤ_Edition3_new 2025-2-25 19:16:15



12 V バッテリー

エンジン 型式*1

SKYACTIV-D Q-85

e-SKYACTIV D 80D26L､65 Ah (20 時間率)

*1 ⾞両に取り付けられた 12 V バッテリーを確認の上､同等以上の性能の 12 V バッテリーを使⽤してく
ださい。ただし､同⼀型式の中でも性能が異なる場合がありますので､交換する際はマツダ販売店に
ご相談ください。

仕様
⾞両スペック
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燃料
使⽤燃料
使⽤燃料については､5-100 ページ｢給油のしかた｣もあわせてお読みください。

エンジン 使⽤燃料

SKYACTIV-D
低硫⻩軽油

e-SKYACTIV D

燃料タンク容量

駆動 燃料タンク容量
(参考値)

2WD ⾞
74 L

AWD ⾞

仕様
⾞両スペック
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ディーゼル⾞の使⽤燃料について
ディーゼル⾞の使⽤燃料 (軽油) は､外気温が低くなると凍結し､燃料パイプが詰まってエンジンの始動
ができなくなるなど故障の原因になります。
寒冷地域に移動するときは､現地に着くまでに燃料の残量が 1/2 以下になるようにしておき､到着後は
できるだけ早く寒冷地⽤の燃料を補給してください。

軽油の種類 使⽤限界の⽬安温度*1

JIS 特 1 号 +5 ℃

JIS1 号 −2.5 ℃

JIS2 号 −7.5 ℃

JIS3 号 −20 ℃

JIS 特 3 号 −30 ℃

*1 使⽤条件や環境により多少異なります。

仕様
⾞両スペック
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フューエルフィルター
フューエルフィルターは､60,000 km ⾛⾏ごとに交換してください。

仕様
⾞両スペック
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エンジンオイル/エンジンオイルフィルター
エンジンオイル/オイルフィルター交換時期
交換時期は⾛⾏ km または年⽉のどちらか早い⽅で交換してください。
⾞両の使⽤状況により､レンチ表⽰/表⽰灯が点灯することがあります。その場合は､エンジンオイル
とエンジンオイルフィルターを交換してください。
シビアコンディションの条件については､別冊のメンテナンスノートに記載しています。

エンジン 標準 シビアコンディション

SKYACTIV-D 10,000 km
または 1 年ごと

5,000 km
または 6 か⽉ごとe-SKYACTIV D

エンジンオイルの規格/銘柄
表に記載されたエンジンオイルを使⽤してください。

エンジン 指定規格 推奨銘柄

SKYACTIV-D
ACEA C3

(SAE 0W-30､SAE 5W-30)

純正ディーゼルオイルエクストラ
SKYACTIV-D (0W-20)*1､

純正ディーゼルオイルエクストラ
SKYACTIV-D (0W-30)*1e-SKYACTIV D

*1 表に記載されていないエンジンオイルを使⽤すると､ディーゼルパティキュレートフィルターの劣化
が早くなります。

エンジンオイル/オイルフィルター交換時のオイル容量

エンジン エンジンオイル容量

SKYACTIV-D
6.5 L

e-SKYACTIV D

使⽤温度範囲
エンジンオイルは外気温に応じた粘度のものを次の表にもとづき使⽤してください。

仕様
⾞両スペック
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冷却⽔
推奨銘柄と交換時期

ラジエーターキャップまたはその付近に のマークがある場合は､純正ロングライフクーラ
ント (ゴールデン) を使⽤してください。詳しくはマツダ販売店にご相談ください。

推奨銘柄 交換時期

純正ロングライフクーラント 2 年ごと (初回は 3 年)

純正ロングライフクーラント (ゴールデン) 100,000 km ⾛⾏または 4 年ごと
(初回は 180,000 km ⾛⾏または 9 年)

冷却⽔容量

エンジン エンジン冷却⽔容量
(参考値)

インタークーラー冷却⽔容量
(参考値)

SKYACTIV-D 10.0 L 4.9 L

e-SKYACTIV D 9.8 L 5.8 L

仕様
⾞両スペック
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オートマチックトランスミッションフルード

エンジン 推奨フルード 容量 (参考値)

SKYACTIV-D
純正 ATF A7

8.3 L

e-SKYACTIV D 8.5 L

仕様
⾞両スペック
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ディファレンシャルオイル

エンジン 推奨銘柄 フロントオイル
容量 (参考値)＊1

リアオイル
容量 (参考値)

SKYACTIV-D マツダロングライフ
ハイポイドギヤオイル

SG1
0.35 L 0.90 L

e-SKYACTIV D

*1 AWD ⾞のみ

仕様
⾞両スペック
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トランスファーオイル (AWD)

エンジン 推奨銘柄 容量 (参考値)

SKYACTIV-D
純正 ATF A7 0.54 L

e-SKYACTIV D

仕様
⾞両スペック
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ブレーキ液

項⽬ サービスデータ

交換時期 2 年ごと (初回は 3 年)

推奨液 純正ブレーキフルード BF-3 (DOT-3)､
純正ブレーキフルード B7 (DOT-3)

仕様
⾞両スペック
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ウォッシャー液

項⽬ サービスデータ

タンク容量 (参考値)

ヘッドランプウォッシャー
⾮装備⾞ 2.2 L

ヘッドランプウォッシャー
装備⾞ 4.2 L

仕様
⾞両スペック
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電球 (バルブ) について
この⾞両に装備されている電球は､すべて LED タイプです。
LED タイプの電球は交換できません。交換については､マツダ販売店へご相談ください。

仕様
⾞両スペック
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タイヤ/ホイールサイズ
タイヤサイズ表⽰ (⼀例) の⾒⽅

1. タイヤ幅の呼称 (mm)
2. 偏平率 (％)
3. ラジアル構造
4. リム径の呼称 (インチ)
5. ロードインデックス (LI)
6. 速度記号
 
速度記号の⾒⽅
次の速度記号情報で､⾞両の適切なタイヤを選んでください。

速度記号 最⾼速度

L 120 km/h まで

N 140 km/h まで

Q 160 km/h まで

R 170 km/h まで

S 180 km/h まで

T 190 km/h まで

U 200 km/h まで

H 210 km/h まで

V 240 km/h まで

W 270 km/h まで

 

仕様
⾞両スペック
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タイヤサイズ
タイヤサイズは､運転席ドアを開けたボディー側に貼付されているラベルで確認してください。

タイヤサイズ ホイールサイズ インセット
(オフセット) ピッチサークル直径

235/60R18 103V 18×7-1/2J
45.0 mm 114.3 mm

235/50R20 104W 20×7-1/2J

仕様
⾞両スペック
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タイヤ空気圧
適正空気圧は､運転席ドアを開けたボディー側に貼付されているラベルで確認してください。

タイヤサイズ 前輪 後輪

235/60R18 103V 250 kPa (2.5 kgf/cm2) 250 kPa (2.5 kgf/cm2)

235/50R20 104W 250 kPa (2.5 kgf/cm2) 250 kPa (2.5 kgf/cm2)

仕様
⾞両スペック
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ホイールナットの締め付けトルク
タイヤを取り付けるときは､次のトルクでホイールナットを締め付けてください。
108 N･m〜147 N･m (12 kgf･m〜14 kgf･m)

仕様
⾞両スペック
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ブレーキディスクの摩耗限度情報
ブレーキディスクの使⽤限度値とその測定⽅法に関する情報が必要な場合は､マツダ販売店にご相談
ください。

仕様
⾞両スペック
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ブレーキペダル

エンジン 遊び フロアマットとのすき間
(踏⼒ 147 N {15 kgf})

SKYACTIV-D 10 mm 以下 48.0 mm 以上

e-SKYACTIV D 4 mm 以下 62.0 mm 以上

仕様
⾞両スペック
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補機ベルト
補機ベルトは､⾃動調整式です。点検や交換については､マツダ販売店へご相談ください。

仕様
⾞両スペック
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エアクリーナーエレメント

⾞の使われ⽅ 交換時期

標準 50,000 km ⾛⾏ごと

シビアコンディション*1 25,000 km ⾛⾏ごと

*1 シビアコンディションの条件については､別冊のメンテナンスノートに記載しています。

仕様
⾞両スペック
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